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　　　０【そうだ大たい気き圏けん、突とつ破ぱしよう】









　オレにとって〝月〟はいつだって懐なつかしかった。

　季節は秋。天候は晴れ。自宅マンションのベランダでオレはハンモックに揺ゆられながら、夜空に輝かがやく十五夜いざよいの月を呆ぼけた顔で眺ながめていた。

　いつも世話になっている隣となりの叔お母ばさんから、お裾すそ分わけしてもらった白い団子をオレはぽいっと口に放ほうり込こむ。

　今夜が〝中ちゆう秋しゆうの名めい月げつ〟だったのは偶ぐう然ぜんだ。学校なんかで嫌いやなことがあると気の済むまで月を眺ながめるのがオレの子供の頃ころからの習慣で、それは亡なくなった両親の影えい響きようだ。

　オレの両親は熱ねつ狂きよう的な〝月ＬＯＶＥ〟だった。

　実現するのは二十年後かはたまた三十年後か、まったく定さだかではない『月旅行の予約権』を数千万の大金をはたいて買ってしまうほどの重じゆう症しようっぷりだった。

　なぜ両親がこれほどまでに月を愛するのか。当然、理由がある。それは月がふたりの馴なれ初そめと大いに関係していたからだ。

　それはまるで昨日のように鮮あざやかな思い出だ。

　父はベランダで肩かたを並べて月を眺ながめるたびに内心で「もう百回は聞いたよ」と思う子供のオレに嬉うれしそうに母との馴なれ初そめを語る。

「母さんは大学一の美人でさ……父さんたち男子学生みんなの憧あこがれだったんだ」

　母は艶あでやかな髪かみの華はなやかなお嬢じようさまで、父は強ごう情じようなくせっ毛の冴さえない貧びん乏ぼう学生だった。まさに月とスッポンだ。ただ奇き遇ぐうにも二人には共通の趣しゆ味みがあった。天体観測だ。

　この街の郊こう外がいに巨きよ大だいな橋があるのだが、その周辺が知る人ぞ知る天体観測のスポットで、キャンパスですれ違ちがうだけだった父と母は偶ぐう然ぜんその場所で出会った。

　ある静かな満月の夜だ。遂ついに父は大橋の上で母に勇気を振ふり絞しぼって想おもいを告げた。

「……月が綺き麗れいですね！」と。

　英語教師だったかの夏なつ目め漱そう石せきは学生に『Ｉ　ＬＯＶＥ　ＹＯＵ』を『月が綺き麗れいですね』と訳しなさいと言ったそうだ。文学部だった父はそのエピソードになぞって母に愛を伝えた。

　母は父に柔やわらかに微笑ほほえみ「はい」と軽かろやかに答える。

「私もそう思っていました」

「いいんですか!?」

「私……アナタに出会えてよかったわ」

　瞬しゆん間かんの父は嬉うれしさのあまり大橋から川にダイブしたくなるほど舞まいあがったらしい。

　ところが、傍かたわらの父は当時を思い出して恥はずかしそうにくせっ毛をかき混ぜ苦く笑しようする。

「母さん……『月が綺き麗れいですね』の意味を知らなかったんだよ……」

　要するに母は本当に月が綺き麗れいだと思ったから「はい」と答え、自分が心から愛する月を父も同じように愛してくれていることに感激していただけで、父の意い図とを理解していなかった。

　ただ父と母はこれがきっかけで付き合い始めたらしい。案外、きっかけなんてものはささいなものなのかもしれない。

　この話を思い返すとオレはいつも決まって笑ってしまう。まどろっこしい告白をする父も父だし、天然お嬢じようさまな母も母で、実にうちの両親らしいエピソードで笑えるのだ。

　ふと、オレはリビングを振ふり返かえる。あの頃ころを思い出したからだろう。リビングからふたりの楽しげな笑い声が聞こえたような気がした。

「……んなわけえねえか」

　リビングには『月旅行の予約権』が収められた額がく縁ぶちと、父と母と子供のオレが映った家族写真が並んでいるだけだった。

　家族写真の背景は満月で、場所はふたりの馴なれ初そめ大橋である。

　オレは夜空に向かって真まっ直すぐ腕うでを伸のばす。そして、月に向かってひとりごちる。

「いつか月へ……」と。

　残されたオレが両親にしたいことは、ふたりの夢だった月旅行に代わりに行くことくらいだ。その時、父にとっての母のような『月が綺き麗れいですね』と言えるような相手が傍かたわらにいてくれたらきっと最高にハッピーだろう。

　ただひとつ大きな気がかりがオレにはあった。

「あの額がく縁ぶちの『月旅行の予約権』って本物なのか……？」

　両親が大切にしていた代しろ物ものだ。ふたりが事故で亡なくなってからこの十年、一いつ切さい触ふれることなくそのままリビングに飾かざっておいたのだが……。

　リビングに向かうと、オレは改めて額がく縁ぶちの『月旅行の予約権』を間近で観察する。

　業者のサインだろうか……予約券には『有効期限はお客さまが月に行くその日まで』と小学生が書いたかのような汚きたねえ字で書きなぐってあった。

　嫌いやな予感がしたオレはポケットからスマホを取り出して、予約権に記き載さいされている吉き備び津つ旅行代理店の連れん絡らく先さきに電話をしてみる。

『おかけになった電話番号は現在使われておりません──』

「騙だまされてるよ──ッ！　父さ──ん、母さ──ん────ッ!!」

　オレは父親譲ゆずりの強ごう情じようなくせっ毛を搔かきむしりながら、月明かりに照らされたフローリングに大の字でノックダウン。夢を叶かなえる手段を失い茫ぼう然ぜん自じ失しつのドクターストップだ。

「……今から宇宙飛行士でも目指すか」

　諦あきらめろオレ。この頭じゃ無理だ。と言うか、大体のヤツが無理だろ。あれはロープレ世界で魔ま王おうを倒たおす勇ゆう者しやパーティーに選ばれるくらいの難なん易い度どだ。

　すっかりやる気をなくしたオレは途と端たんにやさぐれるのである。

「いっそ宇宙人にさらわれねえかなぁ──ッ！」

　人生とはわからないものだ。

　──前略、天国の父さん母さん。アナタたちの息子むすこは今、月にいます。ですが、ふたりが夢見た月旅行ではありません。宇宙人にさらわれました。

　父さん母さん……信じられますか？

　月に暮らす〝うさみみ宇宙人〟の存在を。




　　　　　○●○─




　これは朝の食しよく卓たくの風景である。

「麟りん太た！　危険が危な──いッ!!」

　月にさらわれてはや一週間──オレが目玉焼きにソースをかけようとすると、突とつ然ぜん、ブンと鋭するどい回まわし蹴げりが顔面目がけて放たれる。咄とつ嗟さにオレは身を反らす。鞭むちのようにしなる細く白い脚あしがオレの前まえ髪がみを跳はねあげ鼻先を掠かすめてゆく。

「輝かぐ夜や！　なにすんだよッ！」

　オレは畳たたみに取り落としそうになったソースの瓶びんを握にぎり直して「……やるじゃん！　麟りん太た！」と感心している〝うさみみ少女〟を睨にらみつける。

「化学実験してんじゃねえんだ！　目玉焼きにソースをかけるのに危険なんかあるかよ！」

「あるの！」

「ねえよ！」

「麟りん太たは〝地球人〟のくせに知らないの？　かの織お田だ信のぶ長ながは本能寺の朝食に出された目玉焼きにうっかりソースをかけてしまったせいであのような恐おそろしい結末を……」

　そう言って輝かぐ夜やは切なげにうさみみを折り曲げる。

「……そうか。織田さん、西洋かぶれだったもんな……って！　どんな噓うそだよ！」

「一方、その頃ころ、かの徳とく川がわ家いえ康やすは関せきヶが原はらの合戦の朝食に出された目玉焼きに醬しよう油ゆをかけたことにより歴史的な大勝利を！」

「ねえよ！　大体、戦国時代の人間は目玉焼きとか食わねえし」

「そこの獅し子し座のあなた！」

「今度はなんだよ……」

「今日のラッキーアイテムは醬しよう油ゆだよ！」

「なんだそのおそらく今まで一度も取り上げられたことのないラッキーアイテム」

「醬しよう油ゆを咥くわえて出かけると！　曲がり角で素す敵てきな出会いがあるかも！」

「いや、もう目玉焼きとか関係なくなってるじゃねえかよ」

「チャンスだよ。麟りん太た！」

「なんのチャンスだよ！」

「もういいよ！　麟りん太たの分からず屋！」

「なんでオレが悪いみたいになってんだよ……」

　そう言いながら輝かぐ夜やが着物の袖そでから明らかに袖そでの容量よりも大きな〝杵きね〟をするすると取り出し振ふりかぶる。

「お──いッ！　一番、危険なのはお前じゃねえかよ！」

「日本人なら醬しよう油ゆでしょうが！　私はこんなにも古き良き日本文化が好きなのにぃ！」

「まあ、〝月の民たみ〟の輝かぐ夜やが日本文化をこよなく愛してるってのは、日本人のオレとしては悪い気はしないが……今日のオレはソースの気分なんだよ！」

　輝かぐ夜やがまさにうさぎのような淋さみしげな瞳ひとみで尋たずねてくる。

「麟りん太たは……醬しよう油ゆのことが嫌きらいなの……？」

「き、嫌きらいじゃねえよ。むしろ醬しよう油ゆは好きだよ……」

　そんな目で見てくるんじゃねえよ。強く否定できねえだろうが。

「だったら！　私と一いつ緒しよに醬しよう油ゆをかけよう？　毎朝、目玉焼きに醬しよう油ゆをかけて食べよう？」

「……輝かぐ夜やわかってくれ。醬しよう油ゆのよさを再確かく認にんするためにも、時にはソースをかけることも男には必要なんだよ」

「ひどい！　この浮うわ気き者ぉ！　ソースみたいな旨うま味み成分と聞けばなんでもかんでも貪どん欲よくに取とり込こんじゃうアバズレ女がいいだなんて！」

「大豆を主成分に作った醬しよう油ゆが一いち途ずな女みたいな言い方してんじゃねえよ！」

　──そう実にバカバカしいことにオレは、ちゃぶ台の向こう側にいるうさみみ少女と目玉焼きにソースをかけるか醬しよう油ゆをかけるかで毎朝のように言い争っているのである。

　騒さわがしいったらありゃしない。こんな騒さわがしい朝は賑にぎやかな両親が生きていた時以来だ。

「ったく……朝飯くらい好きに食わせろよ」

「だって〝夫ふう婦ふ〟で食べる朝ごはんの目玉焼きは醬しよう油ゆって小さい頃ころから決めてたんだもん！」

「なにその特とく殊しゆなこだわり」

「そりゃこだわるよ夢だったんだもん……こうやって誰だれかと一いつ緒しよに朝の食しよく卓たくを囲むのが……」

　そっか……コイツは父親を早くに亡なくして、母親も多た忙ぼうだ。幼い頃ころから朝ごはんをずっとひとりで食べてきたんだろうな……。

「……わかったよ。醬しよう油ゆをかけりゃいんだろ……今日だけだぞ？」

「わーい、やったー！　麟りん太たにも優やさしいところあるじゃん！」

　そう喜び飛とび跳はねるうさみみ少女の目を盗ぬすんでオレは目玉焼きにソースの瓶びんを傾かたむける。バカめ。かけちまえばこっちのもんだ。

　しかし、うさみみ少女は意外に目め聡ざとかった。ブンッと空気を切きり裂さき杵きねをひと振ふり、

「う……うおッ！　危ねえッ！」

　オレの手の中のソースの瓶びんをホームラン級のインパクトで木こっ端ぱ微み塵じんに破は壊かいする。

「麟りん太たの噓うそつきぃ────ッ!!」

　輝かぐ夜やが叫さけぶのと同時だ。オレの左ひだり腕うでの腕うで輪わから強きよう烈れつな電流が流れる。

「ぎゃあああああああああああああああアアアアアァァァァァ!!」

　畳たたみをのたうち回るオレの頭上では、

「はーい、醬しよう油ゆだよぉ」

　うさみみ少女が屈くつ託たくのない笑えみを浮うかべ目玉焼きに勝手に醬しよう油ゆを垂らしている。まるでおもちゃを買ってもらった子供のように無む邪じや気きなのが憎にくらしい。

　オレは陸に打ち上げられた魚よろしくピクピクと畳たたみにヴァイブレーションしながら窓の外に広がる〝宇宙空間〟を見やるのである。

　死んだ魚の目に映る漆しつ黒こくの世界には、溜ため息いきが出るほど美しい〝青い惑わく星せい〟が浮うかんでいた。

「今日も……地球は綺き麗れいだね！」

　そう吞のん気きな感想を漏もらしながら、断りもなく半熟の黄身と醬しよう油ゆを混ぜ合わせ、箸はしの先でひょいと摘つんで「あーん、どうぞ召めしあがれ」と満足げに微ほほ笑えむうさみみ少女を虚うつろに見あげながら、オレは落語のサゲよろしくうそぶくのだ。

「やっぱり目玉焼きはソースに限ります」と。














　　　１【青春とは走ることと見つけたり】









　捻ひねくれた性格がいけないのか、それとも死んだ魚のような目がダメなのか、もしくはあらゆる整せい髪はつ料りようを葬ほうむり去さってきた強ごう情じようなくせっ毛が悪いのか……昔からオレこと浦うら島しま麟りん太たは女の子から怖こわがられ避さけられてしまう存在だった。

　なので自然とオレも女の子と距きよ離りを取るようになり、気づくと苦手意識を抱いだくようになってしまった。

　お陰かげでクラスメートの女子たちからオレは『女の子に興味がない男子』だと思われていて、ありがたくないことに頭に〝腐ふ〟のつく一部の女子たちからは熱い眼まな差ざしを浴あびている。

　でも、だからと言って女の子に興味がないわけじゃない。季節が巡めぐるように移り変わりはあるが、漫まん画がやアニメやゲームの女の子にいつだってオレは夢中だった。

　ただリアルな女の子とどうにも縁えんがなかった。

　とは言え、オレの高校生活はバラ色ではないが灰色というわけでもない。

　オレには同じく女の子と縁えん遠どおい友だちがいた。放課後、集まってアニメや漫まん画がについて語り合ったりゲームをする男友だちがオレにはいた。

　家族のいないオレにとって、友だちとすごす放課後の時間は乾かわいた喉のどを潤うるおしてくれる憩いこいのようなひと時だった。

　だが、砂さ漠ばくのオアシスとは蜃しん気き楼ろうのごとく儚はかないものらしい。

　──それは埃ほこりと紙の匂においが漂ただよう放課後の社会科準備室での出来事である。

　漫まん画がやアニメやゲームをこよなく愛するオレたちコミュニティのメンバーのひとりである柿かき田たくんが、狩かりゲーに興じていると携けい帯たいゲームの画面をメガネのレンズに反射させながら唐とう突とつに言ったのだ。




「実は……彼かの女じよができました」と。




　柿かき田たくんの控ひかえめな告白は荒あらぶるドラゴンの咆ほう哮こうに危あやうくかき消されてしまうところだった。オレでなければ聞きき逃のがしているところだ。

「あ、桃もも井いくんドラゴンそっちのエリアに行ったぜ」

「浦うら島しま氏！　了りよう解かいであります！　滅めつ龍りゆう徹てつ甲こう弾だんをヘッドショットしてやりますぞ！」

「栗くり林ばやしくーん？　罠わなは任せていいんだよな？」

「……ヒヒヒッ、トラッパー栗くり林ばやしとは吾わが輩はいのこと！　毒に麻ま痺ひ！　魔ま物ものを状態異常まみれにしてくれよう！」

「あの！　実は彼かの女じよができたんだけど！」

　ハンティング真まっ只ただ中なか、先ほどよりも大きめの声で大だい剣けん使いの柿かき田たくんが言う。無論、彼かの女じよなどという幻げん想そうに惑まどわされるオレではない。

「それなんてギャルゲ？」

　双そう剣けん使いのオレはドラゴンの猛もう烈れつな攻こう撃げきを華か麗れいに回かい避ひしつつ泰たい然ぜん自じ若じやくと聞き返す。

　ところがだ。柿かき田たくんは「ゲームの話じゃない」と言うではないか。

「じゃあ漫まん画が？」

「漫まん画がじゃない」

「ならアニメ？」

「アニメじゃない」

「という夢を見たんだ？」

「だとしたらボクは今すぐ病院に行くよ！」

「つまり、どういうことよ？」

「そういう二次元の彼かの女じよじゃないってことだよ……」

「に、二次元じゃない……だと!?」

　オレは手を止め、隣となりの桃もも井いくんと顔を見合わせる。桃もも井いくんもぽっちゃりとした顔にさっぱりわからないと言った表情を浮うかべている。

　柿かき田たくんは少し照れくさそうに笑う。

「……リアル彼かの女じよだよ」と。

　オレと桃もも井いくんが再び顔を見合わせたのは言うまでもないことだった。

　オレは携けい帯たいゲーム機を床ゆかに置くと、柿かき田たくんの両りよう肩かたに両手を添そえて真しん剣けんな眼まな差ざしで言う。

「柿かき田たくん……それはさぞや高かったろうな！」

　一説によると一体数十万はするという話である。

「違ちがうから。シリコン製の彼かの女じよじゃないから！」

「なんだビニールのほうか。火に弱いらしいから気をつけろよ！」

「だから違ちがうから！　そういう空気嫁よめ的な彼かの女じよじゃないから！」

　まさしく〝空気を読め〟と言わんばかりに柿かき田たくんがオレの両手を払はらう。

　柿かき田たくん曰いわく。彼かの女じよとは先月の同人即そく売ばい会で出会ったのだと。彼かの女じよから柿かき田たくんに声をかけてきたそうだ。どうやら柿かき田たくんが絶賛放映中の『突とつ撃げきの兵団』というアニメの人気キャラである兵へい長ちようにどことなく雰ふん囲い気きが似ているからだったそうだ。

　……なるほど。奇き跡せき的てきな出来事ではあるが、人生十七年間も生きていれば、そのようなこともあるのかもしれない。百歩譲ゆずって受け入れよう。オレが受け入れがたいのは、彼かの女じよのことを嬉うれしそうに語る柿かき田たくんのだらしない表情である。

『リアルなんてクソゲーだね』

　それが口くち癖ぐせだったニヒルな彼かれはどこへ行っちまったんだ。認めるわけにはいかない。

「目を覚ませよ！　柿かき田たくん！　オレたちにリアル彼かの女じよができるなんて……そ、そんな夢みたいなことが起こるわけねえだろ……」

　否定の言葉とは裏腹に産まれたての子こ鹿じかのごとくオレの全身は震ふるえている。なぜなら、柿かき田たくんがくだらない見み栄えを張るような人物ではないとよく知っているからだ。

　直後、柿かき田たくんはがキレ者の司令官のようにメガネのレンズを不敵に光らせる。

「そんな夢みたいなことが現実に起こったんだよ！」

　多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいだった。今の柿かき田たくんがオレには百万の軍勢に見える。堪たまらずオレは同盟軍に援えん軍ぐんを要よう請せいする。

「桃もも井いくん！　桃もも井いくんもなにか言ってやってくれよ！」

　振ふり返かえると、蒸むしたての肉まんのように桃もも井いくんの全身からは湯ゆ気げが立ちのぼっている。

　ＦＰＳの時こそ鬼おに軍ぐん曹そうの桃もも井いくんだが普ふ段だんは温おん厚こうな人物だ。その彼かれがここまで興奮しているのは初めてのことだ。

　さすがの桃もも井いくんも同どう胞ほうの裏切りを許せないという気持ちなのだろう。

　ところがだ。桃もも井いくんの様子が明らかにおかしい。オレから目を逸そらすのだ。

「実は……三ヶ月前に催もよおされたオンラインゲームのオフ会で……」

「も、桃もも井いくん？」

「普ふ段だん、ゲーム内で自分のことを軍ぐん曹そうと慕したってくれる新兵がいるのですが……」

「桃もも井いくん！」

「驚おどろいたことにその新しん兵ぺいが自分と同い年の可か憐れんな女子でして……」

「桃もも井いくんッ!!」

「自分、オフ会で意い気き投とう合ごうしてその彼かの女じよと付き合うことになったでありますッ！」

「桃もも井いく──────んッ!!」

　桃もも井いくんから衝しよう撃げきのカミングアウトが撃うち放はなたれオレにヘッドショット。二階級特進してしまいそうなほど意識が遠のくのだ。

　なんてこった……桃もも井いくんは怒おこっていたのではなく、彼かの女じよがいることを内ない緒しよにしていたことに焦あせっていたらしかった。

　相あい次つぐ同志からの裏切りにオレのヒットポイントはすでにゼロである。

　……いや、まだだ！　まだ終わらんよ！　オレにはまだ栗くり林ばやしくんがいる！

　ダークファンタジーや黒くろ魔ま術じゆつを愛する栗くり林ばやしくんが、リアル彼かの女じよなどという桃もも色いろの幻げん想そうに惑まどわされるはずがないのだ。オレは決してひとりじゃないのだ。

　そうオレが沈ちん黙もくの栗くり林ばやしくんを見やると、栗くり林ばやしくんがオレからばっと顔を背そむけて窓の外の夕ゆう陽ひに向かってふひゅーっと吹ふけもしない口笛を吹ふくのである。

「実は吾わが輩はいにも……黒くろ魔ま術じゆつフェスで知り合ったゴスロリの彼かの女じよが……」

　オレはひとりだった。孤こ立りつ無む援えんだった。

「うわああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁアアアアアアアアアアァァァァァ」

　オレは社会科準備室から全力で走り去る。圧あつ倒とう的てきな敗北感を前にオレは無ぶ様ざまに敗走することしかできなかった。

　ってか……黒くろ魔ま術じゆつフェスってなんだよ！　ちょっと面おも白しろそうじゃねえかよぉ！

　翌日の学校をオレは余よ裕ゆうでサボった。

　ショックだからじゃない。あまりに〝惨みじめ〟だったからだ。

　リアル彼かの女じよを作らないとオレたちは結束していたわけではない。女の子を苦手とする者同士が、漫まん画がやアニメやゲームを愛する者同士が、学校での拠より所どころを求めてなんとなく意い気き投とう合ごうしていたにすぎない。

　だがオレたちはシンパシーで繫つながっていた。それは偽いつわりなんかじゃなかった。

　むしろ祝福すべきなのだ。女の子が苦手な仲間に念願の彼かの女じよができたのだから。

　冷ひや汗あせを流しただろう。声だって裏返っただろう。心臓が爆ばく発はつしそうにもなっただろう。足だって震ふるえたかもしれない。怖こわくて逃にげ出だしたくなったかもしれない。

　さまざまな苦難を乗のり越こえて、勇気を振ふり絞しぼって、ようやく女の子と付き合うことになったはずなのだ。決して平へい坦たんな道のりではなかったはずなのだ！　オレはそんな勇ゆう敢かんな仲間たちの健けん闘とうを心から称たたえるべきなのだ！

　……しかし、オレには「おめでとう」のたったひと言が言えなかった。

　ひとり取り残されてしまったことがひどく惨みじめで、ひどく情けなくて、逃にげ出だした。

　この日を境さかいに、オレたち四人が放課後の社会科準備室に集まることはなくなった。

「まだだ！　まだ終わっちゃいねえよ！」

　鬱うつ屈くつした状じよう況きようを打だ破はすべくオレは朝も昼も夜も授業中も知ち恵えを絞しぼるのである。やがて一発逆転の名案を思いつく。オレは机を叩たたき立ちあがる。

「オレも作ればいいんだよ！　簡単な話じゃねえか！」

「浦うら島しま、あとで職員室に来なさい」

　名案が閃ひらめいたのが授業中だったので、先生に呼び出しを食らいクラスメートから白い目で見られたのは言うまでもないことだった。

　彼かの女じよさえできれば三人もオレに気を遣つかう必要はなくなり、これまでのような対等な関係に戻もどれるはずだ。どうせなら美少女と付き合って三人を驚おどろかせてやりたい。

「完かん璧ぺきな計画だぜ」

　ただし問題がひとつ。女の子と縁えんがなく二次元に没ぼつ頭とうしていたオレに、リアル彼かの女じよを作るアテなどさらさらないということだった。それどころか、

「噓うそだろ……高校に入ってから女の子とまともに会話したことすらなかったぜ……」

　完かん璧ぺきな計画は完かん璧ぺきとは程ほど遠とおい実行者によって破は綻たんするのである。世の常つねである。

「いや……待てよ！」

　ふいに思い出す。ひとりだけ心当たりがあることに。

「鉢はち本もと香か月づきなら！　条件にピッタリだ！」

　学校一の美少女は誰だれか？　そう尋たずねたら皆みなはこう答えるだろう。

「二年の鉢はち本もと香か月づきだ」と。

　鉢はち本もと香か月づきは容姿端たん麗れいで成績もすこぶる優ゆう秀しゆう。おしとやかでしっかり者で、男子からも女子からも人気があった。

　そんな太陽のごとき女の子とオレのような日ひ陰かげ者ものがなぜ知り合いかと言えば、同じ中学出身の顔見知りだからだ。中学時代は鉢はち本もと香か月づきとはよく漫まん画がの貸し借りをしたものである。

「高校の連中は知らねえだろうが……中学時代の鉢はち本もとは〝こちら側〟だったんだよ」

　なんということでしょう。匠たくみもびっくりの〝高校デビュー〟に鉢はち本もとは成功していた。

　大きめの黒くろ縁ぶちメガネにもっさりとした髪かみ。制服の着こなしも野や暮ぼったかった鉢はち本もとが、メガネを外し髪かみ型がたやメイクや服装に気を遣つかい、今ではファッション雑誌の読モを務つとめ女子高生のカリスマと呼ばれるほどの劇げき的てきな変身を遂とげた。

　引ひっ込こみ思じ案あんで臆おく病びようだった鉢はち本もとは高校入学を機会に、一いち念ねん発ほつ起きして別人のように生まれ変わったのだ。本当にすごいことだと思う。

　今や別世界の住人である。駿する河がの富ふ士じと一いち里り塚づかである。仲間から慕したわれる勇ゆう者しやと効かない即そく死し系魔ま法ほうを連発する万年馬車要員の神官である。

　確かに可能性は限りなくゼロに近い。しかし、今のオレには鉢はち本もと香か月づきに縋すがりつくより他に方法がなかった。唯ゆい一いつの希望は、現在、鉢はち本もと香か月づきがフリーらしいということ。

　決意が変わらないうちに鉢はち本もと香か月づきがいつも放課後をすごしている屋上に急ぐ。




　意い気き込ごみ乗のり込こんだ屋上で鉢はち本もと香か月づきは──イケメンの先せん輩ぱいと肩かたを並べて談だん笑しようしていた。




　死んだ魚の目に映るのは美男美女のお似合いのカップルだった。

　……まあ、少し冷静になればわかることだが、愚おろかなことにオレは焦あせるあまり自分で自分を追おい詰つめて極きよく端たんな思考に陥おちいり、無む謀ぼうにも勝ち目のない闘たたかいに挑いどもうとしていた。始まりの町から直じかで魔ま王おう城に向かおうとしていた。

　そんな愚おろかな勇ゆう者しや【レベル１】の末路はご覧の通りだった。

　オレは誰だれにも気づかれないようにそっと屋上の鉄てつ扉ぴを閉める。

「うわああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁアアアアアアアアアアァァァァァ」

　ややあって茜あかね色いろに染まる校舎に愚ぐ者しや【レベル99】の断だん末まつ魔まが響ひびき渡わたるのだった。

　彼かの女じよの隣となりにいた三年の先せん輩ぱいはバスケ部のキャプテンで、顔が良くて背が高く人望もあって会話も面おも白しろくてぱっちり二重で髪かみの毛けもサラサラのストレートで……なんの取とり柄えもないオレに勝てる要素がひとつもなかった。

　瞬しゆん間かんだ。オレは足を踏ふみ外はずして階段から転げ落ちる。

「ちくしょう……またひとりに逆ぎやく戻もどりだよ」

　痛くてすぐに起きあがれなかった。心も身体も。しかし、いつまでも殺人現場のように床ゆかに倒たおれているわけにもいかない。

　オレは転んだ拍ひよう子しに学ランのポケットからリノリウムの床ゆかに散らばった携けい帯たいゲーム機やらスマホやら目薬やらをそそくさと拾い集める。

「あ……」

　携けい帯たいゲーム機の画面がバッキバキにひび割れていた。試ためしに電源を入れたらみんなと２００時間以上遊んだゲームのデータが消えていた。

　……もうどう足あ搔がいてもこれまでと同じには戻もどれないのだとオレは悟さとった。携けい帯たいゲーム機の画面よりもなによりも自分のハートがバッキバキに砕くだけてしまったのだ。

　オレは学校を出ると、自宅のマンションとは逆方向に歩く。このままひとりきりの部屋に帰る気分にはとてもなれなかった。気晴らしにゲーセンでも行こう。

「……あ、ダメだ」

　しばらく歩いてからポケットに財さい布ふがないのに気づく。学校で転んだ拍ひよう子しに落としたのかもしれない。

　気分を変えようとスマホでネットでも見ることにした。それが間ま違ちがいだった。

　ネットを見たら、大好きな漫まん画がの大好きなヒロインのアニメ版の声優さんが幸せいっぱいの結けつ婚こん報告をブログでしていた。

　とてもめでたいことだ。しかし、どん底気分のオレにはなぜかとてもショックな出来事として映ってしまった。

「うわああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁアアアアアアアアアアァァァァァ」

　結局、走ることにした。

　ストレスが発散され、しかも金がかからなくて、健康的だからだ。たぶん世の中の走っている人は全員、振ふられた人に違ちがいない。

　オレは夕焼けに照らされた茜あかね色いろの堤てい防ぼうを走る。ジョギングする薄うす毛げのおっさんを髪かみを振ふり乱みだして追おい越こし、小型犬の散歩をする体操着の小学生を華か麗れいに抜ぬき去り、今いる場所から少しでも遠くへと一心不乱に走るのである。

　愚おろかで無力で惨みじめで死んだ魚のような目で強ごう情じようなくせっ毛でなんの取とり柄えもない冴さえない自分を少しだけ忘れたいと、脇わき目めも振ふらずにがむしゃらに走るのである。

　やがて体力の限界を迎むかえる頃ころ、周囲はすっかり夜の帳とばりに包まれていて、気づくとオレは記き憶おくに残る大橋の上にぽつんと佇たたずんでいた。

　郊こう外がいだからだろう。車一台走っていない。ひどく静かだ。聞こえてくるのは早はや鐘がねを打つ心臓と、荒あらい呼こ吸きゆうと、吹ふきすさぶ風の音だけだった。

「月……綺き麗れいだなぁ……」

　大橋から見上げる満月はことさら大きく美しかった。だからこそ、より一層、今の自分が小さく惨みじめに思えて死にたくなった。

　人生最悪の日だ。悪い時には悪いことが重なると言うが、

「それにしても限度ってもんがあんだろうが……」

　両親の馴なれ初そめ地である大橋に期せずしてたどり着いたのは運命か。無意識の選せん択たくか。いずれにせよ今のオレには偶ぐう然ぜんとは思えなかった。

　オレは浜はま辺べの海かい藻そうみたいにぐったりと橋の欄らん干かんにアゴを乗せもたれかかる。

「父さん……オレには母さんのような相手なんて現れそうにねえよ……」

　不幸の連続にオレは弱気になっていた。この先ずっと自分は孤こ独どくに生きていくのだとすっかり諦あきらめ気分だった。

　その時だ。オレの人生最悪の日にはまだ続きがあるらしかった。

　────ガギンッ。

「……へ？」

　金属がへし折れる音が鳴る。同時だ。オレは突とつ如じよとして身体の支ささえを失う。信じられないことに……もたれかかっていた欄らん干かんが外れたのだ。

　直後、身体が宙空にまるっと投げ出される。そのまま頭から数十メートル先の川かわ面もに向かって真っ逆さま。本人の意志とは関係なくアイキャンフラ──────イ。

「う……噓うそだろおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉオオオオオォォォォォォォォォォ」

　嘗かつて大学生の父が舞まいあがって大橋から川にダイブしたくなったそうだが、それから数十年後、息子むすこが実際に川にダイブするとは夢にも思わなかっただろう。

　冗じよう談だんだろ!?　オレはこのまま死んじまうのかよ!?

　信じられないという気持ちに反して、オレの十七年間が走そう馬ま灯とうとなって脳のう裏りを流れてゆく。

　小学生のバレンタイン、校舎が茜あかね色いろに染まり蛍ほたるの光が流れるまで粘ねばったが女子からひとつもチョコを貰もらえなかったこと。

　中学生のバレンタイン、図書室で少しでも賢かしこく見えるようにとヘッセやカフカやサリンジャーを読みながら放課後をすごしたがやはり女子からひとつもチョコが貰もらえなかったこと。

　高校生になってバレンタインはオレには縁えんのない行事だと悟さとり、早々に下げ駄た箱に向かうと、まさかのチョコを発見してガッツポーズを作るも、宛あて名なに隣となりの靴くつ箱ばこのヤツの名前が書いてあったので、オレはそっとチョコをそちらに入れ直し、雨の中、傘かさもささずに帰ったこと。

「お────いッ！」

　なんだこの涙なみだなしでは見られない走そう馬ま灯とうは！　他にもっとマシな思い出があんだろうが！　たとえば、あれだ。あの時のあれあれ。なんだっけ……えーっとえーっと……おかしい。まったく思い出せない。考えてみれば、オレの十七年間にロクな思い出はなかった。ちくしょう……一度でいいから女の子と付き合いたかったなぁ……。

　それが死に直面した男子高校生の率そつ直ちよくで切せつ実じつで唯ゆい一いつの本音だった。

　これでオレの人生も終わりか……そう覚かく悟ごした瞬しゆん間かんだ。オレは奇き妙みような光景を目にする。

　眩まばゆいヘッドライトがオレの全身を照らしたのだ。

「……あ、車が来た」

　咄とつ嗟さにそう思った。しかし、それは有り得ないことだった。なぜなら、オレは現在、真っ逆さまに落下している最中なのだから。

「──え？　〝ＵＦＯ〟!?」

　オレは円えん盤ばんスタイルのベタな〝ＵＦＯ〟を目もく撃げきする。カプセルのような透明な上部に、天井照明のような形状をした光り輝く下部、いわゆる灰色の小さな異星人が乗っているタイプの光こう沢たくのある銀色のそれである。

　いやいやいや。ないないない。きっと死にゆく恐きよう怖ふに幻げん覚かくでも見ているのだろう。ＵＦＯなんてバカげた代しろ物ものがこの世に存在しているはずがない。

　────ドゴンッ。

　そんなバカげたことが存在しているらしかった。

　瞬しゆん間かん、オレはＵＦＯに盛せい大だいに撥はねられていた。

　衝しよう撃げきに身体が捻ねじれ骨が砕くだける音がした。ただ痛いとか苦しいとかはなくて、張はり詰つめた糸が切れるみたいに意識がぷつんと飛んだ。

　最さい期ごにオレが目にしたのはＵＦＯの操そう縦じゆう桿かんを握にぎる〝うさみみ少女〟だった。

「んなアホな」

　そして、それがオレの人生最さい期ごの感想だった。














　　　２【宇宙人からしたら地球人も宇宙人だ】









　──どれくらい意識を失っていたのだろうか。

　目覚めるとオレは真新しいイグサの香かおりが漂ただよう畳たたみにごろりと横たわっていた。

　もしかして……ここは神社の神しん殿でんだろうか。

　いかにも神様が祀まつられているであろう正面の祭さい壇だんに円まる鏡かがみとお神み酒きが飾かざられ、両サイドのぼんぼりが乳白色の柔やわらかな光を灯ともしていた。

　そして、中央には赤と青のふたつの椅い子すがあり、同様にふたつの金の盃さかずきが用意してある。そして、なぜかオレは、

「な……なんで!?」

　花はな婿むこよろしく〝紋もん付つき袴はかま〟を身にまとっていた。

　どうなってんだよ……？　橋から落ちる直前、オレは学校の制服だったのに……。

「あれ……そう言えば、橋から落ちて……どうなったんだっけ……？」

　身体を起こしながら記き憶おくの糸を手た繰ぐり寄よせる。

「……あ！　思い出した！　ＵＦＯに轢ひかれたんだ！」

　糸を引っ張ると、芋いもづる式にセンセーショナルな光景が蘇よみがえってくる。

「そうだ！　そうだ！　確か……そのＵＦＯをうさみみ少女が操そう縦じゆうしてたんだ！」

　口にしてオレは鼻で笑ってしまう。あまりに荒こう唐とう無む稽けいで言っててバカバカしくなった。

「いやいやいや。ないないない……」

　さすがに有り得ない。ＵＦＯを目もく撃げきしただけでもぶっ飛んでるのに、ドライバーがうさみみの女の子だなんて冗じよう談だんにもほどがある。

「気が動転してたんだなオレ……うさみみ少女なんてこの世にいるはずねえし」

　しっかりしろオレ。自分の頰ほおをパシパシと両手で叩たたく。その時だ。

　突とつ然ぜん、どこからともなく〝雅が楽がく〟の演奏が流れてくる。正月によく耳にする日本人ならお馴な染じみのあの厳おごそかな音色だ。

　さらにその直後だ。ギィィィと背後に見える金きん装そう飾しよくの扉とびらが左右に開け放たれる。

「あ……」

　振ふり返かえるオレの視界一面が薄うす紅べにに染まるほどの桜さくら吹雪ふぶきが舞まいあがる。

　……いや、実際はそんな気がしただけだが、観かん音のん扉とびらの向こう側から現れた白しろ無む垢くの女の子の第一印象はそれほどに華はなやかで鮮せん烈れつだった。

　年の頃ころはオレと同じく十六か十七か。雪のような真っ白な肌はだに指先でなぞりたくなるような細く滑なめらかな首すじ、櫛くし通りのよさそうな艶つややかな髪かみをした美しい花はな嫁よめだった。

「う……噓うそだろ……」

　驚おどろくことに彼かの女じよの頭からは立派な〝うさみみ〟が天に向かってぴんと伸のびていた。




「う……うさみみ少女……いたぁ────ッ！」




　有り得ない存在を目の当たりにして啞あ然ぜんとするオレを嘲あざ笑わらうかのように目の前でうさみみがぴょこぴょこと動く。それはどう見ても作り物の動きではなかった。

　花はな嫁よめ装しよう束ぞくの女の子は固まるオレに向かってにこりと微ほほ笑えむと、すうっと腰こしを落とし白い手のひらをかざして可愛かわいらしく告つげるのである。




「月が綺き麗れいですね！」と。




　うさみみの花はな嫁よめからの唐とう突とつなセリフにオレの脳みそは大パニックである。

「……えっと、どういう意味……？」

「……え!?　意味、わかんなかった!?」

　なんでだよ。オレが戸と惑まどうのは当然のこととして、なぜか女の子もオレのリアクションに大いに戸と惑まどっていた。

　うさみみの花はな嫁よめは「むぅ」と小首を傾かしげている。

「私……なにか間ま違ちがえた？　こう言えば夫ふう婦ふになれるんじゃないの……？」

　うさみみの花はな嫁よめがオレの襟えり首くびを摑つかんでグワングワンと力任せに揺ゆすってくる。

「もしかして！　日本の結けつ婚こん式しきってこうじゃないの!?」

「ど、どう考えても違ちがうだろ……」

　免めん疫えきのない女の子との急接近に心臓が止まるかと思った。ついでに首をギュウッと締しめつけられ息も止まるかと思った。

「じゃあどうすればいいの？」

「いや、知らねえよ……オレ、高校生だし……結けつ婚こんとか言われても」

　長いまつ毛に大きな目。薄うす紅べにの唇くちびるに整った輪りん郭かく。見れば見るほど端たん整せいな面おも立だちで、ガラス細工のように透とう明めい感かんがある。

　内心でビビっている。なぜこんな美少女がオレと結けつ婚こんを？

「どうして知らないの？　日本人でしょ？　もしかして女の子と縁えんもゆかりもないから知らないわけ？　ま、確かに、そんな死んだ魚みたいな目じゃ女の子にモテるわけないか」

「や、やかましいわ！」

　ただし口を開くとクソ生なま意い気きな小こ娘むすめだった。

　なにより薄うす紅べに色の唇くちびるを上下させる度たびに小さな丸い頭の上で、ぴょこぴょこと跳はねるうさみみの存在が気になって仕方がなかった。

　オレはうさみみの花はな嫁よめの両手を乱らん暴ぼうに払はらいのける。

「ちょ、ちょっと待ってくれよ！　大体、結けつ婚こんってなんだよ？」

「見ればわかるじゃん」

「見てわかんねえから聞いてんだよ……」

　うさみみの花はな嫁よめはきょとんとした顔でさらりと言ってのける。




「私と麟りん太たの結けつ婚こんだよ」と。




　低ていスペックのパソコンみたいにオレがフリーズしたのは言うまでもないことだった。

「……え？　どうしてオレの名前を……」

「そりゃ結けつ婚こんする相手のことくらい調べるよぉ」

　うさみみの花はな嫁よめは常識じゃんとばかりに笑う。内心で「出会ってから非常識な言動しか見せていないお前が言うんじゃねえよ」とツッコんだのは言うまでもないことだった。

「とにかく私とここで一いつ緒しよに暮らしてよ！」

　うさみみの花はな嫁よめは返事を待つことなくお神み酒きを金の盃さかずきに注ぎ始める。オレは慌あわてて花はな嫁よめの細い手首をグワシッと摑つかむ。

「待て待て待て────ッ！」

「安心してお神み酒きの中身はただの水だよ？」

「そっか！　未成年だもんな！　……ってそうじゃねえんだよ！」

「なによ邪じや魔ましないでよ」

「邪じや魔まするわ！　なに勝手に進めてんだよ！　オレの意志を無む視しすんじゃねえ！」

「どうして？　麟りん太たの意志なんて必要ある？」

「いやいやいや、あるに決まってんだろ！」

「彼かの女じよいない歴イコール年ねん齢れいのくせに？」

「お、お前……ど、どうしてそれを……」

「私、麟りん太たのことは全部知ってるよ？　たとえば麟りん太たの初はつ恋こいの相手は同じマンションに住んでいた女子大生のお姉さんだよね？」

「なぜ……誰だれにも言ったことねえのに……」

「小学生の麟りん太たってば！　そのお姉さんの名前をＲＰＧの女の子の名前につけたりしてさ！　可愛かわいいよね！」

「や、やめろぉ────ッ！」

　やばい。この女の情報網もうやばい。どんな手を使ったのか。名前だけでなく人に知られたくない恥はずかしい個人情報まで把は握あくされていた。

　うさみみの花はな嫁よめはオレの肩かたにぽんっと優やさしく手を置くと、しっかり者の妹が出来の悪い兄を諭さとすように言う。

「あのさ……彼かの女じよすら作れない人が、この先、結けつ婚こんできると思う？」

「…………」

　認めたくないが、このクソ生なま意い気きなうさみみ少女の言うことはもっともだ。自分でも薄うす々うす、この先ずっとオレは孤こ独どくかもしれないと心のどこかで覚かく悟ごしていたくらいだ。

　すると、うさみみの花はな嫁よめは冴さえないオレの顔を覗のぞき込こみ優やさしく語りかけてくる。

「これは最初で最後のチャンスだよ。私と結けつ婚こんしておこう？　ね？」

　彼かの女じよは土ど砂しや降ぶりの雨の中ずぶ濡ぬれで立たち尽つくすオレにそっと傘かさを差し出してくる。不覚にも弱気なオレには彼かの女じよが白しろ無む垢くの天使に見えてしまった。

　でも……だからこそオレはうさみみの花はな嫁よめから逃にげるように距きよ離りを取る。

「ふ、ふざけんな！　オレは騙だまされねえぞ！」

　彼かの女じよいない歴イコール年ねん齢れい【17】を舐なめてもらっちゃ困る。こちとら、これまで『あの娘こ……オレのこと好きなんじゃねえ……？』と勘かん違ちがいして数々傷ついてきた。こんなうまい話に踊おどらされてたまるか。

「そもそも！　オレとお前は初対面だろうが？　名前すら知らねえし……そんな相手と結けつ婚こんとか……結けつ婚こんってそんなお手軽なもんじゃねえだろ？」

　少なくとも、オレにとっての結けつ婚こんとは、父さんにとっての母さんのような運命の相手とするものだ。そして、結けつ婚こんした後も互たがいに信しん頼らいし合っていて、いつも笑え顔がおでいられるそういうスペシャルな関係がオレの理想とする夫ふう婦ふだ。

「……そうなの!?」

　うさみみの花はな嫁よめは青せい天てんの霹へき靂れきとばかりに丸い目をさらに丸くしている。意外に素す直なおだ。

「強ごう情じようなくせっ毛のわりにまともな意見を言うんだね」

「おい！　性格の歪ゆがみが髪かみの捻ねじれに現れているとでも言いたいのか？」

「髪かみ質しつがピカピカでツヤツヤの私は性格も純真無む垢くだから当たってるね！」

「そうだな！　クソ生なま意い気きな性格がその気き位ぐらいの高そうな髪かみ質しつに現れてるぜ！」

「麟りん太た、モヒカンにしてあげるよ！　今よりマシな性格になれるかもよ？」

「お前はこそ、アフロヘアーにしろよ！　ちったぁ性格が丸くなるんじゃねえか？」

　宙空で互たがいの視線がぶつかり火花を散らす。だが、すぐにうさみみの花はな嫁よめは「おほんっ」と小さく咳せき払ばらいして居い住ずまいを正す。

「改めまして浦うら島しま麟りん太たさん。私は竜りゆう宮ぐう輝かぐ夜やと申します──」

　オレの意見に従って自じ己こ紹しよう介かいを始めるではないか。うさみみのくせに〝聞く耳〟がないのかと思っていたら、なんだ……案外、根はいいヤツなのかもしれない。

　しかし、オレが見直したのは一いつ瞬しゆんのこと。




「──月の民たみの第一王女の輝かぐ夜やだよ」




　意味不明のカミングアウトに、レトロゲームのようにオレがバグったのは言うまでもないことだった。

　オレは脳内でカセットを本体から抜ぬいて接続部分にフーっと息を吹ふきかけ再びガシャと奥おくまで差さし込こむことで正気を取とり戻もどす。

「だ……第一王女って……いわゆる〝お姫ひめさま〟ってことだよな……？」

「うん。そうだよ」

　輝かぐ夜やと名乗ったうさみみの花はな嫁よめはなんの躊躇ためらいなく答える。

「そうだよって……お前、有り得ねえだろ……」

「事実だからしょうがないじゃん。姫ひめなんて別になりたかったわけじゃないけど……月の民たみの女王さまのひとり娘むすめに生まれちゃったんだから……しょうがないじゃん」

　そう輝かぐ夜やはうさみみをくたと折り曲げ肩かたを小さく竦すくめてみせる。

　自じ慢まんげではなく、どこか不服そうな態度が妙みようにリアルで、輝かぐ夜やが姫ひめであることに信しん憑ぴよう性を感じてしまった。

　言われてみれば、クソ生なま意い気きだが、輝かぐ夜やにはどことなく品ひんがあった。髪かみや肌はだなど容姿も一いつ般ぱん人じんとは比べ物にならないほどに洗せん練れんされているように思う。

　それにオレ的に姫ひめは聞き覚えない単語じゃない。むしろアニメや漫まん画がやゲームを愛するオレからすれば耳馴な染じみさえある。

　だが想像して欲ほしい──実際に目の前の相手から〝お姫ひめさま〟だと名乗られる衝しよう撃げきを。

　にわかに受け入れがたいというのが誰だれしもの共通の感想だろう。しかも、この時のオレはさらにもうひとつ大きな疑問を抱かかえていた。

「ってかさ……〝月の民たみ〟ってなに？」

　姫ひめはまだしもだ。月の民たみってなんだよ。そんな単語は見たことも聞いたこともねえよ。

　ところがだ。戸と惑まどうオレとは対照的に輝かぐ夜やはまたも平然と答える。




「月の民たみは〝月に住む人々〟のことだよ」と。




　言葉などあるはずもない。あってたまるかって感じだ。だってそうだろ？　月に住む人々って……つまりは地球外生命体──〝宇宙人〟ってことだろ？

　このうさみみ少女は自分が「宇宙人です」って名乗ったってことだろ？　オレはそんな女にどういうわけか結けつ婚こんを迫せまられてるってことだろ？

「ハァ……頭がおかしくなりそうだぜ……」

　君くん子し危あやうきに近寄らず、だ。月に住むうさみみの宇宙人とか……とてもじゃないが付き合いきれない。オレは盛せい大だいな溜ため息いきと一いつ緒しよに吐はき捨すてる。

「悪いけど、オレ、帰らせてもらうわ」

　三十六計逃にげるに如しかず、触さわらぬ神に祟たたりなし、もプラスだ。

　そりゃ……うさみみの違い和わ感かんに目を瞑つぶれば輝かぐ夜やの見た目は悪くはない。それどころかお見合い写真を見せられたら土下座して結けつ婚こんをお願いするレベルである。

　しかし、オレの第六感がコイツはやべえ女だとビンビンに主張しているのだ。

　どうせこの後、宗教とかマルチ商法だとかのうさんくせえ話を聞かされるのが関せきの山やまだ。ひとり暮らしをしてると、こういう怪あやしい輩やからがしょっちゅうマンションにやって来やがるのだ。

「麟りん太た！　待ってよ！」

「他を当たれ！　金が欲ほしけりゃ石油王のとこにでも行けよ！」

　オレは輝かぐ夜やの制止を振ふり切きって背後の観かん音のん扉とびらを開け放ち廊ろう下かに出る。

「な……なんじゃぁこりゃぁ……」

　輝かぐ夜やの趣しゆ味みだろうか。なぜか廊ろう下かには郵便ポストや電信柱や公衆電話、さらには墓はか石いしに狛こま犬いぬに金きん魚ぎよ鉢ばちなどの和風のオブジェクトが脈みやく絡らくなく配置されていた。

　まるで神かみ隠かくしにでもあってしまったかのような奇き妙みような感覚にオレは襲おそわれた。

「どういうセンスしてんだよ……」

「え？　素す敵てきでしょ？」

「ああ、お前の頭の中身そのものって感じだぜ」

「それって！　つまり！　最高ってことじゃん！」

　思いっきり嫌いや味みを言ったつもりだったのだが、相手は超ちようご機き嫌げんだった。オレは小さく頭を振ふってさらに歩調を速めるのである。

　廊ろう下かをずんずんと真まっ直すぐに進むと昔懐なつかしい引き戸タイプの玄げん関かんが見えてくる。

「ねえ麟りん太た、待ってよ」

「ついてくんじゃねえ」

「帰るってどこに帰るの？」

「自分の家に帰るに決まってんだろ」

「それって〝地球〟の？」

「……はぁ？　地球？」

「うん、地球だよ」

「お前さ……なにわけわかんねえこと言ってんの？」

　金魚のフンが背後でトンチンカンなことを言ってるが、最も早はや、知ったことではない。一秒でも早く不可解な状じよう況きようから抜ぬけ出だしたかった。いつもの日常にオレは切せつ実じつに帰りたかった。

　靴くつが見当たらないし格好も紋もん付つき袴はかまのままだが構うものか。輝かぐ夜やが止めようがもう出てゆくと決めたんだ。オレは勢いよく引き戸をガラガラと開けて外に飛び出す。

「アナタいってらっしゃーい」

「新しん婚こん気分か！」

　背後では輝かぐ夜やがにこやかに手を振ふっていた。てっきり最後にもう一回くらい引き止められるかと思ったのだが、オレの強きよう硬こうな態度にさすがに諦あきらめたのだろうか。瞬しゆん間かんだ。

「────ッ!?」

　信じられない……玄げん関かんを飛び出した先には──見み渡わたす限りの〝宇宙空間〟が広がっていた。

　しかし、驚おどろくのはそれだけはない。漆しつ黒こくの宇宙空間に〝青い球体〟がくっきりとはっきりと浮うかんでいた。




「な……なんで……〝地球〟がッ──!?」




　子供だって知っている。目の前のこれが宇宙から見た地球の姿であることを。

　想像以上の絶景だ。両親にもこの光景を見せてやりたかった。宇宙から見る青い地球は息を吞のむほど鮮せん麗れいで美しかった。いや、息を〝吞のむ〟というか息が〝でき〟なかった。

　ちょッ！　なにこれッ！　苦しい苦しい苦しい苦しい苦しい苦しい苦しい苦しい。それになんか寒い寒い寒い寒い寒い寒い寒い寒い寒い寒い寒い。

　水中でもがくみたいに必死で手足を動かしてオレは家の中に引き返す。玄げん関かんの引き戸をタンッと閉めるとようやくオレは呼こ吸きゆうを取とり戻もどす。

「ゼェ……ハァ……ゼェハァハァ……」

　膝ひざに両手を置いて肩かたを激しく上下させるオレを、玄げん関かんの一段高いところから輝かぐ夜やはうさみみをぴょこぴょこと弾はずませながらしたり顔で見下ろしていた。

「はーい、アナタお帰りなさい。お風ふ呂ろにする？　それともご飯？」

　輝かぐ夜やは一度このセリフ言ってみたかったんだと言わんばかりに語ご尾びを弾はずませる。どこで覚えたんだその古典的なフレーズ……こっちは死にそうだってのに……。

「それとも……た・わ・し？」

「うーん、あと少しだったのに！」

　ツメの甘あまいうさみみ少女である。

「気をつけてね。月の民たみと違ちがって地球人は〝宇宙空間〟で活動できないから」

「う……宇宙空間って……此こ処こどこだよ……」

　……この時点でオレは薄うす々うす、自らの置かれた不可解な状じよう況きようのからくりに気づき始めていた。ただその事実を自ら口にするほどオレは無む鉄てつ砲ぽうではなかった。認めてしまえば、後あと戻もどりのできない状じよう況きようになりそうな悪い予感がしていた。

　そんなオレの予感を知ってか知らずか、月に住むうさみみの宇宙人はマイペースに言う。




「──ようこそ〝月〟へ」と。




　直後の輝かぐ夜やが浮うかべた誇ほこらしげな表情はオレにとっての絶望だった。

「勘かん弁べんしてくれ……」

　今いる場所が、月だなんて『はい、そうですか』と受け入れられるはずがない。

「……なぁ、冗じよう談だんだと言ってくれ……趣しゆ味みの悪い金持ちのお嬢じようさまが壮そう大だいなスケールで庶しよ民みんをからかって楽しんでるんだって高笑いしてくれ……」

「うわー、引く……麟りん太た、そういう趣しゆ味みなの？」

「ち、違ちがうわ！　普ふ通つう、月にいるって言われて素す直なおに信じられるわけねえだろ？　地球から月までの距きよ離りは『ちょっとコンビニに行ってくる』なんて気軽な距きよ離りじゃねえんだよ！」

　地球から月までの距きよ離りは約38万キロらしい。地球約10周分の距きよ離りだそうだ。

「麟りん太たは強ごう情じようだね。性格も髪かみ質しつも」

「悪かったな！　性格も髪かみ質しつも生まれつきだよ！」

「無む駄だな抵てい抗こうはやめなよ。麟りん太たがどれだけ喚わめき散らそうが真実は変わらないよ？」

「うっせえ。男にはな……気づいていながらも、認められねえことがあんだよ！」

「なにそれくだらないね」

「オレもそう思うよ！」

　実際のところ、外に出て死にかけた身として言わせてもらえば、あの風景は紛まがい物ものではなかった。地球も宇宙も、オレの目には紛まごうことなく現実の光景として映っていた。

「麟りん太た、知ってる？　地球には『信じる者は救われる』っていう言葉があるんだよ？」

「宇宙人がそれを言うか……その言葉のチョイスもどうかと思うし……」

　救われるかどうかは別として、このまま『信じてたまるかよ！』と頑かたくなに意地を張り続けるのは救いようのないバカのやることかもしれない。

　まず現状を把は握あくしてからどうすべきか判断するのが賢かしこいやり方だろう。

　オレは「あー、くそっ」とくせっ毛を片手でかき混ぜながら玄げん関かんに腰こしをドカッとおろす。

「じゃあ仮に此こ処こが月だとして……なぜオレが月にいんだよ？　気を失う直前までオレは地球にいたはずだぜ？」

「それは私が麟りん太たを地球から月に連れて帰ったからだよ」

　輝かぐ夜やはオレの隣となりに「んしょっ」と腰こしをおろして「てへっ」と笑う。

「…………」

「…………」

「なんでだよッ!?　どうしてだよッ!?」

　声を荒あらげるオレに輝かぐ夜やは小さく肩かたを竦すくめてみせる。




「だって、それは、麟りん太たが死んじゃったから──」




「……へ？」

　オレの耳がどうかしてしてしまったのかと思った。『うっかりこけちゃいましたぁ』くらいの何気ない物言だったからだ。

「ま……待ってくれ……『死にかけた』じゃなくて……？」

「違ちがうよ。『即そく死し』だよ」

「そ、即そく死しぃ!?」

「麟りん太たグチャグチャだったから、細さい胞ぼう全部集められたかちょっぴり自信ないんだ。えへっ」

「やめろ生なま々なましいのやめろ」

　嬉き々きとして語る輝かぐ夜やにゲテモノ料理でも目まの当あたりしたみたくオレは顔をしかめてしまう。

「だったらなおさら、今、オレがこうしてピンピンしてんのは有り得ねえだろ？」

　ＵＦＯに轢ひかれたことをはっきりと覚えている。できれば忘れたいが全身の骨がバッキバキに折れたことも記き憶おくに鮮せん明めいだ。あれが即そく死しと言われたら、そうなのだろう。

「だが見ての通りオレは無む傷きずだ。それどころか身体に痛みらしきものすら感じねえ」

「私が言っているのは、あくまでも地球の医い療りようレベルでの死亡だよ」

「地球の医い療りようレベル……？」

「うん。月の医い療りようレベルでなければ麟りん太たを救えなかったの。だから私は麟りん太たを〝蘇そ生せい〟させるためにこうして月に連れて帰ったの」

「ひょっとして地球より月のほうが文明が進んでるって言ってんのか……？」

　輝かぐ夜やは「もちろん！」と得意げに微笑ほほえむ。

「たとえば、私たち月の民たみが月に住んでいることを、数万年以上も地球人に気づかせないくらいには優すぐれているよ？」

「数万年って……スケールがでけえな、おい」

　ということは、あのアポロ計画によって１９６９年に月面着陸したアームストロング船長にも月の民たみの存在を気づかせなかったということになるわけだ。マジかよ。

　素す直なおに驚きよう愕がくだ。しかし、考えてみれば、不思議ではないのかもしれない。

　広い宇宙には人類よりも遥はるかに進んだ文明を持つ宇宙人がいるかもしれないとは前々から言われていたことだ。まさかこんな近所に住んでいるとは思いもしなかったが。

「感謝してよね！　潰つぶれたトマトみたいにグッチャグチャだった麟りん太たを完かん璧ぺきに復元したのは私なんだからね？　一時間もかかったんだよ？」

「うげえ……マジか……想像すらしたくねえ……」

　手をグーパーしながら自分の身体を見回す。心から無事でよかったと安あん堵どする。

「あ、記念に撮とった麟りん太たの潰つぶれたトマトバージョン見る？」

「想像すらしたくねえつってんだろ！　すぐに消せ！」

「やだよ。苦労したんだもん。特にそのくせっ毛を再現するのは大変だったんだよ？」

「……は？」

「何度復元してもサラサラヘアーになっちゃってさ……麟りん太たの強ごう情じようなくせっ毛を元通り再現するのに五十分もかかっちゃったよ」

「お……お、おま、おま、おま……お前ぇ！」

「どうしたの麟りん太た？」

「そこはぁ！　完かん璧ぺきじゃなくてもよかったのにぃ────ッ！」

　浦うら島しま麟りん太た。17歳さい。心からの叫さけびだった。

　すると、輝かぐ夜やは「んん」とわざとらしく咳せきをして背筋を正す。

「えー、とにかく、私は麟りん太たにとって〝命の恩おん人じん〟であるわけですよ」

　やけに恩おん着きせがましい。大たい抵てい、こういう場合、対価としてなにかしらの見返りを要求されると相場は決まっている。

「麟りん太た！　命の恩おん人じんを助けると思って私と結けつ婚こんしてよ！」

　そういうわけで、見返りとしてオレはうさみみの宇宙人のお姫ひめさまから、玄げん関かん先で熱ねつ烈れつなプロポーズを受けているわけである。なんじゃそりゃ。

「つーかさ、命の恩おん人じんとか言ってるけど……あのＵＦＯを操そう縦じゆうしてたのってお前だろ？」

　意識を失う寸前、オレは操そう縦じゆう席にうさみみ少女をばっちり目もく撃げきしているのだ。

　直後、輝かぐ夜やのうさみみが背筋が伸のびるみたいにぴんと天てん井じように向かう。

「な、なんのことですかぁ……き、記き憶おくにございません……」

　輝かぐ夜やはあからさまに目を逸そらす。うさみみも小こ刻きざみに揺ゆれている。ベテラン刑けい事じでなくとも断言できる。この女、クロである、と。

「ハッ！　自分で轢ひいて命の恩おん人じんを気取るたぁ！　ひでえマッチポンプを目もく撃げきしたぜ！」

「う、うるさい！　私は悪くないもん！　悪いのは麟りん太たじゃん！」

「おい！　人のせいにするとか！　一番やっちゃだめだろ！」

「でもでも！　地球人が空から降ってくるなんて予想できるわけないじゃん！」

「あー、いや……あれは不ふ可か抗こう力りよくだ……オレだって落ちたくて落ちたわけじゃねえし……」

　もたれかかってた欄らん干かんが不幸にも外れるとかそれこそ予想できねえよ。

「え？　そうなの？」

　輝かぐ夜やは丸い目をパチクリとさせ、なぜかきょとんとした表情を浮うかべている。

「てっきり己おのれの薄うすっぺらな人生に悲観して飛び降りたのかと思ってたよ」

「ち、ち、ち、ち、違ちがうわい！　違ちがわないけど違ちがうわい！」

　核かく心しんをつかれて『ど、ど、ど、ど、童どう貞ていちゃうわ』みたいな動どう揺ようをしてしまった。

　オレは「あー、もう！」とくせっ毛をかき回す。

「……なあ？　なんでお前はそんなに結けつ婚こんしてえんだよ？」

　気になるのはそこだ。宇宙人のお姫ひめさまが出会ったばかりの地球人のオレと結けつ婚こんしたがるなんてどういうわけかさっぱりだ。

　直後だ。うさみみが花が枯かれるみたいにふにゃりと萎しおれる。




「実は私……好きでもない男の人と結けつ婚こんさせられそうなの」




「あー、そういう……ことね」

　先にお姫ひめさまだと聞いていたからだろう。輝かぐ夜やの言葉をすんなり飲のみ込こむことができた。

「いわゆる政せい略りやく結けつ婚こんってやつ？」

「うん……そんな感じ」

　輝かぐ夜やがバツが悪そうに首を竦すくめる。

　どうやらお姫ひめさまとは、いつの時代もどこの国でもゲームの中でもはたまた宇宙においても、よくよく悲劇に見み舞まわれる存在らしい。

　そう考えると、クソ生なま意い気きな娘むすめだが、輝かぐ夜やなりにいろいろと苦労があるのかもしれないなんて、少しだけ同情的な気分になってしまった。

「ようやく話が見えてきた……」

　ひとつ言えるのは、輝かぐ夜やがオレと結けつ婚こんしたがっているのは、ひとめ惚ぼれしたとかそういうロマンチックな理由ではなく、ビジネスライクな理由だと言うことだ。

「要は……好きでもない男との結けつ婚こんを阻そ止しするため〝偽ぎ装そう結けつ婚こん〟に協力しろってことか？」

　身も蓋ふたもない言い方をすれば、オレは〝当あて馬うま〟に選ばれたということだ。

「うん！　そういうこと！　私は麟りん太たの命を救った。だから、代わりに麟りん太たは私のピンチを救う。ギブアンドテイクってやつだね！」

「ギブアンドギブだつーの！　お前しか得とくしてねえだろ！」

「そうでもないよ？　仮に私の宇宙船と衝しよう突とつしなかったとしても、あのまま夜の川に落ちてたら無事では済まなかったんじゃない？」

「そりゃそうだけど……」

「そう考えればむしろ私に轢ひかれたのは幸運だよ。現にこうやって生きてるわけだし」

「考えようによっちゃあそうだが……轢ひいたヤツがドヤ顔すんなつーの」

「いいじゃん。生きてるって素す晴ばらしいことじゃん!?　ありがとうは？」

「調子に乗んな！」

　悪わるびれるどころか、遠足前の子供のように楽しげなうさみみ少女の様子に、オレからクソでかい溜ため息いきが零こぼれたのは言うまでもないことだった。

「なんでオレなんだよぉ……もっと他にたくさんいるだろ」

「……いないよ。地球人の知り合いは麟りん太たが初めてだもん」

　途と端たんに輝かぐ夜やが長いまつ毛を伏ふせる。

「それに小さな頃ころからこの離はなれでひとりで暮らしてるから……私には特別な頼たのみ事ができる人はあまり多くないの……」

「あー、そう、なんだ……」

　うわ、やっちまった……修学旅行の班決めで『仲のいい者同士で組んでいいぞぉ』と気を利きかせたつもりで一部の人間にとって罰ばつゲームのような提案をする教師くらいやっちまった。

「でも！　私はお姫ひめさまだから！　大勢の民たみから慕したわれてる人気の姫ひめなんだから！」

　打って変わって輝かぐ夜やが勝ち気な表情を浮うかべてみせるが、最も早はや、オレには精せい一いつ杯ぱい強がっているようにしか見えなかった。まあ、オレ自身、友だちが多くないからこそ、なんとなくわかってしまった。

「お前……友だちいないだろ？」

「ドキッ！」

「ドキッって言っちゃったよ！」

「と、と、と、と、友だちくらい……いるもんッ！」

「めちゃくちゃわかりやすく動どう揺ようしちゃってるじゃねえかよ」

『べ、別に友だちできないわけじゃないし、作らないだけだし、ひとりのほうが気楽だし』

　てな具合に聞いてもいねえのに言い訳を始めるヤツってのは、大たい概がい、内心で後うしろめたいと感じているものだ。ちなみに『友だち』を『彼かの女じよ』に置おき換かえても成立する話だったりする。

　輝かぐ夜やがすがりつくようにオレの手を両手で握にぎりしめてくる。この世のものとは思えない柔やわらかな感かん触しよくにドキリとしてしまう。

「麟りん太た、協力して！　時間がないの！　このままだと明後日あさつてには……好きでもない有力者の息子むすこと婚こん約やくしなきゃいけなくなるの！」

　輝かぐ夜やがここまで必死なのは、見合い相手の息子むすこがよっぽどひどいヤツなのかもしれない。横おう柄へいな性格だとか、女にだらしないとか、金持ちのボンボンにありがちないけ好かない野や郎ろうなのかもしれない。

　だとすれば、特別、正義感が強いわけじゃないが見過ごすのはさすがに心苦しい……。

「お願い！　このままだと、背が高くて、イケメンで、人望もあって、将来性もあってお金も持ってて」

「……んん？」

「髪かみの毛けがサラサラヘアーの有力者の息子むすこと結けつ婚こんすることになっちゃう！」

「いや、最高の物件じゃねえかよ！」

「このままだと、周りの皆みなから祝福され、子こ宝だからに恵めぐまれ、多くの子供や孫たちに見守られ生しよう涯がいの幕まくを閉とじるような人生を送ることになっちゃう！」

「問題ねえよ！　結けつ婚こんしろ！　そして、末すえ永ながく幸せになれ！」

「……どうしても嫌いやなの」

「はぁ？　なんでだよ？　なにが不満なんだよ？」

「だって……好きな相手じゃないもん……」

　そう輝かぐ夜やは桜の花びらのような唇くちびるをツンと尖とがらせる。

　ああ……なるほど。輝かぐ夜やの気持ちがわかってしまった。確かに結けつ婚こんは条件じゃねえよな。それだとオレの父さんと母さんは結けつ婚こんしてないことになっちまう。両親を見てると、結けつ婚こんは好きな相手とするのが一番幸せなんじゃないかってオレは思う。

「だから偽ぎ装そう結けつ婚こんをしてやりすごそうってことか……」

「……別に背が高くなくてもいいの、イケメンじゃなくてもいいの、人望がなくても将来性がなくても構わないの……あ、髪かみはできればサラサラヘアーがいいけど」

「おい、コラ……なにさりげなくディスってんだよ！」

「とにかく……私は自分の意志で結けつ婚こんする相手を選びたいの……そして、好きな人と苦楽を共にしたいの！　それって間ま違ちがってるかな？」

「いや……オレもそれが一番だって思う」

　輝かぐ夜やの言っていることは間ま違ちがっていない。誰だれかに決められた相手と無理やり結けつ婚こんさせられるなんて想像するだけでうんざりだ。

　ただ輝かぐ夜やに限っては言うほど簡単な話ではないのだろう。オレのような庶しよ民みんが想像する以上に、お姫ひめさまという立場が事を難しくしているに違ちがいない。

「つまりね、私がすでに結けつ婚こんしてて相手もいるとなったら婚こん約やくは破は談だんするでしょ？」

「おいおい……めちゃくちゃ強ごう引いんな方法だな。それって許ゆるされんのかよ？」

「もちろん、めちゃくちゃ周囲から怒おこられると思う……でも終わり良ければ全て良しだから！」

「いや、その使い方……微び妙みように間ま違ちがってると思うぞ」

「女王からは『姫ひめとしての自覚が足らない！』なんてキツく責められるかもだけど……」

　輝かぐ夜やは眉み間けんに深い溝みぞを作りながら溜ため息いきを零こぼす。

「でも関係ない！　お母さまが先に私になんの相談もなく勝手に結けつ婚こん相手を決めたんだもん！　私が勝手に結けつ婚こんしたって文句を言われる筋合いはないよ！」

　どうやらこのお姫ひめさま、女王さまと折り合いが悪いらしい。要するに親子関係が上う手まくいってないのだろう。正直、ふざけんなと思ってしまった。

　生きてるのに文句言ってんじゃねえよと。親子なら仲良くしろよとオレは思ってしまう。

　ふいに輝かぐ夜やのうさみみがうなだれる。

「私だってわかってる……突とつ然ぜん、結けつ婚こんして欲ほしいなんて麟りん太たにはいい迷めい惑わくだよね……」

「……いや、迷めい惑わくって言うか……戸と惑まどってはいるな」

「だけど、私、好きな人くらい自分で見つけたい！　お姫ひめさまとしてじゃなく、ひとりの女の子として……だから迷めい惑わくを承知で麟りん太たに賭かけてみようって……」

「輝かぐ夜や……」

「この人、見た目バカっぽいし強ごう引いんに迫せまれば断りきれないお人ひと好よしそうだから……この人に賭かけてみようって……」

「か、輝かぐ夜や……？」

「正直、パッとしないし、全然、私の好みのタイプじゃないけど、贅ぜい沢たく言ってる場合じゃないから……ま、この人でいいかってそう思ったの！」

「輝かぐ夜やぁ──ッ！」

　オレの手を包つつみ込こむ輝かぐ夜やの両手をぞんざいに払はらいのける。

「漏もれちゃってっから！　心の声がダダ漏もれだから！」

「麟りん太た！　悪気はないから許してあげて！」

「それ自分で言うセリフじゃねえんだよ！」

　冗じよう談だんじゃねえ。オレにだって僅わずかばかりのプライドはあるんだ。女の子になめられっぱなしでおけるか。ガツンと言ってやる。

　そう思って口を開きかけると、輝かぐ夜やが柔やわらかに目を細め口元を綻ほころばせる。

「……確かにきっかけは衝しよう突とつ事故だよ？　ちっとも素す敵てきじゃないよね」

　まるでアスファルトに咲さく小さな花でも発見したかのように微ほほ笑えんでいる。




「でもこれだって……きっと〝出会い〟だよね」




　思わずオレは息を吞のむ。世の中にはいろんな出会いがある。食パンを咥くわえて走ったら曲がり角で転校生とぶつかるとか、美少女が空から降ってくるとか、うっかり橋から落ちてＵＦＯに轢ひかれるってのも……出会いっちゃ出会いか。命いのち懸がけだが。

「麟りん太たとの出会いは……決められた相手と結けつ婚こんするしかないんだ……そう諦あきらめていた私に神さまがくれたチャンスなのかもしれないって……」

　想おもいの強さが、カタチが変わるほどきゅっと嚙かみしめられた下した唇くちびるから伝わってくる。

「でもいくら偽ぎ装そう結けつ婚こんだって言っても好きでもない相手と暮らすのは嫌いやだよね……」

　輝かぐ夜やはしゅんっとうさみみをしぼませる。

　まったくこの輝かぐ夜やという女は、うさみみが生えてるし、月に住む宇宙人だし、クソ生なま意い気きだし、人のことをなめてるし、言動もめちゃくちゃだ。

　けれど、今、目の前にいる〝決意に満ちた女の子〟に噓うそ偽いつわりはないように思えた。

　オレは「あー、ちくしょう！」とくせっ毛を両手で乱らん暴ぼうにかき回す。

「ハァ……オレはお前の言う通りの男だよ」

「……え？」

「いや、だから、その……強ごう引いんに迫せまれば断りきれないお人ひと好よしだってことだよ！」

「そ……それって！　もしかして……」

　輝かぐ夜やがうさみみをぴんっと立て瞳ひとみを輝かがやかせる。

「輝かぐ夜やの偽ぎ装そう結けつ婚こんに協力してやってもいいって言ってんだよ！」

　──幼おさない頃ころから夢見た月にオレは来ている。これはただ結果論では片付けられない。『月旅行の予約権』が偽にせ物ものだと判明した時、

『いっそ宇宙人にさらわれねえかなぁ──ッ！』

　そうやさぐれて発はつした嘆なげきがこうして天文学的確率で実現しているのだから。

　それが運命なんて大層なものかどうかは知らないが、うさみみのお姫ひめさまとの出会いが単なる偶ぐう然ぜんではないような気がしないでもない。

　それと、オレよりも数万倍お人ひと好よしの両親にこの件を相談したらきっと『助けてあげなよ！　女の子が困ってるならさ！』と全力で背中を押おされることだろう。

　輝かぐ夜やが満開の桜を思わせる笑え顔がおの花を咲さかせる。

「ありがとう……麟りん太た！」

「……あくまで偽ぎ装そうだからな偽ぎ装そう！　とにかく、その有力者の息子むすことの縁えん談だんが正式に破は談だんになるまで夫ふう婦ふのフリすりゃいいんだろ？」

「うん！　そこさえ乗のり越こえちゃえばあとはどうとでもなると思う！　終わったらちゃんと麟りん太たも地球に帰らせてあげるからね！」

「ああ、頼たのむよ……」

　正直なところ、それほど急いじゃいない。月に来る直前、地球で散々な目にあった。成り行きではあるが、心の傷の癒いえるまで地球から離はなれられて丁度いいとさえ思っていた。

　すると、輝かぐ夜やが「おほん」と改まる。背筋を伸のばし三つ指をつくと、オレに向かって深々と頭さげる。

「改めまして……旦だん那なさま〝うつけ者〟ですが、どうぞよろしくお願いします」

「オレの嫁よめは信のぶ長ながだったのか。それを言うなら〝ふつつか者〟だろ……」

「そっか！　日本語って難しいね！」

　輝かぐ夜やはあっけらかんと笑う。よく言えば天てん真しん爛らん漫まん。悪く言えば破は天てん荒こう。どちらにしても前ぜん途と多た難なんな気がする。だけど、オレは輝かぐ夜やを放っておけなかった。

　輝かぐ夜やの境きよう遇ぐうが少しオレに似ているからだ。力になってやりたかった。ただ孤こ独どくな宇宙人を孤こ独どくな地球人が救おうとしているのはどうにも滑こつ稽けいのような気がしないでもないが。

「そういうわけでよろしくね麟りん太た」

　輝かぐ夜やが左手を差し出してくる。オレは「お、おう……」と女の子との握あく手しゆに気き後おくれしつつ白く柔やわらかな手のひらに左手をそっと重ねる。

　直後だ。手首でカチャリと音がなる。見ると、漆うるし塗ぬりの腕うで輪わがオレの左ひだり腕うでに腕うで時ど計けいのように装着されていた。もちろん輝かぐ夜やの仕し業わざである。

「……え？　なにこれ？」

「地球で言う〝結けつ婚こん指輪〟のようなものだよ？」

　オレは胡う乱ろんな眼まな差ざしで輝かぐ夜やの顔と腕うで輪わを交こう互ごに見やるのである。

　コイツ……意外に用意周しゆう到とうな女だ。腕うで輪わはオレの気が変わらないうちに〝既き成せい事実を〟と言うことに違ちがいない。無理やり首輪をつけられた犬の気分だ。

　だが、それだけ輝かぐ夜やはこの件に必死なのだろう。この腕うで輪わが輝かぐ夜やにとっての安心材料になるというなら、特に害もなさそうだし着けておいてやるか。

　その矢先である。輝かぐ夜やがにこりととんでもないことを口走る。

「ちなみにその腕うで輪わだけど……私を〝裏切る〟とビリビリしちゃうから気をつけて」

「はぁぁぁぁぁ!?」

　オレが『小さなことからコツコツと！』などと言わんばかりに目玉をひん剝むいたのは言うまでもないことだった。

　輝かぐ夜やは悪びれることなく続ける。

「麟りん太たがいつ私を裏切るかわかんないじゃん！」

「ふ、ふざけんな！　こういうのはなによりも信しん頼らい関係が大事なんじゃねえのかよ？」

「確かに信しん頼らい関係は大事だよ。でも〝命〟はもっと大事でしょ？」

「……命？　なんの話だよ？」

　戸と惑まどうオレに向かって輝かぐ夜やが途と轍てつもなく重要なことを途と轍てつもなく軽々しく告げる。

「だって、もし偽ぎ装そう結けつ婚こんが誰だれかにバレたら麟りん太た──〝死し刑けい〟になっちゃうよ？」と。

　輝かぐ夜やから不意打ち的に飛び出した言葉の破は壊かい力に、オレが死し刑けいを待たずして白しろ目めを剝むいて昇しよう天てんしそうになったのは言うまでもないことだった。

「し、し、死し刑けいとか……き、聞いてねえええええぇぇぇぇぇ！」

「うん。言ってないもん」

「どういうことだよ！」

「いきなり月に来た地球人が一国の姫ひめとの偽ぎ装そう結けつ婚こんを企くわだてるんだよ？　女王や国の偉えらい人たちを騙だまそうって言うんだよ？　それって〝国家反逆罪〟に相当する大だい胆たんな行こう為いだよね？　月に限らず地球でも国家反逆罪は死し刑けいっていうのが普ふ通つうじゃない？」

　額ひたいに嫌いやな汗あせがダラダラと流れ、反比例して喉のどはカラカラに乾かわく。

「だからね！　ビリビリの腕うで輪わは麟りん太たを守るためなの！　麟りん太たが偽ぎ装そう結けつ婚こんについて口を滑すべらせたりしないようにっていう私なりの配はい慮りよだよ？　お・も・て・な・し・だよ？」

「ひ・と・で・な・し！　この人でなしぃ！　騙だましやがったな！」

「あ、それ上手だね！　山やま田だく──ん。座ざ布ぶ団とん一枚！」

「お前は幾いくつだよ！　どこで手に入れんだよその昭和テイストなネタを……」

　あー、頭が痛くなってきた。こりゃ無理だ。オレはやれやれと頭を振ふると、輝かぐ夜やに引きつった笑え顔がおを返す。

「……輝かぐ夜や、この話はなかったことにしてくれ」

　言うのと同時にオレは素す早ばやく腕うで輪わを外しにかかる。躊躇ためらっている暇ひまはない。こんな危ねえ話に、これ以上、関わってたまるかよ。

「あ、麟りん太た！　ちょっと待って！」

「待たないね！　好きでもない相手と結けつ婚こんさせられちまうのは同情するが、自分の命を賭かけてまで助けてやるほどオレは勇ゆう敢かんでも善人でもねえんだよ！」

　輝かぐ夜やが止めるのを振ふり切きってオレが漆うるし塗ぬりの腕うで輪わを外そうとした時である──腕うで輪わを中心にして脳天からつま先まで電でん撃げきが駆かけ抜ぬける。

「ぎゃあああああああああああああああアアアアア!!」

　瞬しゆん間かんのオレはテレビでよく見る例の〝ガイコツが透すけた状態〟になっていたに違ちがいない。

「麟りん太たって意外と命知らずの特とつ攻こう野や郎ろうなんだね！」

　頭上で輝かぐ夜やが感心している。腰こし砕くだけのオレは肘ひじを付きながら玄げん関かんをヨロヨロと這はいあがる。

「お、おま、お前ぇぇぇぇぇ！　オレを殺す気かぁぁぁぁぁ！」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。心配しないで。バレなきゃいいんだよ？」

　声を荒あらげるオレに輝かぐ夜やは蕾つぼみが綻ほころぶような笑えみを浮うかべる。

「もう嫌いやだ！　今すぐ地球に帰してくれ！」

「無理だよ。麟りん太たとの事故で私の宇宙船は壊こわれちゃったし」

「じゃあ修理してくれよ！」

「一ヶ月以上はかかるって」

「は？　他に手段はねえのかよ？」

　即そく座ざに輝かぐ夜やが「うーん、ないかな」と肩かたを竦すくめる。そして、いい加減うんざりすることに、オレはさらりと放たれた輝かぐ夜やの言葉にまたも啞あ然ぜんとさせられるのである。

「それにあまり派手に動いて、地球人を無む許きよ可かで月に招まねき入れたのがバレたら麟りん太たが〝死し刑けい〟になっちゃうかもよ？」

「……え？」

「緊きん急きゆう事態だったから。申しん請せいを通してる暇ひまなくて。麟りん太たは不ふ法ほう滞たい在ざいしてるんだよ」

「……え？」

「あ、地球人を無む許きよ可かで月に招き入れるのは月の民たみにとって大罪なの。それと月の民たみの存在を地球人に知られてしまうことも同じく大罪なんだよね」

「……え？」

「不測の事態だったとことと、私は姫ひめだから命を取られることまではないと思う。でも麟りん太たはただの地球人だから……死し刑けいは免まぬがれないと思うよ？」

「…………」

「つまり、死にたくなければ私と偽ぎ装そう結けつ婚こんして〝第一王女の旦だん那なさま〟という肩かた書がきを手に入れることが一番だよ。そのほうが私もいろいろと便べん宜ぎを図はかりやすいしね」

　うさみみのお姫ひめさまがイタズラを成功させた子供のような屈くつ託たくのない笑えみを浮うかべる。どうやらオレは最初っから白い手のひらの上でジタバタしていただけらしかった。

　最も早はや、叫さけぶ気力もなかった。心がポッキリと折れた男子高校生が行き倒だおれるみたいに玄げん関かんの冷たい床ゆかにパタリと突つっ伏ぷしたのは言うまでもないことだった。

　そう、これが月に住むうさみみのお姫ひめさま──竜りゆう宮ぐう輝かぐ夜やと、地球生まれの冴さえない高校生男子──浦うら島しま麟りん太たとの運命的でもなんでもないふざけた出会いだった。














　　　３【噓うそつきは王さまの始まり】









　それは落らく雷らいが直ちよく撃げきしたかのような衝しよう撃げきだった。

　空気が震ふるえるほどしたたかに扇子せんすが王座の肘ひじ置きを打うち据すえたのだ。




「輝かぐ夜やぁ！　我になんの相談もなく結けつ婚こんとはなんの戯たわむれじゃぁ!!」




　楼ろう閣かくの最上階にある謁えつ見けんの間に、十じゆう二に単ひと衣えを思わせる豪ごう奢しやな和装に身を包んだ女性の怒ど声せいが響ひびき渡わたる。

「勝手も大たい概がいにせよ！　そなたには月の民たみの姫ひめとしての自覚はないのかぁ！」

　案の定、輝かぐ夜やから『結けつ婚こん』の二文字を聞かされた女王は大層お怒いかりだった。

　それにしても……うさみみの形も面おも立だちも本当によく似ている。

　どうやら輝かぐ夜やの美び貌ぼうは母親譲ゆずりらしい。ただ幼さの残る輝かぐ夜やに対して女王は素す晴ばらしく洗せん練れんされていた。日本刀のような無む駄だのない美しさだ。

　それゆえ女王に睨にらみつけられると、抜ぬき身の刃はを喉のど元もとに突つきつけられているようで生きた心ここ地ちがしなかった。

　しかし、決意の姫ひめは怯ひるむことなく立ち向かう。

「お言葉ですが！　先に私の結けつ婚こんを〝勝手〟にお決めになったのは女王ではありませんか！」

「それのなにが気に入らぬと申すか？」

「なにもかも気に入りませぬ！」

「わがままを言いおって！　あのように家いえ柄がらにも人格にも優すぐれた相手はそうそう見つかるものではないぞ！　結けつ婚こん相手としてなんの申し分もないはずじゃ！」

「しかし！　そこには私の意志がひとつもございません！」

「甘あまえたことを申すな！　個人の意志より姫ひめとしての務めを優先するのが、竜りゆう宮ぐうの女の道理であろう！」

「そのようなカビ臭くさい因いん習しゆうに縛しばられるのはまっぴらゴメンでございます！」

「カビ臭くさいじゃと！　歴代の女王を愚ぐ弄ろうするか」

「いいえ、私はただ時代に沿わぬ因いん習しゆうを是ぜ正せいしたいだけです！」

「因いん習しゆうではない！　これは由ゆい緒しよ正しき伝統じゃ」

　女王が勢い良く振ふりおろした扇子せんすからグシャッと鈍にぶい音が響ひびく。

「我も先代の女王も先々代の女王も！　歴代の竜りゆう宮ぐうの女は時の女王が見み定さだめた相手と番つがいとなってきたのじゃ！　そなたももう十六歳さいじゃろうが！　月の民たみの姫ひめとして生まれた者の宿命を真しん摯しに受け入れよ！」

　輝かぐ夜や、年下だったのか。

「そのような理り不ふ尽じんな宿命は受け入れられませぬ！　私は自らの意志で相手を選びたいのです！　そして、その自ら選んだ好きな相手と生しよう涯がいを添そい遂とげたいのです！　たったそれだけのことがなぜ許されないのですか！」

「このわからず屋めが！」

「お母さまこそわからず屋です！」

　互たがいに視線をぶつけ合ったまま片時も逸そらさない。間かん髪はつをいれず繰くり返かえされる攻こう防ぼうは見ているだけで息苦しくなってくる。

　余よ所そ者もののオレに口を挟はさむ余地などあるはずもなく、雷らい雨うがすぎ去るの待つがごとく息を吞のみじっと身を潜ひそめる。

　……ああ、これオレ死んじゃうのかな。やだなー、まだ死にたくねえなー。

　そう内心で南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつと念仏のように唱えながら。

　まさかまさか、女王と輝かぐ夜やの折り合いが悪いだろうとは予想していたがここまでとは……話し合いというより言葉の殴なぐり合あいである。

　夫ふう婦ふ喧げん嘩かは犬も食わぬと言うが、親子喧げん嘩かもとても食えたもんじゃない。あまりの不ま味ずさに犬がお手の代わりにビンタをかましてくるレベルである。

　オレはこの親子の間にどんな軋あつ轢れきがあるのか知らない。想像するに女王と姫ひめという立場が親子関係を一いつ般ぱん的なそれよりも複雑にしているのかもしれない。

　なんにせよ、知らぬが仏というやつで、人様の家のことに赤の他人は下へ手たに首を突つっ込こむべきではないとオレは思う。

　しかし、そう頭でわかっちゃいるが、仲なか違たがいする親子のことがオレはどうしても気になってしまう。母ひとり、娘こひとり、なんだろ？　どうして仲良くできねえんだよと。







　──数時間前に遡さかのぼる。玄げん関かんの一段高い場所で白しろ無む垢くのうさみみ少女が小さな肩かたを竦すくめて呆あきれていた。

「麟りん太た。いつまでも玄げん関かんで寝ねそべってたってどうしようもないよ？」

「……返事がないただの屍しかばねのようだ」

　すっかりやさぐれモードのオレである。そりゃ誰だれだって〝死し刑けい〟なんてパワーワードをこめかみにつきつけられればやさぐれたくもなる。

「……そもそも、問題ねえのかよ？」

「なにが？」

「結けつ婚こん相手が地球人で」

「どうして？」

「どうしてって……突とつ然ぜん、娘むすめが『お母さん私この人と結けつ婚こんするわ』って他の星から相手を連れて来たら驚おどろくんじゃねえか？」

「そうだね……突とつ然ぜん、死んだ魚のような目をした冴さえない男の子を連れて行ったら驚おどろくかも」

「オレのことか！　それオレのこと言ってんのか！」

「ただの例え話だよ？」

「あのさ……真面目な話、同じ地球の中の別の国の人間でさえ反発があったりするのに、異星人との結けつ婚こんなんて絶対に受け入れてもらえねえだろ？」

「あー、そういうことか。なら大だい丈じよう夫ぶ。地球人のほうが都合がいいくらいだよ」

「……は？」

「私たち月の民たみは地球人に対して好意的なの。中でも日本人には特別ね」

「そうなのか……？」

「うん。そうなの。だから安心して」

　事情はよくわからないが、裏目ってしまったらしい。またひとつ引き受ける材料が増えてしまった。

「そもそも、私がみすみす麟りん太たを死し刑けいなんかにさせると思う？　私は一度、麟りん太たの命を救ってるんだよ？　その相手を死し刑けいにさせるなんて、そんな無意味なことするわけないじゃん」

「まあ……確かに」

「有力者の息子むすことの結けつ婚こんを免まぬがれたい私と、死し刑けいを免まぬがれたい麟りん太たと、利害は一いつ致ちしてるじゃん」

「なにが利害は一いつ致ちしてんだよ……命と結けつ婚こんって同じ重さじゃねえだろ？」

「そうだね。麟りん太たの命は私の結けつ婚こんよりも軽いもん」

「おいッ」

「ねえ、麟りん太た、一生のお願いだよ……」

「…………」

　輝かぐ夜やはオレの腕うでを「んっしょ」と大根でも引ひっこ抜ぬくみたいに両手で引っ張りあげる。

「ほら、立って……お互たがいの希望に満みち溢あふれた未来のためにも、協力してこの難局を乗のり越こえよう？　ね？」

　落ちこぼれのクラスメートを優やさしく諭さとす美人のクラス委員長のごとき説得に、オレは「あー、ちくしょう！」とくせっ毛を片手でかき回しながら立ちあがるしかなかった。

「わかったよ！　やってやるよ！　お姫ひめさまの結けつ婚こん相手に相応ふさわしい色男を演じてやんよ！」

「うん！　無理だと思うけど、その意気だよ！」

　玄げん関かんから白はく昼ちゆう夢むのような奇き妙みような廊ろう下かを進み、オレはちゃぶ台の置かれた小こ奇ぎ麗れいな六畳じよう間に案内される。

「私も着き替がえてくるから、麟りん太たも〝月の装しよう束ぞく〟に着き替がえておいて」

　どうやら高校の制服は事故の衝しよう撃げきでズタボロらしかった。

　人体を復元したなら衣服も復元してくれよとも思ったが、まあ、郷ごうに入りては郷ごうに従えである。滅めつ多たにない機会だ。月の装しよう束ぞくを纏まとってみるのも悪くないだろう。

　早さつ速そく、紋もん付つき袴はかまから輝かぐ夜やが用意してくれた月の装しよう束ぞくに着き替がえることにする。

　慣れない衣い装しようをどうにか着き込こむ。部屋の姿見に『銭ぜに形がた平へい次じ』が映っていた。

　厳密には違ちがうのだが、法はつ被ぴのような大きめの羽は織おりに、細身のパンツの組み合わせが、オレに時代劇でお馴な染じみの〝岡おかっ引ぴき〟を連想させたのだ。

「これが月の装しよう束ぞくね……いいね」

　オレはちゃぶ台の前で胡座あぐらをかく。輝かぐ夜やが戻もどって来くるまで特にすることもないので室内をぐるりと見回してみる。

　畳たたみの和室だ。年季の入ったけやきのちゃぶ台に茶ちや簞だん笥す、振ふり子この古時計や漆うるし色の柱と、雰ふん囲い気きはいい。だが、床とこの間まに鯉こいのぼり、雛ひな人にん形ぎよう、門かど松まつ、必勝だるまが一いつ緒しよに飾かざってあるのを見てうさみみの家や主ぬしのセンスを疑いたくなった。

「それにしても……どこもかしこも和風趣しゆ味みだな」

　紋もん付つき袴はかまと白しろ無む垢くに始まり、岡おかっ引ぴき衣い装しようである。この古民家風の建物も然しかりだ。廊ろう下かに雑然と並べられた和風オブジェクトの数々もそう。

　とにかく、地球よりも遥はるかに進んだ文明の割に、えらくアナクロな様相に眉まゆをひそめずにはいられない。もっとこう、近未来的な感じじゃねえのか、と。

「……もしかして輝かぐ夜やは日本の文化が好きなのか？」

　そうオレが何気なしに呟つぶやくのと同時だ。襖ふすまがスパンッと豪ごう快かいに開け放たれ、

「そうなの！　私！　日本の文化が大大大好きなの！」

　待ってましたとばかりに輝かぐ夜やが鼻息荒あらく部屋に飛とび込こんでくる。

　見ると、輝かぐ夜やは白しろ無む垢くから一転、巫み女こ装しよう束ぞくをカジュアルにアレンジしたようなラフな衣い装しようを身に纏まとっていた。ふと、短めの裾すそから柔やわらかそうな白い太ももが覗のぞいているのを発見してしまい、オレは「んんッ」と不自然に咳せき込こんでしまう。

　……うむ。悪くない。

　小生なま意い気きな輝かぐ夜やのイメージと活発そうな衣い装しようのテイストが一いつ致ちしている。それと、慣れだろうか。さっきまで違い和わ感かんでしかなかったうさみみもすっかり馴な染じんで見えた。

　口に出すと全力でドヤ顔されそうなので黙だまっておくが、正直、今の輝かぐ夜やのことを素す直なおに可愛かわいいと思っていた。まあ、ただし。

「麟りん太た？　なにボーッとしてるの？　死んだの？　死んでるのは目と髪かみの毛けのキューティクルだけでもう十分だよ？」

　口を開かなければという条件つきだが。

「……輝かぐ夜やの普ふ段だん着ぎも和風っぽいな」

　特に褒ほめたわけではないのだが、

「うん！　そう！　この日本風の衣い装しようね！　私がデザインしたの！　わざわざ日本から生き地じを取り寄せて作ったんだよ！　麟りん太たの衣い装しようも私が地球のミシンを使って縫ぬったんだよ！」

　輝かぐ夜やは声を昂たかぶらせ堰せきを切ったように喋しやべりだす。

「ねえ見て！　麟りん太たの紐ひもと私の紐ひもはお揃そろいなの！　神社の鳥居のような深みのある朱しゆ色いろがいいでしょ！　それとこれもこれも！」

　輝かぐ夜やはその場でバレリーナよろしくくるりと回ってみせる。

「腰こし帯おびの色も素す敵てきでしょ！　あとね！　あとね！　袖そでにも工く夫ふうがあって……もう！　麟りん太た！　私の話を聞いてる!?」

「お、おう……聞いてる聞いてる」

　輝かぐ夜やは頰ほおを上気させながら、衣い装しようのディテールについて湯水のごとく解説する。オレには服のことはさっぱりだが、輝かぐ夜やが本当に日本文化が好きなのだいうことはよくわかった。

「なるほどな！　ま、それにしても月のお姫ひめさまが日本好きとは意外だな！」

　なるほどもなにもほとんど理解していないのだが、強ごう引いんにでも話題を変えないと輝かぐ夜やの衣い装しよう語りが終わりそうにない。

「私が日本好きなのは別に意外じゃないよ？　だって、月の民たみはみんな日本の文化が好きなんだよ？」

　オレはてっきり輝かぐ夜やが変わり者なだけで、他はいわゆるＳＦ映画でお目にかかるような近未来的な感じなのだと勝手に想像していたのだが……。

「ねえ麟りん太たは『竹たけ取とり物語』って知ってる？」

「そりゃもちろん、知らない日本人はいねえよ……それがなんだよ？」

　訝いぶかしむオレを輝かぐ夜やが「ふふーん」と小こ馬ば鹿かにしたように笑う。

「それじゃあ、かぐや姫ひめが最後にどこに帰ったのかは知ってる？」

「バカにすんな、そんなの月に…………あ────ッ！」

　あることに気づいたオレは叫さけばずにはいられなかった。

「ま……まさか！　かぐや姫ひめがラストで月の都に帰るってのは……」

「うん。あれは〝月の民たみである初代かぐや姫ひめ〟の実話なの」

「マジか……昔話のくせに妙みようにＳＦっぽいと思ったらそういうことだったのか……」

　とんでもない事実発覚である。今すぐ地球に戻もどってみんなに話してええええええ。

「若かりし初代が地球に降り立ったのは宇宙船の墜つい落らく事故だったの……」

　そう輝かぐ夜やは語りながら、袖そでからひょいひょいひょいと急きゆう須すに湯ゆ吞のみにさらには三色団子をちゃぶ台に取り出す。その袖そで、一体、どうなってんだよ……青い猫ねこのポケットよろしくなのか。明らかに袖そでの容量よりも物量が多かった。

「その際、事故で記き憶おく喪そう失しつとなった初代に日本のみんなはとても親切にしてくれたそうなの。初代は亡なくなるまでずっとお世話になった日本の人々に感謝していたみたいだよ」

　輝かぐ夜やはテキパキとお茶の用意を始める。

「だから、衣い装しようや建物や食事に至るまで、現在の月の様式すべてに日本文化を愛する初代の影えい響きようが色いろ濃こく反映されているの」

　慣れた手つきで急きゆう須すを傾かたむけ湯ゆ吞のみに熱々の緑茶を注ぐと、輝かぐ夜やは「熱いから気をつけてね」と三色団子と共にオレの前に置く。

「ああ！　さっきの地球人との結けつ婚こんの件も道理で……」

「そういうことなの！　初代の影えい響きようで地球人と結けつ婚こんした姫ひめも何人もいるんだよ？　つまり、私の中にも地球人の血は流れてるんだよ？　だから日本人の麟りん太たが結けつ婚こん相手っていうのは私の大義名分としては申し分ないの」

　オレは湯ゆ吞のみを手に取り口をつける。猫ねこ舌じたというわけでもないのだが、喉のどが乾かわいていたのもあって「あちっ」と舌にダメージを受けてしまった。

「もう、熱いって言ったのに麟りん太たはドジだね」

　うさみみ少女が涼すずしい顔で緑茶をすする様子はなかなかシュールだった。

「そう考えると……もし仮に初代の宇宙船がエジプトに墜つい落らくしていたら、今ごろオレの目の前にはピラミッドやらスフィンクスやらがあったのかもしれないのか……」

「うん！　だとしたら私はクレオパトラみたいな衣い装しようを着てたかもしれないね！」

　クレオパトラな自分を想像したのか輝かぐ夜やが声を弾はずませる。それはそれで楽しそうだが、日本生まれ日本育ちのオレとしてはやはり緑茶の苦味が落ち着くのである。

「輝かぐ夜や、おかわり」

　峠とうげの茶屋よろしく緑茶と団子でほっとひと息。しかし、それは束つかの間まのこと。

　緑茶を飲み干した輝かぐ夜やが湯ゆ吞のみの底をタンッとちゃぶ台に叩たたきつける。

「そういうわけで麟りん太た！　女王の待つ〝月の都〟に乗のり込こむよ！」

　なにが〝そういうわけ〟なのかオレにはさっぱりだが、輝かぐ夜やの中では『婚こん約やくぶっ潰つぶし作戦』が着々と進行中らしかった。

　輝かぐ夜やはうさみみをぴんと伸のばして「カチコミじゃあ！」と息巻いている。

　輝かぐ夜や曰いわく月の都は「月における首都だよ。日本で言う岐ぎ阜ふのような場所だよ！」とのこと。

「なるほど」

　日本の首都は東京なわけだが、訂てい正せいするのも面めん倒どうなのでそのままにしておく。

　要するに、鉄は熱いうちに打てってなもので、明後日あさつてに差さし迫せまった婚こん約やくを阻そ止しするため、旦だん那な【偽にせ】を引き連れ女王に直じか談だん判ぱんに行くつもりらしい。

「いざ！　月の都へ！」

「ってか、オレ、なにすりゃいいんだよ？」

　オレは具体的な作戦をなにも聞かされていない。

「女王に会うなり『娘むすめさんをボクにください！』と土下座でもすりゃいいのかよ？」

　オレが冗じよう談だんめかして言うと「そんなの決まってるじゃん！」と輝かぐ夜やは丸い目を大きく見開き真しん剣けんな表情で告げるのだ。

「出たとこ勝負だよ！」

「わお！　完かん璧ぺきな計画だぜ！」

　……ダメだ、コイツ。勢いだけだ。この計画、先行き不安である。

「もう、冷めた顔しないでよ！　交こう渉しようは私がするから大だい丈じよう夫ぶだよ！　麟りん太たはたぬきの置物みたいに黙だまって隣となりに居てくれるだけいいから」

「それオレがいる意味あんのかよ……」

「あるよ！　全然、違ちがうよ！　ひとりじゃないって……それだけで心強いじゃん！」

「……あー、んじゃ、オレは横でマネキンしてるわ」

　素っ気なく応えると、オレは輝かぐ夜やに背を向けてそそくさと廊ろう下かに向かう。

　協力するしかねえだろ。『ひとりじゃないって……それだけで心強いじゃん！』なんてさらっと言われちまったら……。

　オレは知っている。ひとりは気楽だが、時々、心細かったりもするものだ。

「待ってよ！　麟りん太た！　お嫁よめさんを置いてかないでよぉ！」

　背後からパタパタと輝かぐ夜やが追いかけてくる。怒おこったような口調とは裏腹に顔はどことなく嬉うれしそうだった。

「夫ふう婦ふを演じるんだから、注意しないとだよ。麟りん太たはお嫁よめさんのことが可愛かわいくて可愛かわいくて仕方がないお嫁よめさんに甘あま々あまの旦だん那なさまなんだから」

「おい、なんだよその設定。初耳だぞ」

「私の中での旦だん那な像だよ？　だから試ためしに言ってみて『輝かぐ夜やは今日も可愛かわいいなー』って」

「い……言えるかバカ！」

「もしかして……照れてるの？」

　輝かぐ夜やがニヤニヤしながらオレの顔を覗のぞき込こんでくる。

「あー、麟りん太た！　顔が赤い！　照れてるぅ──ッ！」

「そ、そんなんじゃねえよ！」

　オレは輝かぐ夜やから逃にげるように歩調を早める。

「だったら言ってよぉ！　『輝かぐ夜やがお嫁よめさんでオレは宇宙一の幸せ者だぜ！』って」

「セリフがパワーアップしてんじゃねえかよ！」

　オレの歩調はさらにスピードアップする。

「ほらほら、早く言いなよぉー」

「うっせえ！　誰だれが言うかよ！」

　バカバカしいことにオレと輝かぐ夜やは早歩きで、抜ぬきつ抜ぬかれつのデッドヒートを繰くり広ひろげながら玄げん関かんに向かうのである。

「……あ！」

　このまま玄げん関かんから宇宙空間に出たらさっきの二にの舞まいだと躊躇ためらっていると、

「大だい丈じよう夫ぶだよ。今度は平気だよ」

　うさみみ少女が得意げに微ほほ笑えむ。輝かぐ夜やを信じで再びの宇宙空間に踏ふみ出だす。一いつ瞬しゆん、身構えるオレだったが、

「……あれ？　本当だ！　普ふ通つうに呼こ吸きゆうができるぞ？」

　問題なく呼こ吸きゆうができるとわかると肩かたの力がふっと抜ぬける。振ふり返かえると、輝かぐ夜やがうさみみをぴょこぴょこと弾はずませながら左手首を指先でトントンと叩たたくのだ。

「なんと！　私が開発したその腕うで輪わはビリビリするだけでなく！　宇宙空間での活動をサポートしてくれる優すぐれものなんだよ！」

「すげえ！　これが月の科学力か！」

「私の科学力だから！　褒ほめて！　褒ほめて！」

「褒ほめてやるから一個目のバイオレンスな機能を今すぐ取り外せ！」

「やーだよ！　あれは私の旦だん那なさまへの愛の証あかしだから外さないよー」

「お前の愛は痛えんだよ！　オレにそういう趣しゆ味みはねえから！」

　輝かぐ夜やは「アハハ！　麟りん太たぁ──！　こっちだよぉ──！」と小生なま意い気きに笑いながら、まさにうさぎのようにぴょんぴょんと石いし畳だたみを跳はねて逃にげてゆく。

「雪が降ったあとの犬かよ。めちゃくちゃ元気だな、月の王女さま……」

　久しぶりのお出かけにはしゃぐ小さな子供のようだった。

　いや……母親と不仲で友だちもいない輝かぐ夜やにとって、こうして誰だれかと一いつ緒しよに出かけるは本当に久しぶりなのかもしれない。

　……まあ、なら、好きにさせてやるか。

　月面に伸のびる石いし畳だたみを輝かぐ夜やの背中を目印に道なりに進むと、視界の先に神社で見かけるような長い石段が見えてくる。石段は眼下へと真まっ直すぐに続いていて、石段を降りると、駅のホームのような平へい坦たんな場所にたどり着く。終わりには朱しゆ色いろの鳥居が待ち構えていた。

「これは……壮そう観かんだな……」

　最初の鳥居は始まりだった。何百、いや、何千何万とまるで紅葉に覆おおわれた秋の川のように視線の遥はるか先の先へと見えなくなるまで鳥居は等とう間かん隔かくで続いている。

　黒と朱しゆの明めい瞭りようなコントラスト。それはいつまでも眺ながめていられる幻げん想そう的な光景だった。

「此こ処こからは〝赤べこ〟で月の都に向かうよ」

「赤べこ……？」

　輝かぐ夜やが言うのにオレは眉まゆをひそめてしまう。

　赤べこと言えば、牛をモチーフにした張り子で、頭がふらふらと揺ゆれる東北土産みやげのことだと知っている。ただその『赤べこで向かう』という表現にぴんとこなかった。

　輝かぐ夜やが参拝するように柏かしわ手でを打つ。すると、鳥居のトンネルの彼方かなたから猛もうスピードで赤色の浮遊物がこちらに近づいてくる。

「こ……こ、怖こわええええええええええぇぇぇぇぇ──ッ！」

　ひと目見てオレは恐きよう怖ふにおののく。

　なぜなら、白地に黒塗ぬりの深しん淵えんでも覗のぞき込こんでいるかような気分になる無感情な目をした赤い牛型の張り子が、猛もう烈れつな勢いで迫せまってくるのだ。バスのごとき巨きよ大だいな赤べこが高速でヘッドバンギングしながらやって来るのだ。
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「なんだこれ……シュールつーか、不気味つーか……」

「そうかな？　可愛かわいいと思うけどなぁ」

　輝かぐ夜やはドン引きするオレに小首を傾かしげている。このうさみみのお姫ひめさま、ところどころ常識がズレていた。

　赤べこはピタッとオレらの目の前で停止する。赤いボディの一部がスポーツカーのガルウィングのように開き、ツツツとステップが足元へと伸のびてくる。

　慣れた様子で輝かぐ夜やが乗のり込こむのに、オレはおぼつかない足取りで続く。

　内部はリムジンのような対面式の座席だった。輝かぐ夜やとオレが向かい合い腰こしをおろす。同時だ。扉とびらがパタンと閉まり、赤べこが音もなく動き出す。

　なにげなく長方形の小窓から前方を覗のぞく。「うお！」赤べこの頭が残像を生み出すほどの速さで上下していた。

「あ、ちなみにこのボタンを推おすと、赤べこの頭が三つに増えるよ！」

「怖こわえよ！　増やすなよ！」

「でも増やすと速度が三倍になるんだよ？」

「不気味さも三倍に増すんだよ！」

　……悪夢でも見たと思って忘れよう。オレは気を取り直してサイドの小窓から宇宙の星々を眺ながめることにする。

　鮮せん烈れつな光だ。大気のフィルターを通していないからか。黒い背景に眩まばゆい星々が宝石のように散らばっている。贅ぜい沢たくなプラネタリウムを体験している気分だった。

　そうして水族館を初めて訪おとずれた子供のごとくガラスに張りつき宇宙に見入っていると、突とつ然ぜん、後ろから「麟りん太た！　見て見て！」と痛いくらいに肩かたをバシバシと叩たたかれる。

「んだよ……おおッ！」

「ほら！　あれが〝月の都〟だよ！」

　輝かぐ夜やが前方へと指をさす。

「す……すげえ……」

　一いつ瞬しゆんにしてオレは壮そう大だいな景色に魅み了りようされてしまった。

　月面の稜りよう線せんに光ひかり輝かがやく巨きよ大だいな都市がゆっくりと浮うかびあがってくる。なんと大きなクレーターに和風の建造物が整然と詰つめ込こまれている。

　これも初代かぐや姫ひめの意向なのだろうか。網あみ目めのように区画整理された街並み、来訪者を威い圧あつするような荘そう厳ごんな大おお門もん、その大おお門もんから中心部へと剣けんのように一直線に伸のびる大通り、そして都の中心にきらびやかな楼ろう閣かくがシンボリックにそそり立つ。

　さながら現代に蘇よみがえった平安京の趣おもむきだった。

「宇宙に平安京とか……ぶっ飛んでんな……」

　あまりに荒こう唐とう無む稽けいな現実に狐きつねに摘つまれるどころか往復ビンタされた気分だ。

　月の都の東西南北の大おお門もんには、枝のように張はり巡めぐらされた幾いく百ひやくもの鳥居のトンネルが収束している。そして枝の数だけ赤べこが走っている。狂くるったように頭を振ふっている。

　おそらくこれが月の交こう通つう網もうで赤べこは無人のタクシーと言った感じなのだろう。

　涼すずしい顔の輝かぐ夜やとは対象的にオレは赤べことすれ違ちがう度たびに肩かたをビクッと反応させてしまう。地球に戻もどっても赤べこを見る度たび、狂きよう気きのヘッドバンギングを思い出してしまいそうだ。

　オレたちを乗せた赤べこが速度を落として大おお門もんに近づくと、地下鉄の自動改札みたいに格こう子し状のゲートが左右に開く。

「お……おお──ッ！」

　大おお門もんを抜ぬけ視界に飛とび込こんできた彩いろどり豊かな街並みに自然と感かん嘆たんの声が漏もれる。

　賑にぎやかな往来に喧けん騒そう、活気ある呼よび込こみの声、さまざまな種類のさまざまな色合いの和装に身を包んだ人々、元気に駆かけ回まわる子供たち、我わが世の春と咲さき乱みだれる桜の並木道……無機質な月の印象とは裏腹に月の都には確かな生命の営みが感じられた。

「本当に月の民たみっているんだな……」

　目まの当たりにしてようやく実感する。対面の輝かぐ夜やは「あのー、私も月の民たみなんだけど？」と少し不服そうだ。

　やはりと言うべきか。うさみみは月の民たみの標準装備らしかった。行ゆき交かう誰だれもが、大人から子供から老人に至るまで、輝かぐ夜や同様に頭からうさみみを生やしているのだ。つまり『月にうさぎが住んでいる』という民間伝承はある意味正しかったというわけである。

　ただサイズ感には個人差があるようだ。男性のうさみみは女性に比べて小さくて短い。そして輝かぐ夜やは女性の中でも特に立派なうさみみの持ち主だった。

　街中には速度制限があるのだろう。緩ゆるやかな小川を流れる笹ささ舟ぶねのようなスピードでオレたちの赤べこは大通りを中心部に向かって進んでゆく。

「なあ？　もしかして街のど真ん中に見えるあの立派な城に向かってんのか？」

「うん。女王は〝竜りゆう宮ぐう城じよう〟の天てん守しゆ閣かくにいるからね」

「……ん？　竜りゆう宮ぐう城じよう？」

「なに？　気になるの？」

「あ、いや……浦うら島しまのオレが竜りゆう宮ぐう城じように向かうってのはなにか因いん縁ねんめいたものを感じるなって思ったんだよ」

　ちょっとした冗じよう談だんのつもりで言ったのだが、

「あ、そう言えば……」

　意外にも輝かぐ夜やが神しん妙みように頷うなずくのである。

「その昔、麟りん太たと同じ〝浦うら島しま〟という名の地球人が竜りゆう宮ぐう城じように招かれたという記録があるよ」

　なんとなくオレには結末がわかってしまった。

「あのさ……その地球人の下の名前って〝太た郎ろう〟って言うんじゃねえの？」

「うん。なんで知ってるの？」

「その太た郎ろうさんは日本じゃかなりの有名人だからな」

　どうやら竜りゆう宮ぐう伝説の正体はこれらしい。昔話だと竜りゆう宮ぐう城じようは海の底深くにあると言われていた。

　しかし、浦うら島しま太た郎ろうの時代に宇宙という概がい念ねんが存在していなかったとしたら？

　宇宙空間を目もく撃げきした太た郎ろうが海の中だと思ったとしても不思議ではないのだろう。

　……太た郎ろうよ、アンタの尊い犠ぎ牲せいは無む駄だにしない。とりあえずオレは帰りに玉手箱を貰もらったとしても絶対に開けまいと心に誓ちかう。なんだったら「こんなもんいるかぁ！」と全力で投げ返す勢いだった。

　竜りゆう宮ぐう城じようの表門を通過して、人目を避さけるように裏門に赤べこがひっそりと停止する。扉とびらが開き「行こう」と輝かぐ夜やが降りてゆくのにオレは続く。

「──輝かぐ夜やさまお待ちしておりました」

　輝かぐ夜やは前もって来訪を知らせていたのだろう。裏門の前で社長秘書のような大人びた女性が待ち構えていた。

　年ねん齢れいは二は十た歳ち前後と言ったところか。涼すずしげな目元のすらりとした美人だ。ただひとつ気になることが。女性の腰こしに刀らしき代しろ物ものがぶらさがっている。ひょっとしたら護衛のような立場の人物なのかもしれない。

「三み日か月づき、出で迎むかえご苦労さま」

「いいえ、輝かぐ夜やさまをお護まもりするのが私の使命です」

　三み日か月づきと呼ばれた女性は輝かぐ夜やに向かって丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎする。顔を持ちあげる時、三み日か月づきとオレの目が合う。瞬しゆん間かん、鋭するどい眼まな差ざしを向けられる。居合抜ぬきで一刀両断されそうな迫はく力りよくに、オレは思わず一歩後ずさってしまった。

「女王陛へい下かがお待ちです」

　三み日か月づきはそう告げて、オレなどこの世に存在していないかのような素知らぬ態度で歩き出す。輝かぐ夜やが三み日か月づきに続く。オレは慌あわててふたりを追いかける。

「……なんかしたっけオレ？」

　初対面の相手にあんな冷たい態度を取られる覚えはなかった。だが、すぐに今の自分にある一定の人々から敵てき愾がい心しんを向けられる明確な理由があることを思い出す。

　オレとお姫ひめさまとの結けつ婚こんを快く思っていない連中からしたら、オレはさぞ目め障ざわりだろう。三み日か月づきのあからさまな態度はまさに『気に入らない』と言った感じだった。

「ハァ……先行き不安すぎるだろ」

　三み日か月づきに先導され門を抜ぬけて入城する。輝かぐ夜やが竜りゆう宮ぐう城じように足を踏ふみ入いれるのと同時だった。門番の朗ろう々ろうとした声が波は紋もんのように城内に広がってゆく。

「第一王女ぉ──！　竜りゆう宮ぐう輝かぐ夜やさまのおなーりぃ────！」

　ある時は遊び人ある時はお奉ぶ行ぎようさまの桜吹雪ふぶきが目に入りそうである。

　そのまま城の奥おくへと進むと、驚おどろかされることに役人たちがうさみみの頭こうべを垂れ輝かぐ夜やを総出で出で迎むかえるのである。

　ずらりと役人たちが脇わきを固める花道を輝かぐ夜やは凛りん然ぜんとした横顔で闊かつ歩ぽしてゆく。先ほどまでの子供じみた様子は微み塵じんもなかった。

　威い風ふう堂どう々どうたる姿だ。一ミリの疑う余地もなく輝かぐ夜やがお姫ひめさまだと物語っていた。

　ところが、役人たちはオレの存在に気づいた途と端たんに「どこの馬の骨だ？」とばかりに目を曇くもらせる。お陰かげで観光気分は吹ふっ飛とんだ。事の重大さに気づいたのだ。

　オレは〝アウェイ〟に来てしまったのだと。

　おそらく輝かぐ夜やとオレの結けつ婚こんについてすでに周知なのだろう。そして、役人たちのまるで歓かん迎げいしていない態度からして、結けつ婚こん相手としてオレに不満を抱だいているのは明らかだ。

　もしもこの役人たちにオレが無む許きよ可かで月に来た地球人でさらに偽にせ物ものの結けつ婚こん相手だと知られたら……想像したらゴクリと喉のどが鳴った。

　オレはできるだけボロを出さぬようにと表情を引ひき締しめる。

　三み日か月づきに先導され、キュウキュウとさえずる鴬うぐいす張ばりの廊ろう下かを奥おくへ奥おくへと進んでゆく。セキュリティなのだろう。松竹梅の襖ふすまの認にん証しようを三み日か月づきは柏かしわ手でを打ち次々とクリアしてゆく。

　やがて通路の行き止まりで三み日か月づきがピタと立ち止まる。

「こちらで天てん守しゆ閣かくに向かいます」

　竹たけ筒づつに似た外観が緑色で内装が生き成なり色のエレベーターに乗のり込こむ。扉とびらが閉まると竹たけ筒づつのエレベーターは鹿しし威おどしを思わせる軽快な音を合図に動き出す。

　無言の重圧に耐たえかねてオレは隣となりの輝かぐ夜やに耳打ちする。

「……あのさ」

「今さら帰るとか言い出さないでよ？」

「ちょ……ちょっと緊きん張ちようしてるだけだっつーの」

　怖おじ気けづくなというのは無理な話だ。オレにとって月の女王との面会はどこかの大統領と面会するようなものなのだ。

「……お前は気楽でいいよな。実家に帰るようなもんなんだからさ」

「まあね、数年前まで住んでた場所だし……緊きん張ちようなんてしないよ」

　だが、気づいてしまった。そう言う輝かぐ夜やの長いまつ毛が小刻みに震ふるえていることに。

　……そうか。これは輝かぐ夜やにとっても一世一代の大勝負だ。噓うそがバレれればお姫ひめさまと言えども、それなりの制裁も受けるはずだ。堂々と振ふる舞まっているようには見えても、内心、相当のプレッシャーを感じているに違ちがいない。

　なんとか輝かぐ夜やの緊きん張ちようを解ほぐしてやれないものかと、オレは一計を案じる。

「あのさ……輝かぐ夜や、地球に伝わる〝おまじない〟があるんだけど付き合ってくれよ」

「どんなおまじない？」

「緊きん張ちようを解ほぐしてくれるおまじないなんだけど、手のひらに指先で『人』って字を三回書いて飲のみ込こむんだよ」

「ふーん、別に緊きん張ちようしてないけど麟りん太たのために付き合ってあげようかなぁ」

　オレがお手本に輝かぐ夜やの前で手のひらに人の字を三回書いて飲のみ込こんでみせる。

「ほら、こんな感じ。輝かぐ夜やもやってみろよ」

「……うん」

　しかし、輝かぐ夜やは手のひらに人を一回書いて「ちょっと待って」と動きを止めてしまう。

「麟りん太た……この人たちはどういう人なの？」

「は？」

「大人なの？　子供なの？　それとも男の人なの!?　女の人なの!?」

「どうでもいいよ！　好きにしろよ！」

「わかったよ……じゃあ、飲むね」

　ところが、手のひらを口元まで近づけると「私には無理だよ！」と輝かぐ夜やが手を離はなす。

「こんな小さな子どもたちを飲のみ込こむなんて……可哀かわい想そうでできないよぉ！」

「変な感情移入すんのやめろ！　ただのおまじないだつーの！」

　意外と生き真ま面じ目めなお姫ひめさまである。

「なら書き直せよ。大きな字で人って書けばいいだろ？」

「うん、わかったよ。そうするね」

　ところが、輝かぐ夜やは「どうしよう……麟りん太た！」とまたもや動きを止める。

「ものすごく大きい人を書いちゃった！　こんな大きい人、私、飲のみ込こめるかな!?　喉のどに詰つまっちゃわないかな!?」

「知らねえよ！　もう！　手を貸せよ！」

「アハハ！　く、擽くすぐったいよ！　麟りん太たぁ！」

　このままでは埒らちが明かないので、強ごう引いんにオレが指先でうさみみ少女の手のひらに『人』という字を三回書いて、無理やり「ほら飲め！」と口元に持って行く。

　同時に竹たけ筒づつのエレベーターが停止する。

「……あれ？　すごいよ！　なんか身体が軽くなったような気がするよ！　このおまじないすごいね！　麟りん太た！」

「……だろ？」

　いや、おまじないの効果じゃなくて、ドタバタしているうちに緊きん張ちようを忘れただけだと思うのだが……結果オーライってことで。

　オレたちは最さい奥おうの部屋に進む。三み日か月づきは分厚い扉とびらの前でおもむろに立ち止まると、うさみみと背筋をスッと伸のばす。

「……陛へい下か。第一王女、竜りゆう宮ぐう輝かぐ夜やさまのご到とう着ちやくです」

　三み日か月づきはそう室内の主に報告してから扉とびらをググッと押おし開あける。直後、オレの視界が金きん箔ぱくの放つ輝かがやきに覆おおわれた。

　現れたのは、壁かべや天てん井じようが金きん箔ぱくで仕上げられた豪ごう華か絢けん爛らんな謁えつ見けんの間である。ただ派手だが俗ぞくっぽさは感じさせない。随ずい所しよに施ほどこされた花鳥風月の装そう飾しよくが格調高い雰ふん囲い気きを醸かもし出だしていた。

　最さい奥おうの王座には威い圧あつ感のある細身の女性が鎮ちん座ざしている。頭上に輝かがやく精せい巧こうな王おう冠かんがこの女性が特別な存在であると証明していた。

「輝かぐ夜や！　そのハレンチな衣い装しようはなんじゃ！　そなたには姫ひめとしての自覚はあるのか！」

　そうこれが月の民たみの女王さまだ。

　そしてこれが輝かぐ夜やの母親──竜りゆう宮ぐう乙おと和わだった。







　銃じゆう撃げき戦のような言い合いはかれこれ二十分は続いている。残念ながら。姫ひめも女王も双そう方ほうともに譲ゆずる気配は未いまだない。

　ただし、当初と比べ若じやつ干かん、言い争いの様相が変わり始めていた。

「言わせて頂きますが！　いつぞやの〝遊園地の件〟は覚えていらっしゃいますか？」

「……ああ、輝かぐ夜やが幼よう稚ち園えんの頃ころのことか。あれがどうしたと言うのじゃ？」

「私はただ竹組のみんなと同じように！　普ふ通つうの女の子と同じように！　お母さまと一度くらい一いつ緒しよに遊園地に遊びに行ってみたかっただけなのに……」

「だから公務の合間を利用して遊園地に付き合ってやったではないか？　なにが不満じゃ？」

「お母さまは大おお袈げ裟さなのです！　わざわざ遊園地を貸し切りにして！　閑かん散さんとした園内を子供の私がどこへ行くにも黒服の護衛がぞろぞろとついて来て！　遊園地とは賑にぎやかなのが楽しいのに……」

「当然じゃろ？　そなたは姫ひめぞ。月の民たみの希望ぞ？　万が一があったらどうする？　石ころに転んで怪け我がをしてはいけないと……園内を小石ひとつない状態にするのに皆みながどれほど苦労したと思っておるのじゃ！」

　ん？　もしかしてこの女王さま。厳しいのではなく、

「ものすごい過保護なだけなんじゃ……」

　思わず心の声を口に出すと、

「……そなた？　なんか言うたか？」

　女王からジロリと睨にらみつけられる。オレは女王からサッと目を逸そらして「なんでもありません……」と即そく座ざに口を噤つぐむ。

「それに！　私がずーっと楽しみしてたジェットコースターも危ないからと乗せてもらえませんでした！」

「我には理解できん。なんじゃあれは……急に登ったり降りたり、空中で一回転したり、なぜ金を払はらってあんな恐おそろしい思いをせねばならんのじゃ」

　絶ぜつ叫きようマシン嫌ぎらいのオレは内心で「確かに」と女王に全面的に納得してしまう。

「そのスリルを楽しむのがジェットコースターでございます！　それにお化け屋や敷しきもです！」

「お化け屋や敷しきか……思い出すだけではらわたが煮にえくり返かえるわ」

「あれはお化けに驚おどろくアトラクションでございます！　それなのにお母さまはどうして！　出てくるお化け出てくるお化けをすべてを『我は女王ぞ！』と殴なぐり倒たおしてしまうのですか！」

「お化けどもには同然の報むくいじゃ！　背後から突とつ然ぜん、現れるなど失礼千万！　我に殴なぐられたくなれければ、きちっと正面から頭をさげて現るべきじゃ！」

　あ、ダメだこの女王さま。遊園地に全然、向いてない。

　まあ、ともかく、ご覧の通りいつの間にか姫ひめｖｓ女王が娘むすめｖｓ母親になっていた。

　そして、ご覧の通りオレは基本的に蚊か帳やの外だった。今からこの場で腕うで立たて伏ふせを始めても誰だれも気に留とめないんじゃないだろうか。

「ですが！　そのせいで……私は……学校の誰だれとも話が合いませんでした！　皆みなが楽しそうに遊園地の話をする中、その輪にひとりだけ入れない歯がゆさがお母さまにわかりますか？」

「ふん……その程度のこと……」

「そ、その程度のこと……その程度ことと！　おっしゃいますか！」

「言うたわ！　その程度のこと！　我も通った道じゃ！」

「だから私にも我が慢まんしろとおっしゃるのですか？　それはあまりに独善的な言いようではありませんか！」

「どちらが独善的じゃ！　わがままばかり言いよって！　竜りゆう宮ぐうの娘むすめは生まれながらに特別な存在じゃ！　市井しせいの年とし頃ごろの娘むすめのように自由気ままに振ふる舞まうことは許されぬのじゃ！」

「ど、どうして！　どうしてお母さまは……私の気持ちをわかってくださらないのですか！」

　輝かぐ夜やがくしゃっと顔を歪ゆがませると悲痛に叫さけぶ。

「こんな思いをするくらいなら……姫ひめに生まれなければよかった！」

「輝かぐ夜やッ!!」

　別の叫さけび声ごえが即そく座ざに輝かぐ夜やの叫さけびをかき消す。しかし、それは女王の叫さけび声ごえではなかった。

「……自分の母親の前でそんな悲しいこと言うなよ」

　我が慢まんできずに叫さけんだのはオレだった。両親が産んでくれたことを否定するようなセリフをオレはどうしても許せなかった。

「……ごめんなさい」

　隣となりの輝かぐ夜やはしゅんとうさみみを垂れさげ俯うつむく。素す直なおな態度は自分でも言い過ぎてしまったと反省しているのだろう。

　一方で王座の女王はオレに目を丸くしていた。置物が突とつ然ぜん叫さけんだら誰だれだって驚おどろくか。

「……どうやら不承の娘むすめがそなたに迷めい惑わくをかけているようじゃの」

　完全にまずった。叫さけんだことで一気に〝ヘイト〟を稼かせいでしまったらしく女王の〝タゲ〟がオレに向く。

　ジョブで言えば、シーフのオレに耐たえられるだろうか。しゃーない腹を括くくるしかない。

「いえ、女王さま。迷めい惑わくだなんて……むしろ、娘むすめさんには感謝してます。命の恩おん人じんなんです。死にそうだったオレを救ってくれたのは彼かの女じよなんです」

　オレを轢ひいたのもオタクの娘むすめさんですが。

「ほう、それはまた数すう奇きな出会いじゃの。それがふたりの馴なれ初そめか」

「……はい、そうです。見ず知らずの地球人のオレを助けてくれた彼かの女じよの優やさしさにオレは惚ほれ込こんだんです」

　これはあながち噓うそじゃない。大罪だと知りながらもオレを月に連れて帰ったのは輝かぐ夜やの優やさしさだろう。輝かぐ夜やの本質とは、手のひらに書いた人を飲むのもためらってしまうような心の優やさしさにあるような気がしていた。

「なるほどのう……」

　女王が片手で顔を覆おおいやれやれとばかりに頭を振ふる。お開きの合図だろうか。そう一いつ瞬しゆんでも期待したオレが浅はかだった。

「すまぬが……見たところ、そなたに我の選んだ相手に勝まさっているところが、わずかでもあるようには思えぬのだが？」

　これ見よがしに女王が唇くちびるの端はしを歪ゆがめて鼻で笑う。わかりやすい挑ちよう発はつである。どうやら女王さまは輝かぐ夜や本人ではなくオレを攻せめる作戦に変へん更こうしたらしい。

「そなたには……なにか人に誇ほこれるものはあるのか？　地位や名めい誉よは？　財産は？　月の民たみの姫ひめをめとるに相応ふさわしい価値がそなたにあるのか？」

「えーっと……それは……」

　あるわけがなかった。ただの高校生だぞ。誇ほこれるのは人より少しだけゲームが得意なのと、好すき嫌きらいがなくて割りかし健康な身体くらいだ。

「……ないのか？　ならば残念じゃが、諦あきらめよ。相応の人間でなければ我の娘むすめはやれん」

　その時だ。言いい淀よどむオレに代わって隣となりのうさみみ少女が叫さけぶ。

「いいえ、お待ちください！」

　ナイスタイミングだ。助かった。任せて大だい丈じよう夫ぶだろう。オレを偽ぎ装そう結けつ婚こんの相手に仕立てた手しゆ腕わんからも悪わる知ぢ恵えは割りと働く女である。当然、女王の挑ちよう発はつにも気づいているはずだ。

「確かに勝ってるところはひとつもありません！」

「おい、フォローは!?」

「この浦うら島しま麟りん太たという地球人は、見ての通り死んだ魚のような目をしてますし、女性にもまるでモテません。学校の成績も平均的で、将来性もあるとは思えません。比べるのは相手に失礼というものです」

　全然、大だい丈じよう夫ぶじゃなかった。

「では、なぜじゃ？　なぜその者を伴はん侶りよに選んだのじゃ!?　そなたはその者が相応ふさわしいと思うておるのか!?」

　女王はあからさまに不ふ機き嫌げんそうだ。そりゃそうだろう。輝かぐ夜やの発言はふざけているとしか思えないのだ。ところが、輝かぐ夜やの表情は真しん剣けんそのものだった。

「はい、私の旦だん那なさまに相応ふさわしいのは浦うら島しま麟りん太ただけです」

　輝かぐ夜やは真まっ直すぐに断言する。

「我にはさっぱりわからんぞ……一体、この者のどこが相応ふさわしいのじゃ？」

「先ほどお母さまもご覧になったではありませんか……」

　オレにも輝かぐ夜やがなんのことを言っているのかさっぱりだった。

「麟りん太ただけなのです。私のことを本気で叱しかってくれる人は……」

　そう輝かぐ夜やは嬉うれしそうに微ほほ笑えむ。瞬しゆん間かん、胸がトクンッと高鳴った。

「月に、姫ひめである私のことを叱しかれる者はさほどおりません」

「そうじゃの。母である我くらいのものじゃ」

「そんな私にとって地球人の麟りん太たは間ま違ちがいを正してくれる数少ない人なのです。姫ひめという肩かた書がきに囚とらわれず対等に接してくれる貴重な人なのです」

　本気かどうかはわからないが、輝かぐ夜やの熱っぽい言葉にオレの心がわし摑づかみされてしまったのは本当だった。

「そして、なにより重要なのは私が自らの意志で浦うら島しま麟りん太たという男性を選んだということです。一度きりの人生です。願わくば、好きな人と共に歩みたいのです」

　思えば十七年間の人生で、誰だれかからこんなにも必要とされた経験がなかった。

　輝かぐ夜やの迫はく真しんの演技が実を結んだのだろうか。女王は深い溜ため息いきと一いつ緒しよに「……なるほどのう」と言葉を絞しぼり出だす。

　途と端たん、輝かぐ夜やのうさみみが飛とび跳はね顔には笑え顔がおの花が咲さく。

「では！　あの婚こん約やくの件はなかったことにしてくださいますね!?」

「それはならぬ」

「な、なぜです!?　私の気持ちをわかってくださったのではないのですか!?」

「そなたは忘れてはおらぬか？　輝かぐ夜やの婿むこになるということは……すなわち月の民たみの〝王〟になるということと同意義なのじゃ！」

「そ……それは……」

「王とは国の象しよう徴ちようじゃ！　相応の人物でなければならぬ！」

　瞬しゆん間かん、女王がオレの鼻はな面づらにピッと扇子せんすを鋭するどく指し厳しい口調で告げる。

「婿むこが〝ぼんくら〟では困るのじゃ」と。

　鋭するどい言葉が胸にグサリと突つき刺ささる。確かに自分で言うのもなんだが、オレは大層な男ではない……女王さまという大層な人物から見れば、なんの取とり柄えもない冴さえない男子高校生なぞただの『ぼんくら』なのだろう。だとしてもだ……。

「お言葉ですが女王さま！　国の行末を憂うれうのも結構ですけど！　一番身近にいる娘むすめの気持ちも理解してあげられない母親に『ぼんくら』なんて言われたくないですね！」

　母娘おやこの不仲に対するフラストレーションもあってオレは我が慢まんできずに叫さけんでしまう。

「──ほう。我に意見するとはいい度胸じゃのう地球人」

　しかし、女王からの研とぎ澄すまされた視線を浴びた途と端たん、こめかみに拳けん銃じゆうを突つきつけられたみたいに血の気が引く。

「……あ、すみません。言い過ぎました」

「なんじゃもう終わりか。遠えん慮りよするでない。言いたいことがあるなら洗いざらい申してみよ。ただしじゃ。無事にこの城から帰れるかどうかは保証せんがのう……」

　やべー、オレ、やべー、これ不敬罪か。不敬罪で死し刑けいか。死し刑けいにされちゃうのか……。

「……お母さま。取り消してください」

　その時だった。無言だったうさみみ少女が静かに口を開く。

「……私の旦だん那なさまを『ぼんくら』と侮ぶ辱じよくしたことを謝しや罪ざいしてください」

　よほど悔くやしいのか、輝かぐ夜やは目の端はしを潤うるませ、肩かたを震ふるわせている。

「確かに麟りん太たには地位や名めい誉よやお金はありません……かと言って見た目がいいかと言えばそれもありませんが……」

「おい」

「……ですが、麟りん太たは人の痛みを理解できる人です。麟りん太たは出会ってすぐに私の孤こ独どくをわかってくれた……それがどれほど嬉うれしかったか」

　真ま綿わたに包んでいた宝石を取り出すみたいに大切そうに輝かぐ夜やは言葉を紡つむぐ。

「そんな麟りん太たなら……この人なら私の孤こ独どくをきっと埋うめてくれる……そう思ったから私はこの人のお嫁よめさんになりたいと思ったのです」

　女王が「……ほう」と興味深そうにオレを眺ながめてくる。嫁よめと姑しゆうとめの板いた挟ばさみになる旦だん那なの気持ちが少しだけわかるオレである。

「えらいのろけ話を聞かされたもんじゃ……」

　そう女王は小さく嘆たん息そくしてから続ける。

「そこまで言うなら……謝しや罪ざいをしてやってもよいぞ輝かぐ夜や」

「お母さま本当ですか!?」

「ただし条件がある。そなたの選んだ地球人が『ぼんくら』ではないと、王に相応ふさわしい器うつわであると、我に証明してみせよ」

「……方法は？」

「ふん〝月げつ面めん戦せん争そう〟に決まっておろう」

　……月げつ面めん戦せん争そう？　唐とう突とつに放たれた物ぶつ騒そうなワードにオレは戸と惑まどわずにいられない。

「……わかりました。私の旦だん那なさまが『ぼんくら』ではないと証明してさしあげます」

　いろいろ思うところはあるが、ひとつ言えることは人生でこれほど『ぼんくら』と連呼されたのは初めての経験だ。おそらく今後もないだろう。

「そうじゃな……〝一ヶ月後〟でどうじゃ？」

「……構いません」

「三み日か月づき！　聞いたな！　早さつ速そく、月げつ面めん戦せん争そうを手配を致いたせ！」

「……承知しました陛へい下か」

「今から楽しみじゃな……月げつ面めん戦せん争そうに敗れ悔くやしがる輝かぐ夜やの姿が」

「楽しみでございます……月げつ面めん戦せん争そうに勝利してお母さまが私に謝あやまる姿が」

　ふたりは満面の笑えみで笑い合っている。その静けさが却かえって恐おそろしかった。

　すると、王座の女王がオレをチラリと見やり大おお袈げ裟さに肩かたを竦すくめてみせる。

「同情するぞ地球人。跳はねっ返かえりの相手は苦労するじゃろ？」

「女王さま……まったくです」

　今日、初めて女王と意見が合った。

「お母さま噓うそです！　麟りん太たは私の少し生なま意い気きなところが可愛かわいいといつも言ってくれてます！」

「え？　そんなこと言った覚えは……痛い痛い痛いッ！」

「それでは！　月げつ面めん戦せん争そうの準備がございますのでこれにて失礼します！」

　輝かぐ夜やは言うやいなやオレの腕うでをグワシッと摑つかみ、力ちから一いつ杯ぱい、引っ張ってくる。オレは有う無むも言わさず椅い子すから立たされ引きずられてゆく。

　輝かぐ夜やは謁えつ見けんの間を飛び出し、三み日か月づきの脇わきを無言で通りすぎ、エレベーターへと脇わき目めも振ふらず一直線に向かう。そうして竹たけ筒づつのエレベーターに乗のり込こみ扉とびらが閉じた瞬しゆん間かんだ。

　輝かぐ夜やが頭を抱かかえてその場にしゃがみ込こむ。

「あ──ッ！　やっちゃったぁ────ッ！」

　寸前まで名刀のようにシャープに突つき立たっていたうさみみが、なまくら刀のようにふにゃふにゃと萎しおれてしまっている。

「どうしよう……月げつ面めん戦せん争そうを承しよう諾だくしちゃった……」

　その煤すすけた背中は明らかに〝敗者〟のそれだった。

「いや、あんなわかりやすい挑ちよう発はつになんで乗っちまったんだよ。まあ、オレも女王に怒ど鳴なっちゃったし……人のこと言えねえけどさ……」

「だって許せなかったんだもん……麟りん太たのこと『ぼんくら』だなんて……」

　そう漏もらして輝かぐ夜やはギュッと膝ひざを抱かかえて丸くなる。

「そりゃ確かに……麟りん太たはエリートって顔じゃないよ？」

「……あれ？　女王は顔のことは言ってなかったよな？」

「でも！　絶対に麟りん太たは『ぼんくら』なんかじゃないって私は思ってるもん！　男は顔じゃないよ！　自信を持って麟りん太た！」

「いや、だから顔のことは言ってなかったよな？　なあ！」

　なんだかんだ言いながらオレは輝かぐ夜やの言動を嬉うれしいと感じている。自分のために誰だれかが怒おこってくれることが、こんなにも嬉うれしいことだとは知らなかった。

「あー、バカだ、私……まんまとお母さまの策略に乗せられちゃった……月げつ面めん戦せん争そうに持もち込こめば、有力者の息子むすこが有利なのをわかってて私たちをけしかけたんだ……」

「まあ、でも……こうなったら仕方がねえよ。オレもできる限り協力するからさ……ふたりで女王をぎゃふんと言わせてやろうぜ！」

「ありがとう、優やさしいね……ぼん太」

「誰だれが〝ぼん太〟だ！　お前も『ぼんくら』だと思ってんじゃねえかよ！」

　オレは無理やり輝かぐ夜やを引っ張りあげるのだ。

「つーか、『月げつ面めん戦せん争そう』のこと詳くわしく教えてくれよ？」

「えっーと、それは……その……」

　輝かぐ夜やがバツが悪そうに視線を泳がせる。

「そもそも、おかしくねえか？　結けつ婚こんの許可をもらいに来て、なんで戦争することになるんだよ？　地球人のオレにはさっぱり意味がわかんねえよ」

「あのね、麟りん太た、怒おこらないで聞いてほしいんだけど……」

「……ああ」

「月げつ面めん戦せん争そうってのは……いわゆる〝決けつ闘とう〟のことなんだ」

「決けつ闘とう!?」

「さっきみたいに互たがいの主張が平行線の場合、月げつ面めん戦せん争そうで決着をつけるのが月の古くからの習わしで最後に生きて立っていた者が勝者となるの」

「え!?　もしかしてその決けつ闘とうを輝かぐ夜やと女王がすんのか……？」

「まさか！　姫ひめと女王が決けつ闘とうなんて前ぜん代だい未み聞もんだよ。お互たがいに代理人を立てて決けつ闘とうをするの」

「それで代理人って……」

「当然、女王側は私と婚こん約やくする予定だった有力者の息子むすこの〝愛あい染ぜん〟が出てくると思う。女王はそれが狙ねらいで月げつ面めん戦せん争そうを吹ふっかけてきたわけだし……」

「で？　こっちは……？」

「こっちは、その……」

　途と端たん、輝かぐ夜やはわざとらしいくらいに可愛かわいいらしく微ほほ笑えむ。

「麟りん太ただよ……えへっ」

　瞬しゆん間かん、オレは輝かぐ夜やの背後の壁かべに両手を叩たたきつける。

「お……お、お前！　輝かぐ夜やぁ！　ふざけんじゃねえ────よッ！」

　ちなみにこれがオレの人生初の〝壁かべドン〟だった。

「怒おこらないでって言ったじゃん！」

「怒おこるに決まってんだろ！　『最後に生きて立っていた者が勝者となる』ってそれ命いのち懸がけってことだろうが……」

「そりゃ決けつ闘とうだもん。過去には亡なくなる人もたくさんいたみたいだよ」

「ハァ……死し刑けいを免まぬがれるために命いのち懸がけの決けつ闘とうに挑いどむって、もうわけわかんねえよ……実質、死し刑けいだろそれ……決けつ闘とうとか体育３のオレが勝てるわけねえよ……あー、完全に死んだわー、悲しむわー、地球にいる百万の浦うら島しまファンが嘆なげき悲かなしむわー」

「心配しないで麟りん太た！　この宇宙に麟りん太たのファンはひとりもいないよ？」

「う、宇宙のどこかには、ひ……ひとりくらいはいるかもしんねえだろ！」

「はいはい、じゃあ、その宇宙のひとりに私がなってあげるから？　ね？　元気出して？　ファイト一発だよ麟りん太た！」

「そのマッチョが断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきを登りそうなエールやめてくれ……」

「大だい丈じよう夫ぶだよ！　今は決けつ闘とうと言っても〝レース〟で決着つけるのが一いつ般ぱん的なんだよ！」

「……レース？　レースってあのレースか？」

「うん。宇宙船で月面のコースを走って、私たちが今いる竜りゆう宮ぐう城じように一番にたどり着いた者が勝者だよ。勝者は女王から〝ひとつ願い〟を叶かなえてもらえるの」

「なるほどな……その〝ひとつ願い〟で輝かぐ夜やは自由な結けつ婚こんを認めてもらおうって寸法か」

「うん！　月げつ面めん戦せん争そうの勝利は絶対だからね！　お母さまも『なんのことじゃ』なんてとぼけることはできないよ！」

「まあ、なんにせよレースなら……仮に負けても死ぬことはないか……」

「いや、勝ってよ！　可愛かわいいお嫁よめさんのために勝ってよ！」

「いや、善ぜん処しよはするって……ただ嫁よめよ、旦だん那なの命も大事だぞ？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。簡単に死なないから。あ、でも、基本、なんでもありのレースだから……ヤられる前にヤれだよ！」

「結局、命いのち懸がけじゃねえかよッ！」

「大だい丈じよう夫ぶだよ！　私がついてるよ！」

「さっきからお前の大だい丈じよう夫ぶはちっとも大だい丈じよう夫ぶじゃねえんだよ！」

　オレが頭を抱かかえるのと同時だ。

「──あ！」

　輝かぐ夜やになにかが閃ひらめく。さらにそのタイミングでエレベーターがカコンと小気味いい音を鳴らして地上に到とう着ちやくする。

「ふふふ、麟りん太た！　朗報だよ！　私、とってもいい方法を思いついたよ！」

　そう言って輝かぐ夜やはエレベーターの扉とびらを抜ぬけて、うさみみをぴんと伸のばして意い気き揚よう々ようと廊ろう下かを歩いてゆく。

「麟りん太た！　お家うちに帰らずこのまま〝下町〟に行くからね！」

「……もうどうにでもしてくれ」

　オレは自信満々の小さな背中に一歩下がってついて行くのである。どっちが旦だん那なでどっち嫁よめなのかよくわからない状じよう況きようだった。














　　　４【月の長い午後】









　下町とは、中央を貫つらぬく大通りからクレーターの外周の壁かべに向かって数ブロックほど進んだ広い地域のことを言った。

　洗せん練れんされた高層の建築物が建ち並ぶ都心に比べて、下町はアジアの繁はん華か街がいのように歪いびつで雑多な建築物が多く裏路地は迷めい路ろのように入り組んでいた。

　地価の問題だろうか。一いつ般ぱん庶しよ民みんが都心を避さけ郊こう外がいに住むというのは、月であっても変わらない社会の普ふ遍へん的てきな理ことわりであるらしかった。

　これは親しん日にち家かの初代かぐや姫ひめにお陰かげだろう。

「あら、地球人とは珍めずらしいわね！」

「兄ちゃん！　ひょっとして道にでも迷ったのかい？」

「おう！　だったらオレっちが大通りまで案内してやろうか？」

　住んでいる人々はうさみみのないオレに対しても明るく人ひと懐なつっこい。『余よ所そ者ものは帰れえ帰れえ！』なんて石を投げられなくて本当に助かった。

　それどころか慣れた口くち振ぶりからしてオレが初めての地球人と言った感じではなかった。もしかしたら月にはオレ以外にも何人かの地球人が滞たい在ざいしているのだろうか？

　そう言えば、輝かぐ夜やがオレのことを『無む許きよ可か』と言っていた。つまり、『許可を得て』月に滞たい在ざいしている地球人がいてもおかしくないということだ。

　都心と下町。ざっと月の都を見た感じ、人々の暮らしは地球と大差ないようだ。女王さまを頂点にした王政にしても地球の歴史を振ふり返かえれば珍めずらしくはない。

　月の民たみと地球人。うさみみのあるなしの違ちがいこそあれ、見た目の酷こく似じした有機的な二足歩行の生き物である。利便性やら機能性やらを突つき詰つめてゆくと、生活や社会や風ふう俗ぞくと、たどり着いく場所は同じらしかった。

　こと男の欲望はもしかしたら宇宙共通なのかもしれない。

「はーい、地球人のお兄さん！　遊んでかない？　サービスするわよっ」

「お姉さんたちが月の女の素す晴ばらしさを教えてあ・げ・る！　チュッ！」

　豊満ボディのうさみみお姉さんたちに艶なまめかしく手招きされ、見えない磁石に引き寄せられるみたいにオレは足を止めてしまう。

「……麟りん太た。隣となりにお嫁よめさんがいること覚えてる？」

　しかし、ジト目で睨にらみつけてくるうさみみ少女からのプレッシャーに背中を押おされ再びオレは歩きだす。気持ち早足で。
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「ふーん、麟りん太たってああいう胸の大きな女の人が好きなんだね」

「いや、別に……」

　うっかり声が裏返ってしまった。輝かぐ夜やの前で『うん』なんて言えるわけがない。理由は敢あえて言わないが。

「でも麟りん太たって年上のお姉さん好きだよね。初はつ恋こいも女子大生のお姉さんだったし……」

「いやー、それにしても下町は活気があって歩いてるだけで楽しい気分になってくるな！」

「あー、誤ご魔ま化かしたぁ！」

　和風の甘かん味み処どころに洒落しやれた和装の服屋に中ちゆう華か料理っぽい飯店に肉屋に魚屋に、さらには先ほどの色っぽいお姉さんが軒のき先さきで客引きするいかがわしい店と、ごった煮に感がすこぶる面おも白しろい。

　明るくて人のいい下町の人々が作り出す雑ざつ多たで少し怪あやしくて、それでいて賑にぎやかで笑え顔がおの絶えない街の雰ふん囲い気きをオレはすっかり気に入っていた。

　とは言え、これもれっきとした異文化交流である。地球人同士でも、日本国内でも、地域が変われば味み噌その色すら変わるわけで、こと宇宙人と地球人ならなおさらで、

「ねえ！　見て見て！　あの女の子の耳！」

「うわー、長くて可愛かわいい！　いいなー超ちよう羨うらやましいよぉー」

　すれ違ちがう年とし頃ごろの女の子が輝かぐ夜やの耳に羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向けているのに、オレはカルチャーギャップを感じずにはいられない。

　一方で若い男たちは男たちで、

「おい！　見ろよ、あの耳……たまんねえ！　すげえ色っぺぜー」

「ああいう耳の綺き麗れいな女と一度でいいから付き合ってみてえよなぁ……」

　うさみみをなびかせ颯さつ爽そうと歩く輝かぐ夜やの姿に鼻の下を伸のばしている。なにそれ。

　オレにはまったく興奮するポイントがわからないのだが、首長族で言うところの『首の長い女性が美人』みたいな価値観なのだろうか。

　とにかく、月の民たみにとってうさみみが象しよう徴ちよう的な存在なのは間ま違ちがいなかった。

「ねえねえ、麟りん太た。あの〝おはぎ屋〟さんも美お味いしいんだよ！　帰りに寄ろうね！」

「あれ？　さっきたい焼きを買って帰る的なこと言ってなかったっけ？」

「そっか！　どうしよう。迷うね。地球に『迷った時は両方買え！』みたいな格言ない？」

「ねえよ」

　……いや、ないよな？

「そうなんだ……」

「そんなに食べたいなら両方買えばいいんじゃねえの？」

「でも……両方はさすがに食べられないよ。お腹なかいっぱいになっちゃう……」

「ならさ、おはぎとたい焼きを一個づつ買って、半分ずつ食べればいい。余った半分をオレが食ってやるからさ」

「あ、そっかぁ！　私ひとりじゃないんだもんね！　その手があるんだ！」

　この程度のことにこんなにも感動するのは、それだけ輝かぐ夜やがひとりの生活に慣れてしまっているということに他ならない。

　女王との拗こじれた関係を目まの当たりにすれば、有名人の娘むすめが海外留学するがごとく、都から離はなれた僻へき地ちでお姫ひめさまがひとりで静かに暮らすことを選んだ気持ちもわからないでもない。

　だが、どうしてもオレは、ふたりが仲良くできないものかと思ってしまう。

　だってそうだろ？　この世でたったひとりの家族じゃないか。互たがいに支え合うのが家族ってもんじゃないのかよ。家族ってのはかけがえのないものなんだよ……。

「頼たのむから仲良くしてくれよ……失ってから気づいても遅おそいんだぜ？」

「ん？　麟りん太たなにか言った？」

「……いや、なんでもねえよ」

　ちなみに下町の誰だれも輝かぐ夜やのことをお姫ひめさまだとは気づいていないようだ。

「下町に遊びに来る時はいつも、できるだけ目立たないように普ふ通つうの女の子がするような格好をしてるからね！」

「いや、お前、十分すぎるほど目立ってんぞ！」

　と喉のど元もとまで出かかったが『最悪、姫ひめとバレなきゃいいのか』とオレは言葉を飲のみ込こむ。

　どうやら公式行事などで月の民たみの前にお目見えする際には、特とく殊しゆなメイクをして女王が纏まとっていた十じゆう二に単ひと衣えのような豪ごう奢しやな衣い装しようで、まるで別人のように着き飾かざるそうだ。

　そう言えば……謁えつ見けんの間に輝かぐ夜やがラフな衣い装しようで現れるなり、

『そのハレンチな衣い装しようはなんじゃ！　そなたには姫ひめとしての自覚はあるのか！』

　開口一番、女王が怒ど鳴なっていたのを思い出す。輝かぐ夜やがしている現在の格好は、似合ってる似合ってないではなく、到とう底ていお姫ひめさまらしくないということだ。

　それとさらっと口にしたが、輝かぐ夜やは度たび々たび、お忍しのびで下町に遊びに来ているらしく、

「よう！　輝かぐ夜やちゃん！　久しぶりだねえ！」

「あ、おじいちゃん！　ぎっくり腰ごしは治ったんだね！　元気そうで安心したよ！」

「あらん、輝かぐ夜やじゃなーい。今日はなんの用事だーい？」

「ちょっとしたヤボ用だよ！　さすがママは今日もバッチリ決まってるね！」

「お、輝かぐ夜やちゃん！　よかったらサンマを持ってきな！　脂あぶらが乗っててうめえぞ！」

「おっちゃん！　ありがとう！　帰りに寄らせてもらうねー！」

　輝かぐ夜やはこのあたりの人気者だった。

「おばちゃん、こんにちわー」

「あらあら、輝かぐ夜やちゃんじゃない。今日もイチゴみたいに可愛かわいいねえ」

　此こ処こは八や百お屋やだろう。輝かぐ夜やは野菜の並ぶ軒のき先さきで足を止めると、力士みたいに恰かつ幅ぷくのよいおばちゃんと話し始める。

「今日は〝是ぜ空くうさん〟に用事があって来たんだけど工こう房ぼうにいるかな？」

「どうだかねえ、あの飲んだくれ、また昼間っから居酒屋に入いり浸びたっているんじゃないかい？」

「よう！　輝かぐ夜やちゃん！　是ぜ空くうのヤツに用事だって？　今日は居酒屋では見なかったぜ？」

　もしかして旦だん那なだろうか。おばちゃんの背後から嫁よめの三分の一ほどの厚みのおっさんがひょっこりと現れる。

「アンタ！　姿を見ないと思ったら！　仕事をサボって居酒屋に行ってたのかい！」

「ち、ちげええよ！　配達の途と中ちゆうでちょっとだけ中を覗のぞいただけだって！」

「……本当だろうね？　噓うそだったら承知しないからね！」

　旦だん那なは大だい蛇じやに睨にらまれた蛙かえるのように身を縮ちぢめる。このままでは不ま味ずいと思ったのか、

「と、ところで輝かぐ夜やちゃん！　その後ろに突つっ立たってるあんちゃんは誰だれだい？」

　偶ぐう然ぜん、視線の合ったオレを話題転てん換かんに利用するのだ。

「あら？　ほんとだ。影かげが薄うすくて気づかなかったわ」

「影かげが薄うすくて悪うございましたね……」

「冗じよう談だんだよ！　気づいてたよ！　ま、影かげが薄うすいのは本心だけどさ！」

「本心なんかい！」

　すると、おばちゃんがオレへとにじり寄ってくる。そして、遠えん慮りよもへったくれもなく間近でマジマジと人のことを品定めしてくるのだ。

「ちょ、おばちゃん、近い近い」

「こりゃ瘦やせこけた人にん参じんみたいに頼たよりなさそうな男だねえ」

「ひでえ！」

「アンタちゃんとご飯を食ってんのかい？　男はもっと、こう、旬しゆんの大根みたいにがっちりしてないとね！」

「……はい、そうですね」

　そう言うアンタの旦だん那なさん、乾かん燥そうしたゴボウ並に細いけどな！

「まさかこの人にん参じんくんが輝かぐ夜やちゃんの〝彼かれ氏し〟だなんて言うんじゃないだろうね？」

「誰だれが人にん参じんくんだよ！」

「違うよ！　この人参くんは私の〝旦だん那なさま〟だよ！」

　輝かぐ夜やはにこやかに応える。年ねん齢れいイコール彼かの女じよいない歴の弊へい害がいか、噓うそだとわかっていても改まって『旦だん那なさま』なんて紹介されるとドキリとしてしまう。

「あららららら！　か、か、か、輝かぐ夜やちゃん！　いつの間に結けつ婚こんしたんだい!?」

「こ、こ、こいつは！　だ、だ、大事件だぁ!!　下町の男どもが暴動を起こすぜえ!!」

　八や百お屋やの夫ふう婦ふは腰こしを抜ぬかしそうそうなほどの勢いで驚おどろいている

「もう、おばちゃんもおっちゃんも大おお袈げ裟さだよ」

「大おお袈げ裟さなものかい！」

　おばちゃんが零こぼれ落おちそうなほどに目玉をひん剝むく。

「この下町には輝かぐ夜やちゃんのこと好いてる男どもがたくさんいんだよ！　輝かぐ夜やちゃんが結けつ婚こんしたなんて知ったらどうなることか……」

「ああ！　輝かぐ夜やちゃん！　すまねえが結けつ婚こんの件はここだけの話にしといてくれや！」

「うんうんうんうん！　アンタそれがいいねえ！」

　八や百お屋やの夫ふう婦ふは他の誰だれかに聞かれちゃいないだろうかと周囲を慌あわてて見回す。

「……とにかく、段階を踏ふんだほうがいいぜえ！　まずは輝かぐ夜やちゃんに『いい人』がいるらしいって噂うわさくらいから始めたほうがいい！」

「そうだね！　そのほうが男どものショックが小さくていいやね！」

　オレは思わず隣となりの輝かぐ夜やと顔を見合わせてしまう。八や百お屋やの夫ふう婦ふがオレと輝かぐ夜やを置き去りにどんどんと話を進めてゆくからだ。

「あんちゃん！　あんちゃんは果か報ほう者ものだぜえ！」

　旦だん那なはオレにグググッと詰つめ寄よると情感たっぷりに言うのだ。

「ちょ、おっちゃん、近い近い」

「輝かぐ夜やちゃんはよ！　明るくてよ！　元気でよ！　なんつっても可愛かわいくてよ！　オイラたち下町のアイドルなんだ！　天使なんだ！　わかるかぁ！　あんちゃんッ！」

「あ、はい……」

「オメエさん……輝かぐ夜やちゃんを泣かせたら承知しねえからなぁ──ッ!!」

「いや、そう言うおっちゃんがすでに涙なみだ目めなんだけど……」

「アハハ、相変わらずおっちゃんは面おも白しろいねー、それじゃあ、私たち是ぜ空くうさんの工こう房ぼうに行くね！　またねーおばちゃん」

　一方で当事者の輝かぐ夜やは他ひ人と事ごとのように吞のん気きに笑っていた。温度差がエグいのだ。

　オレは夫ふう婦ふが大おお袈げ裟さなのか輝かぐ夜やが吞のん気きなのか最後まで測りかねるのだ。

　どうやら輝かぐ夜やは八や百お屋や夫ふう婦ふの言うことを真に受けていないようで、

「暴動を起こすだってさ！　下町の人たちはほんとにノリがいいよね！」

　是ぜ空くうという人物の工こう房ぼうに向かう道すがら笑え顔がおでそんな感想を漏もらしていた。

　だが本当にそうだろうか？

　下町の男たちの輝かぐ夜やとすれ違ちがいざまに浮うかべる眩まぶしそうな表情を見るに、暴動は大おお袈げ裟さとしても、輝かぐ夜やが人気者なのは間ま違ちがいないと思うのだが……。

　おそらく八や百お屋やの夫ふう婦ふが言うような熱ねつ狂きよう的な輝かぐ夜やファンもいるのだろう。

　万が一、その熱ねつ狂きよう的なファンの連中にオレが旦だん那なだと知られたら……血走った目で命を狙ねらわれるんじゃないか……オレはそんな過激なアイドルファンを想像して身み震ぶるいしてしまう。

「ったく……命ってこんなにも軽かったっけ？」

　思えば、オレは月に来てからというもの常に〝命の危険〟と隣となり合あわせだ。隣りん人じんである。なんだったら休日に家族ぐるみでバーベキューをするくらいの仲である。

　そんな浮うかない表情のオレの前方を、やる気満々の輝かぐ夜やは路地の奥おくへ奥おくへとダンジョンでも踏とう破はしようかという勢いで進んでゆく。

　やがて人気のない路地裏を抜ぬけた先にカマボコ型の工場らしき木造の建物が現れる。

「こいつはひでえや……」

　屋根の一部が剝はがれ、外がい壁へきが朽くち、窓ガラスがところどころひび割れていて、いかにも〝廃はい墟きよ〟と言った風ふ情ぜいであった。

「……おかしいな？　音がしない。是ぜ空くうさん工こう房ぼうにいないのかな？」

　輝かぐ夜やが長い耳をぴくぴくと動かしている。輝かぐ夜やの口くち振ぶりからしてこのカマボコ型の廃はい墟きよが是ぜ空くうという人物の工こう房ぼうらしかった。

「あのさ……さっきから言ってるその是ぜ空くうってのは何者なんだ？　輝かぐ夜やが竜りゆう宮ぐう城じようで『私、とってもいい方法を思いついたよ！』と豪ごう語ごしてたのに深く関係してんだろ？」

「そうなの！」

　輝かぐ夜やがよくぞ聞いてくれましたとばかりのドヤ顔を浮うかべる。

「是ぜ空くうさんは月の都一番の宇宙船の技師だよ！」

「一番の技師ね……」

　オレは眼前の廃はい墟きよを胡う乱ろんに眺ながめる。大層な肩かた書がきとは相反して工こう房ぼうが寂さびれているし立地もあまりに辺へん鄙ぴだ。とてもじゃないが一流のエンジニアの働く場所だとは思えなかった。

「あ、麟りん太た！　〝死んだ魚を疑ってるような目〟をしてる！」

「おい、死んだ魚の目と疑っているような目が混ざってんぞ！」

「確かに是ぜ空くうさんは飲んだくれだし口調も乱らん暴ぼうだし……気に入らない相手の仕事は受けなかったりと気き難むずかしい人だけど……腕うでは確かだよ？」

　店構えは薄うす汚ぎたないが味はピカイチの頑がん固こおやじの経営するラーメン屋的な感じだろうか。

「ずいぶんと腕うでを買ってるみたいだな」

「当然だよ！　私の特注の宇宙船を要望通り仕上げてくれたの是ぜ空くうさんだし！　あれだけ速い宇宙船を作れるのは都中探しても是ぜ空くうさんをおいて他にはいないよ！」

「ああ、そういうことか……」

　オレは『宇宙船』というワードで輝かぐ夜やの意い図とするところをようやく察さつする。

「ひょっとしてその是ぜ空くうっていう月の都一番のエンジニアに、月げつ面めん戦せん争そうで使用するマシンを作ってもらおうって作戦か？」

「うん！　いい作戦でしょ！　まずは圧あつ倒とう的てきな宇宙船の性能で愛あい染ぜんに差をつけるの！」

「でも、気難しんだろ？　依い頼らいを引き受けてくれるのかよ？」

「うーん、話してみないとわからないけど、私のお願いならきっと聞いてくれると思う！」

「えらく自信満々だな」

「ちょっとね！　八や百お屋やのおばちゃん曰いわく、是ぜ空くうさんが若い頃ころ、好きだった女の人に私が似てるんだって！　だからなのか是ぜ空くうさんは私には最初から優やさしいんだ！」

　輝かぐ夜やは廃はい墟きよのような工こう房ぼうに小走りで駆かけ寄よる。

「是ぜ空くうさ──ん！　いる──？　輝かぐ夜やだよ──！」

　返事がないただの廃はい墟きよのようだ。

「んー、奥おくの寝しん室しつで寝ねてるのかな？　それとも……地下の作業場にいるのかな？　麟りん太た、私、ちょっと裏口のほうを見てくるね！」

　輝かぐ夜やはそう言い残して廃はい墟きよの外がい壁へきに沿って裏手に消えてゆく。

　残されたオレはしばしぼんやりと味のある外観を眺ながめてから、廃はい墟きよの正面玄げん関かんの煤すすけたガラス越ごしに工こう房ぼう内を覗のぞく。内部は薄うす暗ぐらく閑かん散さんとしていて人気はない。

「……やっぱ留守なんじゃねえのか」

　八や百お屋やの旦だん那なは居酒屋にはいないと言っていたが、入いれ違ちがいってこともあり得るだろう。いっそ是ぜ空くうの行きつけの居酒屋で待っていたほうがいいような気がしてくる。

　ところがだ。なにげなく玄げん関かんに触ふれるとガラガラと引き戸が動く。鍵かぎが開いている。

「……あれ？　いるのか？」

　いや、普ふ段だんから鍵かぎをかけない不用心な人物という可能性もある。廃はい墟きよに盗ぬすみに入る泥どろ棒ぼうなんぞいないっちゃいないだろうし。

「まあ、ぐだぐだと考えるより実際に確かめるほうが早いか……」

　オレは「ちわー、三河屋です」なんてくだらない冗じよう談だんを呟つぶやきつつ、玄げん関かんを空けて工こう房ぼうの敷しき地ちに足を踏ふみ入いれる。

　瞬しゆん間かんだ。地面の底から聞こえてくるような重低音な声にオレは振ふり返かえる。

「誰だれだテメエ……見かけねえ面つらだな？」

　薄うす暗くら闇やみの中から音もなく現れた巨きよ体たいのおっさんが、髭ひげ面づらの厳いかつい顔に訝いぶかしげな眼まな差ざしを浮うかべてオレを見下ろしていた。おっさんの丸太のような太い腕うでには比例するようにバカでかい包ほう丁ちようが握にぎられていた。あまりの迫はく力りよくにオレは一歩も動けない。

　おっさんは赤く瑞みず々みずしい液体が滴したたる包ほう丁ちようの切っ先をオレに示しながら言う。

「覚かく悟ごは出来てんのか小こ僧ぞう？」

「……か、覚かく悟ご？」

「このオレさまにぶっ殺される覚かく悟ごだよ!!」

「……えッ!?」

「え？　じゃねえよ！　人さまの家に〝泥どろ棒ぼう〟に入ったんだろうが！」

「ち……違ちがう違ちがう！」

「罪には罰ばつを！　小こ僧ぞう！　オレさまにぶっ殺されても文句を言うんじゃねえぞ!!」

「いや、ってか、ぶっ殺されたら文句言えねえし！」

「気持ちはわかるぜ！　小こ僧ぞうぉ！　確かにオレさまの工こう房ぼうは見た目が上等だよ！　だからって泥どろ棒ぼうなんてしていいわけじゃねえぞ！」

「思ってない思ってない！　まったく思ってないっす！」

「地球人め！　この期ごに及およんでとぼけんのかぁ！　テメエそれでもサムライか！」

「サムライじゃないサムライじゃない！　アイアムただの高校生！」

「つべこべ言ってんじゃねえぞ！　サムライなら自ら腹を搔かっ捌さばいて罪を償つぐなえってんだぁ！」

「いや、だから、違ちがうっつってんだろおっさん!!」

　巨きよ体たいのおっさんが有う無むも言わせずオレの胸むなぐらを摑つかみ、二リットルのペットボトルがぶ飲みするみたいにオレの身体を軽々と持ちあげる。

　喉のど元もとを衣い装しようの襟えりでギュウッと締しめつけられ息ができない。オレは溺おぼれるみたいにジタバタと宙で暴れる。しかし、万力のように固定されたおっさんの太い腕うではびくともしなかった。

「泥どろ棒ぼうじゃなきゃテメエはなんだってんだ！　答えろ地球人!!」

　いや、答えようにも声が出ねえええええ。このままだと窒ちつ息そくしてしまう。

　──あ、やべえ。視界がぼんやりと白み始める。さらに川の向こう側で誰だれかが手を振ふっているのが薄うつすらと見えてくる。ちくしょう！　最近、こんなんばっかじゃねえかよ！

　そうオレが声なき声で嘆なげいた瞬しゆん間かんだ。

「ぜ……ぜ、是ぜ空くうさん！　その人を離はなしてあげてえ──ッ！」

　玄げん関かんから輝かぐ夜やが白い肩かたを上下させながら現れる。

「……コイツ輝かぐ夜やの知り合いか？」

「そうだよ！　だんな……じゃなかった！　えっと、お友だちの麟りん太ただよ！」

「ケッ……小こ僧ぞうそれならそうと最初から言えってんだ！」

　そう吐はき捨すて是ぜ空くうと呼ばれた巨きよ漢かんはオレを地面にぞんざいに放り投げる。背中を板張りの地面に打ちつけオレはしばらくその場でもだえ苦しむことになった。

「もう！　なにやってるの？　ふたりとも？」

「オレさまは悪くねえぞ？　断りもなくこの小こ僧ぞうがオレさまの工こう房ぼうに入って来やがったのが悪いんだ。見覚えのねえ面つらだし泥どろ棒ぼうだと思うだろうが？」

「違ちがうよ！　麟りん太たは泥どろ棒ぼうなんかじゃないよ！　死んだ魚のような目をした強ごう情じようなくせっ毛の悪人面の持ち主だけど泥どろ棒ぼうじゃないよ！」

　貶けなされながらフォローされるとか初めての経験である。

「……まあ、それより輝かぐ夜や、スイカを食ってけ。うめえのが手に入ったんだ。丁度、奥おくの台所で切り分けてたとこでよ」

　そのバカでかい包ほう丁ちよう、スイカ切ってたんかい。

「あー、スイカもいいんだけど、今日は是ぜ空くうさんに用事があって来たんだぁ」

「あれか？　言っとくが、ぶっ壊こわれた宇宙船の修理はまだかかるぞ？　あれは極限まで速度を突つきつめてっからよエンジンが繊せん細さいで修復が面めん倒どうなんだよ」

「その件じゃなくって。別のお願いをしに来たの」

「あん？　別のお願いだぁ？」

「うん」

「しゃーねえなぁ……なんだ？　言ってみやがれ？」

　大した度胸だ。生まれながらの性格なのか。はたまたド迫はく力りよくの女王さまと散々やりあってきた賜たま物ものか。輝かぐ夜やは身みの丈たけが倍近くある強こわ面もてのおっさんにもまったく臆おくする様子はなかった。

　それと八や百お屋やのおばちゃんの情報は正確だ。おっさんが強こわ面もてなのには変わりないが、輝かぐ夜やを見つめる目は子供を見守る親おや熊ぐまのように優やさしかったのだ。ところがである。

「是ぜ空くうさんの腕うでを見み込こんで月げつ面めん戦せん争そうで勝つための宇宙船を作ってほしいの！」

　輝かぐ夜やから『月げつ面めん戦せん争そう』の言葉が発せられた途と端たん、是ぜ空くうの強こわ面もてが鬼おにのように険けわしくなった。

「……なら帰れ」

「え？」

「帰れって言ってんだよ！」

「ど、どうしたの是ぜ空くうさん!?」

「オレさまはなぁ！　月げつ面めん戦せん争そうがでえきれえなんだよ！　そんなもんのためにマシンを作るなんざ死んでもゴメンだぜえ！」

　ブンッと乱らん暴ぼうに是ぜ空くうの包ほう丁ちようが虚こ空くうを切きり裂さく。取り付く島もないとはこのことだ。

　しかし、勝ち気なお姫ひめさまは引きさがらない。むしろさらに是ぜ空くうに詰つめ寄よってゆく。

「なんで？　どうして？　なぜ月げつ面めん戦せん争そうが嫌きらいなの？」

「うるせえ！　帰れつってんだろが！」

「理由を聞かなきゃ私、納なつ得とくできないよ！」

「うるせえ！　とっとと帰れ！」

　すると、輝かぐ夜やがトンッと飛とび跳はね是ぜ空くうの背中にコアラのごとくガシッとしがみつく。

「やだ！　帰らない！」

「輝かぐ夜や！　テメエ離はなれやがれ！」

「理由を教えてくれるまで離はなれない！」

「……なにこれ」

　大男が背中のうさみみ少女を引ひき剝はがそうとその場でグルグルと回転している。

　本人たちは必死なのだろうが、傍はたから見るとお父さんが娘むすめをあやしているようでちょっと微ほほ笑えましかった。

「かーッ！　しつけえ娘むすめだなぁ！　いいから！　帰れっつたら帰れ──ッ!!」

　輝かぐ夜やの物もの怖おじしない性格が完全に裏目にでている。しつこい輝かぐ夜やに是ぜ空くうがどんどん意固地になってゆく。こりゃジリ貧ひんだ。

　オレは慌あわてて是ぜ空くうの背後に回ると、輝かぐ夜やの細身のボディを羽は交がい締じめにして引ひき剝はがす。

「はいは──い！　すみません！　帰りま──す！」

　そのままズルズルと工こう房ぼうの玄げん関かんへと輝かぐ夜やを引きずってゆく。

「離はなしてよ麟りん太た！　まだ私と是ぜ空くうさんとの話し合いは終わってないのにぃ！」

「どうもお邪じや魔ましましたぁ！　失礼しま──す！」

「二度と面見せんじゃねえ────ッ!!」

　是ぜ空くうはオレたちが出てゆくとバンッと力任せに玄げん関かんを閉め、ガチャンと鍵かぎまでかけてしまった。ずいぶんとお怒おこりである。事情はわからないが、余よ程ほど、月げつ面めん戦せん争そうが嫌きらいとみえる。

「もう！　麟りん太た！　なんで邪じや魔ましたの！」

　ちなみにこちらのお嬢じようさんもお怒おこりである。オレから法ほ螺ら貝がいを吹ふくような盛せい大だいな溜ため息いきが零こぼれたのは言うまでもないことだった。

「お前さ……」

「なに！」

「オレの時もそうだったけど……やり方が強ごう引いんなんだよ」

「だったらどうすればよかったの！」

「ありゃ無理かもな……理由は知らねえけど、あのおっさん月げつ面めん戦せん争そうで嫌いやなことがあったんじゃねえの？」

「……そうかもしれない」

「あのおっさん以外の誰だれかにマシンを頼たのむって選せん択たく肢しはねえのかよ？」

「ない！」

　即そく答とうである。

「姫ひめのツテを使えば……都で評判の技師に宇宙船を依い頼らいすることは可能だよ？　でもそれだと愛あい染ぜんには勝てないもん。あっちだって地位や金に物を言わせて高性能の宇宙船を用意するに決まってるもん……」

「……ちなみにだけどさ」

「うん」

「その有力者の息子むすこの操そう縦じゆうの腕うで前まえはどうなんだ？」

　咄とつ嗟さ、輝かぐ夜やが気まずそうに長いまつ毛を伏ふせる。

「……超ちよう一流」

「……ふーん」

「……たぶん月げつ面めん戦せん争そうの参加者で一番」

「……ふ、ふーん」

　聞くんじゃなかった。なるほど……まともに勝負してもオレじゃ勝てそうにないから、マシンの性能で少しでも差を埋うめたいということか。

「オレが月げつ面めん戦せん争そうに勝つためには、どうしてもあの強こわ面もてのおっさんのマシンじゃなきゃダメだってことか……」

「……うん。是ぜ空くうさんの力に頼たよるしか……それしか勝機はないって私は思う」

「まあ、ただ今日はさすがに引さがったほうがいいだろ？」

「でも！　あの様子じゃ日を改めたからって引き受けてくれるとは思えないよ！」

「なら多少遠回りでも……おっさんが月げつ面めん戦せん争そうをどうして嫌きらいなのか知るところから始めるしかねえか……」

　オレはアゴに手を当て呟つぶやく。

「もしもオレたちが……おっさんの『月げつ面めん戦せん争そうを嫌きらっている原因』を解決できたらマシンを作ってくれるんじゃねえか？」

「ほら！　やっぱり理由を聞かなきゃ！　私、もう一度行ってくるね！」

　オレは母はは猫ねこが子こ猫ねこにするみたいに慌あわてて輝かぐ夜やの首根っこを摑つかむ。

「待て待て待て、やり方を考えろって言ってんだよ！」

「やり方ってなに？」

　輝かぐ夜やがフグみたいに頰ほおを膨ふくらませる。

「直球すぎんだよ。あんな風に強ごう引いんに迫せまられて誰だれが話す気になんだよ？」

「しょ、しょうがないじゃん……私は真まっ直すぐにしかできないんだもん！」

「しばらくまともに話せそうにもないし、おっさんに事情を直接聞くのは諦あきらめて他のアプローチを考えてみるしかねえよ」

「例えば？」

「そりゃ直球じゃなきゃ変化球だろ？」

「工こう房ぼうに爆ばく弾だんを仕し掛かけて『爆ばく破はされたくなかったらマシンを作りなさい！』とか？」

「どこが変化球だよ！　デッドボールじゃねえかよ！」

「でも麟りん太たの時は『死し刑けいになりたくなかったら偽ぎ装そう結けつ婚こんに協力してよ！』ってお願いしたら上う手まくいったじゃん」

「あれのどこかお願いだ！　あれは脅きよう迫はくって言うんだよ！」

　よく考えりゃ輝かぐ夜やは女王との交こう渉しようも真っ向勝負だった。オレから今日一番の盛せい大だいな溜ため息いきが零こぼれたのは言うまでもないことだった。

「……大体、オレの見た感じ、おっさんは脅おどしで折れるタイプだとは思えねえけど？」

「確かに……そうだね。是ぜ空くうさんは脅おどしでは動かない」

「このボロい工こう房ぼうからして金で動くタイプでもなさそうだしな……」

「うん。是ぜ空くうさんは気に入った相手の仕事しか受けないこだわりの技師なんだよ」

「こだわりというか偏へん屈くつというか……とりあえず、おっさんについて詳くわしい誰だれかに、どうして月げつ面めん戦せん争そうを毛け嫌ぎらいしているのか聞くところからだな」

「うん！　それしかないね！　さすが麟りん太た！　髪かみ質しつが変化球なだけあるね！」

「よし！　地球に帰ったら絶対ストパーかけてやるからな！」

「んー、誰だれが是ぜ空くうさんについて詳くわしいかな……」

「おっさんの家族は？」

「是ぜ空くうさんに家族はいないよ……」

「あー、なら、居酒屋の飲み仲間とか？」

「うん！　いるよ！　取とっ掛かかりはそのあたりかも！」

　そんな感じで作戦会議をしている最中のことだった。カラスの鳴き声に続き、お腹の虫がふたつ同時に『ぐ────』と鳴る。

　すると、図はかったかのようにどこからともなく『蛍ほたるの光』が流れてくる。いつの間にやら日本で言うところの放課後の時間ということらしい。

　これも日本贔びい屓きの初代かぐや姫ひめの影えい響きようだろうか。ふと見上げると、月の都の空が茜あかね色いろに染まっていた。

「そう言えば腹減ったな……」

　思えば、目覚めてからオレは緑茶と団子くらいしかまともに口にしてなかった。

「なあ、輝かぐ夜や」

「……うん」

「まずは飯、食わねえ？」

「……うん」

　輝かぐ夜やは大通りで赤べこに乗のり込こむまで、ずっと俯うつむき加減でオレと目も合わせようとしなかった。どうやら腹の音をオレに聞かれたのがショックだったようだ。

　元気一いつ杯ぱいのヤツが突とつ然ぜん静かになるのは調子が狂くるう。帰りの赤べこでお土産みやげに買ったおはぎとたい焼きを半分づつ食べ、

「んー、一度に二種類も食べられて私は大満足だよ！」

「……おう、よかったな」

　お姫ひめさまのご機き嫌げんが戻もどったのにオレは安あん堵どしていた。同時に大きなアクビが零こぼれる。張はり詰つめていた糸が切れるみたいに激動の一日の疲ひ労ろうが一気に襲おそい掛かかってきたのだ。

　こうしてオレはどうにか生きたまま月での一日目の、終わりを迎むかえるのだった……。

　──と、赤べこの中でまどろみながら思っていたのだが、トゥービーコンティニュード、オレの激動の一日はまだまだ続くらしかった。

　赤べこを降り古民家へ続く石段をあがっている時だ。

「あ、輝かぐ夜や、そう言えば夕飯、買ってないけど？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。材料はあるし、ご飯も炊たいてあるから」

「……ひょっとしてお前が夕飯を作るのか？」

「……なにそのアジみたいな丸い眼めは？　三枚におろして干ひ物ものにしてやろうか！」

「マジか？　作れんの？」

　出会ってからの輝かぐ夜やの言動を見ていると、料理を作れる印象がまったく湧わかないのだが。

「私、女の子だよ？　料理くらいできるよ！　それにひとり暮らし長いもん！」

「あー、まあ、そうか……」

　昨今、地球では女の子だからと言って必ずしも料理を作れるわけじゃないが、逆に言えば男でも料理ができるヤツはままいるわけで。輝かぐ夜やが言うようにひとり暮らしの長いオレも、同年代の連中よりおそらく料理は作れるほうだろう。

「ふふーん！　私、お嫁よめさんだもん！　腕うでによりをかけて料理を作っちゃうよ！」

　張り切った様子で輝かぐ夜やが石段を二段飛ばしで登ってゆく。まあ、あまり期待せずに待つことにしよう。

　しかし、寸前までの勢いはどこへやら、石段を登りきったところで輝かぐ夜やはピタと立ち止まり、上空を見上げて固まってしまった。

　なにごとかと、石段を駆かけあがり輝かぐ夜やの隣となりに並ぶと、

「な……なんじゃこりゃ──ッ！」

　突とつ如じよ、上空から金ピカに輝かがやく〝巨きよ大だいなカメ〟が現れた。

　オレと輝かぐ夜やが見守る中、巨きよ大だいな黄金のカメは石いし畳だたみにズンッと着陸する。あ、いや、違ちがう……よく見ればカメの甲こう羅らを思わせる八角形の宇宙船だ。

　すると、そのカメに似た宇宙船の金ピカの上部からアイドルのコンサートばりに金きん髪ぱつヘアーの若者がヌヌヌと迫せりあがってくる。黄金のカメに劣おとらない金ピカに輝かがやく衣い装しようのド派手な印象の人物だった。

　モデルのような長身の金ピカ男は、金きん髪ぱつのサラサラヘアーを長い指先でかきあげ白い歯をキラリと光らせる。

「アハハハハハ！　輝かぐ夜やマイ・スイート・ハニー！　元気にしていたか──い！」

　金ピカの優やさ男おとこは輝かぐ夜やに器用に片目をつぶってみせる。

　瞬しゆん間かん、端たん的てきに言って輝かぐ夜やが〝ものすご──く〟嫌いやそうな顔をした。

「……愛あい染ぜん。なにしに来たの」

　輝かぐ夜やはあからさまなローテンションだ。そうか……コイツが噂うわさの有力者の息子むすこか。

　成なり金きん趣しゆ味みな出いで立たちは悪あく趣しゆ味みだと思うが、確かに見み栄ばえは悪くない。あと、間ま違ちがいなく金は持ってそうだ。

「許嫁いいなずけのボクになにしに来たとはずいぶんな挨あい拶さつじゃないかぁ──！」

「貴方あなたとの縁えん談だんは破は談だんになったの。許婚いいなずけ面づらはもう止めてよね」

「アハハハハハ！　噓うそはいけないよぉ！　輝かぐ夜やく──ん！　少なくとも、女王陛へい下かからはそうは聞いてないなぁ──！」
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「女王は認めたくないだけよ！　ほら、ご覧の通り！　私には自分で選んだ旦だん那なさまがもういるの！」

　そう輝かぐ夜やは愛あい染ぜんに見せつけるようにオレの右みぎ腕うでに両手を絡からめて、身体をムギュムギュっと寄せてくる。うむ、役得だ……。ひとつオレから言えることは『輝かぐ夜やは見た目より意外とある！』ということだ。なにがとは言わないが。

「アハハハハハ！　地球観光に出かけてすぐに帰ってきたと思ったら、いきなり地球人と結けつ婚こんだなんて輝かぐ夜やくんって人は相変わらず自由奔ほん放ぽうだねえ──！」

　……なんなんだコイツは。最初に笑わなきゃ会話できねえのか。

「しか──しッ！　ボクは見ての通り器うつわの大きな男だからね！　そんな輝かぐ夜やくんを丸ごと受け止めてみせ──る！」

　うわ、びっくりした。笑わないパターンきた。内心のツッコミを聞かれたのだろうか。

「お生あい憎にくさま！　月げつ面めん戦せん争そうで私の麟りん太たが愛あい染ぜんに勝つから！　私と愛あい染ぜんが結けつ婚こんすることはぜ──ったいにないから！」

「アハハハハハ！　悪いが輝かぐ夜やく──ん！　地球人の彼かれには万にひとつも勝ち目はないよ！」

「た……確かに！　アナタは操そう縦じゆう技術も一流だし、宇宙船だって金に物を言わせて最高のものを用意するでしょうね！　でも、闘たたかってみなきゃ結果はわかんないじゃん！」

「ノンノンノ──ンッ！　それがわかってしまうのさ！　ボクの勝利は運命なのだからぁ！」

「……運命？」

「そう！　なぜならばぁ──！」

　愛あい染ぜんはその場でクルッと一回転してサラサラの金きん髪ぱつをバサッと大きくかきあげる。




「このボクぅ！　愛あい染ぜんは王になるべくして生まれてきた男だからさぁ──！」




　瞬しゆん間かん、愛あい染ぜんの白い歯がキラリと光った。

　なんと言うか……悪あく趣しゆ味みな金ピカだし、言動は芝しば居いがかってるし、最初は「コイツなんだふざけてんのか」と思っていたのだが、一周回ってすごいヤツなんじゃないかと思えてきた。

　なにがすごいって、本人にふざけている様子がまったくないところだ。こんなふざけたことを本気でやれるなんてこの愛あい染ぜんという男……只ただ者ものではない。まあ、友だちには絶対になりたくないタイプだが。

　ちなみに隣となりの輝かぐ夜やは「うげえ……」とゲロを吐はきそうな顔で愛あい染ぜんを見ていた。

「アハハハハハ！　地球人の君ぃ！　輝かぐ夜やくんを妻にめとって月の王になるのはボクとすでに決まっている！　すまないが輝かぐ夜やくんのことは諦あきらめてくれたまえ！」

　……此こ処こまで言われて引さがっちゃあ男がすたる。それに不安そうにオレの腕うでに縋すがりつく嫁よめのためにも旦だん那なとして言わねばなるまい。

「悪いな！　アンタこそ諦あきらめてくれ！　オレは月げつ面めん戦せん争そうに絶対に勝つと決めてんだ！　輝かぐ夜やのためにもな！」

「り……麟りん太たぁ！」

　輝かぐ夜やがうさみみをピンっと伸のばして瞳ひとみを輝かがやかせている。

「ほほ──う！　運命に抗あらがうかッ！　心意気やよしッ！　あくまで月げつ面めん戦せん争そうで決着をつけるということかぁ！」

　愛あい染ぜんは気を悪くするどころか感心していた。

「アハハハハハ！　気に入ったぞ！　地球人の君ぃ！　輝かぐ夜やくんを妻にめとらんとするライバルと認めて、この生まれながらの王の器うつわこと愛あい染ぜんが全力で相手をしてしんぜよう！」

　愛あい染ぜんは「シャンプーのＣＭかよ」とツッコミたくなるくらいに金きん髪ぱつをバサッとかきあげ、

「言っておくがボクは強いぞぉ！　残り一ヶ月でしっかりと準備をしたまえ！　アハハハハハ！　アハハハハハ！　アハハハハハ！」

　高らかな笑い声を宇宙空間に残して嵐あらしのように去って行った。

　オレたちはふたりきり。もう夫ふう婦ふの演技をする必要はないはずだが、輝かぐ夜やはちっともオレの腕うでから離はなれようとしない。それどころかさらにピタリとくっついてくる。

「ちょ……な、なんだよ！　もう離はなれろよ！」

「さっきの麟りん太た！　すご──くカッコよかったよ！」

　輝かぐ夜やがうさみみと声を弾はずませる。

「いや、あれは……女王の時、輝かぐ夜やがオレを庇かばってくれたお返しみてえなもんだよ」

　そんな風に純じゆん粋すいに喜ばれると妙みように恥はずかしくなってくる。

「それにさ、くせっ毛のオレとしてはあんな金きん髪ぱつサラサラヘアーの野や郎ろうに負けるわけにはいかねえからさ……気にすんな」

「でも……すごく嬉うれしかったよ。あんな風に言ってくれたの麟りん太たが初めてだから……」

　……オレも言ったのは輝かぐ夜やが初めてだし。

「絶対に勝とうね！」

「おう……」

　今さらながら恥はずかしさが込こみ上あげてきてしまった。お陰かげでしばらく輝かぐ夜やの顔を見れそうにもなかった。

　……なんとなくわかったような気がした。オレたちは本物の夫ふう婦ふじゃないけど、きっと夫ふう婦ふとはこんな風に互たがいの絆きずなを深めてゆくものかもしれないなんて思った。

　こうしてオレの慌あわただしい月での一日はようやく終わりを迎むかえるのだった……。

　──と、安あん堵どしたのも束つかの間ま。玄げん関かんをガラガラと開けた途と端たん、

「輝かぐ夜やさまおかえりなさいませ」

　直立不動のクールビューティーがオレたちを出で迎むかえるのだ。マジか。勘かん弁べんしてくれ。

　オレの長い長い月の一日はもう少しだけ続くのだった。




　　　　　○●○─




　六畳じよう一ひと間まの和室にカレーライスのいい匂においが漂ただよっている。いわゆる本格的なインドカレーではなく野菜がゴロゴロとたくさん入ったお家うちのカレーライスである。

　腹が減りまくってたオレは体育会系男子のごとくガツガツとカレーライスを食くらう。

「麟りん太た、おかわりは？」

「あー、もう腹はら一いつ杯ぱいだ」

「そう？　味は大だい丈じよう夫ぶだった……？」

「すげえ美う味まかったよ」

「ほんと！　ならよかった！」

　輝かぐ夜やが手を叩たたいて喜んでいる。

「じゃあ熱いお茶を淹いれるね」

　嬉うれしい誤算だ。カップ麵めんでも出されるのかと思ったら、輝かぐ夜やは手て際ぎわよく短時間で見事なカレーライスを作りあげる。それはありふれているが、ひどくほっとする味だ。

　幼い頃ころ、母さんが作ってくれたカレーライスを思い出してオレは密ひそかに感激していた。

「こういう家庭的な食しよく卓たくって……なんかいいよな」

　本当に輝かぐ夜やと結けつ婚こんする男は、毎日、こうした手料理を食べさせてもらえるのかと思うと、少し羨うらやましいなんて思ってしまった。

　そうわけで腹も膨ふくれたしダラリとしたいところなのだが……残念ながらちゃぶ台の正面に座すわる鉄仮面なサムライガールがそれを許してはくれなかった。

　頼たのむから食事時くらい腰こしの刀を外してくれよ……気になって仕方がねえよ……。

「三み日か月づきは？　カレーライスのおかわりいる？」

「頂きます。自分でよそいます」

「私がよそうよ？　姫ひめだからとかこの家ではなしだって言ったじゃん」

「輝かぐ夜やさま……今や私は女王陛へい下か直属の親衛隊の一員です。姫ひめのアナタに給きゆう仕じをさせるなど許されません」

「関係ないって！　私たち姉妹しまいみたいなもんじゃん？」

「ですが……」

「三み日か月づきは昔から頑がん固こなんだから……じゃあ、こうする！　姫ひめとして三み日か月づきに命令します。私が対等で構わないって言ってるんだから従うこと！」

　そこまで言われては三み日か月づきに返す言葉はない。困ったようにうさみみを萎しおれさすと、

「……では、おかわりをお願いします」

　三み日か月づきは渋しぶ々しぶと白い皿を輝かぐ夜やに差し出す。輝かぐ夜やは「はーい」と嬉うれしそうにうさみみを弾はずませながら皿にカレーライスを大盛りによそうのである。

　どうやら輝かぐ夜やと三み日か月づきは物心がつく頃ころからの幼おさな馴な染じみらしい。三み日か月づきの母親が第一王女である輝かぐ夜やの乳う母ばだったらしく輝かぐ夜やにとって三み日か月づきは「お姉ちゃんみたいな存在だね」とのこと。

　そして三み日か月づきはひとり暮らしの輝かぐ夜やを気にして、こうして頻ひん繁ぱんに離はなれに顔を出すそうだ。

　三み日か月づきはオレと輝かぐ夜やの偽ぎ装そう結けつ婚こんについてもすでに知っていた。輝かぐ夜やが姉である三み日か月づきを信しん頼らいして事情を話したらしい。

　ただ事情を知っていたとしても、妹想おもいの姉からすると、どこの馬の骨とも知れない男は目め障ざわりのようだった。

　現に三み日か月づきはオレと未いまだに言葉を交かわすどころか目すら合わせようとしない。ニコリとも笑わない。痛いくらいに非友好的な態度を三み日か月づきは崩くずさない。

　そこにもってきて刀の威い圧あつ感である。リラックスできるわきゃねえのだ。

　悪いがさっさと帰ってくれないだろうか。このままじゃ寝ね首くびをかかれそうで、おちおち眠ねむることすらできやしねえ。

「うーん、腹も一杯ぱいになったし、疲つかれたからそろそろ寝ねようか！」

　輝かぐ夜やはお茶を湯ゆ吞のみに注つぎながら「そうだねー。疲つかれたね。お風ふ呂ろと寝ね床どこの準備を急いでするよ」と頷うなずいている。

　いいぞ。輝かぐ夜や。その調子で『本日はお開きです』感をもっと醸かもし出だしてくれ。

「あ、そうだ。三み日か月づきは今日はどうするの？　いつもみたいに泊とまってく？」

　輝かぐ夜や！　バカ！　余計なことを……さっさと帰ってもらえよ……。

「いえ、泊とまれません。新しん婚こん夫ふう婦ふの邪じや魔まをするほど私は野や暮ぼではありません」

　お、助かった……すんなり帰ってくれそうだ……。

「玄げん関かんの前でテントを張って寝ねます。なにかあればすぐに駆かけつけますのでご安心を」

「帰らんのか──い！」

「え？　それなら部屋で寝ねなよ。この家、幾いくらでも部屋が空いてるんだから」

「はい、お言葉に甘あまえて玄げん関かん近くの客間をお借りします」

「折れるの早えな、おい！」

「寝ね床どこの準備してくるね！」

　え？　ちょ！　これ居間にオレと三み日か月づきのふたりきりにされるってことじゃ……、

「かぐ────」

　しかし、オレが引き止める間もなく輝かぐ夜やは立ちあがりパタパタと居間を出てゆく。

「そうそう！　〝さるぼぼちゃーん〟ちゃぶ台のお片付けお願いねえ」

　居間を出る間ま際ぎわにそう言い残して輝かぐ夜やは襖ふすまをパタンと閉じる。

　直後だ。オレの眼前を丸くて赤い物体が無言で横切ってゆく。

「うわッ──！」

　咄とつ嗟さにオレは腰こしを浮うかして飛び退すさってしまう。

　そりゃ驚おどろくさ……子供サイズの全身真っ赤な人形が、テクテクとひとりでに歩いてちゃぶ台の食器を片付けているのだから。岐ぎ阜ふの飛ひ驒だ高たか山やまのお土産みやげとしてお馴な染じみの人気マスコットのあの〝さるぼぼ〟が動いているのだから。

　なんでも輝かぐ夜やが家事手伝いオートマタとして作ったらしいのだが、オレには夜な夜な動き回る呪のろいの人形のように不気味に思えてならない。

『さるぼぼちゃんは女の子なんだよ？』

　そう輝かぐ夜やは得意げだったが、どのあたりが女の子なのかさっぱりだ。まあ、いいさ。とにかく、このままお茶でも啜すすりながら輝かぐ夜やが帰ってくるまで何事もなくやりすごそう。

「──地球人」

　そう思った矢先だ。突とつ然ぜん、声が聞こえてくる。オレはおもむろにさるぼぼへと振ふり返かえる。

「そっちではない！　こっちだ！」

　はい、ただの現実逃とう避ひです……。

　オレは覚かく悟ごを決めて三み日か月づきへと向き直る。怖こわえええええ。まさに切っ先のような鋭するどい眼光でちゃぶ台の対面からオレを睨にらみつけていた。

　そんな一いつ触しよく即そく発はつの空気など知る由よしもないお手伝いロボットのさるぼぼちゃん【♀】は、ご主人さまの言いつけを従順に守ってせっせと食器の片づけを続けていた。

「キサマ……どういうつもりだ？」

「ど……どういうつもりとは……？」

　咄とつ嗟さ、三み日か月づきがが刀の鞘さやで畳たたみをドンッと打うち据すえる。

「とぼけるな！　輝かぐ夜やさまを〝たぶらかす〟とはどういうつもりだと言っているッ！」

「は？　た……たぶらかす!?　こ、このオレがなんで!?」

　浦うら島しま麟りん太た。十七歳さい。まさか人生でこのような咎とがめられ方をされるとは思いもしなかった。

　いや、だって……オレの勝手なイメージだが……女性を〝たぶらかす〟のはホストをやるようなチャラくてイケメンな男の仕し業わざであって、オレのような八や百お屋やのおばちゃんにも気づかれもしない影かげの薄うすい非イケメンには無む縁えんの咎とがだと思うのだ。

「いやいやいや……なにかの勘かん違ちがいですよ！」

　むしろ、おたくのお姫ひめさまにまんまと〝たぶらかされた〟のこっちのほうだ。

「しらを切るつもりか！　キサマが輝かぐ夜やさまをたぶらかして、結けつ婚こんに持もち込こんだのは明白なる事実だろう！」

「明白なる事実無根ですから！」

「目的は金か！　それとも月の科学技術か！」

「それじゃまるでオレが結けつ婚こん詐さ欺ぎ師みたいじゃないっすか！」

「そうか！　キサマァ！　結けつ婚こん詐さ欺ぎ師だったのか！」

「だから違ちがうっつーの！　決めつけないでくれますか？」

「決めつけではない。私は事実を言っている。幼い頃ころから輝かぐ夜やさまのことをよく知る私の目は誤ご魔ま化かされぬぞ!?」

　三み日か月づきがさらに双そう眸ぼうを鋭するどく眇すがめる。今にもちゃぶ台を飛とび越こえ腰こしの刀を一いつ閃せんしそうな気き迫はくにオレはゴクリと気け圧おされながらも反論を続ける。

「三み日か月づきさんは……一体、どんな根こん拠きよがあって事実だと言ってんだよ？」

　少なくとも、三み日か月づきと出会ってからオレが輝かぐ夜やをたぶらかしているようなシーンはひとつもなかったはずだが……。

　三み日か月づきの訝いぶかしげな眼まな差ざしが突つき刺ささる。

「それで夫婦とは呆あきれるな……旦だん那なのくせに妻のことをなにも知らぬとは……」

「それは……出会って間もないので……これから徐じよ々じよに知っていくつもりです……」

　痛いとところをつかれて言いい淀よどんでしまった。三み日か月づきが勝かち誇ほこったような顔で「ならば教えてやろう……」と言い放つ。

「輝かぐ夜やさまは〝初はつ恋こい〟すらまだの清らかな御お方かたなのだ！」

「……え？」

「そ……そのような初う心ぶな御お方かたが……自らの意志で結けつ婚こんを決断されるなど有り得るわけがなかろう！　良からぬ輩やからが輝かぐ夜やさまをそそのかしたのでなければな！」

「ま……マジっすか……」

　そういうことだったのか……色いろ恋こいに疎うといからこそ、結けつ婚こんに対してオレよりも受け止め方が軽かったのか。無知だからこそ、偶ぐう然ぜん出会った地球人のオレと結けつ婚こんしようなんて突とつ拍ぴよう子しもない発想が生まれたのか……。

「こ……この女ったらしめ！　そうやってこれまで幾いく人にんのオナゴをたぶらかしてきたのだ！」

　耳を真っ赤にしてしどろもどろに言うこのサムライガールも割りと初う心ぶそうだ。

「負の連れん鎖さを断たち切きる意味でも……いっそ此こ処こで私が成せい敗ばいしてくれようか！」

　遂ついに三み日か月づきの手が腰こしの刀に添そえられる。これはいよいよ不ま味ずいぞ……オレはこれまで以上に必死の弁解を試こころみる。

「お……落ち着いてくださいよ！　オレをよく見てくださいッ！」

　オレが両手を広げてアピールすると、三み日か月づきは動きをピタと止める。

「この死んだ魚のような目！　これが女性をたぶらかせる男の面つらですか？　どう考えても女ったらしとかそんな柄がらじゃないでしょ!?」

　自じ虐ぎやく的なことをこんな大声で言いたくはなかったが、背に腹は代えられない。生きるためにオレは今夜も枕まくらをひっそりと濡ぬらすのだ。ところがである。

　ここまで身を削けずったのだから三み日か月づきもさすがに納なつ得とくするだろうと思っていたのだが、なぜか三み日か月づきは鉄仮面を赤らめ肩かたで激しく息をしながら、

「くッ……惑まどわされてはいけない……」

　なにやらブツブツと葛かつ藤とうしていた。

「……あのー、大だい丈じよう夫ぶっすか？」

　体調が優すぐれないのだろうか。そうオレが近づき三み日か月づきの顔を覗のぞき込こんだ瞬しゆん間かんである。

「ち……近づくなッ──！」

　三み日か月づきは素す晴ばらしい身体能力で壁かべ際ぎわまで一気に飛び退すさる。そして、オレに向かって予想外のセリフをぶつけてくる。

「ちょ、ちょっと〝見た目がいい〟と思って！　調子にのるな！　ち、地球人めッ──！」

「………………は？」

　えーっと……このサムライガールはなにを言っているのだろうか？　オレの耳がおかしくなったんじゃなければ、オレに向かって〝見た目がいい〟と言ったように聞こえたが。

「キサマァ！　輝かぐ夜やさまのみならず！　こ、この私まで……たぶらかそうと言うのか！」

　えーっと……自分で言うのもなんだが、この人、大だい丈じよう夫ぶだろうか。

　反応を見るに、三み日か月づきの目にはオレが〝イケメン〟に映っているらしかった。

　……あれか。これが月の価値観か。日本や欧おう米べいではスレンダーな女性が好まれる傾けい向こうにあるが、アフリカの一部だとかタヒチなどではむしろぽっちゃり系の女性こそが至高らしいと聞いたことがある。

　そうか！　地球ではパッとしないオレも！　月では至高の存在だったのか！

　……ま、違ちがうけど。下町の八や百お屋や夫ふう婦ふの反応からして、オレの月での評価は地球と変わらない〝冴さえない兄ちゃん〟でファイナルアンサーである。

　つまり、この三み日か月づきという鉄仮面なお姉さんの感覚が明らかに〝ズレている〟のだ。

　嬉うれしいような嬉うれしくないような……とにかくだ。オレが輝かぐ夜やにとって〝悪い虫〟だと思われているのは違ちがいない。三み日か月づきは数少ない輝かぐ夜やの味方だ。誤解はできるだけ解いておく必要があるだろう。

「たぶらかすつもりなんてない！　オレは本気で輝かぐ夜やのために月げつ面めん戦せん争そうで勝ってやりたいって思ってます！」

「その言葉を私に信じろと？　出会ったばかりのキサマが輝かぐ夜やさまに肩かた入いれする理由があるとは思えんが？」

「普ふ通つうにおかしいと思うからですよ。好きでもない相手と結けつ婚こんしなければいけないなんて」

「解げせん……月と縁えんもゆかりもない地球人のキサマが月の姫ひめである輝かぐ夜やさまのことをそこまで心配するなど……やはり私にはなにか裏があるとしか思えん」

「境きよう遇ぐうが似ているから……気持ちがわかるんです。だから放っておけない。それだけです」

「ああ、そうか……キサマは確か早くに両親を亡なくしているんだったな」

「輝かぐ夜やはうるさいくらいに明るくて前向きなヤツですが……心のどこかでいつも孤こ独どくを感じているようにオレには見える」

　なんせオレがそうだからだ。

「姫ひめである輝かぐ夜やが下町にお忍しのびで出かけるのは、あの雑多な街の気さくな人たちと触ふれ合あうことで自らの孤こ独どくを忘れたいと無意識に願ってるからじゃないでしょうか」

「確かに……下町での輝かぐ夜やさまは城では決して見せない顔をされている……」

「三み日か月づきさんだってそうでしょ？」

「……なにがだ？」

「アナタが頻ひん繁ぱんにこの離はなれを訪おとずれるのは護衛のためだけではないでしょ？　輝かぐ夜やが寂さびしくないようにと気き遣づかっているからなんでしょ？」

「……ふぅ」

　三み日か月づきは短く気を吐はく。肯こう定ていもないが否定もなかった。

「これでも一応、男っすから……ひとりぼっちの年下の女の子を見つけて、無言で立ち去るなんて真ま似ねはできないっすよ」

　少なくとも、オレは父さんや母さんにそんな薄はく情じようなやつに育てられた覚えはなかった。

「そうか……そこまで輝かぐ夜やさまのことを思って──」

　そう三み日か月づきは言いかけてピタッと口を噤つぐむ。なぜならば、

「なになにー？　ふたりともなに話してるのー？」

　輝かぐ夜やが能天気な顔でパタパタと帰ってきたのだ。

「……いえ、なんでもありません」

　見ると、三み日か月づきは何事もなかったかのようにちゃぶ台の前で正座をしてお茶を初対面の時と同様の鉄仮面ですすっていた。

　……そういうことね。なにもなかったことにしろと。

「噓うそだよ！　薄うつすらとふたりの話し声が廊ろう下かにまで聞こえてきてたよ？」

　残念、誤ご魔ま化かしきれなかったか。ただ内容までは聞かれてなさそうだ。

「あれだよ……輝かぐ夜やの子供の頃ころの話を三み日か月づきさんから聞いてたんだよ」

「え？　噓うそ？　三み日か月づきなにも変なこと言ってないよね？」

「聞いたぞ輝かぐ夜や……お前さ、結構大きくなるまで〝おねしょ〟してたらしいな！」

　適当に言った。本当の内容を誤ご魔ま化かすために、これくらいふざけたこと言っておけば間ま違ちがいないだろう。

「な、な、な、なんで！　麟りん太たに〝おねしょ〟のことバラしちゃうのぉ！」

「いや、おねしょしてたんかい！」

　図はからずも当たってしまった。輝かぐ夜やは顔を真っ赤にしながら三み日か月づきの腕うでを摑つかんで「もう三み日か月づきのバカ──ッ！」と揺ゆさぶっている。

「……すみません。輝かぐ夜やさま」

　無実の罪で三み日か月づきは輝かぐ夜やに頭をさげている。同時に『地球人、キサマ、余計なことを』という目でオレのことを睨にらみつけていた。なんか、すみません。

　……三み日か月づきのことが少しわかった気がする。彼かの女じよのオレへの当たりがキツいのは、ひとえに輝かぐ夜やのことを心配しているからだ。クールで怖こわそうに見える彼かの女じよだが、意外と優やさしい人なのかもしれない。

　もっとも、オレのことを〝イケメン〟だと言う変な人ではあるが。

　とりあえず、今夜はひとまずゆっくりと眠ねむれそうだ。














　　　５【うさぎの子はうさぎ】









　布ふ団とんに横たわるオレの胸むな元もとから規則正しい寝ね息いきが聞こえてくる。さらには時折、ひょこひょこと動くうさみみが鼻先を擽くすぐってくる。

　どういうことかと言うと、ひどく疲つかれているのに目が冴さえまくって、まったく眠ねむれそうにないということだった。

「なんだこれ……ひでえ拷ごう問もんじゃねえかよ……」

　思春期の男子高校生の血を吐はくような嘆なげきなど露つゆ知らず……うさみみのお姫ひめさまはオレの胸むな元もとを枕まくらにして幸せそうな寝ね顔がおを浮うかべているのだった。

　どうしてこうなった……オレはなぜか輝かぐ夜やと寝ね床どこを共にしていた。







　それは三み日か月づきのふいのひと言から始まった。

　ヒノキ風ふ呂ろをじっくりと堪たん能のうした浴衣ゆかた姿のオレが「ふぅー」と居間の畳たたみに大の字で寝ね転ころんでいると、湯上がりの輝かぐ夜やと三み日か月づきが姿を現す。

　頰ほおが桜色に上気した濡ぬれ髪がみの輝かぐ夜やは妙みように艶つやっぽく、浴衣ゆかたから伸のびる白い首すじの後おくれ毛げは妙みように色っぽく、オレは咄とつ嗟さに視線を逸そらしてしまった。

　月のお姫ひめさまは言動こそ破は天てん荒こうだが、見た目は天てん女によのようにたおやかなのだ。
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「うぷぷぷ！　麟りん太たの濡ぬれた髪かみの毛け！　水で戻もどしたわかめみたいで超ちようウケルぅ──！」

　輝かぐ夜やはオレの頭を指差しながら身体をくの字に折り曲げ揺ゆらしている。

　コイツ……ずっと口を開かなければいいのに……そうオレは心から思うのである。

「そうそう、三み日か月づきは寝しん室しつの場所わかるよね？」

「はい、輝かぐ夜やさま」

「うん。布ふ団とんはもう敷しいてあるから」

「ありがとうございます」

「麟りん太たは私がお客さま用の寝しん室しつまで案内してあげる」

「おう、よろしく」

　お眠ねむモードのオレがふらりと立ちあがるのと同時だ。「……あの」っと三み日か月づきが不思議そうに双そう眸ぼうを細める。なにごとかとオレと輝かぐ夜やが振ふり返かえると三み日か月づきは訝いぶかしげに言う。

「新しん婚こんなのに輝かぐ夜やさまたちは別々の寝しん所じよで寝ねられるのですか？」と。

　オレと輝かぐ夜やがゴムが弾はじかれるみたいに顔を見合わせたのは言うまでもないことだった。

「も……もちろん！　一いつ緒しよに寝ねるよ！　私たち夫ふう婦ふだもん！　ねえ麟りん太た！」

「ああ！　そうだな！　オレたち夫ふう婦ふだもんな！　輝かぐ夜や！」

　昨今、地球では夫ふう婦ふでも寝しん室しつが別なんて例も珍めずらしくはないらしいのだが、輝かぐ夜やが勢いで答えてしまった以上、乗るしかないのであるこのビッグウェーブに。

「じゃあ！　麟りん太た！　私の寝しん室しつに案内するね！」

「お、おう！　よろしく！」

「そういうわけで！　三み日か月づき！　おやすみ！」

「はい、輝かぐ夜やさま。おやすみなさいませ」

　三み日か月づきは輝かぐ夜やに深々とお辞じ儀ぎをすると、音もなく居間から出てゆく。しばらくしてパタンと玄げん関かん付近の襖ふすまが閉まる音が聞こえてくる。それを見計らって輝かぐ夜やが小さな溜ため息いきを零こぼす。

「三み日か月づきがいる間は仕方ないか……私の寝しん室しつで一いつ緒しよに寝ねるしかなさそうだね」

「いやいや、待て待て！　あの人、オレたちが偽ぎ装そう結けつ婚こんって知ってんだろ？　新しん婚こんにこだわる意味がわかんねえんだけど」

「三み日か月づきってすごく真面目でいい人なんだけど……ちょっと融ゆう通づうがきかないところがあるの」

「あー、それはなんとなくわかる」

「三み日か月づきは『輝かぐ夜やさま、偽ぎ装そう結けつ婚こんだからこそ本物の夫ふう婦ふ以上にしっかり夫ふう婦ふするべきだと思います』って考えだから……」

「だから、新しん婚こんにこだわるわけか……」

　オレは片手でくせっ毛をぐしゃっとかき混ぜる。

「……しゃーないか。頑がん固こそうな三み日か月づきさんを納なつ得とくさせるより、オレたちが妥だ協きようするほうが絶対に早そうだしな」

「うん、ごめんね」

　輝かぐ夜やは『うちの姉がすみません』ってな具合に肩かたを竦すくめる。

　オレは長い廊ろう下かを輝かぐ夜やの後に続く。よく考えたら、女の子の部屋に行くのってこれが人生で初めてだ。そう気づくと急に落ち着かない気分になってくる。

「あ、よく考えたら麟りん太たってこれが女の子の部屋に入る初めてなんじゃない？」

「べ……べ、別に女の部屋に入るのなんてこれが初めてじゃねえし！」

　図星をつかれオレは条件反射的に強がってしまった。

「噓うそ？　彼かの女じよいない歴イコール年ねん齢れいなのに？　いつ？　中学？　高校？　相手は誰だれ？」

　輝かぐ夜やは足を止めると矢や継つぎ早ばやに尋たずねてくる。浮うわ気きを疑われる旦だん那なの気分とはこんな感じなのだろうか……言葉に窮きゆうしてオレは視線を輝かぐ夜やからそっと逸そらすのである。

「ほ……本当は……初めてだけど……」

「だよねー！　麟りん太たってば見み栄えを張っちゃって！　結構、可愛かわいいとこあるじゃん！」

「い……いいから！　早くオレを部屋に案内しろ！」

「うわ、麟りん太たカッコイイ！　『部屋に案内しろ！』とかモテる男のセリフみたいじゃん！」

「う、うっせえ！　輝かぐ夜や！　オレをからかってんじゃねえぞ！」

「アハハ！　麟りん太たが怒おこったぁ！　怖こわいよー怖こわいよー！」

　喉のどを鈴すずのように鳴らして輝かぐ夜やが逃にげてゆく。弱みを握にぎられたオレはいいおもちゃだった。

　やがて廊ろう下かの行き止まりの金色で縁ふち取どられた豪ごう奢しやな赤い襖ふすまの前で、輝かぐ夜やが静かに足を止める。そして、寸前までの威い勢せいはどこへやら、突とつ然ぜん、伏ふし目めがちに呟つぶやくのである。

「えーっと、ここが私のいつも寝ねている部屋だよぉ……」

　なぜかもじもじとごにょごにょと口ごもっている。

「……なにその感じ？」

「えーっと、その……」

「ひょっとしてお前……照れてんの？」

「だ……だってえ！」

　瞬しゆん間かん、輝かぐ夜やは湯上がりの火ほ照てりとは明らかに違ちがう赤色で頰ほおを染める。

「よくよく考えたらぁ！　わ……私もお部屋に男の人を入れるのは麟りん太たが初めてだなって……そう意識したらなんか急に……き、緊きん張ちようしてきたんだもんッ！」

「ふ、ふざけんな！　輝かぐ夜やぁ！　散々オレのことからかっといてなんだそれッ！」

「ごめん！　悪かったからぁ！　怒おこんないでよぉ！」

「いや、怒おこるっつーか……そういう反応されるとこっちまで緊きん張ちようしてくんだよ！」

　他人の緊きん張ちようや照れくささは伝でん播ぱするらしくオレまで急にソワソワしてくる。その直後だ。騒さわぎを聞きつけたのだろう。

「──どうかされましたか！　輝かぐ夜やさま!?」

　廊ろう下かの先のほうで三み日か月づきが襖ふすまの間からうさみみと鉄面皮をヌッと覗のぞかせている。

「な……なんでもない！　平気だよ！　うるさくしてごめんね三み日か月づき！」

「……本当ですか？　その〝女ったらし〟の地球人になにかされたのではありませんか？」

　不意に三み日か月づきの声がワントーン低くなる。

「ご、誤解だよぉ！　本当に気にしないで！」

「そうそう！　ちょっとふたりでふざけ合ってただけですから！」

　オレと輝かぐ夜やは、廊ろう下かの先から睨にらみを利きかせている三み日か月づきに示し合わせたように肩かたを寄せ満面の笑えみを浮うかべる。

「……と、とにかく、麟りん太た、中に入って！」

「お、おう……」

　輝かぐ夜やは耳打ちすると、素す早ばやく赤い襖ふすまを左右に開きオレをお尻しりでグイッと寝しん室しつに押おし込こむ。

「それじゃ三み日か月づき！　おやすみ！　また明日！」

　輝かぐ夜やはエビのように寝しん室しつの中へと後ずさると襖ふすまをスパンっと鼻先で閉じる。同時に輝かぐ夜やは畳たたみにペタンと腰こしをおろし「ハァ……びっくりした」と安あん堵どしていた。

　協力のもとにピンチを乗り切ったのだ。もちろんオレも輝かぐ夜やと同じ気持ちだ。しかし、オレの喉のどから漏もれたのは安あん堵どの溜ため息いきではなく「ゴクッ」という生なま唾つばを飲のみ込こむ音だった。

　なぜならば、輝かぐ夜やの部屋の様子があまりにも〝扇せん情じよう的〟だったのだ。

　十畳じようほどの座ざ敷しきの内ない壁へきは朱しゆ色いろを基調としている。天てん井じようや壁かべには百ゆ合りや牡ぼ丹たんや菊きくなどの和花がカラフルに大きくデザインされていて、天てん井じようの梁はりや壁かべの柱の艶つやのある黒色がそれらを引き立てていた。

　そして、部屋の四よ隅すみに配置されたぼんぼりから放たれる桃もも色いろの薄うす明かりが、寝しん室しつ全体を幻げん想そう的に浮うかびあがらせていた。




　──はい、どう見ても〝遊ゆう郭かくのお座ざ敷しきです〟どうもありがとうございました。




　いわゆる花魁おいらん的なあれだ。吉よし原はらよろしくだ。年ねん齢れいイコール彼かの女じよいない歴のオレの心臓が喉のどから飛び出しそうなほどに、この蠱こ惑わく的なシチュエーションに激しく動どう揺ようしていたのは言うまでもないことだった。

　一いつ旦たん、意識してしまったら男子高校生の妄もう想そうは暴走特急である。

　寸前までクソ生なま意い気きな娘むすめでしかなかったはずなのに……耳元の髪かみをかきあげるさり気ない仕草が、乱れた浴衣ゆかたの隙すき間まから覗のぞく白い太ももが、滑なめらかな鎖さ骨こつが、膨ふくらみが丸みが、うさみみ少女を構成するあらゆる要素がオレを惑まどわしてくる。

「あ……どうしようか麟りん太た……お布ふ団とん、ひとつしかないんだけど……」

　そんなタイミングで輝かぐ夜やは上うわ目め遣づかいではにかんでくる。天然系小こ悪あく魔まの無自覚な誘ゆう惑わくに、ドクンと鼓こ動どうが大きく跳はねたのも言うまでもないことだった。

　もうオレには目前の無防備な女の子がうさみみを生やしたサキュバスにしか見えなかった。

「あ──────ッ！」

　オレは邪じや念ねんを振ふり払はらうようにくせっ毛を両手でかきむしる。

「り……麟りん太た？　どうしたの……？」

　発ほつ作さのごとき突とつ発ぱつ的なオレの行動に輝かぐ夜やは不思議そうに小首を傾かしげている。

　……勘かん違ちがいすんじゃねえオレ。今日一日の経験からは断言できることがあるじゃないか。

　そう、輝かぐ夜やには自覚がないのだ──。

　和風好きだが微び妙みように理解がズレているお姫ひめさまは、どうせ『見た目が可愛かわいいから！』なんていい加減な理由で寝しん室しつのデザインを決めたに違ちがいないのだ。三み日か月づき曰いわく、初はつ恋こいもまだのお姫ひめさまはこのお座ざ敷しきのいかがわしさなど知る由よしもないのだ。

　つまり！　オレがさえ意識しなけりゃどうってことはないということだ！　心しん頭とう滅めつ却きやくすれば火もまた涼すずしだ！

「……布ふ団とんはお前が使えよ。オレは部屋の端はしっこで適当に寝ねるから」

　とは言え、熱いものは熱いのだ。精神的に未熟なオレが女の子と一いつ緒しよの布ふ団とんで寝ねた日には大やけど確実である。

　朝までの我が慢まんだ。疲つかれてることだし、今夜はアスファルトの上でだって寝ねられる自信がある。アスファルトに比べりゃ畳たたみは天国だろう。

　これで万ばん事じ解決……と思いきや、このお姫ひめさま、妙みように律りち儀ぎなところがあった。

「ダメだよ！　麟りん太たは、一応、旦だん那なさまなんだもん！　お嫁よめさんとして旦だん那なさまを畳たたみで寝ねかせるなんて真ま似ねは絶対にできないよ！」

　破は天てん荒こうな言動とは裏腹に、実は輝かぐ夜やは良りよう妻さい賢けん母ぼタイプだった。

　料理の手て際ぎわもよく味もよく、着き替がえの用意や寝ね床どこの準備なども嫌いやな顔ひとつすることなく、お茶も必ずオレから注ぐなんて細かい気き遣づかいもできる。

　偽にせ物ものではあるが旦だん那なのオレのことを輝かぐ夜やは一いつ生しよう懸けん命めいに立てようとしてくれていた。

　もっとも、初はつ恋こいも知らない初う心ぶなお嬢じようさまだ。『お嫁よめさんとはかくあるべし！』と教科書通りに振ふる舞まっているにすぎないのだろう。いわゆる〝おままごと〟なのだろう。

　ただそのおままごとがオレの命運を握にぎっているのだから、全力で挑いどむしかあるまい。オレは旦だん那なとして嫁よめにビシっと言ってやる。

「なら旦だん那なのオレが布ふ団とんで寝ねるから嫁よめのお前は畳たたみで寝ねてくれ！　おやすみぃ！」

　早口で言うとオレは椅い子す取りゲームのように素す早ばやく無人の布ふ団とんに潜もぐり込こむ。秘技、亭てい主しゆ関かん白ぱくである。悪いがオレはクタクタに疲つかれているのだ。

「あー、ひど──い！　ここは『旦だん那なとして妻を畳たたみで寝ねかせるなんてできないぜ！』ってもう一回、麟りん太たが言うところじゃん！」

　誘ゆう惑わくも罪悪感もへったくれも寝ねてしまえばこっちのもんだ。

　うるさい嫁よめを無む視ししてオレは深く瞼まぶたを落とす。余よ程ほど、身体が疲つかれていたのだろう。目を閉じるのと同時に、海の底に全身がゆっくりと沈しずんでゆくような感覚に襲おそわれる。

　……ああ、これは朝までぐっすりのパターンだ……これでようやく眠ねむれる──そう安あん堵どした直後のことだ。

「んぐぅ────ッ！」

　みぞおちに強きよう烈れつな一いち撃げきを食くらう。意識が潜せん水すい艦かんが急浮ふ上じようするみたい海面に顔を出す。

　地じ震しんか！　それとも何者かの襲しゆう撃げきか！

　慌あわてて目を開けると、オレの腹部にうさみみの生えた小さな丸い頭がめり込こんでいた。

「輝かぐ夜やッ！　疲つかれてんだよ！　頼たのむから寝ねかせてくれよ！」

　心ここ地ちよい眠ねむりを妨さまたげられオレは本気でイラッとしていた。

　しかし、輝かぐ夜やから返事がない。ピクリとも動かない。耳を澄すますと、輝かぐ夜やから規則正しい寝ね息いきが聞こえてくる。

「ね……ね、寝ねてるぅ────ッ！」

　直前まで騒さわいでいたのに……なんつー寝ねつきのよさだよ。ただ人さまの安あん眠みんを妨ぼう害がいしておいて、自分だけ幸せそうな寝ね顔がおを浮うかべているのには腹が立った。

　オレは輝かぐ夜やを強ごう引いんに引ひき剝はがして、ぶん投げてやろうと考えた。

「く、くそッ……コイツ……動かないぞ！」

　しかし、連れん邦ぽうの白いロボットと違ちがって月の色白のお姫ひめさまはびくともしなかった。

　それどころか、引ひき剝はがされるのを拒こばむように輝かぐ夜やはさらに強くオレの身体に密着してくる。終しまいには収まりが良かったのかオレの胸むな元もとに輝かぐ夜やは顔をぎゅーっと埋うめるのだ。

　このお姫ひめさま……クソほど寝ね相ぞうが悪かった。

「なんだこれ……ひでえ拷ごう問もんじゃねえかよ……」

　こんにゃろ……悲鳴のひとつでもあげてやろうか。もっとも、悲鳴を聞きつけ駆かけつけた三み日か月づきに成敗されるのは被ひ害がい者のオレのほうだろうが。

「ま……まさか……朝までこのままってんじゃないだろうな……」

　冗じよう談だんじゃない！　そんなの耐たえられるかよ！　主にオレの理性が。

「おい！　輝かぐ夜や！　起きろ！　離はなれろ！」

　細い肩かたを摑つかんでうさみみが大きく前後するほど激しく揺ゆさぶってみるが、

「んー、耳の穴から……指突つっ込こんで奥おく歯ばガタガタ言わすぞぉ……」

「どんな寝ね言ごとだよ！」

　むにゃむにゃと呟つぶやくだけで輝かぐ夜やに目を覚ます気配はまるでなかった。

　すると、再び輝かぐ夜やはオレの胸むな元もとに柔やわらかな頰ほおをぐにゅぐにゅと押おしつけてくる。そうか……ようやくわかった。どうやら輝かぐ夜やはオレを〝枕まくら〟と勘かん違ちがいしているらしかった。

　そう理解したオレの決断は我ながら潔いさぎよかった。

　今のオレは枕まくらだ。人間ではなく枕まくらだ。少なくとも、朝までオレは枕まくらとして生きるのだ。

　腹を括くくったオレは最後の戦いに挑いどむ勇ゆう者しやのごとく心穏おだやかだった。そうして枕まくらとなったオレは頭を空っぽにして静かに目を閉じた。

　──こうしてオレの長く激しく慌あわただしい月での一日はようやく終わりを迎むかえるのだった。ちなみに朝まで一いつ睡すいもできなかった。




　　　　　○●○─




「おい！　女王陛へい下かのお言葉を聞いたか！　一ヶ月後に〝月げつ面めん戦せん争そう〟を行おこなうってさ！」

「聞いた聞いた！　ひっさしぶりだなぁ！　今から楽しみでしょうがねえよ！」

「そいつは忙いそがしくなるねえ！　出店の準備しなきゃね！」

「で？　オメエらは今大会は誰だれが優勝すると思ってんだよ？」

「もちろん〝愛あい染ぜんさま〟で決まりよ！」

「ええ！　間ま違ちがいないわ！　あの方は宇宙船の性能も、操そう縦じゆう技能も、そして、美しさに優ゆう雅がさ爽さわやかさ……すべての点において他の参加者を圧あつ倒とうしているもの！」

「けっ！　冗じよう談だんはよせやい！　見た目の良よし悪あしがレースの勝敗に影えい響きようあるかっての！」

「ふんっ！　男の嫉しつ妬とは見苦しいわよ！」

「そうよ！　そうよ！　愛あい染ぜんさまに誰だれが勝てるって言うのよ！」

「オレっちは下町代表の〝梵ぼん天てん〟を推おすぜ！　アイツの気き骨こつには目を見張るものがある！」

「気骨ってなによ？　五回落第しても未いまだに諦あきらめずに中等部に通ってるところ？」

「梵ぼん天てんをバカにすんな！　アイツはちょっと人より不器用なだけだ！」

「そりゃね、梵ぼん天てんは腕うでのいい宇宙船の技師だし、操そう縦じゆう技術もあるけどさ、基本、考えなしの猪ちよ突とつ猛もう進しん野や郎ろうじゃない！」

「いいじゃねえか！　レースなんだから！　ひたすら真まっ直すぐ進んでドーンッよ！」

「あ、そう言えば！　今回は〝月以外の人間〟の参加も認めてるみたいよ？」

「へー、猫ねこの惑わく星せいや鳥の惑わく星せいの連中がもし参加するとしたら侮あなどれねえな！　アイツらの宇宙船はそこそこ速えからな！」

「あ、噂うわさだと地球人も参加するらしいわ」

「地球人ねえ……二十年近く前の月げつ面めん戦せん争そうでは地球人が奇き跡せき的に優勝したらしいが、勝負になるのかね？」

「確かにな！　いかんせん、地球の文明は月と比べてえらく遅おくれってからな……地球人が言うところの『参加することに意義がある』ってヤツじゃないのかい？」

「ま、どのみち優勝は梵ぼん天てんだけどな！」

「いいえ！　優勝は愛あい染ぜんさまで決まりよ！」

　昼すぎ頃ころだ。昨日に引き続きオレと輝かぐ夜やが月の都に訪おとずれると、下町はすっかり月げつ面めん戦せん争そうの話題で持ちきりだった。ちなみに地球人はまったく期待されてなかった。

「……お母さまの仕し業わざだ」

　輝かぐ夜やは町の盛り上がりに頰ほおを膨ふくらませ奥おく歯ばをギリギリと嚙かみ締しめている。

　怒いかり心頭の輝かぐ夜やをクールダウンさせるために「まあ、茶でも飲もうぜ？」とオレは輝かぐ夜やの背中を押おしながら「二名で」と通りに面した茶屋の軒のき先さきのベンチにふたりで腰をおろす。

　輝かぐ夜やはみたらし団子に親の仇かたきのようにかぶりつきながら地球人のオレに状じよう況きようを説明する。

　なんでも女王は、今朝早くに公営放送の電波を利用して月全土に月げつ面めん戦せん争そうの開かい催さいを大々的に宣言したそうだ。

「昨日の今日で？　えらく性せい急きゆうだな……月げつ面めん戦せん争そうっていつもこんな感じなのか？」

「違ちがうよ……翌日に大々的に発表するのは相当に根回しが早いよ」

「昨日の夕方に愛あい染ぜんが月げつ面めん戦せん争そうのことを知って挨あい拶さつに現れたのもそういうことか……」

「お母さまの決断に迷いがないのは、愛あい染ぜんの勝利に自信があるってことだよ……」

「ま、対戦相手は宇宙船を操そう縦じゆうしたこともない『ぼんくら』の地球人だしな」

　女王からすれば輝かぐ夜やに月げつ面めん戦せん争そうを承しよう諾だくさせた時点ですでに勝利は確定しているのだろう。

「つーか、オレ、初耳なんですけどぉ？」

「どうしたの麟りん太た、死んだ魚みたいな怖こわい顔をして」

「顔じゃねえよ！　死んだ魚みたいなのは目だっつの！」

「もしかして月げつ面めん戦せん争そうが自由参加のお祭りレースだって言い忘れたのを怒おこってるの？」

「そうだよ。オレはてっきり愛あい染ぜんとタイマンでレースすんのかと思ってたぜ」

「アハハ、それはさすがに勝てないよ！　それだと万にひとつも勝ち目がないよ！　優勝は愛あい染ぜんで決まりだよ！」

「……お前、どっちの味方なわけ？」

　下町の愛あい染ぜんファン俱く楽ら部ぶの一員かよ。

「喜ぶことだよ麟りん太た！　多数の参加者がいるからこのレースはいいんだよ！」

「なにがいいんだよ？　ライバルが増えるだけじゃねえかよ」

「だって人が増えればそれだけ予想不能のことが起きる可能性が高いんだよ！　例えばスタート直後に玉たま突つき事故が起こって愛あい染ぜんが出で遅おくれてくれたら大チャンスじゃん！」

「いや、オレも普ふ通つうにその玉たま突つきに巻まき込こまれる可能性あるからな？」

　一気に大ピンチである。

「それにしてもお母さまってば……やり方が姑こ息そくだよ！」

　輝かぐ夜やは鼻息荒あらく言う。

「大々的に月げつ面めん戦せん争そうの開かい催さいを宣言して！　私の退路を断たったつもりでしょうけど！　私は最初から逃にげも隠かくれもしないよ！」

　その時だった。どこからともなく大きな声が聞こえてくる。

「その通りだぜェ──ッ！　輝かぐ夜やァ！　オイラは逃にげも隠かくれもしないぜェ────ッ！」

　オレが怪け訝げんに周囲を見回していると、輝かぐ夜やが「バカが来ちゃったよ……」と溜ため息いきを零こぼす。

「おい！　見ろ！　屋根の上！　梵ぼん天てんだ！」

「ホントだ！　オレたちの梵ぼん天てんがいるぞ！」

　街の人たちが高い建物の屋根を指差しているので、見上げると、眉まゆのキリリとした少年が戦隊モノのヒーローのようなポーズを決めていた。

「輝かぐ夜やァ──ッ！　遂ついにこの時が来たなぁ!!　月げつ面めん戦せん争そうの時がァ!!」

「……そうだね」

「約束通り！　オイラが月げつ面めん戦せん争そうで勝利したら！　オイラの嫁よめになってもらうぜ！」

　このセリフで理解する。愛あい染ぜんと同じような男が現れたのだと。そして、輝かぐ夜やの呆あきれた顔を見るに、愛あい染ぜんと同じく迷めい惑わくしている様子だった。
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　ただ下町の皆みなの前で堂々と宣言しているところを見ると、愛あい染ぜんと違ちがって梵ぼん天てんと呼ばれる少年は輝かぐ夜やが姫ひめだと知っているわけではなさそうだ。『下町の輝かぐ夜やちゃん』としての輝かぐ夜やに好意を寄せているのかもしれない。

「今回のオイラは本気だぜ！　すでに最強のマシンも用意してんだァ！」

「梵ぼん天てん……自信満々なところ悪いんだけど」

「なんだ！　どうしたァ！　怖おじ気けづいたのか輝かぐ夜やァ！」

「私、今回の月げつ面めん戦せん争そうに出ないよ？」

「……え？　な……なんで！　ど、どうして？」

　輝かぐ夜やのひと言に自信満々だった少年が屋根の上で途と端たんにあたふたし始める。

「か、輝かぐ夜や！　ちょ……ちょっと待ってろ！　下に降りるか──」

　瞬しゆん間かんだ。屋根の上でツルンと足を滑すべらせた少年が「あッ──」建物の反対側に姿を消す。直後、鳴なり響ひびくドンガラガッシャーンというど派手な破は壊かい音。

「梵ぼん天てんが屋根から落っこちたぞぉ────ッ！」

「救急車だぁ──ッ！　救急車を呼べぇ──ッ！」

　建物の反対側はてんやわんやの大おお騒さわぎである。

「じゃあ行こうか麟りん太た」輝かぐ夜やは平然と歩きだす。

「様子を見に行かなくていいのか……？」

「平気、平気、あの程度でどうにかなるヤワな人じゃないから」

　輝かぐ夜やは慣れた態度である。もしかしたら毎度のことなのかもしれない。梵ぼん天てんか。とりあえず、名前を覚えておこう。

　オレたちは是ぜ空くうのおっさんについて詳くわしい人物を求めて居酒屋に向かう。その道中だった。

「輝かぐ夜やちゃ────ん！」

　その風ふう体ていから『肝きもっ玉たま母ちゃん』という言葉がよく似合うふくよかなおばちゃんに、八や百お屋やの軒のき先さきからオレたちは呼び止められる。

「あら、アンタ……昨日にも増してひどい顔だねえ？　まるで一いつ睡すいもしてないみたいにしょぼくれてるじゃないか」

「はあ、まあ……」

　そりゃそうだ。実際に一いつ睡すいもしてないのだ。誰だれかさんのお陰かげで……。

「ところで輝かぐ夜やちゃん、お目当ての是ぜ空くうには会えたのかい？」

　その誰だれかさんが昨日の是ぜ空くうとの出来事を八や百お屋やのおばちゃんに説明すると、

「あらら、やっちまったねえ……是ぜ空くうは月げつ面めん戦せん争そうに苦い思い出があるからねえ……」

　八や百お屋やのおばちゃんが苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表情を浮うかべるのだ。オレと輝かぐ夜やが同時に顔を見合わせたのは言うまでもないことだった。

　この八や百お屋やのおばちゃんは是ぜ空くうのおっさんの事情について詳くわしそうだと。

「おばちゃん！　是ぜ空くうさんがどうして月げつ面めん戦せん争そうが嫌きらいなのか教えてもらえないかな？」

　輝かぐ夜やのことを気に入ってるおばちゃんはてっきり二つ返事でで事情を話すと思っていたのだが「うーん……」と眉まゆ尻じりをさげて唸うなっている。

「お願いおばちゃん！　私、どうしても是ぜ空くうさんに宇宙船を作ってもらいたいの！」

　ただ輝かぐ夜やの懇こん願がんには勝てなかったようで八や百お屋やのおばちゃんは「参ったねえ……輝かぐ夜やちゃんのお願いは断れないねえ」と力なく笑う。

　八や百お屋やのおばちゃんは「だけど、私から聞いたって是ぜ空くうには言わないでおくれよ？」とオレたちに念を押おしてから語り始める。

「……今から二十年前くらいの話だよ。まだ輝かぐ夜やちゃんが生まれる前だね。今回のように時の女王さまから月げつ面めん戦せん争そうの開かい催さいが大々的に発表されたのさ」

「へー、そうなんだ知らなかったよ！」

「そしてなにを隠かくそう！　その時の優勝候補が若き日の是ぜ空くうだったんだよ！」

「あのおっさんが!?　人は見かけによらないな……」

「地球人のアンタが驚おどろくのも無理ないやね……今でこそ飲んだくれだけど、若い頃ころの是ぜ空くうは天才技師と呼ばれ宇宙船を作らせりゃ右に出る者がいなかったからね」

「うん、私はわかるよ！　今でも是ぜ空くうさんの腕うでは一流だもん！」

「それに当時の是ぜ空くうには宇宙船の操そう縦じゆう技術もあったからね、是ぜ空くうが月げつ面めん戦せん争そうに出場すれば優勝間ま違ちがいなしと言われてたのさ！　下町初の優勝者だって私たちも盛りあがってさ！」

「それでおばちゃん！　是ぜ空くうさんは？　是ぜ空くうさんは優勝したの？」

　紙かみ芝しば居いにかぶりつく子供のように目を輝かがやかせる輝かぐ夜やに、八や百お屋やのおばちゃんは小さく肩かたを竦すくめて「いいや……」と静かに首を振ふる。

「そっか……残念だね。でも、レースには時の運も絡からむから、実力があっても必ずしも勝てるわけじゃないもんね……」

「いや、そうじゃないのさ輝かぐ夜やちゃん。是ぜ空くうはレース自体に出場しなかったのさ」

「え？　そうなの？　なんで？」

「そりゃもう、あたしらも本当に驚おどろいたさね！　是ぜ空くうは月げつ面めん戦せん争そうの宇宙船を寝ねる間も惜おしんで作ってたからね……あたしらにも『優勝して月一番の技師だと証明してやるぜ！』って意い気き込ごんでたし、誰だれもがレースに出場するもんだって信じて疑ってなかったのにさ……」

「是ぜ空くうさんレースを辞退しちゃったの？」

「いいや、レース当日に現れなかったのさ……」

　八や百お屋やのおばちゃんが丸い身体を上下させ深い溜ため息いきを吐はき出だす。

「……待てど暮らせど是ぜ空くうはスタート地点に現れやしない。結局、私たちの前に姿を見せたのは月げつ面めん戦せん争そうが決着した翌日のことだったね……あたしゃアイツとはガキの頃ころからの顔馴な染じみだからね、なにがあったのか問とい詰つめてやったんだけど……」

「是ぜ空くうさんはなんて!?」

「梨なしの礫つぶてさ……『うるせえ、放ほっとけ』だとさ……その日が境だったね、すっかり見ての通りの酒さけ浸びたりの偏へん屈くつになっちまって……」

「そっか、理由はわからずじまいなんだね……」

　そう輝かぐ夜やが八や百お屋やのおばちゃん同様に大きく嘆たん息そくした時だ。

「おう！　輝かぐ夜やちゃん！　諦あきらめるのは早えよ！」

　店の奥おくから現れたのはゴボウのようにほっそりとした八や百お屋やの旦だん那なさんだ。

「おっちゃん！　なにか知ってるの!?」

「ま、あくまで噂うわさだがよ……なんでも是ぜ空くうは心底惚ほれていた女にこっぴどく振ふられたらしいぜ？　それですっかり荒あれちまったって話だ」

「いや、待ってくれよおっちゃん。女に振ふられたのと、レースに参加しなかったのがどう関係あんだよ？」

　オレが尋たずねると「いやな、それがな……」とおっちゃんが声をひそめる。

「是ぜ空くうが惚ほれてた女ってのはさる高貴な身分の御お方かただって噂うわさでよ……どうやら月げつ面めん戦せん争そうに世間が気を取られている隙すきに〝駆かけ落おち〟しようと図はかったらしいんだ」

「わー！　それって！　すごくロマンチックだね！」

「いや、ロマンチックかなそれ……」

　オレには疑問だが、自らが高貴な身分だからか。輝かぐ夜やは瞳ひとみを潤うるませ感動している。

「男！　是ぜ空くう！　一世一代の大博ばく打ちよ！　月げつ面めん戦せん争そうの優勝を棒に振ふってまで女を選んだんだからな！　あんちゃんにはわかるだろ！」

「男のロマンだね。ちょっとカッコよすぎる気もするけど」

「だがよ……月げつ面めん戦せん争そうの当日、待ち合わせ場所にその高貴なお嬢じようさまは姿を現さなかったらしい……そこまでした是ぜ空くうを裏切るなんてまったくひでえ女だぜ……」

「是ぜ空くうさんかわいそう……」

「あの熊くまを素す手でで倒たおしそうな厳いかついおっさんがね……」

　そんな悲ひ惨さんな失しつ恋れん経験があるなんて……不意に鉢はち本もと香か月づきの顔を思い出したオレは是ぜ空くうに親近感を抱だかずにはいられなかった。

　その時だ。八や百お屋やのおばちゃんがジャガイモのような拳こぶしで手のひらを叩たたく。

「……そうだ！　あたしゃ思い出したよ！」

　なにやら八や百お屋やのおばちゃんには心当たりがあるらしい。

「アンタ！　そのお嬢じようさまってのはあの頃ころ、下町によく遊びに来てた美人って評判だったあの娘むすめのことじゃないのかい？」

「……ん？　そんな娘むすめいたっけかなぁ？」

「ほら、アンタら男共がすっかりご執しゆう心しんだったあの色白で上品な美人さんだよ！」

「……おお！　それってもしかして〝乙おと和わちゃん〟のことかい！」

　瞬しゆん間かんだ。輝かぐ夜やの両りよう肩かたがビクッと反応する。

「いやー、懐なつかしい名前だぜ！　レモンみてえな甘あま酸ずっぱい記き憶おくが蘇よみがえるねえ！　あー、確かに乙おと和わちゃんは小こ股またの切れあがったいい女だったよなぁ……」

　そう鼻の下を伸のばす旦だん那なを「……アンタ？」と八や百お屋やのおばちゃんがジロリと見やると「いやいや、オレは昔っから母ちゃんひと筋だったけどな！」と引きつった笑え顔がおを浮うかべる。

「……とにかくさ、女が苦手で無愛想な是ぜ空くうがさ、珍めずらしくその美人さんとだけはやけに親しげだったもんだからさ、あたしたち下町の女は『是ぜ空くうのヤツ、ありゃ惚ほれてるね』って当時よく話してたものさ」

「あー、母ちゃんの言う通りだ！　言われてみりゃ、あの月げつ面めん戦せん争そう以降、乙おと和わちゃんをすっかり見かけなくなっちまった！　是ぜ空くうを裏切ったってんで顔を出せなくなったんだな！」

「そうそう！　輝かぐ夜やちゃん！　あたしが『是ぜ空くうの昔好きだった人に輝かぐ夜やちゃんが似ている』って言ったのはそのお嬢じようさまのことさ！」

「そういや母ちゃん！　当時の写真が残ってんじゃねえか？　乙おと和わちゃんが映ってるかもしれねえしさ、輝かぐ夜やちゃんたちに見せてやれよ！」

「そうだね！　ふたりとも、ちょいとまっとくれよ！　すぐ取ってくるからね！」

　そう言って八や百お屋やのおばちゃんがドタバタと店の奥おくに消えてゆく。

「へー、言われてみりゃ輝かぐ夜やちゃんは乙おと和わちゃんに似てるかもな！　ひょっとして血の繫つながりでもあるんじゃねえのかい？」

　旦だん那なが冗じよう談だんめかして笑うのに輝かぐ夜やは「……うん」と複雑そうな笑えみを浮うかべている。

「お待たせー、これこれ、ずいぶんと色いろ褪あせちまってるけど、当時の写真だよ！」

「お！　若い頃ころの母ちゃんも写ってんじゃねえか！　懐なつかしいねえ！　見ろよ輝かぐ夜やちゃん！　同時はコイツもえらく細かったんだぜ！」

「悪かったね！　アンタ！　今じゃすっかり丸くなっちまってさ！」

「あッ……いやいや！　今の母ちゃんには今の母ちゃんの魅み力りよくがあると思ってるぜ！」

「はんッ！　今さら取とり繕つくろっても遅おそいよ！　今晩の飯は抜ぬきだからね！」

「そ、そりゃないぜぇぇぇぇぇ！　母ちゃん！　勘かん弁べんしてくれよぉ！」

　八や百お屋や夫ふう婦ふが賑にぎやかにやり合っている脇わきで輝かぐ夜やは、セピア色の写真を呆ぼう然ぜんと眺ながめ立たち尽つくしていた。

　写真の中央に下町の人たちに囲まれ満面の笑えみを浮うかべているのは、十六か十七の若い女性だ。それは、まるで姉妹しまいか、まるで母娘おやこのように輝かぐ夜やに似ていた。

　すると、輝かぐ夜やがぴょんっと軽かろやかに後ずさる。

「……えーっと、おばちゃんおっちゃん！　ありがとう！　いろいろ参考になったよ！」

「輝かぐ夜やちゃん、是ぜ空くうの件、なんとかなりそうかい？」

「う……うん！　あとは自分で頑がん張ばってみるよ！」

「おう！　輝かぐ夜やちゃん！　なんか困ったことがあったらいつでも相談しろよ！」

　輝かぐ夜やはもう一度夫ふう婦ふに「ありがとう！」と笑え顔がおを振ふり撒まいて八や百お屋やから遠ざかってゆく。その後をオレは慌あわてて追いかける。

　輝かぐ夜やは町の通りを早足に進んでゆく。明らかに是ぜ空くうの工こう房ぼうや居酒屋とは違ちがう方向だ。

「……おい、輝かぐ夜やどこ行くんだよ？」

　オレが背後から声をかけても輝かぐ夜やの歩みは止まらない。なにかに追われているかのようにひたすらに歩いてゆく。とにかく、じっとしていられないという感じだった。

「おい、輝かぐ夜やって！」

　白い肩かたを捕つかまえるとようやく輝かぐ夜やは足を止める。そして、俯うつむき漏もらす。

「麟りん太た……気づいた？」と。

　だからオレは「まあ……」と歯切れ悪く答える。

「あの乙おと和わってお嬢じようさま……若い頃ころの女王だろ？」

　セピア色の下町で笑え顔がおを浮うかべる娘むすめは、現在の女王陛へい下かの若かりし頃ころの姿だった。

「……お母さまがどうして」

　輝かぐ夜やはひどく混乱しているようだった。仕方がないことだろう。自分の母親の過去を……こんなカタチで知ってしまったとしたら誰だれだって冷静ではいられない。

「若い頃ころに女王が下町にお忍しのびで訪おとずれてたことは知ってるのか？」

　輝かぐ夜やがうさみみをフルフルと左右に揺ゆらす。

「寝ね耳みみに水ってやつか……」

　そりゃそうか。オレの父さんのように我わが子に嫁よめとの馴なれ初そめを洗いざらい喋しやべっちまうオープンな親のほうが珍めずらしい。あの女王と輝かぐ夜やの関係性からすればなおさらか。

「駆かけ落おちだなんて……お母さまのことがわからないよ……」

　輝かぐ夜やが熱にうかされるみたいな掠かすれた声で漏もらす。オレはくせっ毛をかき回す。

　悩なやんだが、思い切って提案してみることにする。

「今から……女王に会いに行ってみないか？」

「……え？」

「オレの推測だけど……若い頃ころの女王が『駆かけ落おち』したがってたというのが事実なら、今の輝かぐ夜やと同じように好きでもない相手との結けつ婚こんを〝拒こばんでいた〟可能性があると思う」

「お母さまが……」

「だとすれば、輝かぐ夜やの今の気持ちを一番理解しているのは女王だ。この〝駆かけ落おち問題〟を持ち出せばこれまで聞けなかった母親の本音が引き出せるかもしれないぜ？」

　輝かぐ夜やは唇くちびるを真一文字に結んで逡しゆん巡じゆんしている。簡単な決断ではないのだろう。時間をかけて生まれたわだかまりがふたりの間にはあるはずなのだ。

「……今回の件は輝かぐ夜やたち母娘おやこが歩み寄るいいきっかけになるんじゃないか？」

　それでも、オレは母娘おやこが争うのを見過ごしたくはない。

「付つき添そうからさ……女王に是ぜ空くうのおっさんとの間になにがあったのかを聞きに行こう」

　この世でたったひとりの母と娘こだ。しかも、通じ合える可能性が目の前にある。このチャンスを逃のがしてほしくなかった。

「どうして女王が駆かけ落おちの場所に現れなかったのか……その理由を知ることができたら、おっさんだってマシンを作ってくれるかもしれない。一石二鳥ってヤツだ」

　オレは強引なのを承しよう知ちで輝かぐ夜やの手を取ろうと歩み寄る。ところが、白い手がスルリと逃にげる。うさみみ少女が一歩後あと退ずさったからだ。

「……麟りん太たの気持ちは嬉うれしいけど……私の気持ちの整理がつかないの」

　輝かぐ夜やが声を絞しぼり出だす。

「……あの人は女王で、国が一番大事で、娘むすめの私のことはいつだって二の次で、物心ついた頃ころから私はずっとひとりで……」

　前まえ髪がみで顔が隠かくれて輝かぐ夜やの表情はわからない。

「お母さまにもいろいろあって……私の今の気持ちを一番理解しているのはお母さまかもしれないかとか言われても……これまで積み重ねられてきたお母さまへの複雑な感情は簡単には割り切れないよ……」

　オレは慎しん重ちように言葉を選ぶ。

「あのさ輝かぐ夜や……オレはいきなり和解しろとか言ってるわけじゃないんだよ。長い時間かけて生まれた溝みぞが簡単に埋うまるなんてオレも思わねえよ」

　俯うつむき黙だまり込こむ輝かぐ夜やにオレは諭さとすようにゆっくりと語りかける。

「地球には『雨降って地固まる』なんて言葉があってさ……今回の件をきっかけに少しだけ輝かぐ夜やたち母娘おやこの関係に変化が起こればいいとオレは思ってんだよ」

　一歩でいいんだ。ふたりにとって前向きに進んでくれればそれでいい。

　だが残念ながら交こう渉しようは失敗に終わる。

「……ごめんなさい……麟りん太た」

　輝かぐ夜やは申し訳なさそうに呟つぶやくと、髪かみを振ふり乱みだして踵きびすを返かえし走り去ってしまう。

　オレは「ハァ──ッ」と盛せい大だいな溜ため息いきと共にその場にしゃがみ込こむ。

「やっちまった……」

　オレはくせっ毛をかき乱す。冷静だったつもりなのだが、輝かぐ夜やたち母娘おやこの問題に感情移入してしまってる分、気づかぬうちにいろいろと早まってしまったのかもしれない。

　やはり他人の母娘おやこ関係に口出しするのは間ま違ちがっていたのだろうか……。

「……いや、オレには無む視しするなんてできっこない」

　余計なお節せつ介かいだとわかっていながらも、オレの中に『家族とは仲良くあるべきだ』という考えがある限りきっと何度でもオレは輝かぐ夜やたちにお節せつ介かいを焼くのだろう。

　ようやくオレは我に返る。

「……ってか、此こ処こ……どこだ……？」

　輝かぐ夜やの後を追うのに必死で来た道を思い出せない。見知らぬ土地に置き去りにされオレは迷子のように途と方ほうにくれてしまう。

「どうする……おばちゃんたちの八や百お屋やにたどり着ければ最悪どうにかなるか……」

　などとなけなしのアテを焦あせりながら探さぐっている時だった。

「どうもどうも……お困りのようですね？」

　突とつ然ぜん、背後から馴なれ馴なれしく声をかけられオレは「うわ！」とその場で飛とび跳はねる。さらに慌あわてて振ふり返かえったオレは目を疑う。

「どうしました？　キツネにつままれたような顔をして？　そんなに私が珍めずらしいですか？」

　なぜなら、月に来てからはすっかり見慣れた〝うさみみ〟が、その〝トレンチコートの男〟にはなかったのだ。

「アンタ……もしかして……」

　すると、キツネ目のトレンチコートの男はお面のような整った笑えみを浮うかべる。




「ええ、そうです。浦うら島しま麟りん太たさん……私もアナタと同じく──地球人です」




　その日本人は名前を吉き備び津つと言った。







『知らない人にはついて行ってはいけません』

　例に漏もれずオレも幼い頃ころから両親に言われてきたわけだが、見知らぬ土地で出会った同郷の人間というのはやけに頼たのもしく見えるもので、

「場所を変えましょう。よかったら食事でもどうです？　奢おごりますよ？」

　吉き備び津つと名乗ったキツネ目の男が同じ地球人のよしみだと言わんばかりに誘さそってくるので、

「あー、じゃあせっかくなんで」

　自じ称しようロックンローラーに憧あこがれるパンピー女ばりにホイホイついてゆくことにした。

　都心に向かう赤べこの車中で吉き備び津つはにこやかに語る。

「どうして私が突とつ然ぜん、現れたのか不思議にお思いでしょう？」

「ええ、まあ……」

「実は私に連れん絡らくがありまして。下町の裏路地で地球人が迷子の迷子の子こ猫ねこちゃんだと」

「そうなんすか……」

　誰だれだろう……もしかして輝かぐ夜やが連れん絡らくしてくれたのだろうか。

「治安のいい地域でよかったですね浦うら島しまさん」

「……え？　治安？」

「あれ？　知りませんか？　治安の悪い地域だと、地球人と見るや襲おそいかかってくる月の民たみもいますから」

「マジっすか……」

　驚きよう愕がくするオレを吉き備び津つがおかしげに笑う。

「そりゃね、浦うら島しまさん。地球人にもいろいろな人間がいるように、月の民たみにもいろいろな人間がいるんです。ただ全体としては月の民たみは非常に地球人に友好的で親切ですが」

　すると、思い出したように吉き備び津つは「あー、そうでしたそうでした。浦うら島しまさんは月に来て日が浅いんでした」と革かわ手て袋ぶくろの黒い指先をアゴに当て頷うなずいている。

　……この男、ずいぶんと月について詳くわしい。それにオレについても知っている口くち振ぶりだ。

「吉き備び津つさん……アンタ、何者だよ」

「おっと、失敬失敬、ご挨あい拶さつが遅おくれました。私はこういう者です」

　そう言って対面の吉き備び津つはオレに名めい刺しを差し出してくる。

　見ると名めい刺しには『なんでも承うけたまわります──吉き備び津つ探たん偵てい事務所』と書かれてあった。

「探たん偵ていってすげえ！　本物を初めて見たよ！」

　スリーピースにトレンチコート。よく見れば探たん偵ていのイメージそのものじゃないか。

　ところが、吉き備び津つは苦く笑しようする。

「期待を裏切って申し訳ないんですが……響ひびきがいいので探たん偵ていと名乗ってるだけで、私の実態は〝便利屋〟です。例えば、こうして迷子の地球人を保護するとか……」

「あー、なるほど」

「他には……誰だれかを消してくれとか」

「え!?」

「冗じよう談だんですよ」

　そうお面のような整った笑えみを浮うかべる吉き備び津つにオレは引きつった笑えみで応える。この男には笑え顔がおで人にナイフを突つき立たてそうな底知れぬ不気味さがあった。

「もっとも、最近のメインの仕事は〝バイヤー〟ですが」

「バイヤーって……？」

「定期的に地球に降りては、いろいろと注文の品を仕入れて月に戻もどって来くるのです。地球で言うところの輸入雑貨の販はん売ばい業者ってところでしょうか」

「驚おどろいた。そんな地球人が月にいたのか……吉き備び津つさんは月は長いのか？」

「そうですね……小学校に入学した少年が小学校を卒業するくらいですかね」

「へー、結構いるんだな。月にはどういう経けい緯いで？」

「実は私、地球で旅行代理店の経営に携たずさわってまして。その時、たまたま月旅行の企き画かくを立ちあげたんです……」

「あッ────！　アンタだったのかぁー──ッ！」

　咄とつ嗟さにオレは思い出す。両親が大枚叩はたいて買った宇宙旅行の予約権に『吉き備び津つ旅行代理店』と記されてあったことを。

「オレの両親に詐さ欺ぎ行こう為いを働きやがったな！　アンタ！　許せねえ！」

　憎にくき親の仇かたきとオレが拳こぶしを握にぎりしめて席から立ちあがると、

「落ち着いてください！　浦うら島しまさん！　誤解です！」

「なにが誤解なんだよ！」

「私に詐さ欺ぎを働く気は毛もう頭とうなかった！　月に行く方法を模も索さくした結果！　私はこうして月にいるのですから！」

　必死で捲まくし立たてる吉き備び津つにオレは少し冷静さを取りもどす。

「……事情を説明してくださいよ！　オレには聞く権利がある！」

「ええ、もちろん」吉き備び津つは僅わずかに乱れたトレンチコートの襟えりを整える。

「浦うら島しまさんは……存在を地球人に知られることが月の民たみにとって大罪なのはご存知で？」

「……まあ、一応」

　一応もなにも、そのせいでオレは死し刑けいになりそうだった。

「つまり、月の民たみの存在を知ってしまった私は地球に帰れなくなったというわけです」

「いや、おかしいでしょ？　さっき定期的に地球に降りてるって言ってたよな？」

「ですが、地球に降りる際、私には守秘義務が課せられるのです。地球に降り立つと、月の科学力によって月について一いつ切さいなにも語れなくなるのです」

　そんなバカなと言いたところだが、自分の左ひだり腕うでに装着された腕うで輪わがなによりの証明だった。

「浦うら島しまさんのご両親のように予約権を買われたお客さまには申し訳ありませんが、月について語れなくては事情を説明することもできません」

「まあ、確かに……」

「詐さ欺ぎと言われても仕方がありませんが、私が本気で月旅行を実現しようと動いていたことは信じて頂きたい」

「そういうことか……」

　瞬しゆん間かん、吉き備び津つがニヤッと笑う。

「ちなみに私は浦うら島しまさんと違ちがって〝女王陛へい下かから正式に許可を得て〟月で暮らしてます……無む許きよ可かで月に滞たい在ざいしているのがもしバレたら死し刑けいですね」

　不意打ちに動どう揺ようを見せまいと努めたが、喉のどがゴクリと鳴るのを止められなかった。そんなオレを見て吉き備び津つが「くふふふ」と人の悪い笑えみを浮うかべている。

「……安心してください。私は浦うら島しまさんの味方です」

「いや、あからさまに胡う散さん臭くせえんだけど……」

「失礼失礼……すぐに人をからかいたくなるのが私の悪い癖くせでして、特に未来ある若者を見るとどうしても……」

　雛ひな鳥どりを前に舌なめずりするヘビでも見てる気分に「うわぁ」オレはドン引きである。

「まあまあ、浦うら島しまさんそんなに警けい戒かいしなくても……〝竜りゆう宮ぐう輝かぐ夜やさま〟と懇こん意いにさせて頂いていると言えば信しん頼らいして頂けますか？」

「吉き備び津つさん……輝かぐ夜やを知ってたのか」

　やはり吉き備び津つに連れん絡らくしたのは輝かぐ夜やらしい。置き去りにしたオレのことを一応は心配してくれたということか。

「輝かぐ夜やさまは私にとっての上じよう得とく意いですから」

「……あ！　そういう関係か！」

　古民家の白はく昼ちゆう夢むのような廊ろう下かの様子を思い出してオレは即そく座ざに納なつ得とくする。

「輝かぐ夜やの家の和風オブジェクトの数々はアンタが地球から仕入れたものってことか！」

「ええ、そういうことです」

「どうせなら仕入れるだけじゃなくて、正しい扱あつかい方も教えてやってくださいよ……家の中に電信柱とか公衆電話とか墓はか石いしとか明らかにおかしいでしょ？」

「いいじゃないですか。斬ざん新しんで。輝かぐ夜やさまの感性のおもむくまま置かれた前衛的な商品たちを見ると、苦労して月に持って帰ってきた甲か斐いがあると嬉うれしくなりますよ」

「アンタ、変わってんね……」

「なぜか、よく言われます」

　すると、吉き備び津つがわざとらしく「あ、そうだ」と革かわ手て袋ぶくろの手のひらをポンッと打つ。

「実はひとつ浦うら島しまさんにお詫わびしなければ……」

「……なんすか？」

「輝かぐ夜やさまに〝偽ぎ装そう結けつ婚こん〟の入いれ知ぢ恵えをしたのは私です」

「元げん凶きようはアンタだったかい！」

「いやはやいやはや、私としては軽い冗じよう談だんのつもりで申しあげたのですが……それを真まに受けて実行してしまう行動力が輝かぐ夜やさまの魅み力りよくですよね」

「笑いごとじゃねえよ……」

「ところで、浦うら島しまさんはどうしてあんな場所でひとりで？」

「いや、それは……」

　輝かぐ夜やたち母娘おやこの件を吉き備び津つに話すべきか……一いつ瞬しゆん、迷ったがオレは相談してみることにする。胡う散さん臭くさい男だが話を聞く限り世間はオレよりもずっと知ってるはずだ。

　オレの説明を聞き終えた吉き備び津つが「うーん、実に難しい問題ですねえ」と黒い革かわ手て袋ぶくろの手でアゴを撫なでる。

「吉き備び津つさん……オレはどうすりゃいいと思いますか？」

　瞬しゆん間かん、吉き備び津つのキツネ目が僅わずかに見開く。

「逆にお尋たずねします。浦うら島しまさんはどうしたいですか？」

　質問を質問で返してくる。さらに吉き備び津つは続ける。

「私の経験上……人は往おう々おうにして誰だれかになにかを相談する時、すでに〝此こ処こに〟自分なりの答えを持っているものです」と。

　そう吉き備び津つが革かわ手て袋ぶくろの指先で自らの胸むな元もとをトントンと叩たたく。目が覚める思いだった。

「吉き備び津つさん……すみません。飯はまた今度の機会で」

「どうやら答えは見つかったようですね」

「はい……〝竜りゆう宮ぐう城じよう〟で降ろしてもらっていいですか？」

　直後、吉き備び津つが「くふふふ」と人の悪い笑えみを浮うかべる。

「まさかまさか、そうきますか……〝女王陛へい下かに直じか談だん判ぱん〟とは命知らずですね！　いやー、実に面おも白しろい。若さって愚おろかしくて素す晴ばらしいですね」

　そう吉き備び津つは赤べこの窓から流れる街並みを物悲しげに眺ながめる。

「いやはやいやはや、惜おしい人を亡なくしました……」

「縁えん起ぎでもねえ！　味方じゃなかったのかよ！」

「愚おろかな若者の無む謀ぼうな行動に巻まき込こまれて共とも倒だおれするのはゴメンです」

「無む謀ぼう、上等です！　この月で、なんの後うしろ盾だてもないただの高校生のオレには無む謀ぼうくらいしか手段が残されてませんからね！」

「確かに確かに……ならば無む謀ぼうな若者に同郷の先せん輩ぱいとして有用な助言をお送りしましょう」

「そりゃどうも助かります……」

　どうせ大したアドバイスじゃないだろうと油断していたら、




「女王陛へい下かの亡なくなられた夫、つまり、前国王は我々と同じ〝地球人〟です」




「……え!?」とんでもない情報だった。

「そのため乙おと和わさまは地球人には寛かん容ようです。それと浦うら島しまさんは便べん宜ぎ上じよう、乙おと和わさまにとって〝娘むすめ婿むこ〟ですから、話くらいは聞いてくれるかもしれません」

「少し希望が見えてきたな……」

　竜りゆう宮ぐう城じようの裏門で赤べこが静かに停止する。オレが下車する寸前、お面めんのような笑え顔がおを顔に貼はり付つけて吉き備び津つが言う。

「浦うら島しまさん……私はこの短時間でアナタのことが気に入りました。またお会いできる機会を楽しみしてます」

　最後まで胡う散さんくさい男である。物もの腰ごしが柔やわらかいのがなおさら胡う散さんくさい。だから「あ、すみません。オレ……そういう趣しゆ味みないんで」と軽く受け流しておく。

　口には出さなかったが「胡う散さん臭くさい男だが、妙みように説得力がある」とオレは月で暮らす地球人の先せん輩ぱいのことを認めていた。










　　　　　○●○─




　竜りゆう宮ぐう城じようの裏門にオレが訪おとずれるのは昨日に引き続き二度目である。

「さて……こっからどうしようか……」

　勢いで此こ処こまでやって来たが、ぶっちゃけ出たとこ勝負だった。

「あー、これじゃ……昨日の輝かぐ夜やと変わんねえじゃねえか」

　オレはくせっ毛を片手でグシャグシャとかき混ぜる。吉き備び津つに向かって『無む謀ぼう、上等』なんて粋いきがってはみたものの、

「本当に女王さまと会えるのかよ……」

　眼前にそそり立つ巨きよ大だいで荘そう厳ごんな竜りゆう宮ぐう城じようの迫はく力りよくにすっかり意気消しよう沈ちんするオレだった。

「あー、なんかブルーになる……」

　為なす術すべもなく異国の地で佇たたずんでいると、いつも以上に自分が無価値な人間に思えてくる。

　たとえばあの愛あい染ぜんが当たり前のように持っている地位も名めい誉よも人気も人脈も金もサラサラヘアーも、ただのひとつもオレにはない。改めて勝ち目のない戦いに挑いどもうとしているのだと思い知らされる。

　ところがだ。神もまた寛かん容ようらしかった。愚おろかで無む謀ぼうな若者を見捨てなかった。

「──三み日か月づきさん！」

　見知らぬ人々の中に発見した唯ゆい一いつの見知った人物は、今のオレにとって砂さ漠ばくのオアシスに等しかった。

　仕事帰りだろうか。オレは竜りゆう宮ぐう城じようの裏門から姿を表した三み日か月づきに全力で駆かけ寄よると、喜びのあまりその手を両手で握にぎりしめてしまった。

「このタイミングで三み日か月づきさんに会えるなんてオレは運がいい！」

「ち……地球人！　キサマ！　い、いきなり！　ど、ど、ど、どういうつもりだ！」

　ちなみに三み日か月づきという女性は少し変わった美的感覚の持ち主で、彼かの女じよにはオレのことが男前に見えているらしかった。

「このような大衆の面めん前ぜんで手を握にぎるなど……この私を愛人にする気かぁ──ッ！」

「……はぁ？」

「く……くそッ……このような見た目だけしか取とり柄えのなさそうな男の愛人になれば……都合よく遊ばれ捨てられてしまだけというのに……くそッ！」

　三み日か月づきは『ダメだとわかっていながらホストの男に貢みついでしまう会社員の女性』のようなセリフを吐はいていた。
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「いや、アンタこそ大衆の面前でなに口走ってんだよ！」

　オレは慌あわてて三み日か月づきから手を離はなす。

「ところでキサマ……輝かぐ夜やさまはどうした？　なぜひとりでこのような場所にいる？」

「そう！　それだ！　よくぞ聞いてくれた三み日か月づきさん！」

　輝かぐ夜やの名前が出たのを好機と竜りゆう宮ぐう母娘おやこに関しての一連の流れを三み日か月づきへと捲まくし立たてる。

「バ……バカモノめ！　そのような重大な内容を他の者に聞かれたらどうする！」

　確かに只ただならぬ様子のオレたちのことを、裏門の番人たちや役人らしき人々が怪け訝げんそうに窺うかがっている。

「こっちに来い！」

　険しい表情の三み日か月づきに促うながされ、竜りゆう宮ぐう城じようの外がい壁へきに沿って人気のない一角に移動する。周辺に誰もいないのを確かく認にんすると、オレは竜りゆう宮ぐう母娘おやこの話題を再開する。

「三み日か月づきさん！　オレに協力してください！　今回の件はふたりが近づくための絶好の機会だと思うんです！」

「断る」

　即そく答とうだ。三み日か月づきは目を閉じ外がい壁へきに背を預あずける。

「どうして!?　女王陛へい下か直属の親衛隊だからですか？　微び妙みような立場なんだろうけど、輝かぐ夜やとは姉妹しまいのような間あいだ柄がらなんでしょ？」

「だからこそ……私にはなにもできん。私はどちらのお気持ちも知っているからだ」

　三み日か月づきは射るような視線をオレに向ける。

「地球人──女王陛へい下かが望んで輝かぐ夜やさまと離はなれ離ばなれに暮らしていると思うか？」

　見開いた三み日か月づきの眼まな差ざしは息を吞のむほど鋭するどかった。どうやらオレは三み日か月づきにとってひどく繊せん細さいな問題に触ふれてしまったらしい。

　三み日か月づきが強い口調で捲まくし立たてる。

「輝かぐ夜やさまに寂さびしい思いを味わわせてしまっていることに、女王陛へい下かが少しも心を痛めていないと思うか？　陛へい下かはな！　母親として不ふ甲が斐いない自分のことをいつだって責せめていらっしゃるのだ！」

　いつの間にかクールな三み日か月づきの瞳ひとみに涙なみだが浮うかんでいた。

「だが！　女王陛へい下かには王としての務つとめがある！　母親である前に女王でなければならぬ！　王亡なき今、それは乙おと和わさま以外に誰だれにもなせぬこと！」

　三み日か月づきは涙なみだまじりに叫さけぶ。




「乙おと和わさまは我々月の民たみのために良き女王であることを選び……良き母親であることを犠ぎ牲せいにしていらっしゃるのだ！」




　三み日か月づきは遂ついに腰こしの刀を抜ぬき放はなつ。煌きらめく切っ先はオレの鼻先へと突つきつけられていた。

「部外者のキサマの出る幕ではない！　手を引け！　これ以上、陛へい下かの過去を詮せん索さくするな！　口こう外がいもするな！　今後一いつ切さい、触ふれるな！　わかったかッ！」

　単なる脅おどしではない悲ひ壮そう感が三み日か月づきにはあった。それほどまでに三み日か月づきにとってふたりが大切だということなのだろう。

　オレは戦せん慄りつしていた。輝かぐ夜やたち母娘おやこのことをよく知りもしないで、どうにかしようなんて思いあがっていた自分の未熟さに切腹したい気分だった。

　だから、オレは敢あえて切っ先に向けて一歩踏ふみ出だす。

「三み日か月づきさんすみません……オレは引くわけにはいかないんすよ」

「なぜだ!?」




「オレ、輝かぐ夜やの旦だん那ななんで！　嫁よめを幸せにしてやるのが旦だん那なの務めなんで！」




　出会って間もなくて、しかも、偽にせ物ものの旦だん那なだというのにオレはなにをムキになっているんだろうか。自分でもよくわからないのだが、紛まぎれもない本心だった。

「三み日か月づきさん！　お願いします！　話だけでも女王さまに通してもらえませんか！」

　オレは即そく座ざにその場で土下座する。人生初の土下座だったが、元来の負け犬気質のなせる業わざなのか、我ながら見事なまでに躊躇ためらいがなかった。

「地球人とはキサマといい吉き備び津つといい……図ずう々ずうしいヤツしかいないのか……」

　まさか三み日か月づきの口から吉き備び津つの名前が出るとか思わなかった。でも、そうか。吉き備び津つは輝かぐ夜やのところに出入りしている業者だ。ふたりが既き知ちでも不思議ではないのだろう。

「オレは三み日か月づきさんの望み通りなにも見なかったことにできます！　だけど、輝かぐ夜やには今さらなかったことにはできませんよ！」

　輝かぐ夜やの名前をぶつけると三み日か月づきの視線が忙せわしなく動き始める。

「自分の母親が若かりし頃ころに下町にお忍しのびで出かけ、あまつさえ下町の男と駆かけ落おちをしようとしてたなんて知ってしまって、輝かぐ夜やの性格からしてなかったことにできますか？」

「そ……それは……」

「今回の件については、女王さまからなにかしらの回答を得えないことには、輝かぐ夜やが納なつ得とくしないと思う。このままだと今以上にふたりの関係が拗こじれかねないって！」

「た……確かに輝かぐ夜やさまは聡そう明めいで純じゆん粋すいで真まっ直すぐな御お方かただ……有う耶や無む耶やにはできぬだろう……しかも、乙おと和わさまのこととなると特に冷静ではないからな……」

　三み日か月づきが声を絞しぼり出だす。もう少しだ。もうひと押おしだ。

「三み日か月づきさんは女王さまに駆かけ落おちの件について聞けるのかよ？　恐おそれ多おおくてこんなことを面と向かって聞けないよな？」

「当たり前だ！　月の民たみにとって女王陛へい下かは神聖にして不ふ可か侵しんな御お方かただ！」

「つまり、地球人のオレだけだと思うんだよ。女王さまにこんな不ぶ躾しつけな質問ができるのは……違ちがいますか？」

「…………」

　逡しゆん巡じゆんしているのだろう。三み日か月づきは険けわしい顔で地面のオレを見つめている。

「浦うら島しま……輝かぐ夜やさまを幸せにしたいという言葉に噓うそはないか？」

「はい……アイツには笑え顔がおが一番似合いますから」

　すると、三み日か月づきが地面のオレに向かって手を差さし伸のべてくる。

「いいだろう。女王陛へい下かに話を通そう……」

「ほ……本当ですか！　ありがとうございます！」

「あくまで話を通すだけだ！　女王陛へい下かがお会いにならないと言われたら諦あきらめろ！」

　三み日か月づきはそう怒ど鳴なりながらもオレを引っ張りあげてくれた。やはりこの人、見た目よりずっと優やさしい人かもしれない。







　昨日のデジャブである。

「──地球人……我に話とは？」

　抜ぬき身の刃やいばのような鋭えい利りな眼まな差ざしを持つ秀しゆう麗れいな女性が王座に鎮ちん座ざしていた。

　ただ昨日と異なるのは、この場に特とつ攻こう隊たい長ちようのごとき〝うさみみ少女〟がいないことだ。

　出だし惜おしみをしている場合ではない。どのみち『なんのことじゃ？』と知らぬ存ぜぬの態度を貫つらぬかれたらジリ貧ひんだ。

「今から二十年ほど前……『乙おと和わ』という年とし頃ごろの女性が『是ぜ空くう』という宇宙船の技師と駆かけ落おちを図はかろうとしていたことをご存知ですか？」

　のっけから単刀直入に切きり込こむ。言葉以上にオレは女王の表情に注目していた。否定されても表情に動どう揺ようが見られたら、それをきっかけにさらに突つっ込こんでゆくつもりだった。

　しかし、残念ながら女王の表情は少しも揺ゆらがなかった。

「知っておる」

　なぜなら、変わらぬ表情で女王は肯こう定ていしたのだ。

　あまりにあっさり認めるので、むしろこっちが動どう揺ようしてしまった。

「そ……その女性は若かりし頃ころの女王さまですよね？」

「そうじゃ我じゃ」今度もあっさりだ。

「……それはつまり、当時の女王さまも、輝かぐ夜やと同じように親が決めた結けつ婚こんを拒こばんでいたということなんじゃないですか？」

「いかにも……自ら選んだ相手と駆かけ落おちすることで、意に沿わぬ結けつ婚こんを御ご破は算さんにしようと考えたのじゃ。若わか気げの至りとはこのことよ」

「アナタの娘むすめが母親とまったく同じことを試みてますが？」

「そのようじゃの」

　女王は動じることなく扇子せんすを揺ゆらしている。

「では、どうして相手を選ぶ自由を与あたえてあげないんですか？　アナタなら娘むすめの気持ちがわかるんじゃないですか？」

「一いち目もく瞭りよう然ぜんじゃろう？　我は駆かけ落おちを取とり止やめ、母親の選んだ相手と結けつ婚こんし、こうして女王として此こ処こにおる」

　……さすがすぎるぜ女王さま。過去のスキャンダルをチラつかせれば、少しくらい動どう揺ようを引き出せると思ったのだが、女王の堂々たる態度はいささかも乱れない。

「して話はそれだけか？」

　これは不ま味ずいぞ……苦労して此こ処こまでたどり着いたのに、このままではなにも成果を得られないまま帰ることになってしまう。せめて是ぜ空くうの閉ざした心を抉こじ開あけるなにかしらのヒントが欲ほしいところだ……。

「……いえ、もう少しだけ！」

「ほう……他にどのような興味深い話を聞かせてくれるのじゃ？」

　女王は余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべている。オレは汗あせばむ手を強く握にぎり締しめ告げる。どうしても訊きいてみたいことがオレにはあった。

「どうして当日になって是ぜ空くうさんを裏切ったんですか？」

　女王の眉まゆがピクリと動く。

「ご存知ですか？　アナタに裏切られたことで、彼かれの人生は狂くるってしまったようです。アナタが女王として人々の尊敬を集める一方で……嘗かつての天才技師は飲んだくれて下町で燻くすぶってます」

　あからさまに女王の表情が曇くもる。

「心が痛まないんですか？　それとも、下げ賤せんの男ひとりがどうなろうが、女王陛へい下かにはどうでもいいことですか？」

「キサマァ！　黙だまって聞いておれば！　陛へい下かに向かってなんたる口の利きき方！」

　腰こしの刀を打ち鳴らしたのは女王の背後に影かげのように控ひかえていた三み日か月づきだった。

「控ひかえておれ！　三み日か月づき！」

　女王がすぐさま扇子せんすで制すると「……御ぎよ意い」と頭を垂れて三み日か月づきは定位置に戻もどる。

「……是ぜ空くうにはすまないことをしたと……思うておる」

　女王はそう苦しそうな表情で漏もらす。三み日か月づきが言っていたように血も涙なみだもない女王というわけではなさそうだ。

「……なぜですか？　地位や名めい誉よを捨てることが惜おしくなりましたか？」

　我ながら意地の悪い質問をしていると自覚している。しかし、そうでもしければオレにはこのラスボスのような女性の表情すら変えられないと思っていた。

「的まと外はずれな発言じゃな……あの頃ころの我は自らを縛しばる地位や名めい誉よを惜おしいとは微み塵じんも思ってはおらなんだ……そして、我は無ぶ骨こつだが心優やさしい技師のことを確かに好いておった……」

「ではなぜ？　オレにはさっぱり理由がわからない」

「この件については語りたくはない」

「……それは是ぜ空くうさんにもですか？」

「ああ、是ぜ空くうにも……どうして姿を現さなかったのかは告つげる必要はないと思うておる」

「裏切り者だと思われたままでも、ですか？」

「……そのつもりじゃ」

　そう女王は少し寂さびしそうに諦あきらめた表情で微笑ほほえんだ。

「……過去は変えられん。今此こ処こで、そなたに話したとて過去は変わらぬ。そなたの知的好こう奇き心が僅わずかばかり満たされる程度じゃ」

「……この問題はアナタのことではありますが、輝かぐ夜やにとっても切せつ実じつなんです」

　一いつ瞬しゆんの逡しゆん巡じゆんののちにオレは洗いざらい白状することを決断する。

「どんなことをしても是ぜ空くうのおっさんには月げつ面めん戦せん争そう用の宇宙船を作ってもらいます。オレがまともに勝負したんじゃ女王ご推すい薦せんの愛あい染ぜんに勝てるかわかりませんから」

「ほう……我に手の内を明かしてよいのか？」

　女王が興味深そうに双そう眸ぼうを細める。

「またまた……どうせオレたちの動向なんて女王さまの耳には筒つつ抜ぬけなんですよね？」

　まあ、こっちもコソコソやってるわけじゃない。むしろお姫ひめさまとバレてないだけで、輝かぐ夜やはその存在自体が目立ちまくっている。ただオレが独断で手の内を女王に明かしたことを知ったら輝かぐ夜やは怒おこるかもしれないが。

　というか、女王と面会してることがバレたらそれだけでお冠かんむりだろうが。

「大おお方かた、是ぜ空くうに宇宙船の制作を拒きよ否ひされでもしたか」

「……二十年前のことが原因で是ぜ空くうさんは苦しんでいます。『どうして約束の日に姿を現さなかったのか』その理由を教えて頂けないでしょうか？」

「そのネタを土産みやげに是ぜ空くうに宇宙船を制作してもらおうという腹か」

「ご名答！　さすがは女王陛へい下か！」

「なにがさすがじゃバカタレが……敵に塩を送るマヌケがおるか？」

「塩なら構いませんよね？」

「……なんじゃと？」

「自分が振ふられた理由も知らずに二十年間燻くすぶり続ける哀あわれな男と、母親との関係を拗こじらせてしまっている娘むすめに塩を振ふってもらえませんか？」

　途と端たん、女王の双そう眸ぼうが抜ぬき身の鋭するどさを取とり戻もどす。

「たとえ……話したところでそなたのような小こ童わつぱに理解できるようなものではない！」

　女王が今日、初めて声を荒あらげる。謁えつ見けんの間の空気が一いつ瞬しゆんにして張りつめ、否いや応おうなしにオレの喉のどがゴクリと上下し、制せい御ぎよ不能の冷ひや汗あせがこめかみを伝う。

　……気け圧おされるな。踏ふみ止とどまれ。いや、押おし通とおせ。忘れるな。オレが輝かぐ夜やを救うんだ。

　オレはひとつ短く息を吐はくと笑えみを浮うかべて告げる。

「生あい憎にくとオレはただの地球人です……月の女王さまの事情なんてさっぱり理解できません」

「終わりじゃ！　これ以上、阿あ呆ほうの戯たわ言ごとに付き合いきれんんわ！」

　そう吐はき捨すて女王が王座から腰こしを浮うかせるのに、

「逃にげるのですか!?」

　オレは強い言葉をぶつけることで女王を制止する。

「……此こ処こで逃にげたら、この先、ずっと逃にげ続けることになるのではありませんか？　確かにオレはただの地球人だが、是ぜ空くうのおっさんのことも、輝かぐ夜やのことも、救ってやりたいと本気で思ってます！」

　視線で懇こん願がんするとと女王は「ふん……」と鼻を鳴らし不承不承、再び腰こしを落とす。

　今回の件でオレは実感している。部外者にも部外者なりの役目がちゃんとあるということを。いや、それどころか、地球人のオレにしかできないことがあるということを。

「ただの地球人だからこそ！　生なま意い気きにもアナタのことも理解できたらと思ってます……」

　オレは今の気持ちを女王に向けて全力でぶつける。

「先ほどアナタは……過去は変えられないと言った。だけど、未来は変えられる。いや……すでに変わり始めている。ただの地球人であるオレがこうして女王さまの前にいることで、すでに未来は変わっているはずだ……」

　一国の女王さまとただの高校生がサシで話し合うなんて誰だれが想像できるだろうか？

「そして、女王さま……オレとの面会を許可したのは誰だれあろうアナタではありませんか？」

　女王が過去を精算したいと心の中で願っていることをオレは信じている。そして、輝かぐ夜やとの未来を変えたいと願っていることをオレは信じたかった。

「そなたに我の過去の想おもいを託たくせと申すか？　ポッと出のそなたのような者に!?」

「信じてください！　事情を話して頂ければ是ぜ空くうのおっさんにきちんと説明します！　輝かぐ夜やもオレが納なつ得とくさせてみせます！　みんなにとって悪いようには決してしません！」

　じっとオレの顔を眺ながめたまま女王は微び動どうだにしない。耳鳴りがするような静せい寂じやくでは心臓の鼓こ動どうすらうるさい。頭の中ではカチカチと時計の針が時を刻んでいる。

　そんな瞬まばたきすら憚はばかられるような緊きん迫ぱく感は女王の呆あきれるようなため息によって破られる。

「どうやら……あの跳はねっ返かえり娘むすめが旦だん那なじゃと地球人を連れてきた時より、我の未来は狂くるい始めていたようじゃの」

「そ……それってつまり！　女王さまッ！」

　自然とオレの顔が綻ほころんでしまう。

「ふん……それにしても『未来は変えられる』などとようも臆おく面めんもなく言うのう」

「オレも輝かぐ夜やも〝未来ある若者〟ですから。未来には無限の可能性があるんでしょう？」

　オレは女王に笑え顔がおで応える。

「ならば変えられないものなんてないはずだ。月げつ面めん戦せん争そうの勝敗だって覆くつがえしてみせますよ？」

　そうオレが悪びれることなく言うと、女王は数回ほど長いまつ毛を瞬またたかせてから「……クククッ」と喉のどを鳴らして笑う。

「生なま意い気きじゃな……まあ、だが、それもまた若者の特権か。そなたの青さと若さで我に勝てるか勝負してみよ……地球人の詐さ欺ぎ師に騙だまされてくれようぞ」

　瞬しゆん間かん、オレは「よしッ！」と控ひかえめなガッツポーズを作る。

「それでは……」

　早さつ速そく、理由を尋たずねようと女王に前のめりになるのだが、

「三み日か月づき！　出かけるぞ！　準備を致いたせ！」

「ハッ！　陛へい下か、直ちに！」

　女王はスッと王座から立ちあがる。

「いや、あの、その！　オレを信じて理由を話してくださるんじゃなかったんですか!?」

「クククッ……どうやらそなたの真まっ直すぐさにアテられ我の心が若返ったようじゃ。我の心を語るのにこの場所は相応ふさわしくないわ」

「どこかへ……場所を変えるということですか……？」

「三み日か月づき！　我の〝お忍しのび用の衣い装しよう〟を用意せい！」

「ハッ！　畏かしこまりました！」

　オレの疑問を無む視しして女王は三み日か月づきを従えて謁えつ見けんの間の奥おくへと消えてゆく。謁えつ見けんの間にひとり残されたオレは呆あつ気けにとられ佇たたずむのだった。




　　　　　○●○─




「……街の風景は変わったが人は変わらんのう。実に懐なつかしい」

　上品な女性は、街並を眺ながめながら感かん慨がい深ぶかそうに呟つぶやく。

「ほう……あの〝おはぎ屋〟はまだあるのか。久しぶりに味わってみたいのう。三み日か月づき、あとで買って帰るぞ」

「ハッ！　乙おと和わさま！　仰おおせのままに」

「ん？　どうした？　死んだ魚が豆まめ鉄でつ砲ぽうを食らったような顔をして？」

「な……なんで女王さまが下町に来てんすか!?」

　ハリウッド女優が気まぐれに現れたかのような場違ちがい感を醸かもし出だす眼前の女性に、オレが全力でツッコんだのは言うまでもないことだった。

「声を抑おさえよ！　地球人！　陛へい下かだとバレたらどうする!?」

「大だい丈じよう夫ぶじゃ。三み日か月づき。今の我を見て女王だと思う者はおるまいよ」

　豪ごう奢しやで重そうな十じゆう二に単ひと衣えを脱ぬぎ去り、王おう冠かんをヴェールの付いた市いち女め笠がさに変えた平安セレブな装よそおいの女王は別人のようだった。

　ただ中身は王座に鎮ちん座ざする女王のままだった。

「おい！　見ろよ！　誰だれだあの美人!?」

「何者だいありゃ……どこぞの大だい企き業ぎようの社長夫人かい？」

「いや、ありゃ女優だろ！　なんの映画かは忘れたが観みたような気がするぜ！」

「確かについ最近、どこかで観みた気がするな！　とりあえず、サイン貰もらうか？」

　輝かぐ夜や同様にやたらと目立つその容姿に周辺が騒そう然ぜんとしていた。

「と、とにかく、行きましょう！」

　このままのんびりしていたら野次馬がどんどんと増えていってしまう。オレは女王の手首をグイッと摑つかむと無理やり引っ張り歩かせる。

「なんじゃそなたはせっかちじゃのう……我は二十年ぶりの下町なのじゃぞ？　もうちっとゆっくり見学させんか」

「状じよう況きようを見て言ってくださいよ……」

「地球人！　乙おと和わさまのお手を！　そのように乱らん暴ぼうに引っ張るとは何事か！」

「いや、三み日か月づきさん！　アンタも状じよう況きようを見て言ってくれ！」

　オレはもう片方の手で三み日か月づきの手を摑つかみ、ふたり同時に引っ張りながら人混みを抜ぬけてゆく。なんで地球人のオレが気を揉もまないといけないんだよ……。

「大体どうして……オレに理由を託たくしてくれりゃちゃんと是ぜ空くうのおっさんに伝えましたよ」

「バカを申せ！　逃にげるなと言うたのはそなたじゃろ！　我が直接、是ぜ空くうに理由を言わんでどうする！」

「いや、あれは言葉の綾あやと言うか……」

「つべこべ言わずに早う我を是ぜ空くうの下へ連れてゆかぬか！」

「商店街で寄り道したのアンタだろ……」

「なんじゃ？　なんぞ文句でもあるのか!?」

「いえ、ありません！　仰おおせのままに！」

　この思い立ったが吉きち日じつな行動力……同じＤＮＡの賜たま物ものか。まさしく輝かぐ夜やの母親だな。

　記き憶おくを頼たよりに是ぜ空くうの工こう房ぼうにオレは向かう。

「のう！　まだか？　もしかして迷うておるのではあるまいな？」

　女王はそれが落ち着くのか、オレの上着の裾すそを犬のリードのように摑つかんでいた。

　ただ是ぜ空くうの工こう房ぼうに近づくにつれ、女王は徐じよ々じよに無口になり、上着を握にぎる力も次し第だいに強くなってゆく。さすがの女王さまも、二十年ぶりの再会に緊きん張ちようを隠かくせないのだろう。

　裏路地の抜ぬけると、廃はい墟きよのような工こう房ぼうが現れる。ひと目見て女王は「確かにこの場所じゃ……懐なつかしいのう」と目を細める。

「此こ処こは二十年前からなにも変わっておらん」

「えッ!?」

　マジか。歳さい月げつによって寂さびれたと思っていたのだが、最初っから廃はい墟きよのようなデザインの工こう房ぼうだったという意外な事実が発覚した。

「……女王さま、オレがおっさんを呼んで来るので待っててください」

「……いや、もう逃にげたくはない」

　目を閉じてひとつ深しん呼こ吸きゆうすると、女王はガラガラと工こう房ぼうの引き戸を開ける。女王が工こう房ぼう内に足を踏ふみれるのと同時だった。

「誰だれだぁ！　今度は地球人の小こ僧ぞうかぁ！　二度と面つらを見せるなと言っただろうがぁ──ッ！」

　玄げん関かんの開く音を聞きつけた是ぜ空くうが工こう房ぼうの奥おくから怒ど鳴なり散ちらす。

「何べん来たってオレさまの気持ちは変わんねえぞぉ！　オレは月げつ面めん戦せん争そうの宇宙船は二度と作らねえからなぁ！　わかったらとっとと帰ん────なッ!?」

　工具らしきものを振ふり回まわしながら現れた巨きよ漢かんが、玄げん関かんに佇たたずむ女性を見た途と端たん、メデューサに石にされたみたいにピタッと固まった。

「お……お……お……乙おと和わなのか……」

　是ぜ空くうは震ふるえる声でそれだけ絞しぼり出だして再び固まった。

「──久しぶりね。是ぜ空くう」女性は柔やわらかに微笑ほほえむ。その口調はいつものものではない。これが女王の……いや、乙おと和わの本来の話し方なのだろう。

「な、なんで……」

　それほどに衝しよう撃げきだったのだろう。虎とらと互ご角かくにやり合えそうな強こわ面もてのおっさんが、まともに言葉も喋しやべれないほどしどろもどろしている。

「今日は……二十年前のことを伝えたくてここに来たの」

　今、オレの目の前に立っているのは月の民たみの女王さまではなく、破は天てん荒こうなひとり娘むすめを持つ母親でもなく、竜りゆう宮ぐう乙おと和わというひとりの女性だった。

「ああ……そうか」

　乙おと和わのひと言で是ぜ空くうは『どうして約束の日に姿を現さなかったのか』を話しに来たのだと察したようだ。近くの小さな丸まる椅い子すに椅い子すの面積より大きな尻しりをドンッと落とす。

「……あの日、私が約束の場所に行かなかったのは……すべてを投げ出す勇気がなかったわけでも、地位や名めい誉よを捨てるのが惜おしくなったわけでもないわ」

　乙おと和わが慈いつくしむように目を細める。

「ましてや是ぜ空くう……アナタのことが嫌きらいになったわけじゃない」

　しかし、すぐに乙おと和わは苦しそうに目を伏ふせる。

「あの日、私は〝私自身のことが嫌きらいになった〟の……」

　乙おと和わは小さく嘆たん息そくして続ける。

「是ぜ空くうと逃にげることで私は自由を得ようとしていた。是ぜ空くうが私のためにすべてを投げ出そうとしてくれていることも知っていた。そして、そんなアナタの心を私が利用しようとしていたことにも気づいていた……」

　是ぜ空くうは岩のように黙だまって耳を傾かたむけている。

「ごめんなさい……私が間ま違ちがっていた。自由のためにアナタを利用しようなんて……きっと駆かけ落おちが上う手まくいっても、是ぜ空くうを巻まき込こんでしまったことをずっと後こう悔かいし続けたと思う。……だから私は約束の場所に行くのをやめた……これが理由よ」

　言い終えた乙おと和わは是ぜ空くうの横顔を静かに見つめていた。それはどのような答えでも受け入れると言った覚かく悟ごの表情にオレには思えた。

　まるで自分のことのようにオレは緊きん張ちようしていた。一体、是ぜ空くうがなんと答えるのか想像もつかなかった。

　瞬しゆん間かんだ。「フハハハハハ！　フハハハハハ！」と熊くまのごとき大男が野太い笑い声を工こう房ぼうに響ひびかせる。そして、やがて笑い終えるとしみじみと言う。

「乙おと和わらしいぜ」と。

　是ぜ空くうが返したのはただそれだけだった。オレは驚おどろきの表情を隠かくせなかった。

　だが乙おと和わと是ぜ空くうの穏おだやかな表情を見て納なつ得とくできる気がした。ふたりだけの絆きずながそこにあった。

「相変わらず優やさしいね。いっそ罵ば倒とうしてくれたほうがよかったのに」

「罵ば倒とうの言葉なんて思おもい浮うかばねえよ……別にオレは強制されたわけじゃねえ。お前に勝手に惚ほれたのはオレだ。全部、テメエで決めたことだ。乙おと和わが幸せならそれでいいさ……」

「強がっちゃって……本当に不器用な人ね」

「悪かったな……こういう生き方しかできねえんだ」

「うん、でも少し安心した。是ぜ空くうが是ぜ空くうのままで」

　そう言うと乙おと和わが静かに踵きびすを返かえす。

「じゃあ私は行くわ。今の私は女王だから」

「ああ、そうだな」

　おっさん……気づいていたのか。そりゃそうか。どんなに姿が変わっても好きな女のことを見み間ま違ちがえるはずはないか。

「……少しの間だけでもあの頃の乙和わたしに戻もどらせてくれてありがとう是ぜ空くう」

「……いや、感謝するのはオレのほうだ。乙おと和わのお陰かげで……天才技師と呼ばれたあの頃ころの自分のことをはっきりと思い出したぜ」

「是ぜ空くう……元気でね」

「おう。乙おと和わも達者でな」

　そうして、ふたりは二十年振ぶりの再会とは思えないほどさっぱりとした挨あい拶さつを交かわして呆あつ気けなく別れる。もうふたりが会うことはおそらくないのだろう。そんな気がした。

　工こう房ぼうを出て数メートルほど歩くと乙おと和わは再び女王の顔へと戻もどる。先ほどまでとは打って変わって女王モードの眼まな差ざしは鋭するどかった。

　だが、オレには行きと比べて帰りの女王の表情が違ちがって見えた。まるで憑つき物ものが落ちたように晴れやかに見えた。

「……そうじゃ、ひとつ訂てい正せいしておく」

　去り際、女王はオレは言った。

「そなたは『ぼんくら』ではないらしい。どうやら『お人ひと好よし』らしい」と。

　果たして『ぼんくら』と『お人ひと好よし』ではどちらがマシなのだろうか。

　さらに女王は工こう房ぼうに視線を向けながらポツリと呟つぶやく。

「これは母親としてのお願いじゃ……あの跳はねっ返かえり娘むすめのことをよろしく頼たのむ」と。

　オレは「わかりました」と強く頷うなずく。今のオレにとってこんなにも嬉うれしい言葉はなかった。

　女王と三み日か月づきの遠ざかる背中を見送りながら、乙おと和わと是ぜ空くうのことを自然と思い出していた。あのふたりの関係が、今の輝かぐ夜やとオレの関係に似ている気がして複雑な気分だった。

「……深入りしちゃダメだ。オレは地球に帰るんだから」

　そう戒いましめにごちる。オレは輝かぐ夜やのことにあまりに本気になりすぎている。

　工こう房ぼうに戻もどると、開口一番、是ぜ空くうから苦情を浴びせられる。

「テメエ！　小僧ぉ！　乙おと和わを連れくるなんて！　思っても見なかったぜ！」

　是ぜ空くうは「ったく面めん倒どうなことしやがって！」そう言いながら工具をかき集め始める。

「お……おっさん！　もしかしてマシンを!?」

「しょうがねえだろ……あの頃ころの熱い気持ちを思い出しちまったんだからな！」

　そう是ぜ空くうが少し照れくさそうにキャッチャーミットのようなでかい手で髪かみをかきむしる。

「……作るからには最高の宇宙船を用意してやる」

「ありがとう！　おっさん！　感謝するよ！」

「ま、乙おと和わもオレさまの宇宙船を見るだろうしな……手は抜ぬけねえなぁ……あー、まったく面めん倒どうだぜえ！」

　そう鼻歌交じりに工こう房ぼうの奥おくへと消えてゆく。しばらくして早さつ速そく、金属をカンカンとハンマーで打うち据すえるような音が工こう房ぼうの地下から響ひびいてくる。言葉とは裏腹に今の是ぜ空くうはやる気に満みち溢あふれていた。

　そして誰だれもいなくなった工こう房ぼうでオレは叫さけぶ。




「おい！　うさみみ娘むすめ！　いるなら出て来いよ！」




　直後、奥おくの物もの陰かげからピンッとうさみみが生える。やはりか。工こう房ぼうに訪おとずれた時、是ぜ空くうのおっさんが『今度は地球人の小こ僧ぞうかぁ！』と言ったのにピンときていた。

　しかし、待てど暮らせどうさみみの主は動こうとしない。

「諦あきらめろよ……うさみみがバッチリ見えてんだよ」

　お尻しり隠かくしてうさみみ隠かくさずである。やがてバツが悪そうに毛先を弄いじりながら輝かぐ夜やが薄うす暗くら闇やみの中から現れる。

　おそらくオレと別れた後、輝かぐ夜やはもう一度、是ぜ空くうに直じか談だん判ぱんしに来たのだろう。そこにオレと女王が現れたものだから、慌あわてて物もの陰かげに身を隠かくしたと言ったところか。

「よかったな。是ぜ空くうのおっさん、マシンを作ってくれるってよ」

「……うん」

　輝かぐ夜やは桜色の唇くちびるを尖とがらせる。〝拗すねている〟と言った様子だ。オレが女王を此こ処こに連れてきたことや、初めて見る母親の姿を素す直なおに受け止められないでいるのだろう。

　まあ、いろいろと輝かぐ夜やに話したいこともあったが、

「……なあ、輝かぐ夜や！」

「……な、なに？」

「腹減らないか？」

「私は別に減ってないけど……麟りん太たがお腹なかが空いたって言うんなら……一いつ緒しよに帰ってあげてもいいよ？」

「ああ、そうだな。もうペコペコだ。早く家に帰ろうぜ」

「……うん！」

　オレから余計な言葉はいらないだろう。どう受け止めるのか。それは輝かぐ夜やの問題だ。そして、輝かぐ夜やなら自分で解決できるはずだ。

　ただ個人的な感想をひとつだけ言わせてもえらば……今回の一件でオレの女王を見る目はすっかり変わった。女王が冷れい徹てつな人ではないと知った。

　それは娘むすめのうさみみ少女にもちゃんと伝わっているはずだ。







　それは就しゆう寝しん前のことだった。

　夕食時もずっとなにかを考えているのか口数が少なく、ぼんやりとして箸はしからポロリとおかずをちゃぶ台に落っことしていた輝かぐ夜やが、

「あ……あのね……麟りん太た……」

　掛かけ布ぶ団とんに顔の半分ほどを隠かくしたまま、トイレでも我が慢まんしてんのかって具合にソワソワした様子で口を開く。

「……ん？」

　昼間、下町で突とつ然ぜんいなくなってしまったことの謝罪だと思っていたら、

「地球には……〝母の日〟っていうのがあるって聞いたことがあるんだけど……」

　予想外な質問がうさみみ少女から飛び出す。オレは驚おどろきながらも平静を装よそおって答える。

「……ああ、あるね。母の日」

　さも『それがなにか？』と言わんばかりの興味なさげな態度で答える。輝かぐ夜やが母親に対して行動を起こそうとしている。オレはその邪じや魔まをしたくなかった。

「そ……それって具体的になにするの……？」

「あー、確か……日ひ頃ごろの感謝を込こめて花を贈おくるんだったかな」

　我ながら白々しい。

「どんな花を贈おくるといいの……？」

「定番はカーネーションだけど、最近はどんな花でも構わないって風ふう潮ちようだったかな。まあ、輝かぐ夜やの好きな花を贈おくるのがいいんじゃないか？」

「お花だけでいいの？　他には？」

「他にはそうだな……メッセージカードを花に添そえるとか？」

「メッセージカード？」

「たとえば『お母さんいつもありがとう』みたいな……面めんと向かっては恥はずかしくて言えないことを手紙にしたためるんだ」

「ふーん、そう……なんだ」

「ああ、そんな感じだな」

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

　隣となりの布ふ団とんから「すぅーすぅー」と規則正しい寝ね息いきが聞こえてくる。

「寝ねちゃってるよッ!!」

　まだかまだかと次の質問を待っていたというのに……まあ、でも、今はこれで十分か。輝かぐ夜やの健すこやかな寝ね顔がおを見てオレはほっと肩かたの力を抜ぬく。

　昨日と比べたら劇げき的てきな変化じゃないか。母親になにかしようという気持ちだけで良しとするべきだろう。

　オレはつくづく思う。何事も〝きっかけ〟ってのが大事なのだと。

　たったひとつのきっかけで人は変われる。特に心のどこかで変わりたいと願っている人々には、些さ細さいなきっかけで十分なのだろう。

　オレの余計なお節せつ介かいというきっかけが、竜りゆう宮ぐう母娘おやこの気持ちに変化を起こし、ふたりの未来がいい方向に転がってくれることが今はなにより嬉うれしい。

「母娘おやこなんだ。きっとわかり合えるさ……」

　本人たちは否定するだろうが、ふたりはよく似た母娘おやこなのだから。

　少しだけ輝かぐ夜やのことが羨うらやましいと思ってしまった。親と喧けん嘩かができるってのは幸せなことだと思う。そして、仲直りできれば言うことはない。

　──ちなみに数日後、三み日か月づきに訊きいてみた。

　その日は母の日でもなんでもないただの日だったのだが、

『なんか、その……地球では母の日に花を贈おくるのが常識みたいでさ、麟りん太たが贈おくれってうるさく言うから仕方なくっていうか……』

　そう見みえ透すいた言い訳をしながら輝かぐ夜やは三み日か月づきを介かいして女王に花を贈おくったそうだ。ただしメッセージカードを添そえる勇気はなかったようだが。

　もっとも、花を受け取った女王は女王で、

『薔ば薇らとは輝かぐ夜やめ……我にわざわざ〝トゲ〟のある花を贈おくって寄よ越こすとは……ずいぶんと嫌いや味みな娘むすめじゃのう』

　そう文句をブツクサと言いながらも、執しつ務む机に薔ば薇らを満まん更ざらでもなさそうに飾かざっているらしい。『カエルの子はカエル』ならぬ『うさぎの子はうさぎ』と言うことなのだろう。

　ふたりの時間はゆっくりとだが動き始めたようだ。母娘おやこが仲良く一いつ緒しよに暮らす未来は遠くないのかもしれない。願わくばふたりが和解する瞬しゆん間かんを近くで見届けたいが……その頃ころ、オレはもう月にはいないのだろう。

　輝かぐ夜やのことは『深入りしない』と決めた。あくまで偽ぎ装そう結けつ婚こんだ。初めから長く続く関係じゃない。月げつ面めん戦せん争そうで勝利したら女王からなんでもひとつ願いを叶かなえてもらえる。

　だから、オレは勝利した暁あかつきにこう願うつもりだ。

「地球に帰らせてくれ」と。

　うさみみ少女は無事に目的を果たし、冴さえない男子高校生は月の思い出を土産みやげに地球へと帰き還かんする。それが互たがいにとって正しい結末だとオレは思う。














　　　６【うさぎとカメのように遅おそい地球人】









「うわああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁアアアアアアアアアアァァァァァ」

　正面から凄すさまじい勢いで迫せまり来るクレーターの壁かべにオレはパニック状態だった。

「麟りん太たァ！　ハンドル────ッ！　早くハンドル切ってえええええええええええええええ」

　助手席から叫さけんでもなおフリーズして動かない地球産のポンコツドライバーを見かねて、輝かぐ夜やは「ん！」と腕うでを懸けん命めいに伸のばしてハンドルを回す。

「ふぅー、危なかったよ」

　間かん一いつ髪ぱつだった。宇宙船が一流レーサーばりのドリフトをかましながらクレーターの壁へき面めんの僅わずか数センチのところで停止する。

「ハァハァハァ……し……死ぬかと思った……」

　月面の辺境で宇宙船の操そう縦じゆう訓練を始めてからオレはなんど走そう馬ま灯とうを見たことか。夏休みのアニメの再放送ばりに内容を暗記してしまったじゃないか。

　助手席の輝かぐ夜やは「ハァ……」とオレとは異なる種類の息を吐はき出だしている。

「まさか……麟りん太たにこれほど操そう縦じゆうセンスがないなんてガッカリだよ……」

　そう輝かぐ夜やは稼かせぎの少ない旦だん那なでも見るみたいにオレの横顔を眺ながめてくる。

　宇宙船の操そう縦じゆう訓練を始めてかれこれ三週間。一向に上達しないオレに『大だい丈じよう夫ぶだよ！』といつも言ってくれる楽らつ観かん的てきな輝かぐ夜やもさすがに頭を抱かかえていた。

「もう！　麟りん太たどうすんの！　月げつ面めん戦せん争そうの当日までもう一週間を切ってるんだよ！」

「しょ……しょうがねえだろ！　月での運転とか初めてだし……」

「そういうレベルじゃないよ……地球でも無理なセンスのなさだよ」

　輝かぐ夜やがうさみみを尖とがらせオレのシートの背もたれをバンバンと手で叩たたく。

「当日、隣となりに助けてくれる人はいないんだよ？　私は月の第一王女として竜りゆう宮ぐう城じようの貴き賓ひん席せきでお母さまと並んでレースを観覧しなきゃいけないんだから……」

「月育ちのお姫ひめさまは知らねえだろうが……月の宇宙船は地球の自動車なんかよりよっぽど速えんだよ！　キックボードくらいしか乗ったことねえオレに無茶言わないでくれよ」

「宇宙船が速いのなんて説明するまでもないことじゃん！　ひろーい宇宙を移動するための乗り物なんだよ？　速くなかったら目的地に着くまでにミイラになっちゃうよ！」

　過去の月げつ面めん戦せん争そうで地球人が勝ったって聞いたけど、こんなもんどうやって勝ったんだよ……。そいつ戦闘機のパイロットかなんかだったんじゃねえのかよ。

「はい、頑がん張ばって！　ほら、もう一回やるよ？」

「……一いつ旦たん、休きゆう憩けいしようぜ」

「そんなんじゃ負けちゃうよぉ」

「オレまだ本気出してないだけだから……たぶん」

「たぶんってなによぉ！　麟りん太たは私が愛あい染ぜんと結けつ婚こんすることになってもいいの!?」

「……まあ、人生そういうこともあるかもな！」

「こ、こ、このぉ！　甲か斐い性しようなしぃ──ッ！」

　輝かぐ夜やが唇くちびるを尖とがらせオレの肩かた口ぐちにグーパンチをポカポカとぶつけてくる。

「い……痛えよ！」

「麟りん太たは自分のお嫁よめさんが大切じゃないの!?　他の男に取られて平気なの!?」

　なんなんだこれ……ヒモ男が『お願いだから働いてよ！』と同どう棲せい女から泣きながら懇こん願がんされている気分だ。

「う、うるせえ！　どうせ月でのオレは甲か斐い性しようなしだよ！」

　我ながら、まるで地球では甲か斐い性しようがあるような言い回しだ。

「むしろ嫁よめのお前が！　旦だん那なを助けるために素人しろうとでもパパッと勝てるような発明しろよ！　ビリビリする腕うで輪わなんてしょーもないもん作ってないでもっと実用的なのくれよ！」

　そう責任転てん嫁かするオレは同どう棲せい女に『金が必要ならよぉ！　テメエのその若い身体で稼かせいでこいよぉ！』と最低の返しをするヒモ男そのものだ。

「麟りん太たの……麟りん太たのバカァ────ッ！」

　昔の人は言った。『口は災わざわいの元である』と。

「ぎゃあああああああああああああああアアアアアァァァァァ!!」

　今まさにオレは脳天からつま先まで電でん撃げきに貫つらぬかれながら、ことわざの意味を全身で実感しているところだった。

　どうしたものか……このままじゃ愛あい染ぜんとの勝負どころかレースにすらならない。今さらながら、己おのれの運転センスのなさを考こう慮りよせず月げつ面めん戦せん争そうを安やす請うけ合あいしたことを後こう悔かいする始末だ。

　そんなオレの唯ゆい一いつの希望は是ぜ空くうのおっさんのマシンだけ……。

　天才技師と呼ばれたおっさんが、二十年前に月げつ面めん戦せん争そうに出場するため心しん血けつを注そそぎ作りあげたマシンだ。優勝確実と言われた伝説のマシンだ。女王と駆かけ落おちをするため結局一度も実戦で使われることなく工こう房ぼうの地下で埃ほこりを被かぶっていた伝説のマシンを、新たに最新の技術でチューニングしてくれているそうなのだ。

　ドライバーの腕うでは三流だがマシンが超ちよう一流なら「ワンチャンあるんじゃないか……」そう最後の希望を伝説のマシンにに託たくすことにする……情けないが今のオレにはそれしかなかった。







　そんな中、レース三日前のことだった。遂ついにマシンが完成したとの知らせが輝かぐ夜やに届いた。オレと輝かぐ夜やは喜び勇んで下町の工こう房ぼうへと向かう。

「どうだぁ！　テメエら！　これがオレさまの魂たましいの最高傑けつ作さくだぜえ！」

　男の顔は汗あせまみれで全身は油まみれで頰ほおがこけて少しやつれてはいるが、その表情は二十年の長きに渡わたり己おのれを縛しばりつけていた鎖くさりから開放されたかのような達成感に満ちていた。

　オレはそのマシンをひと目見て言葉を失った。

「す……すごいよ是ぜ空くうさん！　こんな素す敵てきな宇宙船を見るのは初めてだよ！　これなら絶対に勝てるよ！」

　輝かぐ夜やは興奮してマシンの周りをぴょんぴょんと飛とび跳はねている。

「だろう？　輝かぐ夜や！　ひと目見てこの宇宙船の素す晴ばらしさを理解するとは……さすがは乙おと和わの娘むすめだな！」

　是ぜ空くうは満足そうに宇宙船の白いボディを叩たたく。

「当然じゃん！　この宇宙船の素す晴ばらしさがわからない私じゃないよ！」

　流線型の白いボディ。ボディからフックのようにすぅっと伸のびたフロントノーズ。ノーズの先の黄色いくちばし。さらに首元の赤いリボンと見る者を惹ひきつけてやまないつぶらな瞳ひとみ。そんな宇宙船と呼んでいいのかよくわからない代しろ物ものが目の前にあった。




「てかこれ！　〝スワンボート〟じゃねえかよ！」




　どう見てもこれは……いわゆる観光地の池なんかで見かけるあのスワンボートだ。ご丁てい寧ねいに操そう縦じゆう席にはペダルまで装備されていた。

「ふざけんなよ！　これのどこが伝説のマシンなんだよ！」

「これだから素人しろうとは困るぜ！　この素す晴ばらしさがテメエにはわかんねえのか？」

「も、もしかして！　すごい性能でも隠かくされてるってのかよ!?」

「あったりめえだろうが！　この是ぜ空くうさまがただの宇宙船なんぞ作るかっての！」

　是ぜ空くうが得意げに分厚い胸むな板いたを逸そらす。すごい自信だ。期待していいのか!?

「そりゃそうか……優勝確実とまで言われたおっさんのマシンだもんな！」

「この『プリティスワンちゃん』はな！」

「……え？　なにその可愛かわいい名前」

「なにを隠かくそう！　ペダルを回すほどに加速するというすげえ宇宙船なんだぞ！」

「いや、見たまんまだよ！　隠かくれてねえよ性能が！」

　オレが膝ひざからその場に崩くずれ落おちたのは言うまでもないことだった。

「な……なんで人力なんだよ！　鳥人間コンテストかよ！」

「か──ッ！　わかってねえなぁ！　最終的には人力が一番なんだよ！」

　是ぜ空くうがやれやれとばかりに大おお袈げ裟さに頭を振ふるのである。

「最近の若え技師たちは細部に至るまで機械に頼たよりたがるが、過か酷こくな月げつ面めん戦せん争そうじゃ精密機器なんざ速そつ攻こうイカれちまってリタイアだぜ？」

「いや、確かにレース中にエンジントラブルが起きたらオレにはお手上げだけどさ……」

「その点、コイツは違ちがう！　エンジンは己おのれ自身だ。テメエの魂たましいが燃え続ける限りプリティスワンちゃんは決して止まることはねえんだ！」

「すごいよ！　最高だよ！　プリティスワンちゃん！　是ぜ空くうさん！　私は感動したよ！」

　輝かぐ夜やは瞳ひとみをキラキラと輝かがやかせる。「だろ？」とおっさんと輝かぐ夜やがガシッと握あく手しゆする。

「なるほど……一理ある。一理あるが！　オレは屈くつ強きような脳のう筋きんおやじと違ちがって非力なんだよ！　マシンが無事でも体力的にオレが先にリタイアしちまうよ！」

「ったく情けねえ野や郎ろうだぜ……しゃーねえなぁ！　あとでエンジンをつけてやるから、ブーブー言うんじゃねえよ」

「……いや、ほんと頼たのむよ」

　期待外れの最後の希望にオレが肩かたを落とす隣となりで、輝かぐ夜やはあごに白い指先を添そえて真しん剣けんな表情でプリティスワンちゃんを見つめなにやら思し案あんしていた。

「是ぜ空くうさん！　ひとつお願いがあるの！」

　やがて輝かぐ夜やは電球ピカーンってな具合にアイデアが閃ひらめいたらしく、おっさんに駆かけ寄よるとつま先を立てて耳打ちし始める。

　おっさんも「ふんふん、なるほど……」と太い指をあごに当て神しん妙みように頷うなずいている。

「……あ、麟りん太た。私、是ぜ空くうさんの仕事を手伝ってくよ。でも、まだまだ時間かかりそうだから先にお家うちに帰っておいて！」

「……わかった」

　発明が得意な輝かぐ夜やのことだ。きっとレースに勝つためのアイデアが浮うかんだんだ。此こ処こは詳くわしい連中に任せるべきだろう。残念だが……技術に疎うといオレが残ったところでふたりの邪じや魔まになるだけだ。

「そうだ、麟りん太た！　今日は帰りが遅おそくなりそうだから、お家うちに戻もどったら〝さるぼぼちゃん〟に夕飯の準備をお願いしておいて」

「おう……任せろ」

　……できればあの不気味なオートマタとは関わり合いになりたくないのだが……オレのために輝かぐ夜やは働いてくれている。快こころよく引き受けようじゃないか。

　オレは『嫁よめの稼かせぎが多い肩かた身みの狭せまい主夫』の気持ち味わいながら家いえ路じにつく。

「月に来ていろんな経験してるよなオレ……」

　オレがそんなことをしみじみと嚙かみ締しめながら、赤べこを捕つかまえようと大通りに向けて歩いている時だ。どこからともなくオレの名前を呼ぶ声が聞こえてくる。

「話は聞かせてもらったぜェ────ッ！　浦うら島しま麟りん太たァ──────ッ！」

　オレが怪け訝げんに周囲を見回していると、

「おい！　見ろ！　空を！」

「鳥だ！」

「いや、宇宙船だ！」

「いや！　違ちがう！　あれは梵ぼん天てんだぁ！」

　街の人たちが挙こぞって空を指差すので見上げると、眉まゆのキリリとした少年が上空からパラシュートでゆらゆらと降りてくるではないか。

「浦うら島しま麟りん太たァ！　お前が輝かぐ夜やの代わりに月げつ面めん戦せん争そうに出場するそうだなァ──ッ！」

　そう言えば……初対面で梵ぼん天てんは屋根の上にいたなとオレは思い出す。

「今日からお前はオイラのライバルだァ！　輝かぐ夜やを嫁よめにする権利を賭かけて勝負だァ──ッ！」

　オレは空を見上げながら心の中で煙けむりとなんとかは……という言葉を思おもい浮うかべていた。その時だ。街の人たちの叫さけび声ごえがする。

「暴走赤べこだぁ！　暴走赤べこが来たぞぉ──！　みんな逃にげろ──ッ！」

　説明しよう。暴走赤べことは……自動運転の赤べこが極ごく稀まれに精密機器のトラブルによって制せい御ぎよ不能状態になり街中を走り回る状態のことを言う。

「浦うら島しま麟りん太たァ！　いざ尋じん常じように勝負し……ぐはァ────ッ！」

　瞬しゆん間かん、その暴走赤べことパラシュートで地面に着地した梵ぼん天てんが衝しよう突とつした。

　マタドールが闘とう牛ぎゆうの角で跳はね飛とばされるがごとく梵ぼん天てんが放物線を描えがき、建物の反対側に姿を消す。直後、鳴なり響ひびくドンガラガッシャーンというど派手な破は壊かい音。

「梵ぼん天てんが暴走赤べこに轢ひかれたぞぉ────ッ！」

「救急車だぁ──ッ！　救急車を呼べぇ──ッ！」

　建物の反対側はてんやわんやの大おお騒さわぎである。

　オレは猛もう烈れつな勢いで走り去ってゆく赤べこの後ろ姿を眺ながめながらしみじみと呟つぶやく。

「やっぱり精密機器に頼たよりすぎるのはよくないよな、うん」と。







　帰ってからはや五時間──。

　余よ程ほど、根を詰つめているらしい。夕食を終えても輝かぐ夜やは家に帰ってこなかった。

　今夜は三み日か月づきも不在だ。さるぼぼちゃんが食しよく卓たくの片づけに勤いそしむ脇わきで、オレはしめしめとこそ泥どろのように茶ちや簞だん笥すの奥おくから携けい帯たいゲーム機を取り出す。

「……ちょっとだけ……ちょっとだけ」

　オレは居間の畳たたみに寝ね転ころがり携けい帯たいゲーム機の電源をオンにする。

　吉き備び津つに頼たのみ込んでキープしていた在庫を譲ゆずってもらったのだが、なかなか遊ぶ機会がなくてウズウズしていた。以前、輝かぐ夜やがいる前でゲームをしようとしたら、

『もう！　信じられないよ！　お嫁よめさんを放ほったらかしにしてひとりで遊ぶなんて！』

　怒おこられた挙あげ句く、洗せん濯たく物を畳たたむのを手伝わされ、その際うっかり輝かぐ夜やの下着を手に取ってしまい『り……麟りん太たのスケべ──ッ！』とトールハンマーよろしく電でん撃げきの鉄てつ槌ついを落とされ畳たたみをのたうち回って以来、ゲームは封ふう印いんしていた。

「たぶん……こういうことだったんだな」

　結けつ婚こんした途と端たん、引退してゆくＭＭＯプレイヤーの裏事情をオレは垣かい間ま見みる。いや、夫ふう婦ふ生活を優先するのは正しいんだろうけど……。

　小一時間ばかり狩かりゲーにシューティングにＦＰＳとオレは気の向くままにゲームに興きようじる。

「あー、やっぱゲームは面おも白しろいよなぁ」

　頭を空っぽにしてゲームに没ぼつ頭とうする時間に、まるで久しぶりの故郷に帰ってきたかのような懐なつかしさと平へい穏おんさを感じるオレだった。

　数週間振ぶりのゲームだったが、腕うではなまっちゃいなかった。当然っちゃ当然か。これまで数百、いや、数千時間以上か。人生の時間をゲームに費ついやしてきたのだ。骨ほね身みどころか細さい胞ぼうのひとつひとつにまでありとあらゆるゲームの経験が蓄ちく積せきされている。

「あーあー、宇宙船の操そう縦じゆうもゲームみたく上う手まくできりゃいいのになぁ……」

　その何気ない呟つぶやきがヒントだった。瞬しゆん間かん、オレはナイスなアイデアを閃ひらめいていた。

「そうかッ！　その手があんじゃねえかッ！」

「あー！　麟りん太たぁ！　私がいない間にひとりで地球のゲームしてる！」

　帰宅した輝かぐ夜やが『夜中にこっそり嫁よめに内ない緒しよでエッチな動画を観みていた旦だん那な』を発見したかのように眉まゆをあげ怒いからせている。

　しかし、オレは一発逆転満まん塁るいホームラン級のアイデアに気が昂たかぶってそれどころではなかった。携けい帯たいゲーム機をちゃぶ台に放置して、畳たたみに足を滑すべらせながらも、廊ろう下かの輝かぐ夜やへと駆かけ寄よると白い肩かたをガシッと両手で摑つかむ。

「輝かぐ夜や！　頼たのむ！　今夜は朝までオレに付き合ってくれないか！」

「な、なに！　突とつ然ぜん！　麟りん太た……それ本気で言ってるの？」

「もちろん、本気だ！　頼たのむよ！　輝かぐ夜や！　居ても立ってもいられねえんだよ！　このままじゃ興奮して眠ねむれそうにねえんだよ！」

　これが興奮せずにいられるか。このアイデアを実現できれば不利な状じよう況きようを一変させ、愛あい染ぜんと互ご角かくの勝負ができるかもしれない。

　すると、なぜか眼前の輝かぐ夜やがうさみみをふにゃと折り曲げ、秋の紅葉のように頰ほおを染める。さらに伏ふし目めがちに、指先を『臨りん兵ぴよう闘とう者しや皆かい陣じん烈れつ在ざい前ぜん』と印でも結んでいるかのように胸の前で落ち着きなく動かしている。

「ふ……ふたりきりだからって……急に大だい胆たんに迫せまられても……私困るよ……」

「……は？」

「た……確かに私たちは夫ふう婦ふだよ？　でもでも……本物じゃないし……まだ若いし……」

「……へ？」

「えっと、その！　別に麟りん太たのことは嫌きらいじゃないよ？　でも……私にも心の準備があるって言うか……どうせなら月げつ面めん戦せん争そうが終わってからのほうがいいかなって思うし……」
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「……え？」

「こ……こっち見ないでよバカァ！」

　赤面しながら目を白黒させるうさみみ少女を見て、ようやく輝かぐ夜やの勘かん違ちがいを理解した。興奮のあまり言葉が足らなかったオレにも責任はあるのだが要約すると輝かぐ夜やには、

『もう辛しん抱ぼう堪たまんねえよ！　このままじゃ寝ねられねえ！　今夜は三み日か月づきもいねえし、朝まで寝ねかさねえからな！　ガハハハ！』

　こんな感じにオレの発言が聞こえていたのだろう。そう意識した途と端たん、死んだ魚の目をしたオレの顔が茹ゆでダコみたいになったのは言うまでもないことだった。

「ち……ちげえよ！　そういう意味じゃねえからな！」

「な……なによぉ！　紛まぎらわしい言い方しないでよぉ！」

「か、勝手に勘かん違ちがいしたのはそっちだろうが！　妄もう想そう力りよくがたくましいな！」

「ち、違ちがうもん！　わ、私は悪くないもん！　麟りん太たがスケベだからじゃん！」

「す……スケベっておま！　ざけんな！　オレが日々、寝ね相ぞうのクソ悪いお姫ひめさまにどれだけ心しん頭とう滅めつ却きやくして暮らしてると思ってるんだよ！　明日にでも悟さとりが開けそうだわ！」

「噓うそだよっ！　だってこの前！　洗せん濯たく物を畳たたんでもらった時に……わ……私のパンツを指先で摘つまんで目の前でじっと眺ながめてたじゃん！　煩ぼん悩のうまみれじゃん！」

「あ……あれは！　『なんだ？　このフリフリのついた小さな布切れは？』ってパンツとは知らずに観察してただけだって説明したろ！」

「観察!?　女の子のパンツを観察するとか！　変態じゃん！　立派な変態じゃん！」

「やめろ！　変態とか連呼すんじゃねえ！　むしろ女の子のパンツに興味があるのは……思春期の男子高校生として正常です」

「うわ！　開き直った！　変態が開き直ったよぉ！　怖こわいよぉ！　ドン引きだよぉ！」

「だから変態って言うな！　オレは正常だっての！」

　互たがいに顔を真っ赤にしながら、小学生レベルの罵ののしり合いをするという地じ獄ごくのような時間である。このままいつまでも罵ののしり合っていても埒らちが明かない。

　オレは「ストップストップ！」と両手で輝かぐ夜やを口元を制する。

「てか……オレたちはなにを話してんだよ？　それより大事な話があるんだよ！　一回、落ち着いてオレの話を聞いてくれ！」

「……なに？」

「実は月げつ面めん戦せん争そうに勝てるナイスなアイデアを思いついたんだよ」

「……ナイスなアイデア？」

「ああ！　だから、お前の発明の腕うで前まえを見み込こんで〝ある装置〟を作ってもらいたいんだ」

「私にできるものなら……どんなもの？」

「あのプリティスワンちゃんに操そう縦じゆう桿かんの代わりに〝ゲームのコントローラー〟をつけてもらいてえんだよ！」

「ゲームのコントローラーって？　あのゲームのコントローラー？」

　輝かぐ夜やがちゃぶ台に置かれた携帯ゲーム機をチラリと見やる。

「そう！　普通の操縦はイマイチなオレだけど、ゲームの感覚ならマシンを手足のように操作できる自信がある！」

「……なるほど。麟りん太たならではの面おも白しろいアイデアだね。それなら期待できるかも！」

　輝かぐ夜やは瞳ひとみを輝かがやかせ顔に笑え顔がおの花を咲さかせる。

「で？　作れそうか？」

「うん、余よ裕ゆう。仕組みは単純だし」

「っしゃ！　これでイケるぜ！」

「でも大だい丈じよう夫ぶ？　麟りん太た？　本番まであと二日だよ？」

　声を弾はずませるオレとは対照的に輝かぐ夜やのトーンは重い。笑顔の花もすっかり萎しおれている。

「コントローラーは徹てつ夜やしてでも完成させるけど……練習する時間はほとんどないかも……」

「楽勝だぜ！　ゲームなら任まかせろ！」

「私は不安だよ……操そう縦じゆうするのはゲームじゃなくて本物の宇宙船なんだよ？」

「オレの〝ゲームの腕前〟を信頼してくれ……オレ、頑張るからさ」

「私は優勝よりも麟りん太たが無ぶ事じでいてくれることが今は一番だって思うから……」

　輝かぐ夜やは俯うつむいて黙だまり込こむ。

「大だい丈じよう夫ぶだって。ゲームのコントローラーを握にぎったオレは鬼おにに金棒だぜ？　いや、鬼おににエクスカリバーくらい盤ばん石じやくだぜ？」

　そう軽口を叩たたいてみるが、輝かぐ夜やの表情は冴さえない。

「今さらこんなこと言うのは変かもだけど……麟りん太たがどうしても嫌いやなら月げつ面めん戦せん争そうに参加しなくてもいいよ……？」

「お前さ……負けたいわけじゃないよな？　オレのこと少しは信じてくれよ」

「信じてるよ、でも……」

「オレが負けて、愛あい染ぜんが月げつ面めん戦せん争そうで優勝して、女王に『輝かぐ夜やと結けつ婚こんさせてくれ』って願ったらお終しまいだろ？」

「うん、月げつ面めん戦せん争そうの優勝者の願いは絶対だから……」

　すると、輝かぐ夜やが「あ、そうだ！」と手を叩たたく。

「いっそふたりで駆かけ落おちしちゃうってのはどう？」

「……は？」

「ふたりで地球に行くのもいいよね！　他の惑わく星せいに行くのも面おも白しろいかも！　この数週間、一いつ緒しよに暮らしてみて、私たちって結構上う手まくいってるじゃん！　きっと住む場所が変わっても麟りん太たとなら楽しく暮らせると思うんだよね！」

　そう声を弾はずませる世間知らずのお姫ひめさまのゆで卵のようなおでこに、

「あうッ！」

　オレが速そつ攻こうでデコピンとかましたのは言うまでもないことだった。

「い……痛いよぉ！」

「バカかお前は！　駆かけ落おちしようとした母親がどれだけ苦しんだのか忘れたわけじゃないだろ？　……逃にげればずっと後こう悔かいし続けることになるぜ？」

　奇くしくも同じ結論に達するあたりが母娘おやこたる所以ゆえんか。やっぱりよく似たふたりだ。

「逃にげずに闘たたかおうぜ！　勝って証明しようぜ！　オレたちが正しいってことをさ！」

　そもそも、女王との関係が改善傾けい向こうにあるのに、オレのためにふたりを引ひき剝はがしてしまうなんて、自分が許せない。輝かぐ夜やたち母娘おやこには仲良くやってほしいんだ。

「それにオレはさ……月での暮らしを気に入ってんだよ」

「……そうなの？」

　丁度いい機会だと、オレは輝かぐ夜やに今の率そつ直ちよくな気持ちを告つげる。

「是ぜ空くうのおっさんとか、三み日か月づきさんとか、八や百お屋やのおばちゃんやおっちゃんとか、下町の連中とかさ……地球人のオレのことを応おう援えんしてくれる月のみんなのために、ちょっと頑がん張ばろうかなって気になってさ……できれば優勝したいなって……」

　オレはひとつ小さく息を吐はく。

「……もちろん、お前を助けたいって気持ちが一番強い。いろいろ身の回りのこととか世話になったしさ。それにお前はオレに家族の幸せを思い出させてくれたからな……」

「り……麟りん太た……」

　オレ自身は地球の時と相変わらず、死んだ魚の目だし、強ごう情じようなくせっ毛だし、何の取とり柄えない冴さえない高校生には変わりない。だが、月のオレには決定的に異ことなる点がある。

　それが〝嫁よめ〟の存在だ。

　しばらく忘れていていた『家族』という感覚。トントンと包ほう丁ちようがネギを刻む音で目を覚まし、魚の焼ける香こうばしい匂においに誘さそわれ食しよく卓たくに向かうと、

『麟りん太た、おはよう！』

　割かつ烹ぽう着ぎ姿のうさみみ少女が満面の笑え顔がおで出で迎むかえてくれる……そのなにげない日常にオレはそこはかとなく幸せを感じていた。

　早くに両親を亡なくして家族という存在と縁えんのない暮らしをしていたオレにとって、もう二度と感じられないと諦あきらめていた家族と暮らす喜びをうさみみ少女が与あたえてくれた。

『あッ！　麟りん太た！　また目玉焼きにソースかけようとしてるぅ──ッ！』

『だから！　言ってんだろうが！　たまには醬しよう油ゆ以外もかけてえんだよオレは！』

　確かにオレたちは偽にせ物ものの夫ふう婦ふかもしれない。

「オレ、今は心の底から勝ちたいって思ってるんだ。本当だよ」

　けれど、全力で言い合って、泣いて笑って怒おこって、オレたちはいつだって本気でぶつかり合っている。それらすべて本物だ。

「頼たのむよ輝かぐ夜や……オレに恩返しさせてくれよ」

　最後にオレはうさみみ少女になにか残してやれたらと強く思っていた。

　やがて輝かぐ夜やは小さく肩かたを竦すくめて「……うん、頑がん張ばって麟りん太た」と微笑ほほえむ。

「そもそも、麟りん太たを旦だん那なさまに選んだのは私だし……内ない助じよの功こうって言うんだっけ？　旦だん那なさまを信じて送り出すのがいいお嫁よめさんかなって思うし……」

「助かるね。物分かりのいい嫁よめでありがたい限りだぜ」

「でしょ？　私って結構いいお嫁よめさんだよ？」

「……はいはい、そうだな」

　おざなりにあしらいながら、確かに輝かぐ夜やはいい嫁よめになるかもしれないと思っていた。

「もう！　なにその適当な言い方！　ちゃんと言って！　いいお嫁よめさんだねって！」

「い……痛えよ！　お前パワーあんだから手加減しろよ！」

　こうしてオレと輝かぐ夜やは工作室で、朝まであーでもないこーでもないと試し行こう錯さく誤ごしながら一発逆転のアイデアをカタチにしてゆく。身体はひどく疲つかれていたが充じゆう実じつ感はあった。

「麟りん太た……絶対に優勝しようね！」

「ああ、当たり前だつーの！」

　瞬しゆん間かんのオレたちは同じ目標に向けて気持ちがひとつだった。偽にせ物ものだとか本物だとか関係なくて、オレたちは最高のパートナーだった。




　　　　　○●○─




　その優やさ男おとこはサラサラの金きん髪ぱつをかきあげ白い歯を光らせ言うのだ。

「アハハハハハ！　単刀直入に言おう！　地球人の君ぃ！　月げつ面めん戦せん争そうを辞じ退たいしたまえ！」と。

　それは月げつ面めん戦せん争そうの開かい催さい前日のことだった。

　吉き備び津つから「以前、約束した食事を奢おごらせてもらいますよ」と都に誘さそわれてホイホイついて行くと、見るからに高級そうな料りよう亭ていに案内される。そして、いかにも大物政治家が密談してそうな奥おく座ざ敷しきに通されると、そこには愛あい染ぜんが待ち構えていた。

「……これはどういうことだ吉き備び津つさん？」

　オレが怪け訝げんに尋たずねると吉き備び津つはキツネ目の笑え顔がおで「こういうことです」と愛あい染ぜんの背後に控ひかえる。そして、金ピカ男は開口一番、件くだんのセリフを吐はく。

　オレは吉き備び津つにハメられたのだと知る。

「冗じよう談だんじゃない！　前日に『はい、そうですか』って辞退できるわけないでしょ！」

　オレは無茶な要求を即そく座ざに突つっぱねる。しかし、続く愛あい染ぜんのセリフには即そく座ざに反応することができなかった。

「アハハハハハ！　私は知ってるぞ！　君が輝かぐ夜やくんと〝偽いつわりの夫ふう婦ふ〟だということを！」

　驚おどろきの声を発しないだけで精せい一いつ杯ぱいだった。なぜ愛あい染ぜんがそのことを……しかし、悩なやむまでもなく答えは愛あい染ぜんの背後に立っていた。

「吉き備び津つさん！　アンタだな！」

「ええ、私が愛あい染ぜんさまにお伝えしました」

「オレたちの味方じゃなかったのかよ！」

「味方ですよ今でも」

「……どういう意味だよ？」

「浦うら島しまさんの身を案じて月げつ面めん戦せん争そうの辞退を薦すすめているのです」

　オレが怒いかりを露あらわに睨にらみつけるのにも、吉き備び津つは表情を微み塵じんも崩くずすことなく続ける。

「この数週間の浦うら島しまさんの操そう縦じゆう訓練を拝見させて頂きました。しかし、とてもじゃないが月げつ面めん戦せん争そうに勝てる見み込こみがあるようには見えませんでした」

「そ、それは……」

「それどころか、浦うら島しまさんの腕うで前まえではレースで命を失ってしまう危険すらあると私は感じました。同じ地球人としてアナタの不幸は見たくない。そもそも、浦うら島しまさんの目的は生きて地球に帰ることでしたよね？」

「そうだけど……」

　だが今のオレには地球に帰る前にどうしても成なし遂とげたいことがある……。

「だとしたら月げつ面めん戦せん争そうで優勝することだけが手段ではない。月の有力者に便べん宜ぎを図はかってもらうという方法もあるんです」

「……それで愛あい染ぜんがいるわけか」

「愛あい染ぜんさまとは懇こん意いにさせて頂いてまして。事情を話したところ、私の頼たのみならばと引き受けてくださいました」

「アハハハハハ！　構わんよ！　吉き備び津つくんにはボクはもちろん！　輝かぐ夜やくんもいつも世話になっているからねえ！」

「愛あい染ぜんさまの裁さい量りようで、浦うら島しまさんが無む許きよ可かで月に入った罪も、輝かぐ夜やさまとの偽ぎ装そう結けつ婚こんの件も、すべて不問にしてくださるそうです。その上、特例で地球に帰してあげてもいいと言ってくださっているのです。これほど寛かん大だいな措そ置ちはそうはありませんよ？」

「……その条件が月げつ面めん戦せん争そうの辞じ退たいってわけか」

「誤解しないでください。これは温おん情じようです。はっきり言って浦うら島しまさんが出場しようがしまいが愛あい染ぜんさまの優勝は揺ゆるがない。それほど愛あい染ぜんさまの実力は抜ぬきん出でているのです。辞じ退たいは先ほど申したように浦うら島しまさんの身を案あんじてのことです」

「アハハハハハ！　地球人の君よ！　ボクの見たことろは君は破は天てん荒こうな輝かぐ夜やくんに振ふり回まわされる不幸な少年と言ったところだろう！　正直なところ……迷めい惑わくしているのだろう？」

　……おそらく愛あい染ぜんに悪気はない。生まれも育ちも上流階級の金ピカ優やさ男おとこは『パンがないならお菓か子しを食べればいいじゃない』ってな同情的な気持ちで哀あわれな地球人に手を差さし伸のべてくれているのだろう。

「なーにッ！　気にすることははないぞぉ！　近い将来、輝かぐ夜やくんはボクの妻になる！　未来の妻の尻しり拭ぬぐいを未来の夫であるボクがするのは当然のことだからね！　アハハハハハ！」

　……それなのにどうしてオレはこんなにも腹が立っているのだろうか。愛あい染ぜんの口から輝かぐ夜やの名が出るたびに、輝かぐ夜やのことを妻と呼ぶたびに、怒いかりが沸ふつ々ふつと湧わいてくる。

「アハハハハハ！　せっかく此こ処こまで来たのだ！　地球人の君ぃ！　この料りよう亭てい自じ慢まんの料理に舌した鼓つづみを打ちながらじっくりと考えたまえ！」

　そう言って愛あい染ぜんが手を打つ。すると、待ち構えていたのだろう。「……失礼致いたします」と襖ふすまが大きく開かれ女中たちが列をなして次々とお膳ぜんを座ざ敷しきへと運はこび込こんでくる。

　これまでの人生で一度もお目にかかったことのない豪ごう華か絢けん爛らんな料理が、眼前の卓たくを埋うめ尽つくしてゆく。気づくとゴクリと喉のどが鳴っていた。だからオレは踵きびすを返かえす。

「……すみません。条件は吞のめません。あくまでオレは月げつ面めん戦せん争そうで決着をつけます」

　即そく座ざに吉き備び津つが制止の声を発する。

「浦うら島しまさん！　お待ちなさい！　意地を張っているなら愚おろかですよ！」

「……意地なんかじゃないですよ吉き備び津つさん」

「……だったら、なぜですか？」

　オレは振ふり返かえり背中を仰のけ反ぞらせて宣言する。

「決まってるでしょ！　輝かぐ夜やを幸せにしてやれるのはオレだけだからです！」

　それは愛あい染ぜんじゃない。他の誰だれかでもない。

「オレが優勝することだけなんですよ！」

　これがオレの役目なんだ。

「──浦うら島しまさん……これがあくまで譲じよう歩ほだということを理解していないようですね？」

　瞬しゆん間かん、吉き備び津つのキツネ目がキッと見開く。

「我々がその気になれば、不法侵しん入にゆうや偽ぎ装そう結けつ婚こんの罪で月げつ面めん戦せん争そうの出場を取とり止やめさせることなど造作もありません。それどころか、浦うら島しまさんを投とう獄ごくすることも可能でしょう」

　剣けん吞のんな吉き備び津つの様子にはオレは小さく身み震ぶるいしてしまう。だからオレは吉き備び津つたちに背中を見せ表情を隠かくす。

「……好きにすりゃいい。レースに備えてオレはもう帰らせてもらいます……それに腹が減っているんで」

　愛あい染ぜんの施ほどこしを受けるのは死んでも嫌いやだった。それが意地だと言うなら意地なのだが、拒きよ絶ぜつしている理由は自分でもよくわかっていなかった。

　帰宅する赤べこの中でオレは気が気でなかった。

　脅おどしではなく吉き備び津つは目的のために強きよう硬こう手しゆ段だんも辞じさない男だと思うからだ。ただ一方で、自信満々の愛あい染ぜんは正々堂々たる闘たたかいを望んでいるとの確信もあった。







「麟りん太た、おかえりなさい。ご飯どうだった？　美お味いしかった？」

　帰宅すると輝かぐ夜やが手ぬぐいで濡ぬれた手を拭ふきながら出で迎むかえに現れる。

「……いや、食べなかった。ちょっとした手て違ちがいがあってさ」

　料りよう亭ていでのやり取りについてオレは輝かぐ夜やに伏ふせる。余計な心配をかけたくなかった。

「そうなんだ……じゃあ、もしかしてお腹なか空いてる？」

「ああ、腹ペコだ」

「なら、おうどんでも食べる？　丁度、自分のお昼ご飯を作ってたところだから麟りん太たの分もすぐ用意できるけど……」

「食う」

「うん！　じゃあちょっと待っててすぐに作るからね！」

　そうして輝かぐ夜やは台所に小走りに向かうと手て際ぎわよくうどんを用意する。

「ごめんね……かきあげとか油あぶら揚あげとかあればよかったんだけど、自分用だからネギとカマボコくらいしかなくって……」

　申し訳なさそうにする輝かぐ夜やに構わず空腹のオレは湯ゆ気げの立つうどんをすする。

「うまいよ……ほっとする」

「ほんと？　よかった！」

　今のオレにとっては豪ごう華か絢けん爛らんな料りよう亭ていの料理よりも、数週間食べつづけてきた輝かぐ夜やの手料理のほうがずっと美お味いしいと思えるのだった。




　　　　　○●○─




　相あいも変わらずうさみみ少女は朝から元気だ。

「麟りん太た、非常食は持ったの？」

「持った」

「水すい筒とうは？　レースは長丁場だから途と中ちゆうで喉のどが乾かわくよ？」

「持った持った」

「えっと、ハンカチは？　ティッシュは──」

「持った！」

「あ！　そうだ！　私があげた御お守まもりはちゃんと持ってる？」

「持ったよ！　それさっきも聞かれたし！」

　ちなみに輝かぐ夜やが「レース頑がん張ばってね！」とくれたのは安産祈き願がんの御お守まもりだ。万が一、レース中にプリティスワンちゃんがタマゴを産んだら御お守まもりのご利り益やくに違ちがいない。

「えーっと、えーっと、他にはぁ……」

「お前は母親か！　レースに必要な物は全部ちゃんと持ったよ！」

　輝かぐ夜やは子供を初めて幼よう稚ち園えんに送り出す新しん米まいママのようにソワソワしていた。

「じゃあ！　私は姫ひめとしての準備があるから先に都に行くけど、スタートに遅おくれないでね？　戸と締じまりも忘れないでね？　居間に朝食用意しておいたから残さず食べるんだよ？」

「だからお前は母親かって！　オレの心配はいいから早く行けよ！」

　輝かぐ夜やは姿が石段に消えるまで何度も何度も振ふり返かえってオレに手を振ふってくる。お陰かげでなかなか玄げん関かんから動くことができなかった。

　……まったく最後まで慌あわただしいヤツだ。まあ、お陰かげで少しは緊きん張ちようが解ほぐれたが。







　スタート地点の竜りゆう宮ぐう城じよう前はこれまでに見たこともない異様な熱気に包まれていた。

　リオのカーニバルか、タイムズスクエアのカウントダウンか、はたまた幕まく張はりの同人即そく売ばい会かという人混みだ。観客は数万人を軽く越こえ、参加者も数百人はくだらない。

　オレはプリティスワンちゃんの前で大きく深しん呼こ吸きゆうをする。朝からひっきりなしにトイレに行く程度にオレは緊きん張ちようしている。結局、輝かぐ夜やが作り置きしておいてくれた朝飯も、まともに喉のどを通らなかった。

　人生で初めての経験だ。帰宅部として安あん穏のんと生きてきたオレは、このような大勢に注目されるのも、こうしたなにかを競きそう大会に出るのも初めてだ。目立つことのない人生を送ってきただけに、スタンドから降り注ぐ視線にひどく落ち着かなかった。

「いや、気にすんな……レースが始まっちまえばひとりの世界さ」

　スタートして月の都を飛び出せば、参加者を待つのは果てしない月の荒こう野やだ。

　観客たちは中ちゆう継けいでレースの様子を熱ねつ狂きよう的に観戦するだろうが歓かん声せいまでは届かない。月面を一周する広大なコースをゴールの竜りゆう宮ぐう城じように向かって孤こ独どくに走るのみ。

　心構えはきっとゲームと同じだ。求められるのは、さながらハクスラでレアアイテムも求め、ひとつのミスが命取りになる高難度ダンジョンに延々と潜もぐり続けるがごときストイックさだろう。そして、それは基本ソロゲーマーのオレにとって我わが庭なのである。

　その時だ。一部の観客たちから悲鳴のような歓かん声せいが沸わき起おこる。

　そのド派手な人物はさぞ人々に注目され目立つ人生を送ってきたことだろう。

『若わか君ぎみさま────ッ！』

『愛あい染ぜんさま────ッ！』

　若い女性たちの黄色い大声せい援えんをバックに『主役は遅おくれてやってくる』とでも言わんばかりに金ピカの優やさ男おとこがスタート地点に現れたのだ。

　他の参加者たちも愛あい染ぜんが優勝候補だと知っているのだろう。敵てき愾がい心しんに警けい戒かい心に羨せん望ぼうとそれぞれの反応だが、一様にスタート直前の準備の手を止め愛あい染ぜんに注目していた。

　だが、マシンの登場に観客のボルテージはさらにあがる。異様な造形に本人以上に歓かん声せいが沸わき起おこっていた。

　──まるでスタート地点の宇宙船をすべて喰くらい尽つくさんばかりに大きく口を開いた光ひかり輝かがやく〝黄金の龍りゆう〟が長いヒゲを波打たせながら上空から舞まい降おりてきたのだ。

　龍りゆうに胴どう体たいはない。バカでかい頭だけがドンっとその場に着地する。そのインパクトは観客を興奮させ、参加者を恐おそれおののかせ、オレをドン引きさせる。

「……どういう趣しゆ味みしてんだよ」

　黄金のカメといい黄金の龍りゆうといい派手好きな愛あい染ぜんらしいマシンと言えばらしいのだが……鳥人間コンテストで言うところの速そつ攻こうで墜つい落らくする色物枠わくとしか思えない。

　もっとも、スワンボートのドライバーに言えた義理はないのだが。

　すると、モーセの十じつ戒かいよろしくオレの眼前にいる参加者たちが次々と左右に道を開ける。その中央を花道のように金ピカの優やさ男おとこは悠ゆう々ゆうと闊かつ歩ぽしてくる。

「アハハハハハ！　地球人の君ぃ！　調子はどうだ────いッ！」

　愛あい染ぜんがオレに白い歯を光らせる。優勝候補の最有力がわざわざレース前に声をかけるなんて『一体、あの地球人は何者なんだ？』という空気が周囲を包む。いい迷めい惑わくだ。

「寝ね不ぶ足そくだし調子はイマイチかな……ただなぜかお前に負ける気だけはしねえけどな！」

　昨日の今日ということもあって、変に目立ちたくなかったのに愛あい染ぜんを目の前にしてつい対たい抗こう心を燃やしてしまう。

「アハハハハハ！　相変わらず強気だな！　まあ、いいレースをしようじゃないかぁ！　輝かぐ夜やくんを幸せにすると言った昨日の言葉……ただの強がりではないことを期待しているぞ！」

　これが王者の余よ裕ゆうか。オレの生なま意い気きな態度にも気を悪くした様子もなく愛あい染ぜんはご機き嫌げんな高笑いで去ってゆく。

　愛あい染ぜんのせいで他に参加者から注目されてしまった。ダークホース的な感じでこっそりといたかったのにすっかり予定が狂くるってしまった。

　しかし、さらにオレの予定は狂くるう。なぜなら、どこからともなく聞き覚えのある声が響ひびいてきたからだ。

「浦うら島しま麟りん太たァ！　此こ処こで会ったが百年目ェ────ッ！」

　オレがため息交じりに周囲を見回していると、

「おい！　見ろ！　スタート台の上を！」

「梵ぼん天てんだぁ！　下町の誇ほこる猪ちよ突とつ猛もう進しん小こ僧ぞうの梵ぼん天てんじゃないかぁ！」

「間ま違ちがいない！　あれは優勝候補と自分で言い張っている梵ぼん天てんじゃないかぁ！」

　参加者たちがスタート台を指差すので見ると、眉まゆのキリリとした少年がマントを風になびかせ格かくゲーの強キャラのような風格で仁に王おう立だちしていた。

　信じられないことに梵ぼん天てんは、昨日、暴走赤べこにあれだけ派手に轢ひかれたというのに鼻の頭に絆ばん創そう膏こうを張ってる程度でピンピンしていた。

「浦うら島しま麟りん太たァ！　目をかっぽじってよく見なァ────ッ！」

「……いや、耳をだろ。目をかっぽじるとか痛すぎんだろ」

「見て驚おどろけェ！　感じて震ふるえろォ！　これがオイラが月げつ面めん戦せん争そうで優勝するために心血を注そそいで作りあげたァ──ッ！　ライオン丸で────いッ！」

　梵ぼん天てんがビシッと指差す方に振ふり返かえる。オレはそのマシンをひと目見て言葉を失った。

　参加者の宇宙船に紛まぎれて二足歩行の巨きよ大だいなロボットが立っていた。

　いかにも戦隊モノに出てくる無ぶ骨こつなロボットだ。おそらく胸むな元もとにライオンらしき顔があるのが名前の由来だろう。

「これは……確かにすごい……めちゃくちゃ強そうだ！」

　梵ぼん天てんの途と轍てつもない技術にオレは素す直なおに感心してしまう。あくまで速そうではないが。

　正直、これまでの梵ぼん天てんの行動を見ていて、コイツはバ……いや、ちょっと頭が弱い子なんじゃないかと思っていたのだが……。

「浦うら島しま麟りん太たァ！　優勝はオイラの最強のライオン丸がもら────」

「──あの、すみません。スタートの準備があるので退いてください！」

　直後、梵ぼん天てんは「う、うわ──ッ！」数人の係員たちから強制的にスタート台から引きずり降ろされる。

　……やっぱり梵ぼん天てんはバカだった。







　遂ついにこの時が来た。係員から声があがる。

「スタート五分前です！　参加者の皆みなさん！　準備をお願いします!!」

　オレは「よろしく頼たのむぜ相棒！」とつぶらな瞳ひとみのプリティスワンちゃんのしなやかな首をポンポンと叩たたき操そう縦じゆう席に乗のり込こむ。そして、三点式のシーベルトを締しめると、コントローラーを握にぎり締しめるのだ。

　そうオレの目の前にあるのは操そう縦じゆう桿かんではなく〝ゲームのコントローラー〟だ。

　これがオレたちの一発逆転のアイデアだ。操そう縦じゆうセンスは最低のオレだが、ゲームの腕うで前まえには自信がある。

　仲間内で狩かりゲーをしてる時もオレの戦績が一番だったし、アクションゲームでもＦＰＳでも誰だれかに遅おくれるを取ることはまずなかった。言うまでもなく〝レースゲーム〟でもだ。

　なにより輝かぐ夜やの発明の腕うで前まえもなかなかのもので、オレの要望通りのゲームコントローラーをひと晩で実現してくれた。

　オレは輝かぐ夜やとふたりで完成させたこのゲームコントローラー搭とう載さい『プリティスワンちゃん改』で優勝を狙ねらう。

　ふいに最も寄よりのスタンドから聞き覚えのある叫さけび声ごえがする。

「アンタ──ッ！　怪け我がなく無ぶ事じに帰ってくるんだよ──ッ！」

「あんちゃ──ん！　オレたちが応おう援えんしてっからなぁ──ッ！」

「浦うら島しまぁ──ッ！　オレさまの自じ慢まんのマシンで！　みっともねえレースしたら承知しねえからなぁ──ッ！」

　見ると、八や百お屋やのおばちゃんとおっちゃんに是ぜ空くうのおっさんが、オレに向けて手を振ふってくれていた。だから、オレは片手をピッとあげて応える。気分は一流レーサーだ。乗ってるのがスワンボートって点がしまらないが。

「……ん？」

　何事だろうか……突とつ然ぜん、空気が振しん動どうする。やがて都全体に響ひびき渡わたらんばかりの大だい歓かん声せいが津つ波なみのように押おし寄よせてきてオレの鼓こ膜まくをつんざく。

　女王だ。女王が竜りゆう宮ぐう城じようのテラスに設けられた観覧席に姿を現したのだ。大した人気である。しかし、第一王女の人気はそれを遥はるかに凌りよう駕がした。

　女王に続き輝かぐ夜やが城内から姿を現すと、観客の歓かん声せいで空気どころか大地が振しん動どうした。月そのものが揺ゆれているのではないかというほどの熱ねつ狂きようだった。

『輝かぐ夜やさま────ッ！　素す敵てき────ッ！』

『姫ひめ────ッ！　こっち見て────ッ！』

　普ふ段だんとは比べ物にならないほどの豪ごう奢しやな衣い装しようだし、白しろ塗ぬりに朱しゆ色いろの目元の平安ライクなメイクだし、さらに遠目ということもあって月のお姫ひめさまバージョンの輝かぐ夜やはオレの知らない別人のようだった。

　観覧席の女王が手を高々と掲かかげる。太たい鼓この音に合わせてカウントダウンが始まる。

　観客の『──サンッ！　ニッ！　イチッ！　ゼロッ!!』の大号令と同時に法ほ螺ら貝がいがスタートの合図を告げる。

　直後、サバンナを大移動するヌーがごとく我先にと数百台のマシンが一いつ斉せいに動き出す。

　中でも黄金の一台が桁けた外はずれの速度で集団を抜ぬけ出だし大おお門もんを通過してゆく。先頭集団が負けじと優勝候補に追いすがる。

　そして早くも大おお門もんの手前で数台を巻まき込こむ接せつ触しよく事故が発生する。よく見ると、見覚えのあるライオンのロボットが大おお門もんの壁へき面めんに頭をめり込こませていた。

「月げつ面めん戦せん争そう……恐おそろしいレースだぜ！」

　こんな紙かみ一ひと重えの闘たたかいがゴールする瞬しゆん間かんまでひたすら続くのかと想像して身み震ぶるいする。

「……えーっと、Ｂボタンがブレーキで、Ａがアクセルで、Ｒ２がブーストで……」

　しかし、千里の道も一歩からだ。焦あせる気持ちを抑おさえ、ぶっつけ本番のコントローラーの感かん触しよくを確かめながら、オレはまずは事故を起こさないように慎しん重ちように発進した。

　事故現場を華か麗れいにスルーして無ぶ事じに大おお門もんを抜ぬける。普ふ段だんは赤べこが走行する鳥居のアーチを郊こう外がいに向けてひた走る。

　オレの現在地は中団の中央と言ったところか。前にも後ろにも宇宙船がわんさといる。先頭は遥はるか先だ。

「……よし、なんとかなりそうだ」

　得意なレースゲームと同じボタン配置にしたので操作にもすぐに慣れてきた。

「あとはどこまで攻せめていけるかだね！」

「……ああ、そうだな」

「気をつけていこうね！」

「おう！」

　見た目こそ色物のプリティスワンちゃんだが、スペックは申し分ない。あとはオレがどこまでポテンシャルを発揮してやれるかだ。そのために必要なのは、アクセルを押おし込こみ、コーナーのギリギリを攻せめるオレのテクニックと勇気だろう。

「優勝目指して一いつ緒しよに頑がん張ばろうね麟りん太た！」

「おう！」

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁァァァァァん!?」

　オレが幽ゆう霊れいでも目もく撃げきしたかのように後部座席を二度見したのは言うまでもないことだった。なぜなら、いるはずのないうさみみ少女がそこで嬉うれしそうに笑っていたからだ。

「麟りん太た！　危ないよ！　ちゃんと前を見て操そう縦じゆうしなよ！」

　文句を言いながら、うさみみ少女が「んしょっ」と後部座席から助手席へと移動してくる。

「いやいやいや！　なんで輝かぐ夜やがいんだよ──ッ！」

「だって麟りん太たのことが心配だったから」

　輝かぐ夜やは悪わるびれることなくさらりと言う。

「って言うかお前……直前まで女王さまの隣となりにいたのにどうやって……」

「あれは変装した三み日か月づきだよ」

「え？」まるで別人のようではなく本当に別人だった。

「私はレース開始前からずっと後部座席に隠かくれてたの」

「あれ三み日か月づきさんだったのかよ……」

　三み日か月づきに同情する。おそらく輝かぐ夜やに強ごう引いんに影かげ武む者しやにされたのだ。今いま頃ごろ、女王の隣となりで胃に穴が開くような思いをしているに違ちがいない。

　ひとつ不思議なのは、三み日か月づきの変装に気づかぬ女王ではないはずなのだが……もしかしたら黙もく認にんしてくれたということだろうか。

「……女王にもあとで礼を言わなきゃな」

「麟りん太た、なにか言った？」

「いや、なんでもない」

　此こ処こで降ろすわけにもいかないだろうし、乗のり込こんでしまったものはしょうがない。旅は道連れ世は情けである。

「ったく……勝手に乗のり込こみやがって車重が重くなるじゃねえかよ」

「わ、私！　そんなに重くないもん！　た……体重はお団子五個分くらいだし……」

「噓うそつけ！」

「ちゃんと役に立つから！　サポートするから！　怒おこらないでよぉ！」

「いやいや……呆あきれてんだって」

　いかにも輝かぐ夜やらしいと呆あきれている。そして、輝かぐ夜やの破は天てん荒こうな行動に徐じよ々じよに慣れてきている自分が怖こわい。

「……とりあえず、ナビゲート頼たのむぜ」

「うん！　しばらく真まっ直すぐだよ！」

「うん、見りゃわかる。次は右とか左とか急カーブとか、有用なナビを期待してるぜ！」

「あ、そうだ。麟りん太た、お団子食べる？」

「ドライブか！　ドライブ気分なのか！」

「これレースだよ？　しっかりしてよ」

「いやいや、こっちのセリフだつーのッ！」

「麟りん太たの噓うそつき！　やっぱり怒おこってるじゃん！」

「怒おこってるよ！　今、お前がオレを怒おこらせたからな！」

「はい！　お団子！　お団子食べて！　甘あまいの食べたら気持ちが落ち着くから！」

「おま！　む、無理やり口に押おし込こん……んぐぅ！」

「はい！　麟りん太た！　お茶だよ！　お茶飲んで！」

「ハァハァハァ……お前はオレを優勝させたいのか事故らせたいのかどっちだよ……」

「あ！　このお団子すごく美お味いしいね麟りん太た！」

「聞けよ！　人の話を！」

　こうして孤こ独どくなソロプレイが賑にぎやかなパーティープレイに早変わりである。

　調子にノリそうなので絶対に言わないが、家のリビングで気心の知れた友だちとワイワイガヤガヤ好き勝手言いながら一いつ緒しよにゲームをしているような楽しさをオレは感じていた。




　　　　　○●○─




　郊こう外がいまではひたすら平へい坦たんな直線コースが続く。

　これはあまくまで助走のようなもので〝なんでもあり〟の月げつ面めん戦せん争そうが本領を発揮するのは月の荒こう野やに突とつ入にゆうしてからだった。

　参加者を阻はばむ最初の関門が団子状態のレースを一気に動かす。

「こ……これのどこがレースなんだよ！　命いのち懸がけのサバイバルじゃねえか！」

「うん。月げつ面めん戦せん争そうだからね。そもそもは生きるか死ぬかの闘たたかいだもん」

　地球には『雨が降ろうが槍やりが降ろうが』ということわざがある。どんな困難もやり遂とげてみせるという強い意志のたとえなのだが、

「あ、麟りん太た！　気をつけて右から〝槍やり〟がくるよ！」

　現実にそのコースには空から無数の槍やりが降ふり注そそいでいた。

　先行していた宇宙船の幾いくつかが槍やりに貫つらぬかれプスプスと煙けむりをあげている。オレはコントローラーに添そえた指先を忙せわしなく動かしながら降ふり注そそぐ槍やりを、月面に刺ささり鉄てつ柵さくのように進路を妨ぼう害がいする槍やりをどうにか避さけながら進む。

　いや、違ちがう……降っているのは槍やりだけでない。ランスにメイスに青せい龍りゆう刀に日本刀に手しゆ裏り剣けんにと、古今東西のあらゆる武器が空から無数に降ってくる。さらには、

「いや、それも武器っちゃ武器だけどぉ──ッ！」

　巨きよ大だいな投石機が行く手に落下する。終しまいには目を疑うことに、バカでかい戦せん艦かんまでもが上空から降ってくる。

「噓うそだろォォォォォ！　晴れ時々戦せん艦かんなんて聞いたことねえぞぉ──ッ！」

　助手席の輝かぐ夜やが袖そでの容量とどう考えても釣つり合あわない巨きよ大だいな杵きねで、

「んしょッ！」

　プリティスワンちゃんの小窓からヤンキーよろしく身を乗り出して、迫せまり来る戦せん艦かんをあっさりと迎げい撃げきする。前から思っていたがコイツの運動能力……超ちようやべえ。

「麟りん太た！　あと少しでこのゾーン抜ぬけるよ！　このまま突つっ切ちゃおう！」

　ものすごい力ちから技わざだが、これもナビゲートというのだろうか……。

　どうにかこうにか無事に『雨が降ろうが槍やりが降ろうがの道』を抜ぬける。月げつ面めん戦せん争そうがこんな過か酷こくなレースだとは……想像以上だった。

　先行する愛あい染ぜんの姿をまったく見ないということは、当然のようにこの危険コースを通過したのだろう。

「まだまだ……もっと飛ばすぜ！」

　そうオレが決意を新たにした時だ。どこからともなく聞き覚えのある声が流れてくる。同時に隣となりの輝かぐ夜やがげんなりした顔でシートにズズと身を隠かくす。

「浦うら島しま麟りん太たァ！　永遠のライバルよォ！　ようやく追いついたぜい────ッ！」

　スタート開始早々に事故ってリタイアしたかと思っていた梵ぼん天てんが、後方から猛もう烈れつなスピードで追いあげてくる。二足歩行のロボットが両りよう腕うでを大きく振ふりながらスプリントしている。

　よく見ると、梵ぼん天てんのロボットの全身の至る所に、ランスにメイスに青せい龍りゆう刀に日本刀にと古今東西のあらゆる武器がぶっ刺ささっていた。

「いや、避よけろよ！」

　ちなみにロボットの肩に仁に王おう立だちする梵ぼん天てんの頭にも手しゆ裏り剣けんが刺ささっていた。

「浦うら島しま麟りん太たァ！　オイラは先に行くぜェ──ッ！」

　梵ぼん天てんのライオン丸がオレたちのプリティスワンちゃんの横をあっさりと通過してゆく。紛まぎれもないバカだが梵ぼん天てんの実力は本物だった。

「待ってろよォ！　輝かぐ夜やァ！　オイラが優勝して嫁よめにしてやるからなァ──ッ！」

「……待ってない待ってない」

　梵ぼん天てんの暑苦しい叫さけびを耳にした隣となりの輝かぐ夜やが重そうなため息を零こぼしている。

　すると、次なる関門『飛んで火に入る夏の虫の道』という立て看板がオレの目に入ってくる。一体、次はどんな危険なコースなんだろうか……。

　その直後だ。聞き覚えのある少年の叫さけび声ごえが宇宙にこだまする。

「うわああああああああああぁぁぁぁぁァァァァァ──────ッ!!」

　前方のコースのアチラコチラから間かん欠けつ泉せんのごとく火ひ柱ばしらが立ちのぼる。そのぶっとい火ひ柱ばしらの直ちよく撃げきを食らって、梵ぼん天てんのライオン丸が宇宙の遥はるか上空に花火のように打ち上げられていた。

「……へッ、きたねえ花火だぜ」

　梵ぼん天てん、お前の犠ぎ牲せいは無む駄だにしない……オレは火ひ柱ばしらに細心の注意を払はらってコースを進む。







「あっちぃ────ッ！　髪かみがぁ！　眉まゆがぁ！　焦こげるぅ────ッ！」

　オレはドリフトにブーストとできるテクニックを駆く使しして、火柱をを間かん一いつ髪ぱつで回かい避ひしながら進んでゆく。「戦隊モノのオープニング映像ってこんな感じだったよなぁ……」と軽く現実逃とう避ひをしながら。

　毛先から焦こげくさいにおいを漂ただよわせながら『飛んで火に入る夏の虫の道』を抜ぬけてもホッとする暇ひまはない。

「さあ！　麟りん太た！　この調子でどんどん行くっよ──ッ！」

　隣となりのうさみみ少女がもっともっととオレを煽あおってくる。しかし、弱音を吐はいてる場合ではない。未いまだに愛あい染ぜんの後ろ姿すら見えないのだ。

　狙ねらっているのは完走じゃない。あくまで優勝だ。

　願いを叶かなえるというのは簡単なことじゃない。それを体現するかのように過か酷こくな月げつ面めん戦せん争そうはオレたちにさらなる難関を用意する。

「いや、サイズがおかしいだろ！」

「敷しき物ものにしたらすごく大きなのができそうだね！」

「そんな吞のん気きなこと言ってる場合か！」

　第三の関門『虎こ穴けつに入らずんば虎こ児じを得ずの道』では恐きよう竜りゆうのごとき巨きよ大だいなトラに追い回され、

「え？　なにこれ……テンションさがるんですけど」

「……な……なんか精神的にクルね」

　第四の関門『年寄りの冷や水の道』ではコースの両りよう脇わきに配置された数百人の婆ばあさんたちから無言で氷水を浴あびせられるという精神攻こう撃げきを受け、

「うわー、お……美お味いしそうなあんみつ……麟りん太たちょっとだけ寄ってこうよ……」

「バカ！　甘かん味みバカ！　レースが終わったらたらふく食わしてやるから！　我が慢まんしろって！」

　第五の関門『花より団子の道』では無数の甘かん味み処どころが食べ放題の札を掲かかげており甘かん味み女子がレースそっちのけで誘ゆう惑わくされるのを全力で諌いさめる。

　とにかく、速度を緩ゆるめることなく、むしろリスクを承知でコーナーを攻せめ続け、先頭を目指してオレたちはひた走る。

　レース開始から四時間弱、道程はすでに半なかばを過ぎ、気づけば周囲にはオレたちのプリティスワンちゃんを含ふくめて数台という状じよう況きようだ。体感だが、此こ処こが先頭集団で、おそらくさらにその先を黄金の龍りゆうの頭が独走しているのだろう。

「愛あい染ぜんに追いつかねえと……実質そこからが本当のレースだ」

　オレは直線で一いつ瞬しゆんだけコントローラーから手を離はなし、汗あせばんだ手に息を吹ふきかける。

　……すでにスタート直前の恐おそれはなかった。此こ処こまで来たらやれるとこまでやってるという開き直りの気持ちだ。ただ気がかりは隣となりのうさみみ少女のことだ。

　この一ヶ月の月での暮らしは得え難がたい人生経験だった。今のオレが地球に戻もどったらきっと以前よりも上う手まく立ち回れるだろう。

　自分に自信がなかったり、ただの食くわず嫌ぎらいだったり、いろいろと言い訳しながら避さけていた物事にもきちっと折り合いがつけられるような気がしている。

　今のオレが以前のオレより強くいられるのはきっと目標があるからだ。これまで漫まん然ぜんと生きてきたオレに今は明確な夢があるのだ。〝家族を作る〟という夢が。

　いつか誰だれかと結けつ婚こんしてオレだけの家族を作れたらと思っている。地球に戻もどったら彼かの女じよを作る努力から始めてみようと思う。いや、クラスメートの女子に話しかけるところからか。

　つまり、オレはなんだかんだうさみみ少女に感謝している。

　彼かの女じよと夫ふう婦ふの真ま似ね事ごとをしながらひとつ屋根の下で暮らしたからこそ、家族の素す晴ばらしさを思い出すことができたのだ。

　彼かの女じよの強ごう引いんさに巻まき込こまれ、破は天てん荒こうさに振ふり回まわされ、騒さわがしい日々には度たび々たびひとり暮らしの静けさが懐なつかしくもなったが、彼かの女じよと出会わなければオレはきっと変われなかった。

　オレが現在こうして必死をこいてんのはささやかな恩返しのつもりだ。

「あのさ……オレ、さらにギリギリを攻せめようと思う」

「……うん」

「じゃねえと愛あい染ぜんには追いつけねえと思うから」

「……うん」

「でも、このままだと……輝かぐ夜やを危険な目に遭あわせちまうかもしれない。だからさ──」

　瞬しゆん間かん、柔やわらかな手が言わせないとばかりにオレの口を塞ふさいでくる。

「嫌いやだよ。私、絶対に降りないよ」

　てこでも動かないという決意の固い眼まな差ざしを浮うかべている。

「大体、私が麟りん太たを月げつ面めん戦せん争そうに巻まき込こんだんだもん。麟りん太たが危険な目に遭あってるのに……私だけ安全な場所から眺ながめてるなんてできないよ。麟りん太たがなんと言おうと！　私は最後まで麟りん太たと一いつ緒しよにいるからね！」

「……逆だよ」

「……え？」

「危険だけど……オレを信じてついて来いって言ってんの……」

　オレは真まっ直すぐコースを見つめながら告つげる。

「お前はオレの嫁よめなんだからさ！　最後まで一いつ緒しよに行くぞってつってんだよ!!」

　面と向かってなんてとても言えない。と言うか、耳がクソほど熱い。

　柄がらにもないセリフは恥はずかしすぎた。しばらく、うさみみ少女の顔を見れそうにもない。

「……ふふ、そうだね。旦だん那なさまを信じてついてゆくのがいいお嫁よめさんだよね」

　呆あきれているのかもしれない。隣となりで輝かぐ夜やがクスクスと笑っている。

　ところが、突とつ然ぜん、輝かぐ夜やがオレの左ひだり腕うでに半身をピタリと密着させ、肩かた口ぐちにコツンと丸い頭を乗せてくる。身体を傾かたむけたからだろう。ルームミラーにうさみみ少女の顔が自然と映り込こむ。

「私たちふたりは夫ふう婦ふだもんね。しょうがないなぁ……ずっと一いつ緒しよにいてあげるよ！」

　ルームミラーに映る自分の姿に本人は気づいていないのだろう。口調とは裏腹にうさみみ少女の表情は妙みように嬉うれしそうだった。

「つ……つか！　おま！　操そう縦じゆうしづれえだろ！　離はなれろよ！」

「なんで？　問題なく操そう縦じゆうできてんじゃん！」

「いや、うさみみのさきっぽがオレの目玉を突つついてきて危ねえんだよ！」

「夫ふう婦ふなんだから細かいことはいいじゃん！　それよりちゃんと前見て！」

「お前なぁ……」

「いいの！　仲良し夫ふう婦ふは無敵なのっ！」

　思わず笑ってしまったオレの負けだ。『仲良し夫ふう婦ふは無敵』って。まるで意味不明だが、妙みような力強さを感じてしまった。

　思えば、オレは輝かぐ夜やと一いつ緒しよにいる時、普ふ段だんよりも強気だ。それは無意識に輝かぐ夜やの存在に心強さを感じているからかもしれない。

　はちゃめちゃな行動力の輝かぐ夜やと後ろ向きで慎しん重ちようなオレ。意外とバランスが取れていて「ふたりならなんとかなるさ」という安心感があった。

　それを無敵と言うならばそうなのかもしれない。そんなオレたちコンビを指して『仲良し夫ふう婦ふは無敵』と言うならばきっとそうなのだろう。

　男子というのはしょーもない生き物で、可愛かわいい女の子の前だとやたら虚きよ勢せいを張りたがるものなのだ。それはオレの中にも確かにあった。

　このレースがふたりで過ごす最後の時間だから、少しでもオレのカッコイイ記き憶おくを輝かぐ夜やに残したいと心のどこかで願っていた……。

「んじゃ！　飛ばすぜ！　ビビって小便ちびんなよ！」

「そういうこと言わないで！　さっきから……おトイレ我が慢まんしてるんだから……」

「マジか……」

「うん……後部座席で隠かくれてる間すごく暇ひまだったらお茶飲みすぎちゃって……」

「お前は生まれたての赤あかん坊ぼうか！　後先考えろよ！」

「だって！　是ぜ空くうさんに後部座席のシートの下に隠かくれるスペースを作ってもらったんだけど、思ったより狭せまいし暑かったんだもん！」

「自じ業ごう自じ得とくじゃねえかよ！」

　オレから今日イチの盛せい大だいなため息が漏もれたのは言うまでもないことだった。

「あー、えっと……空の水すい筒とうならそこにあるぞ……」

「し、信じらんないよ！　今！　此こ処こで！　水すい筒とうにしろって言うの!?　へ……変態だぁ！　お嫁よめさんに羞しゆう恥ちプレイを強要する変態夫がいるよぉ！　誰だれか助けてえ──ッ！」

「バカ！　や、やめろ！　叫さけぶな！　も……漏もらすよりはマシかなって思ったんだよ！」

「マシじゃないよ！　どっちも嫌いやだよ！」

　そう言ってうさみみ少女がオレの肩かた口ぐちにガブガブと嚙かみついてくる。

「い……痛えよ！　お前は獣けものか！」

「とにかく！　そういうわけだから！　私のためにも……一秒でも早くゴールしてよね！」

　……ああ、結局それが伝えたかったのか。素す直なおじゃないヤツめ。

「しゃーねえ！　こんなとこで漏もらされても堪たまらねえし、急いでゴールしてやるか！」

　どうしてだろう。コイツとふたりならなんだってできそうな気がしていた。




　　　　　○●○─




　レース開始からすでに五時間以上はすぎている。

　幾いくつもの難関を突とつ破ぱし、何十台もの宇宙船を抜ぬき去り、不死鳥のごとく蘇よみがえっては事故を繰くり返かえす梵ぼん天てんを横目に、オレたちはプリティスワンちゃんの車体がガタガタと振しん動どうするほどのスピードでひたすら走り続ける。

　しかし、すでに月げつ面めん戦せん争そうも終しゆう盤ばんに差さし掛かかっているはずなのに未いまだ愛あい染ぜんの姿は見えない。

　直後、輝かぐ夜やが力なく漏もらす。

「竜りゆう宮ぐう城じようだ……」と。

　遂ついにはゴール地点の竜りゆう宮ぐう城じようが漆しつ黒こくの宇宙の中に鮮あざやかに浮うかびあがってくる。

　もしかして愛あい染ぜんはすでにゴールしてんじゃないだろうか……。

　そんな不安が脳のう裏りをよぎる。その時だ。コースの先に鮮あざやかな桜さくら並なみ木きが現れる。

　迷わず薄うす紅べに色の世界に飛とび込こむと、コースを覆おおう桜の花びらが綿毛のようにブワッと大量に舞まいあがる。その桜のカーテンを突とつ破ぱした瞬しゆん間かんだ。

「──麟りん太た！　見えたよ！」

　オレと輝かぐ夜やが同時に黄金のマシンの後ろ姿を視界に捉とらえる。

　ティアドロップ型のサングラスをした金ピカの優やさ男おとこは、ツーリングよろしく黄金の龍りゆうの頭に大おお股またで跨またがり角をハンドルのように握にぎっている。心の中で「ハーレーダビッドソンかよ！」と突つっ込こまずにはいられなかった。

「愛あい染ぜん────ッ！　待たせたなぁ────ッ！」

「アハハハハハ！　地球人の君ぃ！　待ちくたびれたぞぉ──ッ！」

　後続は遥はるか彼方かなただ。完全に優勝争いはオレたちと愛あい染ぜんのどちらかに絞しぼられていた。

　二台の宇宙船は桜吹雪ふぶきが舞まいあがるコースを抜ぬきつ抜ぬかれつ互たがいに一歩も引くことくゴールに向かって激走してゆく。優勝を競きそうに相応ふさわしいデッドヒートだ。ただそれが〝龍りゆうの頭〟と〝スワンボート〟の争いだと考えると、途と端たんに胡う散さん臭くさくなるわけだが。

「──ほう。輝かぐ夜やくんではないか。こんなところで会うとは奇き遇ぐうだな！」

　横並びになった瞬しゆん間かん、助手席の輝かぐ夜やに目め聡ざとく気づかれてしまう。

「アハハハハハ！　月の王女が月げつ面めん戦せん争そうに参加など聞いたことがない！　相変わらず輝かぐ夜やくんは破は天てん荒こうだなぁ！」

「言っとくけど、不正はないよ！　今回のコースに関して私はノータッチだし、そもそも、複数人の参加だって認められてるし！」

「アハハハハハ！　輝かぐ夜やく──ん！　見くびってもらっては困る！　この愛あい染ぜん！　そのようなことを気にする器うつわの小さな男ではな──いッ！」

　そう言って愛あい染ぜんはサングラスを投げ捨て白い歯を無む駄だに光らせる。

「……ただボクは少し疑問を感じたのだよ！　輝かぐ夜やくんがその地球人の彼かれにどうして……そこまで肩かた入いれするのかと思ってねえ！」

「当たり前じゃん！　麟りん太たは私の旦だん那なさまなんだから！」

「アハハハハハ！　悪いが輝かぐ夜やく──ん！　君たちが〝偽ぎ装そう結けつ婚こん〟だということはすでに知っているのだよ！」

「……え？」

　驚おどろきの声をあげたのは輝かぐ夜やだ。オレは料りよう亭ていですでに知らされている。すると、愛あい染ぜんはなにを血迷ったのかとんでもない質問を輝かぐ夜やにぶつける。

「もしかして輝かぐ夜やくんはその地球人の彼かれを──愛しているのかい？」

　瞬しゆん間かん、オレはプリティスワンちゃんを左右に大きく蛇だ行こうさせてしまう。ゴール直前でライバルを動どう揺ようさせる作戦ならば大成功である。

「もし愛していると言うのならばボクは増ます々ます、地球人の彼かれに負けるわけにはいかない！」

　輝かぐ夜やは黙もくしてなにも答えない。ヤキモキしていると、輝かぐ夜やが絞しぼり出だすように告げる。

「……そんなんじゃないよ」と。

　さらに輝かぐ夜やは淡たん々たんと続ける。

「……麟りん太たは私にしょうがなく付き合ってくれてるだけで……好きとか嫌きらいとかそんな関係じゃないよ……」

「ふむ！　なるほどぉ！　割り切った関係ということか……ならば遠えん慮りよすることもあるまい。本気でいかせてもらうぞ！」

　高らかに宣言して愛あい染ぜんがさらに速度をあげる。どっちみち負ける気ねえじゃねえかよ。

　一気に勝負を決めにかかる愛あい染ぜんに負けじと、オレもコーナーへギリギリ限界の速度で突つっ込こんでゆく。

「しょうがなくなんかじゃね──よッ！」

　そして、気づくとオレは叫さけんでいた。

「……え？」

　隣となりの輝かぐ夜やが戸と惑まどうのも無理はない。

「勝手に勘かん違ちがいしてんじゃねーよ！　オレはもうずっと前から本気だっつーの！」

　自分でもどうかしてんじゃねえかってくらいオレは大声で叫さけんでいる。声が擦かすれるほどの大声で叫さけんでいる。

「オレは心の底からお前のために勝ちたいってずっと思ってんだよッ!!」

　月に来てから一番の大声で叫さけんでいる。いや、地球でもこんな大声出したことねえよ。

　……どうしてだろうか。オレは地球に帰るし、輝かぐ夜やだって本気で嫁よめをやってるわけじゃない。ムキなって誤解を解いたところでどうなるものでもないはずだ。それでも……どうしても輝かぐ夜やにわかってほしかったんだ。オレが輝かぐ夜やに対して本気だってことを。

「だから……隣となりでオレを見ててくれ！　勝って証明してやるから！」

　竜りゆう宮ぐう城じように向かう直線に差さし掛かかったタイミングでオレは〝ペダル〟に両足をかける。

「お前の幸せを心から願っている人間が隣となりにいるんだってことをさぁ────ッ！」

　瞬しゆん間かん、オレは全力でペダルを押おし込こむ。地面に火花を散らせてプリティスワンちゃんが急加速する。見る間に愛あい染ぜんとの距きよ離りを詰つめてゆく。

　愛あい染ぜんを先頭にして月の都の大おお門もんをくぐり抜ぬける。オレたちの鬼おにのような追いあげに都の空に爆ばく発はつ的な歓かん声せいに轟とどろく。スタンドから割れんばかりの歓かん声せいが聞こえてくる。

「アンタ！　あと少しだよぉ────ッ！　下町の意地を見せる時だよぉ────ッ！」

「あんちゃ────んッ！　頑がん張ばれ──ッ！　負けるなぁ──────ッ！」

「麟りん太たちゃ──ん！　優勝したら姉さんたちがたっぷりサービスしたげるわよぉ────！」

　八や百お屋やのおばちゃんたち、さらには行きつけの団子屋の店員におはぎ屋の店長にピンク色の店のお姉さんたちと下町の顔見知りが挙こぞって声を張りあげているのがオレの耳に届く。

　さらに是ぜ空くうのおっさんが怒ど号ごうのような声で叫さけぶ。

「浦うら島しまァ────ッ！　漕こげェ────ッ！　男を見せろォ────ッ！」

　……ありがてえな。みんなの声が力に変わる。気持ちが昂たかぶる。オレは気合いを込こめてさらに激しくペダルを踏ふみしめる。

　ゴール直前のホームストレッチ。両サイドを観客が埋うめ尽つくす最後の直線で、遂ついにオレたちの黄色いくちばしが龍りゆうの頭を捉とらえる。

　オレの太ももが悲鳴をあげ始める。痙けい攣れんする太ももを拳こぶしで叩たたく。オレは「動け！　動け！」と両りよう脚あしに言い聞かせる。弱音を吐はくなと歯を食いしばる。

　ゴールした途と端たん、ぶっ倒たおれようが心臓が止まろうが構うものか！　今この瞬しゆん間かんにすべて出し切る！　絶対に勝つんだ！

「ハァハァッ！　ハァハァハァハァ──ッ！」

　オレはただひたすらにペダルを踏ふみ続ける。無む我が夢む中ちゆうでペダルを漕こぐ。

　──両親がいないことを言い訳にしたくなかった。だが人と違ちがう自分にどこか自信がなかった。「興味がない」と「面めん倒どうくさい」と傷つくことを恐おそれて逃にげてきた。逃にげて後こう悔かいしてきたのは誰だれよりオレだった。

　こんなにも本気でなにか向き合うのは初めてのことだった。こんなにも負けたくないと思うのは初めてのことだった。

　……輝かぐ夜やのためだけじゃない。これはオレの闘たたかいでもあるんだ。オレはオレ自身に証明したいんだよ。浦うら島しま麟りん太たって男はそう捨てたもんじゃないんだぜって────。

　──瞬しゆん間かん、朦もう朧ろうとしながらもプリティスワンちゃんがゴールラインを越こえたことに気づく。しかし、ペダルを漕こぐ足が止まらない。そのまま竜りゆう宮ぐう城じようの外がい壁へきに向けて一直線。

　ビ──ンッと黄色いくちばしが白い外がい壁へきにぶっ刺ささり、プリティスワンちゃんがようやく停止する。ただの激げき突とつの衝しよう撃げきでオレは車内から地面に放り出されてしまう。

「……ハァハァハァハァ……ハァハァハァハァ……ハァハァハァハァ…………」

　しばらく立ち上がれそうにない。体力の限界プラス身体を地面に打ちつけられた痛みのダブルパンチでノックダウン状態だ。

　これあばら骨の一本くらい折れちゃってんじゃねえの。そう思った矢先だ。「……ぐふ──ッ！」残りのあばら骨が全部折れそうな衝しよう撃げきを身体に感じる。

「麟りん太たぁ！　麟りん太たぁ！　麟りん太たぁ！　麟りん太たぁ！　麟りん太たぁ！　麟りん太たぁ！」

　見ると、輝かぐ夜やがオレの名前を連呼しながら胸むな元もとで泣きじゃくっていた。

　瞬しゆん間かん、オレは「……ああ、負けたのか」と理解する。同時に胸むねの奥おくから言いようのない悔くやしさが込こみ上あげてくる。

　初めての経験だった。なにかに本気になるということ。誰だれかのために本気になるということ。自分のために本気になるということ。本気で挑いどんで敗れるということがこんなにも悔くやしいことだとはオレは知らなかった。

　オレは奥おく歯ばを嚙かみ締しめ涙なみだを堪こらえる。その時だ。何者かが地面のオレに手を差さし伸のべてくるのだ。金色の腕うでだった。

　視線を向ける。そのサラサラの金きん髪ぱつ優やさ男おとこは白い歯を覗のぞかせ笑う。

「おめでとう……地球人の君」と。

　同時、万ばん雷らいの拍はく手しゆが空から豪ごう雨うのように降り注ぐ。

「……え？」

　戸と惑まどうオレを愛あい染ぜんが「アハハハハハ！」と笑う。

「優勝は君だよ！　見事な走りだったぞ！」

　愛あい染ぜんがオレの手を摑つかみ引っ張り起こす。地じ引びき網あみに引っかかるワカメのように輝かぐ夜やが腰こしにくっついてくる。

「さあ！　勝者よ！　観客が待っているぞ！　応こたえてあげたまえ！」

　愛あい染ぜんはそう言い残して「アハハハハハ！」とまるで勝者であるかのように堂々とした後ろ姿で去ってゆく。

　残されたオレは戸と惑まどいながら、恐おそる恐おそる右手を突つきあげる。直後だ。

　鼓こ膜まくがぶち破れそうなほどの歓かん声せいに都が包まれる。太たい鼓こが鳴なり響ひびき、空に紙かみ吹雪ふぶきが舞まい、観客たちが指笛のリズムに合わせて踊おどっている。

　ふいに竜りゆう宮ぐう城じようの貴き賓ひん席せきが視界に入る。驚おどろくことに女王が拍はく手しゆしていた。目が合うと女王は僅わずかに肩かたを竦すくめて小さく微笑ほほえむ。ちなみ女王の隣となりの姫ひめらしき人物は、なにか大切なものを失ってしまったかのような感情のない目をしていた。ご愁しゆう傷しようさまです。

　スタンドを見ると、下町のおばちゃんおっちゃんたちが『浦うら島しま麟りん太た！　優勝おめでとう!!』と書かれた横おう断だん幕まくを振って喜よろこんでいる。

「……ったく、優勝できなかったら、それどうするつもりだったんだよ」

　オレは今度は全力で両りよう腕うでを空へと突つきあげる。

　割れんばかりの歓かん声せいと拍はく手しゆで観客が応えてくれた。夢のような気分だった。この歓かん声せいが拍はく手しゆが自分に向けられているなんて。

　……いや、違ちがう。これはオレだけの勝利じゃない。オレたちの勝利だ。

　オレは泣きじゃくる輝かぐ夜やの両りよう脇わきを抱かかえてグイッと起こし立たせる。それから、輝かぐ夜やの乱れた髪かみをパパッと撫なでて整ととのえてやり、着物に付着している砂すな粒つぶをササッと払はらってやる。

「……おいおい、いつまで泣いてんだよ。オレたち優勝してんだぜ？」

「だって……う……嬉うれじぐて……」

　子こ豚ぶたみたいにひぐひぐと輝かぐ夜やは赤い鼻でしゃくりあげる。

「嬉うれしいんだったら笑えよ！」

「でも……」

「……なあ、輝かぐ夜や……オレはお前の笑ってる顔が一番好きなんだ」

　そうオレが笑いかけると、うさみみ少女はゴシゴシと着物の袖そでで目元を拭ぬぐう。

「いち足すいちはにぃ──！　な、なんちゃって……えへへッ……」

　うさぎみたいな真っ赤な目で無理やり笑う。

「……ああ、やっぱりその笑え顔がおが一番だ」

　うさみみ少女のぎこちない笑え顔がおをオレは瞳ひとみに焼きつける。

　たとえ遠く離はなれていても、今日という日がいつか遠い過去になってしまうとしても、彼かの女じよの笑え顔がおだけは死ぬまで忘れることはないだろう。














　　　７【うさみみ少女はオレの嫁よめ】









　竜りゆう宮ぐう城じようの大広間で優勝祝賀会が催もよおされ、月の偉えらいさんたちの相手を散々っぱらさせられ、オレがこっそり逃にげ出だそうかと考え始めた頃ころだった。

　三み日か月づきからオレだけが謁えつ見けんの間に呼び出される。

　オレが「輝かぐ夜やは？」と尋たずねると、

「……輝かぐ夜やさまには第一王女としての責せき務むを存分に果はたして頂く」

　祝賀会場で人だかりに埋うもれる人気者のお姫ひめさまに、三み日か月づきは拗すねるような視線を送る。輝かぐ夜やに影かげ武む者しやにされたことを根に持っているようだった。こればかりは輝かぐ夜やが悪いと思う。

「知っていると思うが、優勝者は女王陛へい下かから願いをひとつ叶かなえて頂ける」

　竜りゆう宮ぐう城じようの最上階の謁えつ見けんの間でそう三み日か月づきから告げられる。王座の女王が続ける。

「なんでも申せ。大たい概がいの願いは我が叶かなえてしんぜよう」

「その前に女王さま。お話があります」

　オレはこの機会に輝かぐ夜やとの偽ぎ装そう結けつ婚こんについて洗いざらい女王に告白する。どうやら女王は最初から偽ぎ装そう結けつ婚こんだと見み抜ぬいていたようだ。

「そんなことじゃろうとは思うとったわ」

　さして驚おどろいた様子はなかった。

「好きな男のひとりもできたことのない初う心ぶな娘むすめが、結けつ婚こんとはあまりに不自然じゃからな」

　なんだかんだで母親だ。娘むすめのことをよくわかっている。

「優勝のご祝しゆう儀ぎじゃ。我を謀たばかったことは不問してくれよう」

「ありがとうございます……」

「それとは別じゃ願いは願いで叶かなえよう。言うてみよ」

　オレはひとつ深呼こ吸きゆうをして告げる。




「……オレを地球に帰らせてください」




　瞬しゆん間かん、女王が目を丸くする。

「……月の暮らしに馴な染じめなんだのか？」

「いいえ、月での暮らしをオレは毎日楽しんでました」

「……だったらなぜじゃ？」

「当初から月げつ面めん戦せん争そうが終わったら地球に帰るつもりだったんです」

　それがオレにとっても輝かぐ夜やにとっても正しい選せん択たくだと信じていた。

　女王は小さく嘆たん息そくする。

「そなたが地球に帰ることは……輝かぐ夜やも承知のことか？」

「はい。輝かぐ夜やとも最初から約束していたことです」

「……急ぎか？」

「はい、できれば……」

　決心が鈍にぶらないうちに帰ったほうがいい。オレはあまりに月を気に入りすぎている。暮らしも人々のことも。なにより輝かぐ夜やとの偽いつわりの夫ふう婦ふ生活を。

「ふむ……それは残念じゃ」

　女王が双そう眸ぼうを細める。

「……我としてはこれから先もそなたにあの〝跳はねっ返かえり〟の手た綱づなを握にぎっていてもらえると安心なのじゃが」

「その役目はオレのような〝偽にせ物ものの婿むこ〟ではなく〝本物の婿むこ〟に譲ゆずります」

　女王が本気でオレのことを名な残ごり惜おしいと思ってくれていることが嬉うれしかった。いろいろあったがオレはこの女性のことが嫌きらいではない。

「果たして……他の者にそなたほどあの娘むすめを上う手まく操そう縦じゆうできるかのぉ」

　そう女王は天てん井じようを仰あおぎ見みて肩かたを竦すくめるが、すぐに「……あいわかった」と頷うなずく。

「月の女王としてそなたの願いを聞き入れよう。丁度、明日の昼、地球行きの列車が月から出る。それに乗れるよう手配しよう」

　オレは女王に「……お世話になりました」と深々と頭をさげる。

　さあ、あとは家に帰って、輝かぐ夜やにこの件を報告して、身辺整理やら明日の身支度をして……そんなことを考えながらオレは踵きびすを返かえす。

　しかし、なぜかそこから足が一歩も動かなくなってしまう。

「……あれ？」

「どうした？」

　女王が怪け訝げんに尋たずねてくるのにオレは「いや、その……」どう返していいのかわからない。なぜなら、自分でも理由がさっぱりだからだ。

「……帰らぬのなら我の昔話に付き合え」

　どんな気まぐれだろうか。女王がそんなことを言う。

「我の夫はそなたと同じ地球人であった。そして、そなたと同じ月げつ面めん戦せん争そうの優勝者じゃった」

　そうか……過去に地球人が優勝したと聞いたが、それが女王の旦だん那なだったのか。

「ちなみに我の夫の優勝の願いは〝月の姫ひめと結けつ婚こんする〟ことじゃった」

「……え？」

「……是ぜ空くうとの件はそなたも知っての通りじゃ。当然、すぐに他の男と結けつ婚こんする気になぞなれるはずもない。我は正直に是ぜ空くうの件を話して『他の願いにしてくれんか』と夫に頼たのんだ」

「それで？　なんて？」

「ふん、実に頑がん固こな男でのう。『アナタがオレを好きになってくれるまで何年だって待ちます』と笑って言うたのじゃ。そんな剛ごう胆たんな地球人を我の母も甚いたく気に入ってしもうてのう」

　女王は苦く笑しようする。

「……結果はご覧の通りじゃ。我は根負けして地球人と結けつ婚こんした。そして、輝かぐ夜やを授さずかった。おそらく輝かぐ夜やのあの頑がん固こさは地球人の夫に似たのじゃろうて」

「……なにがおっしゃりたいんですか？」

　女王の意い図とはなんだ。過去に地球人の王もいたと言いたいのか……。

「勘かん繰ぐるでないわ。ただの昔話と言ったじゃろ」

　女王が鼻で笑う。しかし、すぐに双そう眸ぼうを細めて「ただ我は思うのじゃ」と続ける。

「人生とはどう転ぶかわからんものじゃと……本人が有り得ないと思うておることが平気で起こるのが人生じゃと」

　不思議な感覚だった。なぜか女王の言葉を聞いた途と端たん、急に身体が軽くなった。

「……確かに。月の女王さまとこんな話をするなんて想像もしていませんでした」

「まったくじゃな……」

　女王が小さく笑うのにオレも笑った。「ありがとうございました」とオレは改めてお礼を言って謁えつ見けんの間を後にする。







　帰りのことだ。竹たけ筒づつ型のエレベーターに乗のり込こむと三み日か月づきが唐とう突とつに言う。

「……お主が月に来てから輝かぐ夜やさまはずっと楽しそうにしておられた」と。

　三み日か月づきはオレに背を向けたまま続ける。

「陛へい下かと輝かぐ夜やさまの一件……私はお主に感謝している」

　三み日か月づきの細い肩かたが上下する。

「……おふたりの複雑な関係に気づいていながら私はずっとなにもできなかった。ただただ歯は痒がゆかった。お主はそこに一石を投じてくれた。あれ以来、少しづつだが……おふたりの距きよ離りが近づいている。私はそれをとても嬉うれしく思っている」

「別に感謝されることじゃないっすよ……オレには『親子ってのは仲良くあるべき』っていう面めん倒どうなポリシーがあって、あくまで自分のポリシーに従ってお節せつ介かいしただけなんで」

　オレは苦く笑しようする。

「今だから笑って言えますけど……余計なお節せつ介かいでふたりの関係がこれまで以上にこじれる可能性だってあったわけですし……」

「まあ、そうだな」

「あっさり認めますね。三み日か月づきさんも知ってるでしょ？　大変だったんですよ？　少しは擁よう護ごしてくださいよ」

「では望み通り擁よう護ごしてやろう。浦うら島しま、私はこうも思うぞ。『なにもしなければなにも変わらなかっただろう』と」

「確かに。それはそうですね」

「あっさり認めるか。少しは謙けん遜そんしたらどうだ？」

　そうして自然とオレたちは喉のどを鳴らして笑い合う。

「本当に明日……地球に帰るのか？」

　オレからすぐに『はい』という返事が出なかった。此こ処こに来てようやく自分が迷っていることを自覚する。

「……陛へい下かもお主のことを惜おしんでくださっている。その気なら正式に月の滞たい在ざい許可証を発行してくださるはずだぞ？」

「いえ、もう決めたことなんで……一ヶ月のブランクならすぐに地球の生活にも復帰できると思いますし」

「……そうか。寂さびしくなるな」

　会話は途と切ぎれる。オレたちの間にはエレベーターの駆く動どう音おんだけが規則正しく流れる。

「……では三み日か月づきさんお元気で」

　オレがエレベーターを降りた直後のことだ。

「浦うら島しま！　知っているか！　月で最速の人物が誰だれなのか！」

「……最速？　そりゃ優勝候補だった愛あい染ぜんでしょ？」

「いや、違ちがう。実は月には愛あい染ぜんさまより遥はるかに速い人物がいるのだ。おそらくその人物が月げつ面めん戦せん争そうに出場していればぶっちぎりで優勝しただろうな」

「まさか三み日か月づきさんとか？」

「私ではない」

「ひょっとして梵ぼん天てんですか？」

「あー、あれか。バカでなければ最速になれたかもしれぬ。お前もよく知っている人物だ」

「え？　女王さまが!?」

「違ちがう！　そうではない！」

「なんてこった……あの八や百お屋やのおばちゃんが最速のドライバーだったなんて！」

「そんなわけあるか！　輝かぐ夜やさまのことだ！」

「か……輝かぐ夜やが!?」

「最速の輝かぐ夜やさまから操そう縦じゆうの手ほどきを受けていたのに……まったく成長しなかったお前はある意味すごい才能の持ち主だよ」

「いや、待ってくださいよ……」

　オレはある事実に気づいてひどく混乱していた。

「……三み日か月づきさんを影かげ武む者しやにしたんだ！　最初からオレの振ふりして輝かぐ夜やがマシンを操そう縦じゆうしてりゃ……苦労することなく余よ裕ゆうで優勝できたんじゃ？」

「ああ、そうだろうな」

「なら、どうして……」

「わからんのか？　輝かぐ夜やさまは浦うら島しまに自らの命運を託たくされたのだ！　浦うら島しまなら絶対に優勝できると輝かぐ夜やさまは心から信じていらっしゃったのだ！」

「……え？」

「そのことだけは地球に帰っても忘れないでくれ……私からは以上だ」

　三み日か月づきがそう言うのと同時にエレベーターの扉とびらが閉じる。オレは呆ぼう然ぜんとその場に立たち尽つくすことしかできなかった。







「そっか……うん！　約束だもんね！」

　帰宅して地球に帰ることを告げると輝かぐ夜やは意外にも笑え顔がおで言った。

「本当にありがとう！　麟りん太たが頑がん張ばってくれたから私は自由の身だよ！　もう囚とらわれの姫ひめはどこにもいないよ！　これで好きな人と結けつ婚こんすることができるよ！」

　すると、輝かぐ夜やは「私、やることあるから行くね」と作業室にこもる。結局、輝かぐ夜やはオレが寝ねるまで寝しん室しつに姿を現さなかった。

　朝、目覚めるとこの一ヶ月、身体の一部だった漆うるし塗ぬりの腕うで輪わが外されていた。ついでに枕まくら元もとには事故の際にボロボロになった学生服が見事に復元して置いてあった。

　きっと輝かぐ夜やが夜通し学生服を修復してくれていたに違ちがいない。

　オレは学生服に着き替がえると玄げん関かんに向かう。特に大きな荷物もないので手ぶらだ。

　居間の前を通り過ぎようとすると、味み噌そ汁しるのいい匂においが漂ただよってくる。

　襖ふすまの間からチラッと中を覗のぞくと、ちゃぶ台にひとり分の食事があった。おそらくオレのために用意された朝食だろう。

　オレはありがたく朝食を頂くことにする。それはいつもと変わらないほっとする味だった。この食事をもう味わえないと思うと、残念な気持ちになった。

　さすがにさるぼぼちゃんにも慣れたオレは「世話になったな」とちゃぶ台の片づけをせっせとする真っ赤なオートマタに挨あい拶さつしてから居間を後にする。

　最後にもう一度、輝かぐ夜やに別れの挨あい拶さつをしたいという気持ちがないわけではなかった。だが、湿しめっぽいのはゴメンだった。それに輝かぐ夜やの顔を見たら決心が鈍にぶりそうだった。

　石いし畳だたみの道を進み、長い石段を降りて、手を叩たたき赤べこを呼ぶと月の都に向かう。我ながらすっかり慣れたものである。

「ではでは、我らが故郷、地球に参りましょう。浦うら島しまさん」

　都でオレを出で迎むかえてくれたのは吉き備び津つだった。地球に仕入れに出かけるついでにオレを送ってくれるそうだ。

　オレは吉き備び津つに案内され月の都の中心部にある宇宙ステーションに向かう。地球行きの列車はそこから出るのだ。

「いやはやいやはや、浦うら島しまさんは運がいい。この地球行き列車は三ヶ月に一本しか出ないのです。これを逃のがしたらしばらくは滞たい在ざいすることが決定していましたよ」

　列車に乗のり込こみ空いてる座席に腰こし掛かけると吉き備び津つはそう説明する。

「吉き備び津つさん……三ヶ月に一本の理由は利用者がいないからじゃねえの？」

　なぜなら車両にはオレと吉き備び津つしかいないのだ。それどころか列車に乗のり込こむまで誰だれかとすれ違ちがいもしなかった。

　図星だったらしい。吉き備び津つが苦く笑しようする。

「端たん的てきに言ってそういうことです。定期的に利用するのは私くらいですから」

「なるほどね……」

　そうして特に話題もないオレたちはじっと列車の発車を待つのだ。

　頰ほお杖づえをつきながら、列車の窓から月の都の様子を眺ながめていると、自然とこの一ヶ月の月での暮らしのことが脳のう裏りに蘇よみがえってくる。

　思い出とは美化されると言うが、例に漏もれず思い出されるのは楽しい出来事ばかりで、しかも、なぜかどの場面にも……笑え顔がおのうさみみ少女がいた。

　なにやら込こみあげてくるものがあったので、オレは即そく座ざに強ごう情じようなくせっ毛を片手でかき回してセンチメンタルな気分を無理矢理にかき消けした。

　すると、吉き備び津つが何気ない調子で言う。

「あー、そうそう、浦うら島しまさんはご存知ですか？」

「……なにが？」

「普ふ通つう、地球人が地球に帰る際は〝月の記き憶おくを消去〟されるのですよ」

「……えッ!?」

「月の民たみの存在が知れたら大おお騒さわぎですから。かく言う私も地球に降りると月のことを一いつ切さい喋しやべれなくなる制約を受けてますし」

「待ってくれオレは……」

「ええ、そうです。浦うら島しまさんは月の記き憶おくをお持ちだ」

「どうして？　なんで？」

「実は……昨夜のことです。突とつ然ぜん、輝かぐ夜やさまが竜りゆう宮ぐう城じようを訪問されまして」

「か……輝かぐ夜やが？　作業室にずっとこもってたんじゃないのか……」

「輝かぐ夜やさまが女王陛へい下かにお願いされたのです……浦うら島しまさんの記き憶おくを消さないでくれと」

「それって……どういう……」

　オレは混乱していた。有あり得えないことだった。是ぜ空くうの時、あれほど手を借りることを拒こばんでいた輝かぐ夜やがオレのために女王にお願いしただって？

「浦うら島しまさん……輝かぐ夜やさまの気持ちがわかりませんか？」

　吉き備び津つがいかにも人の悪そうな笑えみを浮うかべて言う。

「では本人にお聞きになったらいかがですか？」

　同時に発車のベルが宇宙ステーションに響ひびき渡わたる。

「浦うら島しまさん……愚おろかさこそ若者の特権だと思いませんか？」

　吉き備び津つがオレの背中をポンッと叩たたく。瞬しゆん間かん、目が覚めたみたいにオレは走り出していた。

　ただ真まっ直すぐに……脳のう裏りで笑うあのうさみみ少女の下に帰るために。




　　　　　─●○─




　私は泣き疲つかれてそのままミシン台に突つっ伏ぷし寝ねてしまったらしい。

　おもむろに古時計を見やる。もう昼をすぎていた。つまり、地球行きの列車はすでに発車してしまった後だということだ。

「……これでよかったんだ」私はそう自らに言い聞かせる。

　本当は別れの挨あい拶さつくらいはしたかった。でも、できなかった。

　地球から来た〝うさみみのない少年〟の顔を見たら私は「地球に帰らないで！」と言ってしまいそうだったから。

　あの男の子を月に連れて来たのもこちらの都合で、さらになし崩くずし的に偽ぎ装そう結けつ婚こんに巻まき込こんで、お母さまのことや月げつ面めん戦せん争そうのことや、とにかくいろいろと迷めい惑わくをかけたのに……その上、このまま月に残って欲ほしいなんて口が裂さけても言えなかった。

「……これでよかったんだ。どうせ今いま頃ごろ、清々してるに決まってるし……」

　私は「……ムカつく」と呟つぶやき昨日まで男の子が月で着ていた衣い装しようにパンチする。

「もう！　目に浮うかぶよ！　私みたいな口うるさくてワガママで可愛かわいげのない女から解放されて『これで好きなだけゲームができるぜ！』なんて伸のび伸のびしてる姿が！」

　私は「……もう！　ムカつくムカつくぅ！」そう叫さけび自分を奮い立たせると、勢いそのままのに椅い子すからガバッと立ちあがる。

　こういう時はなにかに没ぼつ頭とうして気を紛まぎらわせるにかぎる。お腹なかも減ったし、大好きな料理でもして気分を変えよう。

「別にどうってことはないよ！　これまでずっとひとりだったんだもん！　今まで通りの生活に戻もどるだけのことじゃん！」

　とにかく料理を作ろう。地球の人は言う。『腹が減っては戦いくさはできぬ』と。お腹なかが膨ふくれれば少しは気持ちも落ち着くだろう。

　それなのに……どうしてだろう。

　そう思っていたのに……ひとり暮らしには多すぎる冷蔵庫の食材を目にして、食しよつ器き棚だなに残された男物の箸はしや茶ちや碗わんや湯ゆ吞のみを目にして、途と端たんに胸が苦しくなった。

　ずっとひとりでへっちゃらだったのに……家のそこかしこに残るあの人の面おも影かげに言いようがない虚きよ無む感が込こみあげてくる。

　とにかく口は悪いし、態度もデカイし、死んだ魚のような目だし、強ごう情じようなくせっ毛だし、宇宙船の操そう縦じゆうセンスは皆かい無むだし……あの人よりマシな人は幾いくらでもいると思う。




　──だけど、私はどうしてもあの人じゃなきゃダメみたいなのだ。




　あの人だけだから……姫ひめではなくひとりの女の子として対等に扱あつかってくれる人は──。

　あの人だけだから……本気で笑って怒おこり合える人は──。

　あの人だけだから……この家で一いつ緒しよに暮らしたいと思える人は──。

　隠かくれていた気持ちにはっきりと気づいてしまっては、もう強がるなんて不可能だ。

　堰せきを切ったようにポロポロと涙なみだがとめどなく零こぼれ落おちる。喉のどの奥おくから溢あふれてくる嗚お咽えつを止められない。

　こんなにも辛つらいなんて……いっそあの人と出会わなければよかったすら思ってしまう。

　しかし、あの人と過ごしたこの一ヶ月の思い出は、どれも宝物のように輝かがやいていて簡単には忘れられそうにもなかった。

　本気だと言ってくれたこと。心から幸せを願ってると言ってくれたこと。懸けん命めいにペダルを漕こぐ姿にどこれほど胸が熱くなったか……家族の幸せを感じていたのは私だ。

　ああ……あの頃ころのお母さまも、こんな気持ちだったのかもしれない……。

　私は初めて母の気持ちがわかったような気がした。

　姫ひめとして生まれたことで恵めぐまれていると感じることも確かにある。

　ただ姫ひめであるために普ふ通つうの女の子たちが普ふ通つうに手に入れられるものを、私はこれまでたくさん諦あきらめてきた。お陰かげさまで諦あきらめることには慣れているつもりだ。

　だけど、諦あきらめることがこんなにも苦しいと感じるのは生まれて初めてのことだった。

「……寂さびしいよぉ」

　思わず口にした途と端たん、寂さびしくて寂さびしくて堪たまらなくなってしまった。

　もう立っていることすらできなくなって……私は台所に小さく蹲うずくまり声を押おし殺ころしひとり身体を震ふるわせる。

　大だい丈じよう夫ぶ。大だい丈じよう夫ぶ。私は大だい丈じよう夫ぶ。ひとりでも生きていける。大だい丈じよう夫ぶ。大だい丈じよう夫ぶ。時間がきっと解決してくれる。

　そう呪じゆ文もんを唱えている時だった。居間のほうからゴゾゴゾと音が聞こえてくる。

「さ……さるぼぼちゃん……？」

　……いや、違ちがう。さるぼぼちゃんは充じゆう電でん器きにちょこんと収まっている。

　まさか物もの盗とりだろうか……私は袖そでで目め尻じりを拭ぬぐうと包ほう丁ちようを手に居間へと向かう。

　忍しのび足あしで近づき恐おそる恐おそる襖ふすまの間から中を覗のぞき見る。私は自分の目を疑うたがった。

　なぜなら、そこに〝いるはずのない人〟がいたからだ。

　死んだ魚のような目をした男の子が、畳たたみに寝ねそべりながらゲームをして遊んでいた。

　私は驚おどろきで声も出せない。幽ゆう霊れいでも見てしまったみたいに目の前の光景が信じられなくて、しばらくその男の子の様子をバカみたいに眺ながめることしかできなかった。

　気け配はいに気づいたのだろう。男の子が身体を起こし怪け訝げんそうこちらを見やる。

　すると、男の子は私が手にした包ほう丁ちようを目してギョッとした表情を浮うかべる。しかし、すぐにバツが悪そうにくせっ毛を片手でかきながらボソと漏もらす。

「輝かぐ夜や……腹減った」と。

　いつもと変わらないぶっきら棒ぼうな態度だ。

　なにそれ？　腹が減った？　他にもっとなにか言うことがあるんじゃないの？　私がこんなにも辛つらい思いを味わっていたというのに……もう、ほんとに、この人はしょうがない人だ。

　いろいろ思ったけど、結局、私はなにも言えなかった。いつもと変わらない姿をとても嬉うれしく感じてしまっていたのだから。

　ただひと言くらいは文句を言わねば気が済まなかった。私は包ほう丁ちようをピッと男の子に突つきつけ怒ど鳴なりつけてやる。

「いつも言ってるじゃん！　なんで！　ひとりで地球のゲームして遊んでるの！」

　男の子は面食らった顔をして慌あわてて携けい帯たいゲーム機を背中に隠かくす。もう。バカ。今さら隠かくしても遅おそいよ。私はは睨にらみつけながら続ける。

「いい？　これからゲームをする時はひとりでしないこと！　必ず私も誘さそってよね！」

　ようやく言えた。実は私はずっとこの男の子と一いつ緒しよにゲームをしたいと思っていたんだ。

　この男の子が好きなゲームがどういうものなのか、私はずっと知りたかったのだ。




　　　　　○●○─




　人生とはわからないものである。

　地球に帰るつもりで別れを告げたはずなのに、オレは気づくといつもの居間でいつものちゃぶ台でいつもの手料理をいつもの調子で食べていた。

　うさみみ少女にしても、もっと、こう、泣いたり怒おこったりするかと思っていたのだが、意外にも普ふ通つうだった。

「あのさ」

「うん」

「次の地球行きの列車さ……なんか三ヶ月後らしいんだわ」

「うん、そうだね」

「それまで……またこの家で世話になってもいいか？」

「うん、いいよ」

「そりゃ助かる。たださ、その場合、オレってなんになるわけ？　居候いそうろう？」

「なんで居候いそうろうなの？」

「いや、だって愛あい染ぜんの問題は無ぶ事じに片づいたわけだろ？」

「うん、お陰かげさまで」

「じゃあ、もう、オレたちは夫ふう婦ふの振ふりをする必要はないわけだろ？」

「なんで？　私たちは今まで通り夫ふう婦ふだよ？」

「……は？　なんで？」

「なんでって夫ふう婦ふでもないのに男女がひとつ屋根の下で暮らすなんて変じゃん」

「あ、いや、そう言われればそうだけど……」

「それに愛あい染ぜんだけじゃないから」

「……へ!?」

「ほら、梵ぼん天てんとか。他にも結けつ婚こん候補ってたくさんいるんだよ。その人たちからの結けつ婚こんの申もうし込こみをイチイチ断るのって大変じゃん？　もうすでに結けつ婚こんしていて旦だん那なさまがいるってことにしておいたほうが楽だもん」

「待て待て待て！　冗じよう談だんじゃねえ！　面めん倒どうなことが起こりそうな予感しかしねえよ！」

「嫌いやならいいよ？　でもその場合、麟りん太たにはこの家を出てってもらうことになるけど？」

「おま！　汚きたねえぞ！」

「なによぉ！　喜んでよぉ！　私とまた夫ふう婦ふになれるんだよ！　こんなにも可愛かわいくて尽つくしてくれるお嫁よめさんは他にいないよ！」

「自分で言うんじゃねえよ！」

「えい！　隙すきあり！」

　直後である。手首でカチャリと音がなる。見ると、漆うるし塗ぬりの腕うで輪わがオレの左ひだり腕うでに腕うで時ど計けいのように装着されていた。

「輝かぐ夜や！　お前！　また断りなくこんな物ぶつ騒そうなもんつけやがって！」

　条件反射的にオレが漆うるし塗ぬりの腕うで輪わを外そうとした時である──腕うで輪わを中心にして脳天からつま先まで電でん撃げきが駆かけ抜ぬける。

「ぎゃあああああああああああああああアアアアア!!」

　瞬しゆん間かんのオレはテレビでよく見る例の〝ガイコツが透すけた状態〟に間ま違ちがいなくなっていただろう。

「そういうわけで旦だん那なさま！　これからもよろしくね！」

　そんなオレを見下ろして彼かの女じよはうさみみをぴょこぴょこと弾はずませながら言う。

　オレは陸に打ち上げられた魚よろしくピクピクと畳たたみにヴァイブレーションしながら窓の外に広がる〝宇宙空間〟を見やるのである。

　死んだ魚の目に映る漆しつ黒こくの世界には、溜ため息いきが出るほど美しい〝青い惑わく星せい〟が浮うかんでいた。

　破は天てん荒こうだし、ワガママだし、暴力的だし、オレはこのうさみみ少女のどこが気に入ってるのだろうか。自分でもよくわからない。でも、ひとつだけはっきりと言えることがある。オレはうさみみ少女ともうしばらく一いつ緒しよに暮らしたいと思っているんだ。




　だから、オレは今、月にいる──。




　──前略、天国の父さん母さん。アナタたちの息子むすこは今、月にいます。ですが、ふたりが夢見た月旅行ではありません。宇宙人に〝月にさらわれた〟のです。

　父さん母さん……信じられますか？

　月に暮らす〝うさみみ宇宙人〟の存在を。

　父さん母さん……信じられますか？

　月に暮らす〝うさみみ少女がオレの嫁よめ〟だなんて。










　　　あとがき




「間ま宮みやさんはうさみみ少女はお嫌きらいですか？」

　担当編集のなにげないひと言がきっかけでした。

　新作のヒロインをどうしましょう、なんて打ち合わせをしていた時のことです。

「好きに決まってるじゃないですか！　うさみみ少女が嫌きらいな男子はこの世にいませんよ！」

　私は即そく座ざに笑いながら答えました。つまり、最初は冗じよう談だん交じりだったんです。

　ですが、徐じよ々じよに「確かに……うさみみ少女って可愛かわいいよなぁ」と思い始めまして。

　うさみみ少女を「好きだ」と答えた瞬しゆん間かんの自分のレスポンスに噓うそはありませんでしたし、この世にいないは言い過ぎだとしても、うさみみ少女を嫌きらいだなんてひとに私はこれまでの十六年間の人生で一度もお目にかかったことがありません。

　あ、どうも、申し遅おくれました現げん役えき女子高生美少女作家【16】の間ま宮みや夏なつ生きです。

「よし、ヒロインをうさみみ少女にしよう！」

　そう決めたらあとはトントン拍びよう子しでした。本作の中でも触ふれていますが〝きっかけ〟というのは本当にささいなことなんですよね。出会いもまた同じです。

　担当さんのひと言があって、うさみみ少女と出会って、そのお陰かげで本作を私は書きあげることができたのです。どれひとつ欠かけても実現はしなかったでしょう。この運命的な偶ぐう然ぜんに心から感謝します。

　願わくば、読者の皆みなさまにも、なにかしらのきっかけで本作をお手に取って頂いただければと思います。そして、うさみみ少女たちの物語を通して「悪くない出会いだった」と本を閉じてもらえたなら作者冥みよう利りに尽つきます。

　謝しや辞じを。

　ナイスなきっかけをくださった担当の粂くめ田たさまに感謝を。これからもよろしくお願いします。

　フルーツパンチさま。宇宙一、可愛かわいいイラストをありがとうございます。アナタさまのイラストが執しつ筆ぴつの最大の原動力でした。

　その他、関係者の皆みな々みなさま。皆みなさまのお力ちから添ぞえでこうしてうさみみ少女たちの物語を本にすることが叶かないました。ありがとうございます。

　最後に改めて読者の皆みな々みなさまに感謝を。物語とは読んでくださる方がいてこそ報むくわれるものだと私は思います。

　本を出版するたびに実感させられます。人というのは本当に多くの人に支えられて生きているのだと。本作もそんな当たり前だけど、とても大切なことを思い出させてくれました。

　作者として感謝するよ。ありがとう、うさみみ少女たち。

　それでは、またお会いできる日を楽しみに。間ま宮みや夏なつ生きでした。
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間ま宮みや夏なつ生き

作者あるあるなのですが、作品に食べ物の好みが引っ張られることがよくあります。今の私はご覧のようにお団子。お陰で最近、太ってしまいました。次ケーキの物語でも書いてしまったらと想像すると恐ろしくて仕方がありません。ああ、饅頭こわい。
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イラスト／フルーツパンチ

電撃文庫さんでは『うさみみ少女はオレの嫁!?』『もじょと極める異世界仰天生活』のイラストを描かせてもらってます。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「間宮夏生先生」係

「フルーツパンチ先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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間ま宮みや夏なつ生き
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